


-800Imkll 


USER'S MANUAL 








を 
「 摩 用 


1 


1 。 


ルッ 
1 


馬 も 0 


「 ま 
』 『 


上 
F | 
す 本 
| 1 
] ] 


に 
LHR 


4 
P 
か 
1 | 
BrmR に 
| 
| 


| 


必 


で 生還 ゴミ ま : 9 
上 1 
本 4 主 補 
EE テ 


計 =emm 


| 








PC 6001MK2-UM 
PTS-120A 


御 注意 

(1) 本 書 の 内 容 の 一 部 又は 全部 を 無断 転載 する と と は 禁止 され て いま す 。 

(2) 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する と と が あり ます 。 

(3 本書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 御 不審 な 点 や 誤り , 記載 も れ な 
ど お 気 付き の こと が あり まし た ら 令 連絡 下さ い 。 

(4 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (3) 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ます の で 人 軍 了承 下さ い 。 


表紙 の 説明 
表紙 に 使っ て いる 写真 は PC-8001MKII の グラ フィ ックス 機能 を 使っ て 描い た も の で す 。 
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は じ め に 


NE し は 。 マイ コン の ト トレ ー ニ ング キッ ト と し て TK-80 を 発売 し て 
以来 , TK-80BS, TK-85, PC-8000 シリ ー ズ , PC-6000 シリ ー ズ そし て 
PC-8800 シリ ー ズ と , パー ソナ ルコ ンピュータ 時 代 の 基礎 を 築い て まい 
まま も 。 

PC-8001MKIT は , で 好評 を いた だ いて お り ま す PC-8001 を も と に に , 
ご 要求 の 多い 機能 を も り 込 ん で 開発 され まし た 。 PC-8001 の 姉 , 
PC-8801 の 妹 に あたる 機種 で す 。 


1 . 使用 上 の ご 注意 
1) ケー ブル の 抜き 差し は , 電源 を 切っ て か ら 行 な っ て くだ さい 。 
2) スロ ッ ト バ ス へ の ボー ド の 抜き 差し は , 必ず 電源 を 切っ て か ら 行 
(の て OS 
80 JCA686U ON グイン サッ 自活 イチ ラノ ッ イペ クラ ショッ クト 0 の 4 シグ アグ ョ ー ク 
カー ド は , スロ ッ ト バ ス #2( 下 側 ) に 実装 し て くだ さい 。 
(4) PC-8012-os (音声 認識 ボー ド ) を 使用 する 場合 は ., デ ィ ッ プス イッ チ 
の 2 を 'on」 に し て くだ さい 。 
(5) PC-8012-oz (32K バ イト 増設 RAM ボ ー ド ) を 使用 する と き は ディ ッ プ 
スイ ッ ナ の 2 を 「on」 に し て くだ さい 。 
(6) PC-8001 用 の ソフ トウ ェ ア を 使用 する と き は , N-BASIC モ ー ド で 動 
作 き せ て くだ さい 。 モ ー ド の 切り 替え は , PC-8001MK 本 体 背面 
ディ ッ プ スイ ッ チ 8 で 行い ます 。 
2 . 電源 に 関す る ご 注意 
1) 電源 スイ ッ チ を 一 度 「off」 に し た と き は 5 秒 以上 経っ て か ら 
'on」 に し て くだ さい 。 電源 スイ ッ チ が 「on」 の 状態 で 電源 プラ 
ク を 抜い た と きる 同様 に 5 秒 以上 経 っ て か ら 電 源 プ ラグ を 差し 込ん で 
くだ さい 。 
2②) 電源 は 必ず AC100V (50Hz ある い は 60Hz) を 使用 し て くだ さき 





い 。 

3) 電源 コー ド を 抜き 差し する 場合 は 必ず プラ グ の と と ろ を 持っ て 行っ 
で くだ さい 

3 . 保管 お よび 使用 環境 に 関す る ご 注意 

(1) PC-8001MK II は 温度 上 昇 を 防ぐ た め , ケー スス 通風 孔 が 開け て あ 
り ま す の で ,。 通風 政 を ふさ い だ り , 風通し の 悪い 場所 で の で 使用 を さ 
け て くだ さい 。 ま た PC-8001MK II を 極端 な 高温 下 や 低温 下 ま た は 温 
度 変 化 の 激しい 場所 で 保管 及び 使用 する と こと は さけ て くだ さい 。 


5 


(2②) PC-8001MKT を 直射 日 光 の 当る 場所 や 発熱 を する 器具 の 近く で 保 
お よび 使用 する と と は さけ て くだ さい 。 

3) PC-8001MK を 極端 に 混 気 の 多 い 場 所 や , ほとり の 多い 場所 で 保 
管 お よび 使用 する こと は さけ て くだ さい 。 

4) PC-8001MKII は 精密 な 電子 部 呈 で で き て いま す の で , 衝撃 を 加え 
た り , 衝撃 , 振動 の 加わ る 場所 で の 保管 お よび 使用 する こと は さけ て 
人 移る 

$⑤) PC-8001MKT の 内 部 に 水 や 液状 の も の , 金属 類 が 入っ た 状態 で で 
使用 に な り ま す と 危険 で す の で , 異物 が 入ら な いよ うど 注意 くだ さき 
(だ 

(6) 楽 品 の 雰囲気 中 や 楽 
直 け て くだ さい 。 

⑦) PC-8001MK を 解体 し た 状態 で 保管 お よび 使用 する こと は , 故障 
や 感 雷 の 原因 に な り ま す の で お や めく だ さい 。 

(8) PC-8001MKII の 上 に 重い 物 を 置い た 状態 で 保 お よび 使用 する て 
と は さけ て くだ さい 。 

(9) ラジ オ や テレ ビ な どの すぐ そば で 使用 し ます と , ラジ オ や テレ ビ に 
条 折 が 入る と こと が あり ます 。 ま た , 強い 磁界 を 発生 する 装置 な ど が 近 
く ( に あり ます と , 逆 に PC-8001MK II に 雑音 が 入っ て くる と と が あり 
ます 。 と の よう な 場合 は 離し て ご 使用 くだ さい 。 

0 PC-8001MKII は , 本 体 底部 に アー ス 端 子 が 備わっ て いま す 。 ア ー 
ス 線 が 配線 され て いる 場所 で は アー ス を 取る と と を お 勧め し ます 。 


に 触れ る 場所 で の 保管 お よび 使用 する こと は 





邊 . その 他 
1) FC-8001MKi の 汚れ は や わら か い 布 に 水 ま た は 洗剤 を 含ま せ て 軽 
く ふ いて 下さ い 。 ベンジン,。 シン ナー な ど (揮発 性 の も の ) や 薬品 
用 いて ふい た り し ます と 変形 や 変色 の 原因 に な る と こと が あり ます 。 ま 
だ 殺虫 剤 な ど を か けた 場合 で も 変形 や 変色 の 原因 に な る こと が あり ま 
900 で 。 で 間 吉 くだ さい 。 


5 . 異常 , 故障 の 場合 

1) 故障 や 常 ( 四 い が し た り , 過熱 し て いた り ) に 気付 いた と き は , 
直ちに 電源 コー ド の プラ グ を 抜い て , お 買い 求め の 販売 店 ある い は も 
より の Bit-INN に で て 相談 くだ さい 。 
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第 1 草 
層 説 


この 章 で は , PC-8001MKI (略し て MK と 呼び ます 。) の 付属 品 の 合 
い 方 と 。 PC シリ ー ズ の な か で の MK の 位置 付け に つい て 説明 し ます 。 


1.1 付属 品 の 使い 方 


MKII に は , 図 1.1 に あげ た 付属 品 が 添付 され て いま す 。 


PC-8001 MK 
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①DPC-8001MK 則 ユー ②N s*BASIC リフ ァ ③N sc・BASIC リ フ 


ザー ズ マ ニュ アル レン スマ ニュ アル ァ レ ンス ブッ ク 
ceo ' ーー を 0 [ に この 
ーー 





(① む モ ノ ク ロ ディ スプ レイ 用 ⑥ デ モテ ー プ ⑤ カ セッ ト テ ー プ レコ ー 
ケー ブフ プル PC-8092 タダ 用 ケー ブル PC-8093 





鐘 1.1 MKL の 付属 癌 
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① PC-8001MKI ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 

この マニ ュ ア ル は , MK を は じ め て お 使い に な る と き に 必ず 読 
GO の 

周辺 狼 置 の 接続 の し か た , 基本 的 な 操作 法 , ソフ トウ エア と ハー ド 
ウソ エア の 概略 な ど , MK を 使う うえ で , ぜひ 知っ て お いて いた だ 
さだ いと と が 書か れ て いま す 。 

MKI の プロ グラ ミン グ 言 語 で ある Nso-BASIC を 使っ て 実際 に プ 
ログ ラム を 作る 時 は ,「 Ns BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を どら 
4b く だ さい) 

② Nso-BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 

MKI の ブロ グラ ミン グ 言 語 で ある Nso-BASIC の 文法 書 で す 。 

Nso-BASIC の 命令 や 関数 を , 辞書 風 に 説明 し て あり ます 。 
③ Nso-BASIC リフ ァ レ ンス ブッ ク 

「 Ns -BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を コン パク ト ( に まとめ た 小 
冊子 で す 。 MK の そば に お いて お 使い くだ さい 。 

④ モノ クロ ディ スプ レイ 用 ケー ブル (PC-8092) 

MKIi と 専用 の モノ クロ ディ スプ レイ を 接続 する た め の ケ ー ブ ル で 
ea 

⑤ カセット テ ー プ レコ ー ダ 用 ケー ブル (PC-8093) 
MK と カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 接続 する た め の ケ ー ブ ル で す 。 
⑥ デモ テー プ 

MKII を 紹介 する た め の デ モン スト レー ショ ンプ ログ ラム が 書き 込 

まれ て いま す 。 テー プ に 書い て ある 説明 を よく 読ん で お 使い くだ さ 


し ゝ ヽ 


人 け 


1.2 この マニ ュ ア ル の 内 容 と 使い 方 


と この マニ ュ ア ル は 。 梱包 箱 を ああ けた あと は じ め ( に 読ん で いた だ きた い マ 
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ニュ アテ アル で す 。 第 1 章 か ら 順 に 読ん で いた だ けれ ば , 周辺 装置 の 接続 の し 
か た 。 起動 方 法 , 基本 的 な 操作 方 法 , MKII の 機能 な ど が て 理解 いた だ け 
る と 思い ます 。 

第 5 章 か ら 10 章 まで は , プロ グラ ミン グ の 道具 と な る Nso-BASIC の 概 
要 , ター ミナ ルモード の 使い 方 な どの ソフ ト 編 で す 。 

第 11 章 か ら は , ハー ドウ ェ エア 編 に な っ て いま す 。 


シス テム を 組む まで …………… ド ーー…… 第 1 章 。 第 2 意 
二 だ 森本 第 3 章 , 第 4 章 
BASIC で プロ グラ ミン グ す る と き 
グラ フィ ックス 機能 を 使う と き ……… 第 5 章 , 第 6 章 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 
NN 第 5 章 , 第 7 章 
プロ ッ ゼ ィ デ ィ ス クラ ユラ ニット を 
幸生 に 奉る 対 柏 語 和 an 第 5 章 , 第 8 意 
VO 第 9 章 


機械 語 で プロ グラ ミン グ す る と き は … 第 5 章 , 第 10 章 , 第 12 章 付録 
ハー ドウ ェ ア に つい て 知り た いと き は … 上 第 11 草 , 第 13 章 。 第 14 章 
ーー 全 っ oe に 半 に 電マ 訓 15 曹 


1.3 この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 記号 


この マニ ュ ア ル で は , わか りや すく 説明 する た め に , 次 の 記号 を 使っ て 
いま す 。 


リタ ー ン キー の 入力 を 表わし ます 。 


ゴー 
1 


of ぜひ 覚え て お いて いた だ きた い 事 柄 が 書か れ て いま す 。 
碗 .] 


使用 例 な ど を 表わし ます 。 
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XXXXH 数 字 に H を つけ て 16 進数 を 表わし ます 。 
FFH = 255 


と スペ ー ス を 表わし ます 。 


デ ロ グ ラム サン プル プロ グラ ム で ある と と を 表わし ます 。 


MKII と PC-8001 を くら べべ て ど と が ちがう か を 表わし ま 
す 。 

特に 注意 が 必要 な 事柄 で ある と と を 表わし ます 。 

参照 し て いた だ きた い 関 連 項目 を 表わし ます 。 


書式 ) BASIC の 命令 や 関数 の 書式 を 表わし ます 。 
( 書 式 ) を 表現 する と き に は 。 次 の 記号 を 使っ て いま 
す 。 
ンー > ご > で 閉 ま れ た 項目 は , その 定義 内 容 を 具 
体 的 に 指定 し ます 。 そ の 他 の 項目 は , その ま 


ま 入 力 し ます 。 

[ [ ] で 囲ま れ た 項目 は , 省略 で きる と と を 
意味 し ます 。 

6 a また は b を 意味 し ます 。 








1.4 PC シリ ー ズ の 中 で 


この 節 で は , NEC の PC-8000 レ シレ シリーズ, PC-8800 レ シレ リーズ, PC-6000 ン リ 
ー ズ の パー ソナ ルコ ンピュータ と 比較 し て 央 Ki が どこ に 位置 づけ られ る 
か を ,。 特に ソフ トウ ェ ア 上 の 与 換 性 を 中 心 に 説明 し ます 。 

EC シリーズ の ソヨン の まっ だ た く 使 っ だ こと が 人 の 0 く 。 MK めで て 
と いう 方 は , 必要 に 応じ て 季 照 し て くだ さい 。 


1-- 4 





っ 00 か 
2 ば 42 


7 
aw PC-8001 





PC-6001 





PC-8001MKII 


II、2 し シリー ズ の 中 で 


BASIC の 文法 の 換 性 


PC シリ ー ズ の 各 製 品 に 搭載 され て いる BASIC は すべ て 
MICROSOFT 社 の BASIC を も と に つく られ た も の で す 。 し た が っ て と 
れ ら の BASIC は , 文法 の 核 と な っ て いる 部 分 は 共通 で , その 核 に それ 
ぞ れ の ハー ドウ ェ エア の 特長 を 生か し た 命令 や 関数 が 追加 され て で き て いま 





図 1.3 各 BASIC の 機能 の 包含 関係 
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2 。 上 ドン リー スズ の AS アプ アミ リー 


BASIC の 種類 
機種 名 ] 
ROM モード の BASIC | DISGK モ ー ド の BASIC 
PC-8001MKII Nso -BASIC N so DISK-BASIC 
N-BASIC DISK-BASIC 
PC-8001 N-BASIC DISK-BASIC 
PC-8801 N ss -BASIC N ss DISK-BASIC 
N-BASIC DISK-BASIC 


PC-6001 Ne0 -BASIC (Neo- 拡 張 BASIC) 











表 1.1 | こ (は PC シレ リーズ の BASIC ファ ミリ ー を あげ まし た 。 と の 表 
の ROM モー ド の BASIC の 欄 に あげ た N。。-BASIC な ど は 狭い 意味 で 
使っ て いま す 。 広い 意味 で 使う と き は , ROM モー ド と DISK モー ド を 
あわ せ て Nso-BASIC な ど と 使い ます 。 

MKII の Nso-BASIC は , N-BASIC の 機能 に , Nas-BASIC の 
機能 の いく つか を 追加 し て 設計 され て いま す 。 追加 され た 機能 に 
つい て は 第 5 草 を 参照 し て くだ さい 。 





ファ イル 形式 の 互換 性 

プロ グラ ム や デー タ を カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ヂ ィ スク に 記録 し た 意味 
を 持つ 情報 の 集まり を ファ イル と いい ます 。 ファ イル に は プロ グラ ム フ ァ イ 
ル と デー タフ ァイル と が あり ます 。 





ファ イル に は 名 前 が 
付い て いる 。 


ファ イル に は 名 前 が つけ られ て いて (ファ イル 名 ), MK は , BASIC 
の も と で , これ ら の ファ イル の 読み 書き を し ます (カセ ッ ト テ ー プ 上 の デ 
ー タ ファ イル だ け は 例外 で ファ イル 名 が あり ませ ん ) 。 と と で は , と れ ま 
で の PC シリ ー ズ の 各 BASIC の も と で 作っ た ファ イル と , MKL の 
Nso-BASIC の も と で 作っ た ファ イル と の 互換 性 に つい て 説明 し ます 。 
1. デー タフ ァイル の 場合 
デー タフ ァイル と は , PRINT キ , INPUT キ , PUT, GET み どの 命令 
を 使っ て . カ セッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 読み 書き する ファ 
2 
PC シリ ー ズ の 各 BASIC は , 完全 な 互換 性 を も っ た デー タフ ァ イ 
ル を 作り ます 。 し た が っ て , MKII と , PC-8001, PC-8801, 
PC-6001 は , 互い に デー タ を 交換 し あう と と が で きる わけ で す 。 
た だ し MKII と PC-8801 は 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ デ 
ィ ス ク が 使え ます が , PC-8001 と PC-6001 は , 使 
用 で きま せん 。 ま ただ, MKIHI は カセット テー プ 上 に 
1200bps. (bit per second) で 書か れ た デー タフ ァイル を 
その まま 読む と と は で きま せん か ら , PC-6001 や 
PC-8801 と デー タ 交 換 す る 場合 は , 600bps. で 書い た も 
の に 限り ます 。 
また , PC-6001 の Neo-BASIC は , 他 の 機種 と 桁 数 な ど 
数 値 表 現 が ちがい ます 。 と の た め PC-6001 と デー タ 交 
換 が で きる の は 文字 列 で だ け で す 。 
2。 プ ログ ラム ファ イル の 場合 
プロ グラ ム フ ァ イル と は , LOAD , SAVE な どの コマ ンド で 読 
み 書 きす る プロ グラ ム の ファ イル で す 。 メ モリ 上 の プロ グラ ム あ を カセ 
ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク K 書 き 込 むこ と を “セーブ する ", メ 
モリ 上 に 読み 込む と と を “ロー ド す る と いい ます 。 
プロ グラ ム フ ァ イル の 場合 は , ファ イル の 互換 性 が ある 場 
合 で も , 各 BASIC の 文法 が ちがう の で , その まま 実行 
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で き な い と と が ある の で 注意 し て くだ さい 。 
① N-BASIC の も と で 作ら れ た プロ グラ ム フ ァ イル 

Nso -BASIC は , N-BASIC の 機能 を 完全 に 含ん で いる の で , Nso- 
BASIC の も と で , N-BASIC で 作っ た プロ グラ ァイル を その まま 
使う こと が で きま す 。 

し か し 逆 ( に , Na。-BASIC は , N-BASIC に な い 機 能 を も っ て い 
ます か ら , N-BASIC の も と で は , Nso-BASIC で 使っ た プロ グラ 
ム の いく つか を 使え な いこ と が あり ます 。 

2 Nss-BASIC, Neo-BASIC の も と で 作ら れ た プロ グラ ム フ ァ イル 
通常 , 特に 指定 し な いで プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 は , プロ グラ 
ム を BASIC じ イン タプ リタ (翻訳 機 ) に よっ て 中 間 コ ー ド に 変換 
し た も の を 書き 込み ます 。 と の よう な セー ブ の し か た を バイ ナリ 
セー プ と いい ます 。 それぞれ の BASIC の イン タプ リタ が 異な る 
ため, 同じ ブログ ラム を 作っ て も 。 で きだ プロ グラ ム フ ァ イル は 異 
な っ だ た も の に な っ て し まい ます ( 図 1.5 参照 ) 。 


人 間 が つく っ た バイ ナリ セー プ し た 
プロ グラ ム プロ グラ ム (中 間 言 語 ) 
29 80 0A 00 85 20 41 00 
ンタ の メン タク リタ し トー 31 80 14 00 91 20 41 00 
「 37 80 1E 00 81 00 00 00 
10 input A 
20 print A 
30 end に SA [ Nmm-BASIC の 09 00 0A 00 85 20 41 00 
ィ インタプリタ ビーツ 11 oo 14 oo 91 20 41 00 


17 00 1E 00 81 00 00 00 


09 C4 0A 00 84 20 41 00 
rp キツ ーー ーー ュ 1 c4 14 oo 95 20 41 00 
17C4 1E00800000 00 


1.5 中 間 コ ー ド に 変換 され た プロ グラ ム フ ァ イル 


DISK モー ド で は ,。 バ イナ リセ ー ブ の ほか に, プロ グラ ム を 構成 
する 1 文字 1 文字 その まま キャ ラク タコ ー ド (アス キー コー ド ) 
で セーブ プ する と と が で きま す 。 と の よう な セー ブ の し か た を アス キ 
ー セ ー プ と いい ます 。 

ope 本 ココ きま 0 この ロウ グラム トラ ァイル 図 6 の 26 
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相互 に ファ イル を 交換 する と と が で きま す 。 しかし,。 機種 に よっ て 
使え な い 命 令 $ ぅ あります ので , その よう な 場合 は , 変更 する 必要 が 
あり ます 。 


NssDISK-BASIC 
Neo 拡 張 -BASIC NsoDISK-BASIC 


アス キー セー ププ 
2 グロ ググ ム 





凶 1.6 アス キー セー ブ し た ファ イル の 互換 性 


バイ ナリ セー ブ さ れ だ た プロ グラ ム フ ァ イル を 相互 に 交換 し た 場合 
は , 通常 で た ら め な プロ グラ ム と な っ て し まい ます の で , 実行 で き 
ませ ん 。 
③ 機械 語 の アプ ログ ラム ファ イル 
MKI エ は, CMD BLOAD, CMD BSAVE と いう コマ ンド を 使っ て 機 
械 語 の プロ グラ ム フ ァ イル を 扱う こと が で きま す 。 MKI と PC- 
8801 の 機械 語 プ ログ ラム 形式 は 全く 同じ で す 。 


1-9/1-10 
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第 2 草 
ンス テム 構成 





MKII は 、 本 体 だ け で は 何 の 役 に も た ち ま せ ん 。 ステ レオ で も アン ブ プ 
(に プレ ー ヤ や スピ ー カ を つなが な けれ ば な ら な いよ うに , MKII に も 庄 
辺 装置 を 接続 し て は じ め て , 使え を る よう に な る の で す 。 と の よう に , 必要 
な 周辺 装置 を 接続 し て 。 で きる セッ ト を シス テム と いい ます 。 
プリ ンタ 

デジ タイ ザ 


の グロ ツタ 
アイ トド ペン 時 
け こじ ロー 


ググ | ri 
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" 塊 ツガ 
ッッ 


凶 2.1 本 体 と 周辺 装置 


昌 の 1 


図 2.1 に 一 般 的 な 本 体 と 周辺 付 赴 の 関係 を が し まし た 。 本体 に いろ い 
ろ な 周辺 装置 が 接続 きれ て いま す 。 本体 (CPU と も よ ば れ ま す ) に あ た 
る の が MKII で す 。 

この 草 で は , 前 半 で MKI の シス テム 構成 の 例 を 3 つ あ げ , 後半 で PC 
シリ ー ズ の 周辺 装置 の お も な も の を , MK に 接続 で きる か で きま ない か で 
わけ て 紹介 し ます 。 


2.1 シス テム 構成 例 


MKII は, PC シリ ー ズ の 豊富 な 周辺 装置 を 組み 合わ せる と と に よっ 
て , 用 途 に 応じ た シス テム を 構成 する こと が で きま す 。 と と で は 3 種類 の 
システム 構成 例 を 紹介 し ます 。 シ ステ ム 構 成 に つい て の 詳し いと と は , 
Bit-INN や お 買い 上 げ の 販売 店 で で 相談 くだ さい 。 

1 . 最小 シス テム 


PC-8044K 


CT 1 





ュ 


Te 了 


- 半 い いす や ーー。3 2 
付属 の PC-8093 0 
時 





PC-6081 





PC-8001MK HI 


凶 2.2 最小 シス テム 


MKII に, 家庭 用 の テレ ビ (NTSC 方 式 ) と カセ ッ ト テ ー プ レ ュ コー 
タ (PC-6081) だ け を 接続 し た , 家庭 用 の シス テム で す 。 家庭 用 の テレ ビ 
は , RF モジ ュ レ ー タ (PC-8044K) を 経由 し て 接続 し ます 。 
家庭 用 の テレ ビ は , 解像度 が 低い の で , 細か い 文 字 や 字 を 

表示 し た 場合 , 見 に くい こと が あり ます 。 そ の よう な 場合 は 
2 . 2 飾 に あげ る 専用 の ディ スプ レイ を お 勧め し ます 。 


ーー テーーー 


* NTSC (National Teleyision Standard Commitee ) 
日 本 の テレ ビ 放 送 は NTSC 方 式 を 採用 し て いま す 。 
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2 . 標準 シス テム PC-8050K 







PC-8023-C 
プリ ンタ の ケー フル 以外 は PC-8001 MK MI eo 
美 置 に 添付 され て い 計 2 PC-8037-2W 


凶 2.3 標準 シス テム 


ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク ユニ ッ ト ( PC-80S31 ) と プリ ンタ ( PC-8023-C ) を 
接続 し , ディ スプ レイ に は PC-8050K を 使っ た シス テム 構成 で す 。 フ ロッ ピ 
ィ デ ヂ ディスク ユニ ッ ト の 接続 に より MKI の 機能 は , 飛躍 的 に アッ プ し ます 。 
NsoDISK-BASIC を 使う た め に は , シス テム ディ スク (PC-8037-2W ) が 
ム 要 で す 。 ま た NsoDISK-BASIC の ほか に も 各種 の DOS(Disk Operating 
System) を 使う こと が で きま す 。 
S. ビジ ネス 向け の シス テム 


PC-8049N 


PC-888 1 







PC-8822 


ケー ブル は すべ て , 周辺 装置 に 
PC-8001 MK 付属 され て いま す 。 


SI ルオ ビジ ネス か の シス テム 
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8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト (PC-8881 ) と 漢字 プリ ンタ (PC- 
8822) を 接続 し た ビジ ネス 向け の シス テム で す 。MKI の 中 に 漢字 ボ 
ー ド (PC-8001MKI-01 ) を 組み 込め ば 治 字 処理 も 行え ます 。 


2.2 PC シリ ー ズ の 周辺 装置 リス ト 


MKIEI は , PC シリ ー ズ の 周辺 装 斗 の ほとん ど を 接続 する こと が で き 
ます 。 と と に は , お も に 。 PC-8000 シ リー ズ 。 PC-8800 シ リー ズ ス の 製品 
の な か か ら 1983 年 2 月 現在 発売 され て いる 周辺 装置 を あげ ます 。 


2.2.1 MKIHI に 接続 し て 使用 で きる も の 


ディ スプ レイ 
R.G.B. セ パレ ー ト 方 式 の カラ ー デ ィ ス プレ イ と , コンポ ジッ トビ デオ 万 式 の モ 
ノ ク ロ ディ スプ レイ を 接続 する こと が で きま す 。 水平 走査 周波 数 は 15KHz で す 。 


カラ ー デ ィ ス プレ イ 

カラ ー デ ィ ス プレ イ に は , 解像度 の 異 る 2 種類 が あり ます 。 高 唐 像 度 の 
ディ スプ レイ は , 80x25 文字 や 漢字 の 表示 が で きま す が , 中 解像度 の 
(PC-8048K) は ,。 見 に くい の で 注意 し て くだ さい 。 


PC-8048K 中 解像度 。40X25 文 字 表 示 可 能 。 
LI 上 =* | 


中 完 
PC-8053 
PC-8052 


PC-8049N 


モノ クロ ディ スプ レイ 
PC シリ ー ズ の モノ クロ ディ スプ レイ は , すべ て 高 解 像 度 で す 。 ケ ー ブ 
ル は , MKIMI に 添付 され て いま す 。 







14 イ ン ナ 










j 解 像 月 受 。 X25 文 字 表 示 可 能 。 


2-4 





PC-8047 アン バー 
PC-8050K グリ ー ン 


家庭 用 テレ ビア ダブ プ ブタ PC-8044K 

PC-8044K を 使っ て 家庭 用 の テレ ビ を MKI の ディ スプ レイ と し て 
使う こと が で きま す 。 解像度 が 低い の で , 細か い 文 字 の 表示 に は 向き ませ 
/ba 












品 。 名 
C 


ライ トペ ン PC-8045K 

PC-8045K は . カラ ー デ ィ ス プレ イ ま だ た は モノ クロ ディ スプ レイ と, 
組み 合わ せ て 使い ます 。 ラ イト ペン は , ディ スプ レイ 画面 の フイ トペ ン で さ 
し た 位置 を キャ ラク タ 単 位 で 読み と る た め に 使い ます 。 


カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ 

プロ グラ ム や デー タ の ロー ド や セー ブ は 。 家庭 用 の テー プレ コー ダ で 充 
分 行え を ます が , MKII 用 に 新しく 購入 され る 場合 は , PC-6000 シリ ー 
ズ の デー タレ コー ダ や を お 竹 め し ます 。 一 般 の テー プレ コー ダ で は , イヤ ホ 
ー ン 端子 に ジャ ッ ク を 差し 込ん で し まう と スピ ー カ か ら 音 が で ませ ん が , 
PC-6081, PC-6082 な ら デ ー タ の 入っ て いる 部 分 を 聞き わけ られ ます 。 


PC-6082 目 動 プ ログ ラム サー ナ 機 能 つ き パ ソコ ン 用 テ 
MKIHI に 添付 。 ー プ レコ ー ダ -。 


PC-6081 の 人生 守 Ne プー ョ グル コー グ 。 





ミニ フワ フロッピ ビィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 
画面 , 打 面 の どちら の タイ プ も 接続 で きま す 。 PC-8000 シリ ー ズ の 
ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト は , イン テリ ジェ ント タイ プ に な っ て い 


表す 。 





PC-80S31 計 湯 

PC-8031-2W | 別売 り の 両面 倍 密度 ミニ ディ スク ドラ イブ 
PC-8898 2 個 実 半 。 

が ルム 、 更 

Pc-8031-1w | て う 


PC-8037-1W | 片面 倍 密度 ミニ ディ スク ドラ イブ 
PC-80S32 


(別売 ) が 必要 | 2 個 実装 。 
PC-80S31 の 拡 旧 用 ドラ イブ 、 
PC-8032-2W 
PC-8032-1W 






PC-8037-2W 
(別売 ) が 必要 



















PC-8031-2W の 抜天 用 ド フ ィ イブ 。 






PC-8031-1W の 拡張 用 ドラ イブ 、 


標準 フロッピ イデ ィ ス ク ユ ニッ ト 
PC-8800 シ リー ズ の 標準 フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク ユニ ッ ト を 接続 する こと が で 
さき ます 。 こ の 場合 MK の スロ ッ ト に イン タフ ェ ー ス ボー ド を さして 使用 し ます 。 


PC-8881 PC-8087 2 台 の 8 イン チ 薄 形 ド ライ ブ 
(別売 ) が 必要 。| を 実装 し た 標準 フロ ッ ピ ィ デ 
ィ ス ク ユ ニッ ト です 。 (MKI 
と の イン グー フェ ー ズ ボード 付 ) 







PC-8881(1) PC-8881 の ドラ イブ を 上 下 


左右 を 送 に し た も の で す 。 


PC-8881 用 の 拡張 用 ユニ ッ ト 
で す 。PC-8881 と PC-8882 を 
赤村 する こと に より , 4 M バ 
4 ト の 記憶 容量 が 往 られ ます . 










PC-8882 











PC-8882(1 7 PC-8881(1) 用 の 拡張 用 ユニ 


MS 


プリ ンタ 
セン トロ ニク ス 準 拠 の イン タフ ェ ー ス を 採用 し て いる プリ ンタ を 接続 する 
で も の で きま す 。 
MKII の CMD COPY コ マン ド で .。 ディ スプ レイ の 画面 の コピ ー が 
と れる の は , PC-8023-C, PC-8022. PC-8021 だ け で す 。 た だ し , グ 


ラフ ィ ッ クス を コピ ー す る 場合 に , 縦横 の 比 が ディ スプ レイ 画面 
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の と お り に な ら な いこ と が あり ます 。 


PC- 










(別売 り ) 
18 ピ ンド ッ ト マ トリ クス 漢字 プリ ンタ 
PC-8822 か ら 漢 字 ROM ボ ー ド を と っ た も の 


プリ ンタ 用 別売 り 品 


PC-8023C 用 イン クリ ボン カー トリ ッ ジ 
PC-8821, PC-8822 用 半 色 イン クリ ボン カー トリ ッ ジ 
PC-8821 用 漢字 ROM ボ ー ド 


PC-8821-03 | PC-8821, PC-8822 用 ト フ クタ フィー タダ タ アダ プ タ 



















PC-8826-XB | PC-8826 用 ボー ル ペ ベン 
PC-8826-XF | PC-8826 用 サイ ン ペ ベン 
PC-8826-P3 | PC-8826 用 ロー ル 渡 


払 張 用 ボー ド 
PC-8012 に 組み 込む た め に 作ら れ だ た ボー ド で す が , MKIHI の スロ ッ ト に さ し 
て 使う こと が で きま す 。 


PC-8012-02 | 32K バ イト 増設 RAM ボ ー ド 
PC-8012-04 | 音声 録音 再生 ボー ド 
PC-8012-05 | 音声 度 識 ボー ド 
PC-8801-02 






X= テ 0 : 黒色 XX ニテ 2 : 赤色 
Xー1 : 青色  X テ 4 : 緑色 


























1286K バ イト 増設 RAM ボ ー ド 


2.2.2 MKHI に 接続 で き な い も の , 必要 な いも の 


PC-8801-o: | PC-8801 用 
漢字 ROM ボ ポー ド 


PC-8006 増設 KAM 


PC-8033 PC-8001 一 PC- 
8031 イン タフ ェ ー ス 

















水平 走査 周波 数 が 美 な る の で 使用 で き 
= 








HL に 標準 装備 され て いる の で 必要 
3 





MK は これ ら の 機能 の いく つか を 標 
I/O ユ ニッ ト 準 装備 し て いま す 。 


PC-8012 
PC-8013 


PC-801 1 PC-8001 用 
拡張 ユニ ッ ト 

PC-8094 バグ コネ クタ が ちがう の で 使用 で きま せん 。 
キー ノレ PC-8894 を お 使い くだ さい 。 


PC-8095 RS232C ケ ー ブ ル ro の RS232C と ケー ブル は PC-8895 
7 

PC-8062 KO2O2 じ ウー マブ ルル 

PC-8862-01| PC-8062 用 ROM | ソケット が ちがう の で 接続 で きま せん 。 


PC-8096 GPIB ケー ブル MKI に は GPIB 用 の イン タフ ェ ー ス 
が つい て いな い の で 使え ませ ん 。 


PC-8097 GPIB イン タフ ェ 
ー ス セッ ト 


2.2.3 MKIHI に 接続 で きる が 注意 が 必要 な も の 








PC-8031-1V 


て いな い の で 使え ませ ん 。 DISK-BASIC 
(PC-8001 の モー ド で 使う ) に は 使え ま 





け 


第 つ 草 
基本 的 な 操作 方 法 


と の 章 で は 。① シ ステ ム を 配置 する , ②⑫ 周 辺 装 置 を 接続 する , ③ 電 源 や 
入れ る 。 ③④ 電源 を 切る ,。 な ど MKII の 最も 基本 的 な 操作 方 法 に つい て 説 
明 し ます 。 


3.1 シス テム の 配置 





シス テム の 配置 場所 は , も くじ の 前 に ある ' 保管 お よび 使用 環境 に 関す る 
ご 注意 」 を よく 読ん で 決め て くだ さい 。 


3.2 周辺 装置 と の 接 統 


図 3.1 の フロ ー チ ャ ー ト と , こと この マニ ュ ア ル の 最後 に ある 「 周 辺 装置 
の 接続 説明 図 」 を 参考 に し て , 周辺 装置 を 接続 し て くだ さい 。 


電 泊 を 切る 。 
2 
周辺 装置 と も に 


電源 が 入っ て いな 
いか カ 、 ? 











入っ て いな い 。 


接続 図 に 従っ て 接続 する 。 


修正 する 。 


まり 
は な いか ? 


確実 に 接続 され て 
いる カ 、 ? 





Ma 


3.1 周辺 装置 の 接続 の フロ ー チ ャ ー ト 


さ ー } 


① ケー ブル の 抜き 差し は , 必ず 電源 を off こし て か ら 行 う 。 
② 間 
か どう か を 必ず 確認 す 
③ ケー ブル は , 深く 人 確実 に 差し 込む 。 
使用 する ケー ブル に つい て は , 第 2 章 シ レス テム 構成 を ご らん く 
だ さい 。 


3.3 電源 の 投入 と 起動 テス ト 


こと で は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し な いで 起動 テス ト を 行 
いま す 。 図 3.2 の フロ ー チ ャ ー ト と , 以下 の 説明 に 従っ て 行い ます 。 


電源 OFF の 状態 
ディ ッ プ ズ スイ ッ 
ト す る 。 


本 体 の 
を セッ 


5 
チ 





周辺 装置 の 電源 を 入れ る 。 


“ IGR atsiree SNR 1 
同時 で も ! シ ステ ム デ ィ ス ク を セッ ト 』 


よい 。 ョ する 。 
| 





修正 する 。 
MK II の 電源 を 入れ る 。 


MKI の リセ ッ ト ボ タン を 
押す 。 









正しい 動作 を し た か ? 





に 5 


販売 店 に 相談 する 。 





l 


。 は 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ が 所 
を 接続 し て わる 場 2 + の み 。 


凶 3.2 起動 テスト の フロ ー チ ャ ー ト 


ei 
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. 電源 を 入れ る 手順 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 以 外 の 周辺 装置 を 接続 し ます 。 
② 電源 を off (こし た 状態 で , MK 背面 の ディ ッ プ スイ ッ チ 8 
of (て セッ ト し ます ディップ スズ スイッチ 5 off (こす る と 
s-BASIC, on に する と N-BASIC が 選ば れ ま す 。 
ディ ッ プ スイ ッ チ 1 か ら / ま で は , on, of どちら (な っ て いて 
6 か まい ませ ん 。 
照 ) ディ ッ プ スイ ッ チ に つい て は , 付録 3 ディ ッ プ スイ ッ 
チ と ジャ ン パ スイッチ の 使い 方 を ご らん くだ さい 。 
注 意 ) デ ィ ッ プス イッ チ と ジャ ン パ スイ ッ チ の 切り 換え は , 電 
源 を off し た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
3 周辺 装置 の 電源 を on に し ます 。 
④ MKI の 電源 を on に こし ます 。 
リセ ッ ト ボ タン を 押し ます 。 とれ で 電源 投入 は 終わ り で す 。 





Rm 
ee 


TE 


CCOps* に 


円 


7 St 
EMRCERCSNO て 
還 ーー 

rs 


ie 


に Es 
RE 
ET nmrrdihn Ps 
PE 


PT 
PT 
に 


円 

1 

トー 骨 
Op 

COCO 


PPP 
PE rme 


Em 
間 MT 32 Sn 
5 W 
in に 





MODE SELECT 


2 0 SR 





| づ 。 スイ ッ ナ 類 の 位置 


2. 電源 投入 時 の 画面 表示 

電源 を 投入 する と (操作 中 に リセ ッ ト ボ タン を 押し た と きも ) ディ 
スプ レイ に は 次 の 2 種類 の うち いずれ か の メッ セー ジ が 表示 され ま 
す 。 (バー ジョ ン に よっ て 多少 異な る メッ セー ジ が 表示 され る こと が 
あり ます 。) これ が 「 起動 し た 」 状 態 で す 。 メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら 
走 動 ケス ト は 合格 で す 。 

MKIHI は , 2 つの BASIC モー ド を も っ て いま す 。 電源 を 投入 し 
だ た とき (まだ は リセ ッ ト ボ タン が 押さ れ た だ とき) は, ディ ッ プ スイ ッ 
チ 8 によって, どちら か の BASIC が 起動 され ます 。 


細 ME 


NEC N80 BASIC Ver 1.0 
Copyright 1979(C) by Microsoft 
Enhanced 1982 by NEC 

Ok 

L 
















BASIC の モー ド 









N so-BASIC 


N-BASIC NEC PC-8001 BASIC Ver 1.3 
Copyright 1979(C) by Microsoft 
Ok 


L 





図 3.4 ディ ッ プ スイ ッ チ ナチ 8 と と BASIC モード 


メッ セー ジ の トド に 表示 され て いる “Ok" は , “さあ 準備 完了 , 
BASIC の 命令 を 入力 し て くだ さい 。” と いう 印 で す 。 キ ー ボ ー ド の キー 
を 押す と その 文字 が カー ソル の 点滅 し て いる 位置 に 表示 され て いく は ず で す 。 
3. 正常 に 起動 し な い 場 合 の 対処 方 法 
① 画面 の 同期 が あわ ず , 流れ て し まう と き 

ディ スプ レイ の 電源 の on, off を 繰り 返し て 行っ て みて くだ さい 。 
それ で も 同期 が と れ な い 場 合 は ,. ディ スプ レイ の 水平 同期 ツマ ミ を 回 
し て 調整 し て くだ さい 。 
② 画面 に 何 も 表 示さ れ な い 場 合 

ディ スプ レイ の 明る さき (BRIGHT ) 調整 ツウ マミ を 回 し て みて くだ 
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さい 。 それで も 何 も 表 示さ れ な い 場 合 は , 全 装 置 の 電源 を off に し 
て , も う 一 度 正しく 接続 され て いる か 調べ て くだ さい 。 
以上 の チェ ッ ク を 行っ て も 画面 に メッ セー ジ が 表示 され ず , その 原因 が 
わか ら な い 場 合 は , お 買い あげ の 販売 店 か 。 も より の Bit-INN に ご 相談 
くだ さい 。 


3.4 カレ ンダ 時 計 


MKII に は , バッ クア ッ プ 電池 つき の カレ ンダ 時 計 が 内 蔵 さ れ て いま 
す 。 
1. カレ ンダ 時 計 の あわ せ か た 
Ok" の 表示 の あと に 次 の よう に キー ボー ド か ら 入 力 (以下 キー 
入力 と 呼び ます 。) する こと (に よっ て カレ ンダ 時 計 の セッ ト が で きま 
す 。 


1983 年 1 月 1 日 午後 1 時 15 分 に セッ ト す る 場合 
date$ー"83/01/01" |RETURN| 
time$= ニ "13:15:00" 

$、“"。/ な どの キー 入力 万 法 が わか ら な い 万 は 第 4 草 キ 

ー ボ ー ド の 使い 方 と スク リー ン エ ディ タ を 先 に お 訪 み くだ 
さい 。 
カレ ンダ 時 計 に , 一 度 値 を セ ッ ト す る と , MKIMI の 電源 を off に 
し て も , バッ クア ッ プ 電池 の 機能 に より 時 間 が 刻ま れ て いき ます 。 
2. カレ ンダ 時 計 の 値 の 表示 の し か た 
ディ スプ レイ に カレ ンダ 時 計 の 値 を 表示 する に は , 次 の よう に キー 
入力 し ます 。 


? date$ |IRETURN 
? time$ |IRETURN 


3. バッ クア ッ プ 電池 

カレ ンダ 時 計 の バッ クア ッ プ 電池 は , MKI の 電源 を 連続 し て 40 
時 間 以 上 on に し て お く と 完全 に 充電 され ます 。 完全 に 充電 され た 
あと さら に MKII の 電源 を on に し て いて も , バッ クア ッ プ 電池 の 
機能 を 損 う こと は あり ませ ん 。 完全 に 充電 され た バッ クア ッ プ 電池 
は , MKI の 電源 を off に し た まま で も , 約 2 か 月 間 カ レン ダ 時 計 を 
動か し 続け ます 。 バ バックアップ 電池 を 完全 に 充電 し な く て も , 1 日 に 
30 分 間 程 度 MKII の 電源 を on に すれ ば , カレ ンダ 時 計 は 動き 続 
は 表す.。 


3.5 スピ ー カ 

MK に は スピ ー カ が 内 蔵 さ きれ て いま す 。 次 の よう (に キー 入力 すれ ば ば , 
*J 0.5 秒間 ブザー が 鳴り ます 。 

beep RETURN| 

3.D メモ リ テ ス ト 

MK II は , 自分 自身 の メモ リ の テス ト を する こと こと が で きま す 。 メ モリ 
テス ト の 方 法 に つい て は 。 第 10 章 モニ タ で くわ し く 説 明 し ます 。 
3.7 [STOP| キ ー と リセ ッ ト ボ タン の 使い 方 

と の 和 飾 で は , MKMI の 操作 中 に 。 キー ボー ド か ら の 人 和信 力 が で き な く な 


っ て し まっ だ と きど と 2? し た ら よ いか を 説明 し ます 。 と の よう な 場合 は . 
[STOP| キー と リセ ッ ト ボ タン を 使い ます 。 フ ローチ ャ ー ト を どら ん くだ 
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さい 。 


ボー ド か ら 何 も 入力 で 


キー 一 
き な く な る 。 





STOP| キー を 提 す 。 









プロ グラ ム 人 は 。 その まき 
残っ て いる の で , 続け て 
操作 で きる 。 


の キー を 押し な が ら 


リセ ッ ト ボ タン を 押す 。 








接続 し て 


し 3 な いい 。 













キー 入力 や 
コマ ンド の 実行 が で 


の ツ 避 4 
ディ スク を 接続 し て 
いる か 、 ? 


接続 し て いる 。 


③ リ セッ ト ポ タ ン を 押す . 


メモ リ の イニ シャ ラテ ライズ 
切 期 化 ) が され . プロ グ 
ンジ ば 人 用 え て も しま サ 。 







起 還 し た 。 





me 


シス テム の 電源 を off に し て , 
も う 一 度 起動 する 。 


AE 王 し た 。 





以 3.5 キー 入力 で き な い と き の 操 作 
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① キー を 押す 
BASIC の プロ グラ ム が 動い て いる と き は , [STOP] キ ー を 押す と 
と (て よっ て 中 断 し , コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻す こと が で きま す 。 プ 
ログ ラム は , 全く その まま の 状態 で 々 モリ 上 に 残っ て いま す 。 た だ し 
BASIC プロ グラ ム の な か で out や poke な ど を 使っ て いる 場合 は 
[STOP| キー に よっ て 中 断 で き な く な る と と が あり ます 。 
BASIC の プロ グラ ム を 一 時 中 断 す る と き は , [ESC」 キ ー 
を 押し ます 。 続け る と き は , 任意 の 文字 キー を 押し ます 。 
②③ [STOP] キー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押す 。 
[STOP| キー だ け を 押し て も , まだ キー 入力 が で き な い 場合 は , 
[STOP| キ ー を 押し な が ら リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 こ と れ は 機械 語 の 
プロ グラ ム が で た ら め に 動い て いる 場合 の 中 断 方 法 で 。 ウォ ー ム スタ 
ー ト (warm start) と 呼ば れ ま す 。 ウ ォ ー ム スタ ー ト が 成功 する と, 
画面 に は “Ok ” と 表示 され , キー 入力 や コマ ンド の 実行 が で きる 
より の |IC だ な だり ます 。 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て いる 場合 は , こと で 次 の よ 
うに キー 入力 する 必要 が あり ます 。 
NsoDISK-BASIC の 場合 


CMD INIT 


DISK-BASIC の 場合 


OUT &H31,1 
MON |IRETURN 


G6005 [RETURN 
ウォ ー ム スタ ー ト を や 行っ て も メモ リ 上 の プロ グラ ム は ,。 その まま 残 
っ て いま す 。 
③ リセット ボタ ン を 押す か , 電源 を off に し て も う 一 度 起動 する 
ウォ ー ム スタ ー ト が で き な い 時 に は , メモ リ 上 の プロ グラ ム を 残す 
こと を あき ら め な けれ ば な り ま せん 。 と の よう に な る の は , コマ ンド 
の 入力 や 実行 が で き な い 悲惨 な 状態 に メモ リ が 書き 変え られ て し まっ 
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た か , ハー ドウ ェ ア が で た ら め に 動き 出し て し まっ た か の どちら か が 
考え られ ます 。 

この 場合 は , リセ ッ ト ボ タン を 押す か 電源 を off に し て , も う 一度 
起動 する (コー ルド スタ ー ト (cold start) と いい ます ) し か 手段 が 
あり ませ ん 。 コ ー ル ドス ター ト を し た 場合 メモ リ 上 の プロ グラ ム は 消 
えて し まい ます 。 

リセ ッ ト ボ タン を 押し た だ け で は 起動 し な い 場 合 は , 電源 を off 
に し ます が , と の と き は , 5 秒 以 上 た っ て か ら , 電源 スイ ッ チ を on 
にし, リセ ッ ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 


3.8 電源 を 切る 


電源 を 切る と , ユー ザ の 入力 し た プロ グラ ム や デー タ は すべ て 消え て し 

まい ます 。 電源 を 切る と き は , 以下 の こと を 守っ て くだ さい 。 

ド 。 二 机 ルウ ログラム ペア プー ク で を で 。 の セツ トド トチ テ チーン や フロッピ ビッ ティ 
スク に セー ブ し 忘れ て いな いか 確か め ま す 。 

2. カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 読み 書き の 途中 で な いと 
と を 確か め ま す 。 読み 書き の 途中 で 電源 を 切る と 、 フ ァイル が と わ 
て し まい ます 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使っ て いる 場合 の 特別 な 注意 

Nso DISK-BASIC で は , オー プン され だ た だ まま の ファ イル が な 
いと と を 確認 し て くだ さい 。( 念 の た めも う 一 度 CLOSE を 実行 
し て くだ さい )。 DISK-BASIC (N-BASIC モー ド の ディ スク バ 
ーー ジョン) で は , REMOVE し た こと を 確認 し て くだ さい 。 
以上 を 確認 し た ら 。 ドラ イブ アク セス 表示 用 LED が 消え て 
いる と と を 確か め た あと , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を と り 出 し て く 
だ さい (詳し く は 8 章 で 説明 し ます 。)。 

これら を すべ て 確か め て か ら 電 源 を off に し ます 。 電源 を 切る 順序 は, 
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MKIHT と 周辺 装 軒 の どちら が 早く て も か まい ませ ん 。 
電源 を 切っ た 後 , 再度 電源 を 入れ る 時 は , 5 秒 以 上 た っ て か ら に し て く < く 
Ui Va 


弟 4 草 
キー ボー ド の 使い 方 と スク リー ン エ ディ タダ 





キー ボー ド と ディ スプ レイ は, ユー ザ と MKIHE の 会 話 に な く て は な ら な いい 重要 な 入出 
力 装 置 で す 。 でたらめ に キー ボー ド を 操作 し て も MKI が こわ れる こと は あり ませ ん か 
ら . い ろ い ろ 試 し て 早く 〈 慣れ て くだ さい 。 こ の 章 で は , キ を キー ボー ド と ディ スプ レイ の 使 


い 方 を 簡単 に 紹介 し ,MKIEI の も つ 便 利 な スク リー ン エ ディ タ に つい て 説明 し ます 


4 1 キー ボー ド と ディ スフレ イ 


キー ボー ド の キー 配列 は タイ プラ イタ に 似 て いま す 。 MKI の キー ボ 
ッ ド は ファ ルッ クシ ョ ルン キー や デン キー な ど を つけ で リー ソナ ルコ ン ピ ビ ョ ー 
タ と し て 使い や すく 設計 され て いま す 。 

ディ スプ レイ に は , ブラ イト (明る さ ) つま み が あ り ま すか ら 見 や すい 
状態 に 調整 し て 使っ て くだ さい 。 家庭 用 の テレ ビ に は , コン トラ スト な ど 
ee り ま す 。 好み の 状態 に 調整 し て 使っ て くだ さい 。 








電源 スイ ッ チ 
プラ イト つま み 


「 
議 料 一 コン トラ スト つま み 


ファ ンク ショ ン キ ー 


テン キー 


4 | オー ボー ド る サナ サオ ルス ア ルレ 


4 1 





MKI の キー ボー ド は PC-8001 に は な い ITABI キ ー が つい て 
いま す 。 


4.2 キー ボー トド ト の 使い 方 


キー ボー ド の 使い 方 は 。 タイ プラ イタ と は ほとん ど 同 じ で す 。 ま た , ① 同 
じ キ ー を 約 1 秒 以 上 押し 続け る と その 文字 を 連続 し て 入力 で きる オー トリ 
ビ ピート 機 能 。② キ ー の 内 容 を 自由 に 指定 で きる ファ ンク ショ ン キ ー, な ど 
の 便利 な 機能 が 追加 され 使い や すく な っ て いま す 。 

以下 に 文字 キー と 特殊 キー に わけ て , キー ボー ド の 使い 方 を 説明 し ま 
を 


4.2.1 文字 キー 
図 4.2 の , アミ の 部 分 が 文字 キー で す 。 と これ ら の キー を 押す と , ディ 
スプ レイ (に, 対応 する 文字 が 表示 され ます 。 


EZWIEIECMZMETB 













ee 沙 涼 不 ak kk | Eu 回 国 
gg ly la ke eK.eeww [ls に 
5 の N9NN3RRO ssleh」 
SHrT ーー ーーーー メ 串 回 回 自 

0 1 | [・| RET 





凶 を &.2 文字 キ ー 


文字 キー の 入力 方 式 に は 。 ノー マル モー ド 。 グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル モ ー 
ド , カナ モー ド の 3 つの モー ド が あり ます 。 
0。 プー マル モー『 
アル ファ ベッ ト や , 数 字 , “ オ " “まり “77 な どの 特殊 記 
号 な どの 入力 モー ド で す 。 単独 で キ 一 入力 し た 場合 は 。 キー トッ プ の 
中 段 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト は , タイ プラ 
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ィ タ と 同様 に 小文字 が 入力 され ます 。 [SHIFT | キー を 押し な が ら キ ー 
入力 し た 場合 は 。 キー トッ プ の 上 了 段 に 書い て ある 文字 また は , アル フ 
ァ ベ ッ ト の 大 文字 が 入力 され ます 。 


= っ 
生 本 + 問 =A 
則 = 人 1 
間 + 関 = ミレ 


好 4.3 ノー マル モー ド の キー 入力 


2. カナ モー ド 
カタ カナ や “"「 リー パ 。 の うな どの 和文 の 特殊 記号 を 入力 
する モー ド で す 。 
用 キー は , 一 度 押 す と , 押し た まま の 状態 に 固定 され ます 。 こ と これ を ロ 
ッ ク す る と いい ます 。 も う 一 度 [ 用 キー を 押す と , ロッ ク が 解除 され ます 。 
カナ モー ド は , | 鹿 キ ー を ロッ ク し た 状態 で キー 入力 し ます 。 この 
場合 キー トッ プ の 下段 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます 。 さら に 
キー を 押し な が ら キ 一 入力 する と キー トッ プ の 中 段 右側 に 
書い て ある 文字 が 入力 され ます 。 


症 + 較 = ル 
BU+ 回 + 隊 ー 利 


凶 4. 4 カナ モー ドド の キー 入力 


| 


3. グラ フィ ッ ク シ ン ボ ルモード 
4.5 の よう な グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル や , “年 "。 月 など 


の 簡単 な 漢字 を 入力 する モー ド で す 。 [GRPHI キ ー を 押し な が ら 入 力 
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レ ま す 。 グ ゲラ フィ ッ ク シ ン ボ ル は キー トッ プ に 書い て あり ませ ん か 
ら 。 図 4.5 や , 付録 1 を 見 な が らら キー 入力 し て くだ さい 。 











し LT 人 邊 因 -」 「」ー 

時 | 分 | 秒 

上 所) | 目 還 ! EEE 

し し し 記 還 画 画 一 還 | | | [HH 
LU 0 {twq{c{〔l だ し 


好 4.5 グフ フィ ッ ク シ ン ボ ル の キー 


[ 
男 3 


4.2.2 特殊 キー 


好 4.6 の アミ の 部 分 を 特殊 キー と いい ます 。 そ れ ぞ れ 特 殊 な 働き を し 
7 。 


Lt JLrz rs re LT 
eghs kz ok に 、 ト eo 
gy ug ke. 上 Jeemmw 
回国 較 本 四 項 可 回 四則 * 
の に u 敵 6 
0 。、、、  、 ・ 


全 回 回 回 国 
回 回 回 回 軸 


凶 4.6 特 狐 キー 


シフ トキ ー 
タイ プラ イタ の シフ トキ ー と 同じ で ,。 答 キ ー の シフ ト ポ ボ ポジション (て 
ある 文字 を 入力 する 場合 に 使用 し ます 。 ま た , アル ファ ベッ ト を 入力 
する 場合 は , 大 文字 の 入力 に 使用 し ます 。 


CTRL| コン トロ ー ル キー 


他 の キー と 組み 合わ せ て , 特殊 な コー ド を 入力 し ます 。 
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表 4 . 1 [CTRL| キー の 使い 方 


CTRL| + [B] | カー ソル を 1 項目 ご と 左 へ 移動 きせ ます 。 

CTRL+ [| | カー ソル の 位置 か ら , その 行 の 終り まで を まっ 消し ます 。 
CTRH+ [G] | プ ブザー を 鳴ら し ます 。 

CTRL [H| | 1 文字 を 削除 し ます 。 | 暗 ] と 同じ 働き で す 。 


CTRL 四 タフ 位置 ま 2 だ ル を 移動 きせ ます 。 タプ ブ 位 置 は 8 桁 
ご と に 設定 され て いま す 。 AB] キー と 同じ 働き で す 。 


CTRL| + [』] | ライ ン フ ィ ー ド (LF コ ー ド ) を 挿入 し ます 。 

ICTRL| + [K] | カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン ( 左 上 スミ ) に 移動 きせ ます 。 
[SHIFT | 意 呆 | と 同じ で す 。 

CTRL| + [L] | テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 [ 商 只 ] と 同じ で す 。 
CTRL| + IM| | IRETURN| と 同じ で す 。 

ICTRL| + [N] | カー ソル を 1 項目 ご と に 右 へ 移動 させ ます 。 


CTRL  [R] | スペ ー ス を 挿入 し ます 。[SHIFT] 二 [ 里 | と 同じ で す 。 





RETURN リタ ー ン キー 
この キー の 入力 に より , 1 行 の 入力 が 終り ます 。 こ と の キー を 入力 する 
と カー ソル は , 次 の 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 
カナ キー 
この キー を 押す と , キー は ロッ ク さ れ , 入力 は カナ モー ド に な り ま 
す 。 キー を 押し な が ら 入 力 す る と , キー トッ プ の 中 段 の 
文字 に な り ま す 。 
ロッ ク さ れ た [| 色 キー を も う 一 度 押 す と , [ 鹿 キ ー の ロッ ク は 解除 さ 
れ ま す 。 
スト ッ プ キー 
BASIC の プロ グラ ム の 実行 を 停止 する と き に 使用 し ます 。 
ホー ム ・ ク リア キー 


と の キー を 入力 する と 画面 が クリ ア さ れ ,。 カー ソル は 画面 の 左上 ス 
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ミ て 移り ます 。 
| 視 | ,[ 選 カー ソル 移動 キー 
これ ら の キー と [SHIFT| キー の 組み 合わ せ で カー ソル を 上 下 左 右 に 
移動 し ます 。 
カー ソル は 1 ポジ ショ ン 上 へ 動き ます 。 カー ソル が 最 
上 位 に ある と き は 何 $ も し ませ ん 。 
[SHIFT] 二 [| カー ソル は 1 ポジ ショ ン 下 へ 動き ます 。 カ ー ソ ル が 最 
下位 に ある と き は 一 行 ス クロ ー ル し ます 。 
本 カー ソル が 1 ポジ ショ ン 右 へ 動き ます 。 カ ー ソ ル が 右 
端 ( と ある と き は 次 の 行 の 左端 に 動き ます 。 
SHIFT |+ | カー ソル は 1 ポジ ショ ン 左 へ 動き ます 。 カ ー ソ ル が 左 
端 (に ある と き は 1 行 上 の 行 の 右端 に 移り ます 。 
イン サー ト プ デ リー トキ ー 
この キー を 入力 する と , 点滅 し て いる カー ソル の 左 の 文字 が 1 文字 
人 月 され , カーソル より 右 の 1 行 分 の 文字 列 を 左 に つめ て いき ます 。 
[SHIFT]+ [ 路 | を 入力 する と , カー ソル の 前 に スペ ー ス を 1 個 挿入 
し ます 。 
|f・1|-[f・5) ファ ンク ショ ン キ ー 
[SHIFT| キー と いっ し ょ (使用 する 場合 を 含め て , 10 種類 の 入力 
を 行う ファ ンク ショ ン キ ー と し て 使用 で きま す 。 
最初 は 次 の よう に セッ ト さ れ て いま す 。 
N-BASIC モー ド で は [f.1] に は キー に 相当 する コ 


ー ド が 入っ て いま す 。 
f・1 cmd f・6 time$ 
f・2 auto f・7 key 
f・3 90 to f・8 print 
{f・4 list f・9 list Cg 
f・5 『un Cs f・10 cont Ca 


(f・6 一 f・10 は [SHIFT | キー を 押し な が ら [f・1| 一 [f・5) 
を 押し ます 。) 


と の ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と , 定義 され て いる 文字 例 が 入力 さ 
れ ま す 。 ですから, よく 使う 文字 列 を モッ ト し て お け ば , プロ グラ ム 
や デー タ な ど を 入力 する 時 間 が , ずっ と 短く な り ま す 。 各 ファ ンク シ 
ン ョ ン キ ー は , 最大 15 文 字 ま で 定義 で きま す が , ディ スプ レイ に 
は , 1 行 に 40 文字 を 表示 する と き で 5 文字, 80 文字 を 表示 する と 
さき は , 11 文字 まで 表示 され ます 。 

ファ ンク ショ ン キ ー を 新しく 定義 する 場合 は , 次 の よう に 入力 し ま 
す 。 


key 4, “run” 十 chr$(13) 
これ で f・4 に , “runCn” が 定義 きれ ます 。 (key コマ ンド お よ 
び chr も ち に つい て は 「Nso-BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を 参 
照 し て くだ さい 。) 
また , 現在 。 定義 きれ て いる 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 表示 さき 
せる に は , 炊 の 命令 を 実行 し ます 。 
key list 
グラ フキ ー 
グフ フィ ッ ク シ ン ボ ル を 入力 する と き に 使い ます 。 
エス ケー プ キ ー 
ブロ グラ ム の 実行 6 も しく は 処理 を 一 時 停止 きせ る と き に 使用 し ます 。 
再開 は , 任意 の キー を 入力 し ます 。 
タブ キー (水平 タ 々 ブ キ ー) 
と この キー を 入力 する と , カー ソル は 8 文字 単位 で 右 へ 移動 し ます 。 


43 テキ スト 画面 の ディ スプ レイ モー ド 


キー 入力 され た 文学 や プロ グラ ム の 中 で ディ スプ レイ に 表示 させ は た 文字 
が か か れる 仮想 の 黒板 あ , テキ スト 画面 と 呼び ます 。 MKII は , テキ ス 
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ト 画 面 の 他 に 6 草 グラ フィ ックス で 述べ る グラ フィ ッ ク 画 面 を 持っ て お 
り , 2 枚 の 画面 は それ ぞ れ 独立 し て いま す 。 
とこ の 餅 で は , テキ スト 画面 の ディ スプ レイ モー ド に つい て 説明 し ます 。 
ディ スプ レイ の 種類 や プロ グラ ム に よっ て , 見 や すい ディ スプ レイ モー ド 
を 選ん で くだ さい 。 
1 . 1 行 あ た り の 文字 数 , 1 画面 あたり の 行 数 の セッ ト 
MK LT を 起動 し た 時 は , 1 画面 に 40 文字 xX 25 行 の 文字 も 表示 す 
る モー ド ( に セッ ト さ れ て いま す 。 こ と れ を WIDTH コマ ンド で 設定 し 
6E02 サ うと この 2Y で きま すり 。 
WIDTH に < 文字 数 行 > [ ,< 行 数 画面 ツ ] 
文字 数 / 行 : 36, 40, 72,80 の いずれ か 。 
行 数 画面 : 20.25 の いずれ か 。 


80 文字 X20 行 に 設定 する と き 
width 80, 20 
その あと , 80 文字 x 25 行 に 直す と き 
width , 25 
その あと , 7Z2 文字 x 25 行 に 直す と き 


width 72 


この よう に パラ メー タ を 省略 する と , その 部 分 は いま まで の 状態 と 
同じ 設定 と な り ま す 。 

WIDTH コマ ンド で 文字 数 / 行 , 行 数 画面 タ セット する と テキ 
スト 画面 に キャ ラク タ 座 標 が 設定 され ます 。 座標 は , 左上 が (0,0) 
右 下 が (文字 数 / 行 一 1, 行 数 画面 1) の よう (に な り ま す 。 例え 
ば WIDTH 80,20 と し た 場合 の キャ ラク タ 座 標 は , 
3./ の 0 よう (で C な り ま すう 。 


カラ ー モ ー ド の と き は , 文字 数 / 行 は - 1 され ます 。 例え 
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ば 80 文字 グ 行 と 指定 し て も , 79 文字 / 行 に な り ま す 。 





(0, 19) (79。 19) 


図 4.7 テキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 
( 白 時 モー ド で WIDTH 80, 20 を 設定 し た と き /) 


2. テキ スト 画面 の モー ド セ ッ ト 
CONSOLE コマ ンド で セッ ト し ます 。 
CONSOLE [< スク ロー ル の スタ ー ト 行 >][, く < スクロール す 
る 行 数 >][, く ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 の 有無 >] 〔, く カラ 
ー モ モード が か 月 時 モー ド かろ 
(1) スク ロー ル の スタ ー ト 行 と , スク ロー ル す る 行 数 

WIDTH コマ ンド で 設定 し た 行 数 の 最後 まで 文字 を 表示 し , き 
ら ( に も う 一 行 表示 する 場合 は , 最上 行 が 消え , 一 行 ず つ 上 に ずれ ま 
す 。 と これ を スク ロー ル と いい ます 。 

CONSOLE コ マン ド で , 何 行 目 か ら , 何 行 を スク ロー ル す る か を 
指定 で きま す 。 MKII を 起動 し た 時 は , 最上 行か ら 最 下行 まで 
を スク ロー ル す る よう に 設定 され て いま す 。 スク ロー ル の 範囲 
は WIDTH コマ ンド で 設定 し た 行人 数 画面 の 値 以 下 で な けれ ば な 
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り ま せん 。 
2 行 目 か ら 10 行 目 ま で の 9 行 を スク ロー ル さ せる 場合 
CONSOLE 1, 9 RETURN 
と この よう (に CONSOLE コマ ンド も , パラ メー タ を 省略 する と , 
それ まで の 状態 と 同じ 設定 と な り ま す 。 
(02) ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 の 有無 
画面 の 最 下 行 の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 する か し な いか 
を 設定 で きま す 。 
表 志 す る と き ……… ] 
表示 し な いと き …… 0 
ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 させ な いよ うに 設定 する 。 
CONSOLE , , 0 
(3) カラ ー モ ー ド か 白黒 モー ド か の 選択 
と この パラ メー タ は 。 次 項 の COLOR コマ ンド と 組み 合わ せ て 画 
面 に 表示 させ る テキ スト の 色 や 状態 を 設定 する た め に 使い ます 。 
カラ ー モ ー ド 設定 する と き … 1 
白黒 モー ド K に 設定 する と き …0O 
0 行 目 か ら 25 行 を スク ロー ル し 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 


を 表示 させ ず , カラ ー モ ー ド に 設定 する 場合 
CONSOLE 0, 25, 0, 1 
と の 章 で 扱う ディ スプ レイ モー ド は 。 す べ て キャ ラク タ 
画面 に 関す る モー ド で す 。 第 6 章 で は , グラ フィ ックス 
の モー ド が 述べ られ て いま す が , 混同 し な いよ うに し て 
Ye 


. テキ スト 画面 の カラ ー 設 定 
COLOR コマ ンド で セッ ト し ます 。 


COLOR [< く カ ラー コー ド >〕 〔, く Null キ ャ ラク タ >〕 〔, く グラ 
フィ ッ ク モ ー ド か キャ ラク タモ ー ド か >]〕 
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U カラー コード 
CONSOLE コマ ンド で カラ ー モ ー ド に 設定 し た 場合 は 。 カラ ー 
コー ド で 文字 に つけ る 色 を 指定 し ます 。 モ ノ ク ロ ディ スプ レイ を 使 
っ て いる 場合 に は , 色 は つき ませ ん が , 明る さ が 変 D り ます 。 カ ラー 
コー ド は 0<Z7 か ら 選 択 し ます 。 


^-] の) 1 選 CO hh う 5 上 ほ の の 





CONSOLE コ マン ド で 白黒 モー ド に 設定 し た 場合 は 。 カラ ー コ ー 
ド で 文字 の 表示 モー ド を 指定 し ます 。 


ノー マル 

シー クレ ッ ト ( 文 字 は 表示 され ませ ん ) 
ブリ ンク (文字 が 点滅 し ます ) 

] ペー スズ 

た み ペ ーー ンズ ラシャ キテ ジレット 

ンー ググ 12W トワ アリ シン ンク 


Ni 
N 
| 
L 
| 
ー プン 


0 
1 
ウ 
4 
り 
0 





カラ ー コ マン ド に よっ て , 表示 させ る 文字 の 色 や , 表示 
モー ド を 変え る こと と が で きま す が , 一 行 の 中 で は 19 回 
まで し か 色 や 表示 モー ド を 変え 0 る と と は で きま せん 。 
(2) INull キャ ラク タ 
Null キャ ラク タ と は , テキ スト 画面 を シク リア し た と き ([ 較 昌 キー 
を 押し た と きま た だ た は CMD CLS 1 コマ ンド を 実行 し た と き ) テキ 
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スト 画面 を うめ る 文字 の と と で す 。 付録 2 キャ ラク タコ ー ド 表 の 
な か か ら 選 び ま す 。 
通常 は , 多 項 の パラ メー タ で キャ ラク タモ ー ド を 選ん だ と き は 20H 
(スペ ー ス ), グラ フィ ッ ク モ ー ド を 選ん だ と き は , 0H( ヌ ル ) を 
選び ます 。 
COLOR, &H20 
(3) グラ フィ ッ ク モ ー ド か キャ ラク タモ ー ド か の 選択 
MK II に は , PC-8001 の 機能 に , 豊富 な グラ フィ ックス な ど 
の 機能 が 追加 され て いま す 。 COLOR コマ ンド に よる グラ フィ ッ 
クス モー ド は , PC-8001 と 同じ グラ フィ ックス 機能 を 使 う 場 合 
に 選び ます 。 と の グラ フィ ックス は , テキ スト 画面 に 書き込む 万 式 
(に な っ て いま す 。 グ ラフ ィ ッ クス 機能 に つい て は 第 6 章 グラ フィ 
ックス で 。 PC-8001 の グラ フィ ックス 機能 と , MKI の グ 
ラフ ィ ッ クス 機能 を 比較 し て 説明 し ます 。 


4 4 スク リー ン エ ディ タ 


MK は , ディ スプ レイ を 活用 し て , プロ グラ ム の 作成 お よび 修正 
が 簡単 に 行え を る よう に , 「 ス クリ ー ン エディ タ 」 と 呼ば れる 画面 編集 
機能 を 備え て いま す 。 と の 機能 に より , 修正 し た い 行 を 改め て 最初 か ら 入 
力 す る 必要 が な く な り , プロ グラ ム の 入力 や 訂正 も 短 時 間 で 行え ます 。 
一 度 入力 し た 命令 を 修正 し て も う 一 度 入力 する 

まず キー ボー ド か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 

screen 3 
ブザー が 鳴り 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


Screen 3 
Syntax errOr 


Ok 
和香 
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Syntax error は , 「 文法 的 に まち が っ て いる 」 と いう エラ 
ー メ ッ セ ー ジ で す 。 もう一度 正しい コマ ンド を 入力 し な けれ ば 
な り ま せん 。 と の と き , Ok の あと に 正しい コマ ンド を 入力 し 
て も か まい ませ ん が , 一 度 入力 し た コマ ンド の 一 部 を 修正 し て 
入力 し 直す 方 が 便利 で す 。 screen 3 を cmd screen 3 (に 修 
正 し ま す 。 と の コマ ンド の 意味 は 第 6 草 ダ ラフ ィ ッ クス で く 
わし く 説 明 し ます 。 

screen 3 の s の 位置 まで [ 紀 キ ー を 使っ て カー ソル を 移動 し ま 


3 


[slcreen 3 
Syntax errOr 
Ok 


[SHIFT キー を 押し な が ら | 農 ] キ ー を 4 回 押し て , スペ ー ス 
を 4 文字 分 あけ ます 。 

人 AI へ へ ヘム screen 3 
キー ボー ド か ら cmd と 入力 し ます 。 

cmd [| screen 3 
これ で 修正 が で きた の で , て の 位置 で IETURN| キ ー を 入力 し ま 
す 。 IRETURN| キ ー は , MKII(C こ コマンド を 入力 する の に 使い 
ます 。IRETURN|] キ ー は , cmd screen 3 と 表示 され て いる 行 
の どの 位置 で 入力 し て も か まい ませ ん 。 
IRETURN| キ ー を 入力 する と , コマ ンド か が 実行 され ます 。 コ マン 
ド の 実行 が 終わ る と “Ok” と 表示 され ます 。 


cmd Screen 3 
Ok tax error 


| | 
ラジ YUU4 コミ ミイ す 。 


と の よう に 。 画面 に 表示 され て いる コマ ンド は 。 修正 し て 何 度 で も 実行 
させ る と と が で きま す 。 修正 し な く て も コマ ンド の 表示 され て いる 行こ カ 
ー ソ ル を 移動 し て キー を 入力 すれ ば 何 回 で も 実行 する こと が で 
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さき ます 。 

(Sample 1) の よう に , プロ グラ ム 中 で は な く , 単独 に コマ ンド を 実行 さ 
せる モー ド を ダイ レク トモ ー ド と いい ます 。 ダ イレ タ ト モ ー ド で 入力 し た 
コマ ンド は , スク ロー ル し て 画面 に 表示 され な く な っ て し まっ た だ たら , スク 
リー ン エ ディ ッ ト す る こと が で きま せん 。 と これ に 対し て プロ グラ ム モ ー ド で 
は , 何 度 で も プロ グラ ム を 表示 させ て , 修正 する こと が で きま す 。 
プロ グラ ム を 修正 する 

まず , プロ グラ ム を 作り ます 。 次 の よう に キー イン し て くだ さ 
い 。 


10 cmd screen 2, 0, 2 
20 code circle (160, 100) 70, 3 


は , “list" と セッ ト さ れ て いま す 。 
LIST コマ ンド は , プロ グラ ムリ スト を 表示 し ます 。 

プロ グラ ム モ ー ド ( 行 番号 を つけ て コマ ンド な ど を 入力 する と 
き ) は 人 RETURN] キー を 入力 し て も , コ マン ド は 実行 され ませ ん 。 
プロ グラ ム を 実行 させ る と き は RUN コ マン ド を 使い ます 。 
|f・5| は “run IRETURNI" と モッ ト さ れ て いま す 。[f・5] を 押す 
と , 次 の よう に 表示 され ます 。 


run 

Syntax error In 20 
Ok 

Ll 


20 行 に 文法 的 な 誤り が ある と いう メッ セー ジ が 出 ま し た 。 し 
た が っ て 20 行 を 修正 し な けれ ば な り ま せん 。 LIST コマ ンド 
で プロ グラ ム の リス ト を 表示 し , カー ソル を 修正 し た い 敵 所 ま 
で 移動 し て , 文字 の 挿入 , 削除 , 変更 な ど を 行い ます 。[f・4) 
IRETURN| と 押す と 次 の よう に 表示 され ます 。 

list 

10 CMD SCREEN 2, 0, 2 
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20 CODE CIRCLE (160, 100)70, 3 

Ok 

L 1 
20 CODE CIRCLE ( 160,100 ) 70, 3 を 20 CMD CIRCLE 
( 160, 100 ), 70,3 に 修正 し ます 。 大 文字 で も 小文字 で も か ま 
し いい ませ ハ ん 。 
カー ソル を [ 宙 キ ー と 也 ] キ ー を 使っ て 0 の 文字 の 位置 まで 移動 
し , [MI キー を 押し ます 。 

20 CmIE CIRCLE (160, 100)70, 3 
カー ソル を 削除 する E の 右 ど な り の 位置 まで 移動 し , キー 
を 押し ます 。 

20 CmD 品 CIRCLE (160, 100)70, 3 
カー ソル を 7 の 文字 の 位置 まで 移動 し , [SHIFT| キ ー を 押し な が 
ら , | 時 | キ ー を 押し て 5 を 入れ る スペ ー ス を あけ , [<] キー を 押 
し ます 。 

20 CmD CIRCLE (160, 100), 較 0, 3 
修正 が 終わ っ た の で [RETURN| キ ー を 押し ます 。 [RETURN| キ ー 
を 押す と と に よっ て その 行 が 入力 され ます 。 もう一度 LIST コマ 
ンド で プロ グラ ム を 表示 し て , 修正 が で きた か どう か 確か め 
CE さき MYa 


2 つの 例 で ,。 スク リー ン エ ディ タ の 使い 方 を ご ど 紹 介し まし た 。 例 で は [# 

キー や [| キー で カー ソル を 移動 し まし た が , カー ソル を 移動 する に は , 
他 に も , 表 4.1 の よう な 便利 な 方 法 が あり ます 。 こ と これら を 上 手 に 使っ て , 
能率 的 に スク リー ン エ ディ ッ ト し て くだ さい 。 


スク リー ン エ ディ タ 注 意 事項 


(1) IRETURN| キ ー を 押さ な いと 何 も 修正 され ませ ん 。 

2②) 行 番号 の 部 分 を 変え て ETURNI キ ー を 押す と , 新しい 行 
が で きま す が , 古い も の も その まま 残り ます 。 

(3) 行 を 消す に は , 行 番号 だ け 入 力 し て キー を 押し 
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まっ 
20 行 を 消す と き 
20 
だ くさ ん の 行 を 消す と き は , DELETE コ マン ド を 
使う の が 便利 で す 。「Nso-BASIC リフ ァ レ ンス 
マニ ュ ア ル 」 を ご 算 く だ さい 。 

(4) 一 行 は , 248 文字 まで の 長 さ で 作れ ます 。 2 行 以 上 に わた 
る 場合 は , 行 が 変わ る と ころ で IRETURN| キー を 押し て は 
いけ ませ ん 。 248 文 字 ま で の 行 入 力 し て , 一 回 だ け 
IRETURNI キ ー を 押せ ば よい の で す 。 

(5) プロ グラ ム が 大 きい と き は , LIST ぐ 何 行 目 か ら >ー マ 何 
行 目 まで で , 男 囲 を 指定 し て , 表示 させ る と と が で きま す 。 
また だ た , LIST. で , 最後 に 参照 し た 行 だ ご け を 表示 で きま す 。 


200 行 め 以降 を 表示 させ る 
LIST 200- 

最後 に 参照 し た 行か ら , 150 行 まで を 表示 させ る 
LIST. 一 150 


第 5 草 
ソフ トウ ェ ア 概 説 





と の 音 で は , MKIHL の も つ 2 つ の プロ グラ ミン グ 言 語 Nso-BASIC, 
N-BASIC な どの ソフ トウ ェ ア に つい て の 概要 を 述べ ます 。 


5.1 Nso-BASIC と N-BASIC の 包含 関係 


MKII は , Nao-BASIC と N-BASIC と いう 2 つの BASIC イン タ 
プリ タ * を 持っ て いま す 。 こ と の うち の N-BASIC は , PC-8001 (に 
搭載 され て いる プロ グラ ミン グ 言 語 で すか ら , MKII を N-BASIC モー ド 
に 設定 し て お け ば , BASIC だ け を 使う 場合 , PC-8001 と 全く 同じ よう 
に 使う こと が で きま す 。 

MKII の ハー ドウ ェ ア を 生か し た Nso-BASIC は , N-BASIC と 非常 に 
交接 な 関係 に あり ます 。 Nso-BASIC と N-BASIC は , 別々 の も の で は 
たく 、 N-BASIC が Nso-BASIC の 一 部 に な っ て いる の で す 。 

これ は メモ リマ ッ プ を 使っ て 説明 する と よく わか り ま す ( 図 5. 1 )。 

MK は, ROM**( BASIC を 動か す プ ログ ラム が 書き 込ま れ た メモ リ ) 
を 32K バイ ト 持 っ て いま す 。 Nso-BASIC を 起動 する と , この 32K バ 
イィ イト すべ て が 使わ れ ま す 。 N-BASIC を 起動 する と , 24K バイ ト が 使わ 
れ 。 残り の 8K バイ ト は ユー ザ が 使う こと こと が で きま す 。 言い か えれ ば , 
Nso-BASIC は , N-BASIC (に 8K バイ ト 追 加 し て で き て いる の で す 。 


ポ イン タプ リタ (interpreter ) 
プロ グラ ム を 1 闘 令 ずつ 翻訳 し て は , その 解釈 通り に 実行 する も の 。 
ネネ ROM (Read Only Memory ) 
読み 出し 専用 メモ リ 。 ROM の 内 容 を 変え る こと は で きま せん 。 


っ ー 1 





Address 
7FFF 日 


追加 され た 
8K バ イト 


6000 昌 
DF FE 日 


Nso-BASIC 
32K バ イト 


N-BASIC 
24K バ イト 





0000 日 
層 5 . 1 ROM の メモ リマ ッ プ 


メモ リマ ッ プ は , 第 12 章 メモ リマ ッ プ で 説明 し ます 。 ROM 
(に つい て は , 第 7 章 カセ ッ ト テ ー プ の 使い 方 で 詳し く 説 明 し 
に 
伴っ て , Nso-BASIC は , N-BASIC の すべ て の 機能 を 持っ て いま す 。 
で すか ら , N-BASIC で 書い て ある プロ グラ ム は すべ て Nso-BASIC で 動 
か す と と が で きる わけ で す 。 


た だ し , PC-8001 用 の ソフ トウ ェ ア で も 機械 語 で 書か れ た も 
て ぐら さて ノ の の な か に は MKII で 使え な いも の も あり ます (BASIC で POKE, 
USR な ど を 使っ て いる プロ グラ ム も 含み ます )。 これ は PC-8001 と 

MKI で は 割り 込み の 優先 順位 が 一 部 ちがう た めで す 。 割り 込 


み に つ いて は 第 14 草 を ご らん くだ さい 。 


N-BASIC に な く , Nso-BASIC が 持っ て いる 機能 は 。 次 の 3 つ に 大 別 
され ます 。 


1 . 豊富 な グラ フィ ックス 機能 
PC-8801 の Nsa-BASIC の も っ て いる グラ フィ ックス 機能 の な か 
か ら 選 ん で Nso-BASIC に 盛り 込み まし た 。 
第 6 章 グラ フィ ックス 詳し く 説明 され て いま す 。 


2. 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク を サポ ボート する 
NsoDISK-BASIC で は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト に 加え 
て , 8 インチ 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 する こと が で き 
ます 。 また 機械 語 の プロ グラ ム の ロー ド , セー ブ も で きま す 。 
また , MOUNT コマ ンド , REMOVE コマ ンド が 不要 に な り ま し 
の 
第 8 章 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使い 方 で 詳し く 述 べ ます 。 
3 . 漢字 が 使え る 
オプ ショ ン の 漢字 ボー ド (PC-8001MKiI -01) を 接続 すれ ば 渓 字 
が 使え る よう (に な り ま す 。 
( 参 、 照 ) 第 15 章 漢字 の 使い 方 に 詳し く 説明 され て いま す 。 


5.2 Nso-BASIC と N-BASIC の 切り 換え 


Nso-BASIC と N-BASIC は , そ れ ぞ れ 表 5.1 に あげ る 方 法 に よっ て 起 
動 し ます 。 


表 5.1 Nso-BASIC と N-BASIC の 切り 換え 方 法 


リセ ッ ト ス イッ チ ナチ を 押す 。 


CTRLI キ ー を 押し な が ら N-BASIC 
ー 電源 を 入れ る 。 ま た は 
男 CTRL キー を 押し な が ら Nso - BASIC 
On ) セッ トス イッ ナチ を 押す 。 





つま り , どちら の BASIC が 選ば れる か は , ディ ッ プ スイ ッ チ 8 と , 
起動 の と き に [CTRLI| キ ー を 使う か 使わ な いか に よっ て 決ま り ま す 。 
ICTRLI キ ー を 押し た 場合 は , 押さ な か っ た と き と 逆 に な り ま す 。 


5.3 MKIHI の モー ド 各 種 


MKII は, BASIC モー ド の 他 ( に ター ミナ ルモード , モニ タモ ー ド を 持 
っ て いま す 。 


表 5.2 MKII の モー ド 各 種 


BASIC モ ー ド | Nso-BASIC NsoDISK-BASIC 
IN -BASIC DISK-BASIC 


BASIC ( こ は 。 4 つの モー ド が あり ます 。 2 つの ROM-BASIC モー ド 
(フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し な いと き の モ ー ド ) と , 2 つの 
DISK-BASIC モー ド で す 。 4 つの BASIC モー ド の 機能 の 包含 関係 を 図 
S.2 (て 示し ます 。 






Nso -BASIC DISK-BASIC 


Ns DISK-BASIC 
図 5.2 4 つの BASIC モ ー ド の 機能 包含 関係 
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ター ミナ ルモード や モニ タモ ー ド に 入る に は , BASIC モー ド か ら 
それ ぞ れ TERM コ マン ド 。 MON コ マン ド を 使い ます 。 


( 参 、 照 ) 第 9 章 ター ミナ ルモード , 第 10 章 モニ タ 


5.4 ソフ トウ ェ ア を 使う 上 で の 一 般 的 注意 事項 


1 . PC-8001 用 の プロ グラ ム を 使用 する と き は , ディ ッ プ スイ ッ チ 8 
を on に セッ ト し て , N-BASIC モー ド で 使用 し て くだ さい 。 
Na。-BASI じ モー ド で 使用 する と , ほとん どの 場合 は 正常 に 動く の で 
す が , 炊 の よう な 場合 は 正常 に 動作 し ませ ん 。 
① 機械 語 の サブ ルー チン な ど が , Na。-BASIC の ワー クエ リア を 使 
用 し て いる 。 

②2 ブロ グラ ム や 変数 宮 域 が 大 きく て , 
エラー が 生ずる 。 
これ は , N-BASIC と , Na。-BASIC の ワー クエ リア が 異な る た めで す 。 


実行 する と Out of Memory 





N-BASIC Nso -BASIC 





凶 5.3 ワー クエ リア の ちがい (ROM-BASIC モ ー ド の 場合 ) 


うり 一 O 


図 5.3 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 接続 し て いな い シ ステ ム 
(KOM-BASIC モー ド ) で の メモ リマ ッ プ で す 。 Nao-BASIC の ワー 
クエ リア は N-BASIC の それ より 1K バイ ト 大 きく な っ て いま す 。 
つま り ユ ー ザ ー ズ エリ ア が 1K バイ ト 小 さく な っ て いる わけ で す 。 
し た が っ て , PC-8001 用 の プロ グラ ム で PE600H 番地 か ら EA00H 番 
地 を 使っ て いる プロ グラ ム を Nso-BASIC 上 で 動か すこ と は で き な v 
の で す 。 


(駅) 第 10 音 モニ タ 


2. MK と PC-8001 で は 割り 込み の 優先 順位 が ちがう の で PC-8001 用 
の プロ グラ ム の うち 割り 込み を 使っ て いる も の は MKII を N-BASIC モ 
ー ド に し て も 便 え な いこ と が あり ます 。 


第 14 章 割り 込み 

3. Nso-BASIC, NsoDISK-BASIC に お いて 増設 ROM の 6000H 番 
地 か ら 7FFFH 番地 に 書か れ た 機械 語 プ ログ ラム を USR 関数 で 時 
び , その 値 を CMD の つい た 令 や STATUS の つい た 関数 の 中 で 
使う よう な 場合 は ,。 ① ひ の よう に し ます 。② の よう に 直接 使う こと は で 
さま せん 。 
① 正しい 例 


10 DEFUSR 三 &H6808 
15 TMP USR(0) 
20 CMD VIEW(TMP, 1) 一 (100, 100) 


② 誤っ て いる 例 


10 DEFUSR 三 &H6808 
20 CMD VIEW(USR(0), 1) 一 (100, 100) 


4 PC-8001 用 の 増設 ROM は 。 ピン コネ クシ ョ ン が ちがう た だ ため , MKII 
の 増 設 ROM ソ ケッ ト に その まま さして 使う こと は で きま せん 。12.1 
増設 ROM の 使い 方 に 述べ る 2764 タ イプ の PROM に 書き 移せ ば 使え ま 
す 。 


弟 6 草 
グラ フィ ックス 


Nso-BASIC と N-BASIC の 最も 大 き ほな 違い は グラ フィ ックス 機能 で ある , 
と いっ て も 過 詩 で は あり ませ ん 。N-BASIC に は な く ,。 Nso-BASIC だ けが 
持っ て いる 命令 に は CMD が , 関数 に は STATUS が つい て いま す が , これ ら 
の 命令 や 関数 の ほとん ど が グラ フィ ックス に 使わ れ ま す ( 図 6 . 1 参照 )。 


CMD SCREEN 
CMD COLOR 
CMD LINE 
CMD PSET 
CMD PRESET 
CMD CIRCLE 
CMD PAINT 
CMD GET 
CMD PUT 
etC. 





Nso-BASIC 
図 6 1 Nso-BASIC と N-BASIC の グラ フィ ックス 機能 
と の 章 で は 。 お も に 図 6.1 で CMD の つい て いる 命令 で 扱う グラ フィ ッ 
クス (に つい て 述べ ます 。 N-BASIC の グラ フィ ックス に つい て は 6 .11 
仙 | で 衝 べ ます 。 


6.1 N-BASIC の グ クラ フィ ックス と 比較 し て 


鍛 の 例 の よう に , キー 入力 し て 実際 に 画面 に 絵 を か いて みて くだ さい 。 


width 40, 25 


console 0, 25, 0, 1 IRETURN の ore の グラ フィ ックス 


トド ゴリ し 
color 6, 0, 1 IRETURN 区 
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line (0, 0) 一 (79, 99), pset IRETURN 
cmd Screeh 2, 0, 5 本 高 解像度 グラ フィ ックス の 
Cmd color 3, 0 まつ 隊 ie ド 文生 


cmd cls 2 
IRETURN 











cmd line (319. 0 の ご (0 199). 3 





し W ] Ag らら, ,1 
ンー - よ ーー タコ 
ご いら モロ ご ど ジウ, ら 


TP 
5 
D 


ご O 1O ビ | 
1 ど [ 
1 1 ロロ らく づ 19, ロウ)> -e つづ) , づ 


IE 





凶 6.2 。N-BASIC の グフ フィ ックス と 比較 し て 


と の 例 は 、。 N-BASIC の グラ フィ ックス と , CMD 命令 で 動 〈 
Nso -BASIC の グラ フィ ックス を , 一 諸 に 表示 させ た も の で す 。 これ で 
わか る よう に , 2 つの グラ フィ ックス は , 解像度 が ちがい ます 。 また , 
SHIFT | キー を 押し な が ら 何 回 か [ 引 キ ー を 押す と , N-BASIC の グラ フィ ッ 
クス は テキ スト と 一 緒 に スク ロー ル し て 消え て し まい ます が , CMD 命 
令 で か いた グラ フィ ックス は , テキ スト 画面 に 関係 な く , 画面 上 に に その ま 
ま 残 っ て いる ,。 と いう ちがい が あり ます 。 

と この よう な 2 つの ク グラ フォ ィ ッ クス を 次 の よう に 区 別 す る と こと に し ます 。 
N-BASIC の ー | 低 解像度 (Low Resolution) ゲラ フィ ックス 
グラ フィ ックス | グラ フィ ッ ク 座 標 を (Lx , Ly) で 表わす 。 
CMD yh Preyii ア Res っ lution) グ ゲラ フィ ックス 











グラ ウィ ックス _ | グラフ ィ ッ ク 府 標 を (Hx,Hy) で 表わす 。 
低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ クス に つい て は , 6.11 人 で 述べ ます 。 次節 か ら 
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は , 高 解像度 グラ フィ ックス に つい て の 説明 を し て いき ます 。 


5.2 テキ スト 画面 と クラ フィ ックス 画面 


テキ スト 画面 に つい て は , 4 . 3 節 で 詳し く 述 べ ま し た 。 

MKI が ディ スプ レイ に 描く 画面 に は 。 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ックス 
画面 と の 2 枚 が あり ます 。 と の 2 枚 の 画面 は , 6.3 の よう に 透明 の シ 
ー ト に 描か れ て , 重なっ て いる よう に 見 えま す 。 

ュ ユーザ は , と の 2 枚 の 画面 を , 別々 に 探る こと が で きま す 。 


L_ 計 半 _ 5'5〔'〔t{OOO vv ' OKEE 5 OO mW 


人 


テキ スト 画面 を 通し て 
グフ フィ ックス 画面 が 
見 える 。 


テキ スト 画面 





の 作 ア 4 
図 6.3 テキ スト 画面 と クフフ ィ ッ クス 画面 


6.3 画面 と VRAM (Video RAM) 


ディ スプ レイ 画面 用 の 情報 が 書き 込ま れる メモ リ を VRAM ( Video 
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RAM ) と よん で いま す 。 MKII は , VRAM の エリ ア を 2 つつ 持っ て 
いま す 。 1 つ は 。 テキ スト 画面 用 。 も う ひ と つ は , グラ フィ ックス 画面 用 


で す 。 2 つの VRAM が 独立 し て いる た め , 2 枚 の 画面 を 別々 に 扱え る 
わけ で す 。 


PC-8001 で は 。 図 6.2 の 例 の よう に グラ フィ ックス 専用 の 
VRAM は な く , ひと つの VRAM を テキ スト と グラ フィ ックス で 兼 
用 し て いま し た 。 したがって, グラ フィ ックス も テキ スト と 一 緒 
に 扱わ な けれ ば な ら す , 解像度 も 低い も の で し た 。 


PC-8001 MK II 
Address Address 


ププ アイ ツク 
Address VRAM 
BFFH [ 


8000H 





6.4 PC-8001 と MK と の VRAM の ちがい 


6.4 グラ フィ ッ ク 座 標 系 


6.4.1 ピク セル (pixel) 


画素 と 訳し ます 。 ディス プレ イ に 表示 され る ひと つ ひ と つの 点 の とこ と を 
ピク セル と 呼び ます 。 正確 に は , 独立 に , 制御 で きる 最小 の 単位 で す 。 
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6.4.2 解像度 の 異な る 2 つの グラ フィ ッ ク 座 様 

テキ スト 画面 に , キャ ラク タ 座 標 が 設定 され て いる よう に , クラ フィ ッ 
ク 画面 に も グラ フィ ッ ク 座 標 が あり , ひと つ ひ と つの ピク も セル を 座標 の 
値 と Y 座 標 の 値 で 表わし ます 。 

グラ フィ ックス の 座標 系 に は , 1 画面 660X200 ピク セル の 座標 糸 と , 
1 画面 320x200 ピ クセ ル の 座標 系 の 2 種類 が あり ます 。 と の 座標 糸 の 設 
定 は , CMD SCREEN こよ っ て 行い ます 。 詳 しく は 6.8 節 で 述べ ます 。 

ビク セル に 対応 する 座標 値 は , 図 6.5 の よう (に な り ま す 。 


(639, 199 ) 





640X200 ピ ビク セル 


0 ) 


(319、 199 ) 
人 





320X200 ピ ビ ピクセル 
好 6.5 グラ フィ ッ ク 座 標 
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b.D カラ ー コ ー ド と カラ ー ナ ン バ 


6.5.1 カラ ー コ ー ド (Color code) 

MKII は , 光 の 3 原色 ( 育 , 赤 , 緑 ) を 組み 合わ せ て 8 つの 色 を 使う と 
と が で きま す 。 8 色 に は 。 それ ぞ れ カラ ー コ ー ド と 呼ば れる 色 番 号 が つけ 
られ て いま す 。 





凶 6.6 8 つの 基本 人 色 と カ ラー コー ド 


表 6.1 カフ ー コ ー ド 


en 
3 原色 の 組み 合わ せ 


填 
未 
マゼンタ (= 赤 十 青 ) 
シア ン ( 緑 十 青 ) 
黄 ( 三 緑 十 赤 ) 
白 ( 三 緑 十 赤 十 青 ) 


9 
内 


0 
1 
ノ 
J 
4 
り 
6 
7 
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6.5.2 カラ ー ナ ン バ (Color せ ) 

カラ ー ナ ン バ も 色 ( に つけ る 番号 で す が 。 カラ ー コ ー ド と は 使い 万 が 異な 
り ま す 。 カ ラー コー ド が 絶対 的 な 色 番 号 で ある の に 対し . カラ ー ナ ン バ 
は , グラ フィ ッ ク モ ー ド に よっ て 対応 する 色 が 異な り ま す 。 6.8 節 で 詳 
し て ます 。 


6.5.3 カラ ー コ ー ド と カラ ー ナ ン バ の 使い 分 け 


表 6.2 に 。 カラ ー コ ー ド で 色 を 指定 する 命令 と 。 カラ ー ナ ン バ で 色 を や を 
指定 する 命令 を あげ ます 。 


表 6.2 カラ フラー コ ー ド と カ み カラー ナンバ の 使い 分 け 


COLOR 


LINE CMD CIRCLE 


CMD COLOR 
CMD LINE 


PSET 

PRESET 

CMD COLOR @ 
CMD SCREEN 


CMD PAINT 
CMD PRESET 
CMD PSET 
CMD PUT 





6.6 フォ アグ ラウ ンド カラ ー と バッ ク グ ラウ ンド カラ ー 


グラ フィ ックス を 描く , 画用紙 の 色 に あたる の が バッ ク グ ラウ ンド カラ 
ー, え の ぐ の 色 に あたる の が フォ アグ ラウ ンド カラ ー で す 。 

MKII は , 図 6.7 の アミ の 部 分 だ け を , 表示 に 使い ます 。 と の 部 分 い 
っ ぱい に 。 (正確 に は ビュ ー ポ ー ト に ),。 バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を ぬり 
つぶ し , その 上 に , フォ アグ ラウ ンド カラ ー で , 絵 を 地 く わけ で す 。 
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較 6.7 ディ スプ レイ 画面 の 表示 領 城 
フォ アグ ラウ ンド カラ ー と バッ ク グ ラウ ンド カラ ー の 設定 は CMD 
COLOR で 行い ます 。 
CMD COLOR < フォ アグ ラウ ンド カラ ー ナ ン パ >〉, < バッ ク グ 
ラウ ワン ドカ ラー ナン パパ > 


6.9 節 で 具体 的 な 使い 方 を 述べ ます 。 


6./ 絶対 座標 と ビ ピ ビュー 座標 


グラ フィ ッ ク 画 面 は 物理 的 に 640x200 ピク セル , ま た は 320x200 ピ 
クセ ル の 表示 が で きま す が , と の 中 で 実際 に 絵 を 描く 長方形 の 範 了 胃 を ビュ 
ー ポ ー ト と いい ます 。 ビ ュー ポー ト に つけ られ る 座標 を ビュ ー 座 標 と いい 
ます 。 ビ ュー 座標 に 対し て , 図 6.5 に 示し た 座標 を 絶対 座標 と いい ます 。 

通常 。 特に 指定 し な けれ ば , 絶対 座標 と ビュ 一 座標 は 一 致し て いま す 。 
従っ て この 場合 ビ ド ュ ー ポ ー ト は 640X200 ピ クセ ル ま た は 320X200 ピ クセ 
ル の クラ フラ ア ィ ックス 画面 全 條 に を り ま す 。 

ビュ ー ポ ボート を 設定 する 命令 は CMD VIEW で す 。 

CMD VIEW (< 左上 の 絶対 座標 >) 一 (< 右 下 の 絶対 座標 >) 
絶対 座標 と ビュ 一 座標 の 関係 は , 次 の 例 の よう に な り ま す 。 
銘 対 座 標 の (0,100) か ら (249,199) まで を ビュ ー ポ ー ト K 設 
定 す る 。 
CMD VIEW (0,100) (249,199) 
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絶対 座標 (0, 0) 


絶対 座標 (0, 100) 
る “ 


絶対 座標 
(319, 199) 





絶対 座標 (249、 199) 
ビュ ー 座 標 (249, 99) 


ョ リル ピー 


図 6 8 ビュ ー ボ ポート の 設定 


CMD LINE, CMD CIRCLE, CMD PSET な ど ほ と ん どの 高 解像度 グ 

ラフ ィ ッ クス 命令 は , この ビュ ー 座 標 の 中 で 働き ます ( 表 6.3)。 
上 記 の 例 の よう に ビュ ー ポ ー ト を 設定 し た あと CMD LINE 
で (0,50) か ら (200,50) に 直線 を ひく と , 図 6.9 の よう に 


と 電 り ま 0 
CMD LINE (0, 50) 一 (200, 50) 


ビュ ー 座 様 
(200。 50) 


ビュ ー 座 標 (0, 50) 





凶 6.9 ビュ ー ボ ポート 内 に 直線 を ひく 
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グラ フィ ッ ク の 命令 や 関数 を 絶対 座標 に 関す る も る の と , ビュ ー 座 標 に 関 
する も の (分 け て 表 6.3 に 示し ます 。 


表 6.3 絶対 座標 と ビュ ー 座 様 





交 対 座 様 に 関す る も の 


CMD VIEW 
STATUS VIEW 


ビュ ー 座 標 に 関す る も の 


CMD CIRCLE 
CMD LINE 
CMD PSET 
CMD PRESET 


CMD PAINT 
CMD PUT 
CMD GET 
CMD POINT 
STATUS POINT 





6.8 3 つの グラ フィ ッ ク モ ー ド 


ディ スプ レイ 画面 に 。 絵 を か く と き は 次 の よう な グラ フィ ッ ク 命 令 を 使 
いま す 。 


CMD PSET 点 を 打つ 

CMD PRESET 点 を 消す 。 

CMD LINE 線 や 長 万 形 を か く 。 

CMD CIRCLE 円 , 椿 円 , 統 を か く 。 

CMD PAINT 色 を ぬる 。 

CMD PUT 登録 し て お いた パタ ー ン を 呼び 出す 。 
時 


この よう な コマ ンド を 使っ て 絵 を か く と き の モ ー ド は 3 つ あ り , それ ぞ 
れ の モー ド に よっ て , コマ ンド の 使い 方 が 少し ずつ ちがい ます 。 と の 節 で 
は , と の 3 つの グラ フィ ッ ク モ ー ド に つい て 説明 し ます 。 

3 つの グラ フィ ッ ク モ ー ド の 概要 を , 表 6.4 に 示し ます 。 
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表 6。4 3 つの グフ フィ ッ ク ギ キー ド 


4 色 カ ラー | 4 色 カ ラー 
モー ド 0 | モー ド 1 


ys よ | CMD CMD CMD CMD 
SCREEN0 | SCREEN 1 SCREEN 2 | SCREEN 3 


選択 色 
(上 黒 / 


・ テ キス ト 画 








[ | 


を 省略 し た と き 面 の 色 に 依 
選ば れる 。 存する 。 





絵 を か く 前 に , まず , どの グラ フィ ッ ク モ ー ド を 使う か を 設定 する 必要 
が あり ます 。 起動 時 に は モノ クロ モー ド に 設定 され て いま す 。 グフ フィ ッ 
クモ ー ド の 設定 に は , CMD SCREEN を 使い ます 。 

( 書 。 式 ) CMD SCREEN 〔( く グラフィック モー ド >] [, く グラ フィ ックス イ 
ッ チ >〕〔, < 選択 色 の カラ ー コ ー ド >〕 
(が ププ マイ ツタ ダ や mw ドッ 2 0~- 3 の 中 か ら , グラ フィ ッ ク モ ー ド を 選び ま 
9 』 


モノ クロ モー ド は , 細か い 絵 が か け ま す が , ひ 
と つの 画面 で 使え を る 色 は , 黒 と 8 色 の うち の 1 
色 だ け で す 。 

アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド の 解像度 は 。 モノ 
クロ モー ド と 同じ で す 。 カ ラー ナン パ 1 ま 1 は テキ 
スト 画面 の 色 と 同じ に な り ま す 。 

4 二 の ガ ラー モデ ド 人 。 モノ クロ モード や 7 トリ 
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ビュ ー ト カフ ー モ ー ド は と 細か い 続 は か け ま せ 
ん が ,。 ピク セル 単位 に 色 を 指定 で きま す 。 
く < グラ フィ ックス イッ チ > 画面 に グラ フィ ックス を 表示 する か どう か を 0, 
1 の どちら か で 指定 し ます 。 
0 …… 表 示す る 。 
| と 表示 し な い 。 
この パラ メー タ は , 絵 を か いて いる 途中 は 表示 
させ ず , か き 終 わっ た ら 表 示さ せる 時 な ど に 
切り 換え て 使い ます 。 
(選択 色 の カラ ー コ ー ド > この パラ メー タ で , 選択 色 を カラ ー コ ー ド (0 
< 7 ) で 指定 し ます 。 
起動 時 は , < グラ フィ ッ ク モ ー ド > 
(グラ アッ クス イッ チ / 
〈 選 択 人 色 の カラ ー コ ー ド > 
に 設定 され て いま す 。 
CMD SCREEN の 3 つの パラ メー タ は , お の お の 省略 する こと が で きま 
す 。 パ ラメ ー タ を 省略 し た と き は 次 の よう に 設定 され ます 。 
① < グラ フィ ッ ク モ ー ド > を 省略 し た と き 
CMD SCREEN ,1.1 
< グラ フィ ッ ク モ ー ド > は ,。 それ まで の 状態 と 同じ 値 に セッ ト さ れ ま す 。 
② 〈 く グラ フィ ックス イッ チ > を 省略 し た と き 
CMD SCREEN 2.,3 
< グラ フィ ックス イッ チ > は , それ まで の 状態 と 同じ 値 に セッ ト さ 
れ ま す 。 
③ < 選択 色 の カラ ー コ ー ド > を 省略 し た と き 
CMD SCREEN 3, 0 
< グラフィック モー ド > の 値 に よっ て , 必ず 表 6.5 の 値 に セッ ト さ 
れ ま す 。 


| | 
つつ 


| 


表 6.5 < 選択 人 色 の カラ ー コ ー ド > の 省略 時 の 解釈 値 


< グラフィ ッ ク モ ー ド > 


0 
1 
め 
J 








< 選択 色 の カラ フラー コー ド > 
の 省略 時 の 解釈 値 






6.9 グラ フィ ックス 操作 の 基本 手順 


画面 に 絵 を か く と き の 基 本 手順 を フロ ー チ ャ ー ト を 使っ て 説明 し ます 。 










グラ フィ ッ ク モ ー ド の 設定 。 


IO する か 
(CMD SCREEN ) 


選択 色 を 何 色 に する か を 設定 し ます 。 
を それぞれ の グラ フィ ッ ク モ ー ド で 使わ れる 
み カラ ー ナ ン バ に 表 6.4 に 示し た 色 が 対応 づけ ら 


れ , ビュ ー ボ ー ト は 自動 的 に 画面 全体 に 設定 
され ます 。 
- 画面 の 一 部 分 を ビュ ー ボ ポート に 設定 し ます 。 
ビュ ー ボ ー ト の 設定 





WS 絶対 座 林 と は 別に ビュ ー 座 標 が 設 
定 さ れ ま す 。 CMD VIEW を 実行 し な けれ ば ビ 
ュー ボー ト は 画面 全体 に 設定 され た まま で す 


(CMD VIEW ) 


8 ・ ニ ー CMD COLOR に よっ て バッ ク グ ラウ ンド 
ゆみ へ 』 和 M ー 
リア グラ ウン ド 2 の 計 定 カフ ー と フォ アグ フワ ウン ドカ フー を カプ ー ナ 
軸 隊 DO0MORCNMDGLS 20 1 
定時 に 自動 的 に 次 の よう に 設定 され ます 。 


グラ フィ ッ ク | フォ アグ ラウ ンド | バック グラ ウン ド 
モー ド カラ ー カラ ー 








CMD COLOR で 設定 を 変え た た と き は , CMD 
CLS 2 を 4 す 太ら も バッ ク グ フウ ンド カラ ー 
を 光 り 変え て くだ さい 。 

ー こ で 設定 され た フォ アグ ラウ ンド カラ ー 
は , 次 の ステ ッ プ で 絵 を か く 際 , 色 の 指定 
角 略 し た 場合 に 使わ れ ま す 。 


終 を か く 。 Pr 吉 人 e 
CMD LINE. ュー 座標 で , 色 は カラ フラー ナン バ で 指定 < 電 
CMD CIRCLE. 色 の 指定 を 省略 する と ,CMD COLOR で 設定 
CMD PAINT. し た フォ アグ ラウ ンド カラ ー で か か れ ま 
CMD PSET, 

CMD PUT, etc. 





絵 を 消す 。 
、CMD CLS 2) 


凶 6.9 グラフ ラフィ ックス 操作 の 茶 本 手順 


6.10 グラ フィ ックス 操作 の 例 


と これ まで 説明 し た よう (に, Nso-BASIC の グラ フィ ックス は 。 少し 複雑 
(な っ て いま す 。 と の 人 節 で は 。 グラフィック モー ド ど と に に 。 実際 に 例 を あ 
げ て 使い 方 を 説明 し ます 。 


6.10.1 モノ クロ モー ド 

表 6.4 で 示し た よう に モノ クロ モー ド の 解像度 は 640x200 ピク セル で , 
使用 で きる 色 は カラ ー ナ ン バ 0 ( 黒 ) と カラ ー ナ ン バ 1 (8 人 色 の うち 1 色 
を 選択 する ) の 2 色 で す 。 


10 CMD SCREEN 0, 0, 3 
し ララ ー ナ ン バ ュ だ ピング 【 カ ラー 
cw ドド は ) に 9 の 。 
グラ フィ ックス 画面 を 表示 する 。 
モノ クロ モー ド に 設定 する 。 
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20 CMD COLOR 1, 0 


ノバック グラ ウン ドカ ラー を 黒 ( カ ラー 
ナン バ 0 ) に する 。 
と 表 守 導 ン 生生 ー 
(カラ ー ナン バ 1 ) に する 。 

30 CMD CLS 2 グフ フィ ックス 画面 を バッ ク グ ラウ 
Fm 0 

40 CMD CIRCLE(160, 100), 90 画面 に 円 を か く 。 


( 行 番号 10 ) グラ フィ ッ ク モ ー ド を モノ クロ モー ド ( こ に カラー ナン バ 
1 を マゼンタ に 設定 し て いま す 。 

( 行 番号 20。 カラ ー ナ ン バ で , バック グラ ウン ドカ ラー と フォ アグ ラウ ン 

307 ドカ ラー を 設定 し ます 。 カラ ー ナ ン バ は 0, 1 以外 の 値 を 指定 
し だ と き は その 値 を 8 で 割っ た あま り が 0 の と き は 0, それ 以 
27 ト の と き は 1 と みな され ます 。 設定 後 , 画 面 を クリ ア し ます 。 

( 行 番号 40 ) フォ アグ フウ ンド カラ ー を 省略 し て いま すか ら 行 番号 20 
で 設定 し た フォ アグ ラウ ンド カラ ー で 円 を か きま す 。 フ 
ォ ア グフ ウン ドカ ラー は , 0 以外 の 値 は すべ て 1 と みな 
され ます 。0 を 指定 し た 場合 は , バッ ク グ ラウ ンド カラ 
ー で 絵 を か きま すか ら , 何 も 見 えま せん 。 


6.10.2 アト リピ ビュ ー ト カラ ー モ ー ド 

表 6.4 で 示し た よう ( こ ア トリ ビュ ー ト カラ ー モ ー ド の 解像度 は モノ ク 
ロモ ー ド と 同じ 640x200 ピク セル で す 。 カ ラー ナン バ 1 は テキ スト 画面 
の 色 と 同 じ (テキ スト 画面 が 日 黒 モ ー ド の と き , つま り console,,,0 の 
と き は 邊 ) に な り ま す 。 カ ラー ナン バ 0 は 8 色 の うち か ら 1 色 を 選び ます 。 


た カラ ー ナ ン バ 0 は 
"8 8 色 の うち か ら 
テキ スト 画面 の 色 が 重ね られ る 。 し 
カラ ー ナ ン バ 1 で か いた 部 分 は 。 テキ スト 画面 の 色 に な る 。 


好 6.10 アト トリビュー トカ ラー モー ド 
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アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド で は 。 カ ラー ナン バ 1 で か い だ た 部 分 は テキ 
スト 画面 の 色 に な り ま すか ら , キャ ラク タ 単 位 に 色 を つけ 変え る と と が で 
きま す 。 
た だ し , 一 行 の 中 で 20 回 以上 色 を 変え る と と は で きま せん 。 
アト リピ ビュー トカ ラー モー ド の グラ フィ ックス に キャ ラク タ 単 位 に 色 を 
つけ る (に は CMD COLOR@ を 使い ます 。 と の 場合 は , CONSOLE で 
カラ ー モ ー ド に し て お く 必 要 が あり ます 。 以下 の 例 を 参考 に し て くだ さき 


い 。 


10 CONSOLE 0, 25, 0,1 テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド に す 
る 。 
20 WIDTH 40, 25 7 キス ト 画 面 に キャ フク クタ 座標 を 
設 征 9 る 。 


30 CMD SCREEN 1, 0, 1 


し カラ ー ナ ン バ 0 を 青 (カラ ー ュ ー 
ド F 1 ) に する 。 
アトリビュート カフ ブー モー ド に 酸 


/ プ オア 2 7 ス 
ト 画面 の 色 ( カ ラー ナン バ 1 ) に す 
る 。 

50 CMD CLS 2 クマ アプ ブ ィ ッッ グ ク 画面 の バッ クツ アン ウ ツウ 


ンド カラ ー で ぬり つぶ ぶす 。 
60 CMD COLOR@ (0, 0) 一 (19, 9), 2 


キャ フク クタ 座標 の (0。 0 ) か ら 
(19。 9 ) まで を 赤 ( カ ラー コー ト 


2 ) に 設定 する 。 


70 CMD COLOR@ (20, 10) 一 (37, 24), 3 
キャ ラク タ 座 標 の (20, 10) か ら 
(37。 24) ま で を マゼンタ (カラ ー 
コー ド 3 ) に 設定 する 。 


S0 FOR | 三 0 TO03000 STEP 13 


ヽ J| 
| 


プ ォ リツ ジア 
90 CMD LINE (1, 0) 一 (| 199) で 記 病 まり 


100 NEXI I 


2 ド 2 の 
く 
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( 行 番 


( 行 番 王 


( 行 番 王 


50 ) 


と の 例 で お わか り の よう に . 


0 


20 ) 


7 920 ) 


40。 


弓 - 60。 


・ 60, 


ee 


CONSOLE の 4 番目 の パラ メー タ を 1 (こす る と , テキ 
スト 画面 は カラ ー モ ー ド に な り ま す 。 テ キス ト 画 面 が 日 
黒 モ ー ド の 場合 は , CMD COLOR @ を 使っ て 色 の 指 
定 を する と と は で きま せん 。 


WIDTH で キャ ラク タ 座 標 を 設定 し ます 。 こ と の 例 で は , 
40x25 文字 に し て いま す 。 と の キャ ラク タ 座 標 上 に , 
CMD COLOR @ で 色 を つけ る の で す 。 


グラ フィ ッ ク モ ー ド を アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド に , 
カラ ー ナ ン バ 0 を 青 人 て 設定 し て いま す 。 

カラ ー ナ ン バ で バッ ク ク ラ ワウ ンド カフ ー と フォ アク フン ソン 
ンド カラ ー を 設定 し ます 。 0, 1 以外 の 値 を 設定 し た 場 
合 は その 値 を 8 で 割っ た あま り が 0 の と き は 0, それ 
外 の と き は 1 と みな され ます 。 設 定 後 , 画面 を クリ ア し ます . 


キャ ラク タ 座 標 上 の 長方形 の 部 分 に . カラ ー コ ー ド で 色 
を つけ ます 。 

フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 省略 し て いま すか ら , 
行 番号 40 で 設定 し た フォ アグ ラウ ンド カラ ー で 自 
線 を ひき ます 。 0 以外 の 
値 は すべ て 1 と みな され ます 。 0 を 指定 する と , バッ ク 
グフ ラウ ンド カラ ー で 絵 を か さき ます か ら 何 も 見 えま せん 。 


ウォ オア ウラ クウ ワン ドカ アー 。 


CMD COLOR ② は . グラ フ 


ィ ッ ク 画 面 の 端 か ら 端 まで 色 を つけ る と と は , 実は で き な い の 


で す 。 画面 の 両端 に は 色 が つけ られ ませ ん 。 PA レン 
ば WIDTH で 40x25 文字 に 設定 し た 場合 に は 。 左上 の 


(0.0) か ら 右 下 の (37,24) の 範囲 内 だ け で , 色 指 定 を 行い ます 。 


Nso-BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 
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両端 に 色 が 
つけ られ な 
し ヽ 





で 色 指 定 で きる 領域 
(WIDTH 40, 25 と 設定 し た と き ) 


図 6.11 CMD COLOR@ で 色 指 定 で き る 領域 


6.10.3 4 色 カ ラー モー ド 


4 公 カ ラー モー ド の 解像度 は 320x200 ピク セル で す 。 

4 色 カ ラー モー ド に は , 4 色 カ ラー モー ド 0 と 4 色 カ ラー モー ド 1 と の 
2 つの モー ド が あり ます 。 そ れ ぞ れ カ ラー ナン バ は 0 か ら 3 ま で あり ま 
す 。 カ ラー ナン バ 0, 1, 2 に は あら か じ め 対 応 す る 色 が 決め られ て お 
り 。 カ ラー ナン バ 3 は ユー ザ が 指定 し ます 。 


表 6.6 4 色 カ ラー モー ドド のみ カ ラー ナンバ 





10 CMD SCREEN 2, 0, 6 


トッ ラー ナン バ 3 を 黄 (カラ ー コ ー ド 
5 .) 民 する の 。 
4 色 カ ラー モー ド 0 に 設定 する 。 


20 CMD COLOR 3, 0 


L_ ミッ ク グ ラウ ン ドカ フー を 
ナン ババ 0 ) に する 。 
フォ アグ ラフ ラウ ンド カラ ー を 黄 ( カ ラー 


ナン バ 3 ) に する 。 


| 邊 還 電 


を do 


30 CMD CLS2 グフ フィ ッ ク 画 面 を バック グラ ウン ド 


み カラ ー で ぬり つぶ す 。 
40 CMD CIRCLE (60, 100), 40, 2 
50 CMD CIRCLE (160, 100), 40 


60 CMD CIRCLE (260, 100), 40, 1 AA と かく 」 


70 CMD PAINT (60, 100), 2 
80 CMD PAINT (160, 100) 
90 CMD PAINT (260, 100), 1 


( 行 番号 10 ) グラ フラ ィ ッ ク モ ー ド を 4 人 負 カ ラー モー ド 0 に に 。 ce 
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ン バ 3 を 黄 (カラ ー コ ー ド 6) KK 設定 し て いま す 。 


番号 20 ) バッ ク グ ラウ ンド カラ ー と フォ アグ ラウ ンド カラ ー の 設 


定 を し て いま す 。 0, 1, 2 3 以外 の 数 を 指定 する 
と 。 4 で 視 っ た あま り と し て 設定 され ます 。 


低 解像度 グラ フィ ックス ( N-BASIC の グラ フィ ックス ) 


と の 章 の は じ め に 触れ た よう に ,N-BASIC で は グラ フィ ッ ク 専 用 の VRAM を 
使わ ず , グ ラフ ィ ッ クス は , テ キス ト の VRAM に 書き 込ま れ ま す 。 こ の グラ フィ ッ ク 
ス を 低 解 像 度 グラ フィ ックス と 呼び , Ngo-BASIC , N-BASIC の 両方 と も , この 機 
本 を も ち ま す 。 低 解像度 グラ フィ ックス に 使う 命令 や 関数 を 次 に 列挙 し ます 。 


WIDTH 
CONSOLE 
COLOR 
LINE 
PSET 


PRESET 
PUT@ 
GET@ 
POINT 
etC. 


6.11.1 低 人 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 
低 懇 父 度 ゲ グラ フィ ックス の ひと つの ピク セル は 。 1 つの キャ ラク タ を 
表示 する スペ ー ス を 図 6.12 の よう に 8 等 分 し た も の で す 。 


層 6 .12 


し た が っ て , 解像度 は , WIDTH で 設定 し た キャ ラク タ 座 標 に 依存 し 
ます 。 


WIDTH 36, 25 72X100 ピ クセ ル 
WIDTH 40, 25 80X100 ピ クセ モル 
WIDTH /2, 25 144※X100 ピ ビク セル 
WIDTH 80, 25 160X100 ピ クセ ル 


WIDTH で 20 行 / 画 面 に 設定 する と , 行間 に 1 ピク セル 分 
の すき ま が で き て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 


6.11.2 モー ド の 設定 


モー ド の 設定 は ,。 次 の ① ひ < ③⑧ に つい て 行う 必要 が あり ます 。①~③ は , 
特 (こと の 順に 行う 必要 は あり ませ ん 。 
① CONSOLE で カラ ー モ ー ド に する か 和 白黒 モ ー ド に する か を 設定 し 
ます 。 


CONSOLE 1 カラ ー モ ー ド 


CONSOLE ,,0 白黒 モー ド 
② WIDTH て 解像度 を 設定 し ます 。 
⑬③ COLOR で グラ フィ ッ ク モ ー ド KC 設定 し ます 。 


COLOR 1 


PRINT CHR$(12): 

① で カラ ー モ ー ド に し た 場合 と 白黒 モー ド に し た 場合 と で は , COLOR 
の 第 1 パラ メー タ で 指定 する 機能 が 発 な り ま す 。 

③ で グラ フィ ッ ク モ ー ド に 設定 し た あと (に は , PRINT CHRS $(12) : を 
実行 する 必要 が あり ます 。 ダイ レク トモ ー ド で は , キー を 押し ま 
す 。 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 設定 し な く て も グラ フィ ッ ク 命 令 の 実行 が で き 
な い 訳 で は な い の で す が , グラ フィ ッ ク モ ー ド に し て お く と 動作 が 保障 さ 
れ ま す 。 


6.11.3 諸 注意 
(1) 白 守 モー ド 
キャ ラク タ だ け , もしくは グラ フィ ックス (4.2.1 節 の グ クフフ ィ ッ 
クシ ン ボ ル で は あり ませ ん ) だ け を 表示 する 場合 に は 間 題 あり ませ ん 。 
キャ ラク タ と グラ フィ ックス を 混在 で 表示 を 行う 場合 . グ クフフ ィ ッ 
クス の 1 ピク セル は , 1 つの キャ ラク タ を 表示 する スペ ー ス を 図 6.13 の 
よう に 8 等 分 に し て いま す 。 従 っ て キャ ラク タ を 表示 し て いる ボ ポジ ンション の 
所 に グラ フィ ックス を 表示 し ます と , 後 か ら 表 示し た 方 が 優 元 に な り ま 
す の で ボ ポジ ショ ン に 注意 し て くだ さい 。 
と これ は , カラ ー モ ー ド で も 同じ で す 。 


層 6 .13 
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また だ た, COLOR の < グラ フィ ックス イッ チ > を ,。 キャ ラク タモ ー ド に 
し て いる 場合 同一 行 で 文字 も し く は スペ ー ス (プラ ンク ) と グラ 
フィ ックス 表示 の 変化 点 の 指定 が 20 ヶ 所 を 超え る と それ 以後 (同一 
行 )」 グラ フィ ックス が 表示 され な く 〈 て 文字 が 表示 され て し まい ます 
の で 注意 し て くだ さい 。 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド に し て いる 場合 は , グフ 
フィ ックス も し く は スペ ー ス (ブランク) と 文字 と の 変化 点 の 指定 が 
20 ヶ 所 を 超え る と それ 以後 (同一 行 ) は , グラ フィ ックス が 表示 され 
て も し まい ます 。 
画面 に グラ フィ ックス を キャ ラク タ (文字 ) より 多く 表示 する 場合 
は 。 グラ フィ ックス イッ チ を セッ ト し て 画面 の クリ ア を 行っ て お いた 
万 が 上 の よう な 問題 が 起こ り に くく な り ま す 。 
(2) カラ ー モ ー ド 
キャ ラク タ 表 示 だ け ( 同 色 ) も し くく は, グラ フィ ックス 表示 だ け ( 同 
色 ) の 場合 は 問題 あり ませ ん が , キャ フラ クタ 表示 と グフ フィ ックス 
表示 の 混在 及び 色 を 変化 きせ る 場合 に 注意 が 必要 で す 。 
キャ ラク タ と グラ フィ ックス を 混在 で 表示 する 場合 ,。 表示 する ポジ シ 
ョ ン に 注意 し て くだ さい (白黒 モー ド と 同 )。 
グラ フィ ックス に 色 を つけ る 場合 は , ひ と つの キャ ラク タ を 表示 する 開 
域 に 存在 する 8 ピク セル は 同色 に な り ま す 。 従って, 1 つの ピク セル の 色 を 
指定 する と, 隣接 する 7 つの ピク セル の 色 が 同時 に 変化 し て し まい ます 。 
また , 同一 行 に お いて 色 の 変化 点 が 19 ヶ 所 を 超え た 場合 , それ 以 
後 (同一 行 ) は 同一 の 色 に な っ て し まい ます 。 
し た が っ て , 多く 使う 色 を COLOR コ マン ド で セッ ト し て 画面 を ク 
ア し て お いた 方 が いい と 思い ます 。 
次 に ,。 キャ ラク タ ( 文 字 ) と グラ フィ ックス を 混在 きせ る 場合 は , 
白黒 モー ド と 同様 で す が , 変化 点 の 数 が 19 ヶ 所 に な り ま す 。 
以上 の 点 に 注意 し て プロ グラ ム を 作っ て くだ さい 。 (プログ ラム の 実行 
で 画面 を クリ ア す る 場合 は ,。 プリ ント 文 で 行い ます 。) 
PRINT CHR$(12) : 


 / 草 


カセ ッ ト テ ー ブ プ ブ の 使い 方 
(ROM-BASIC モ ー ド ) 


と の 革 で は , カセ ッ ト テ ー プ を 使っ て 。 データ や プロ グラ ム を 保存 する 
方 法 , 逆 に カセ ッ ト テ ー プ 書き 込ま れ た デー タ や プロ グラ ム を MKII 
に 読み 込む 方 法 に つい て 説明 し ます 。 

カセ ッ ト テ ー プ は , BASIC の コマ ンド に よっ て 使う 場合 と , 10 意 
モニ タ の 中 で 説明 する よう に 機械 語 の プロ グラ ム の 読み 書き に 使う 場合 
が 考え られ ます 。 と の 章 で は , BASIC で カセ ッ ト テ ー プ を 使う 場合 だ け 
に つい て 説明 し ます 。 


7.1 ROM-BASIC モ ー ド 


BASIC モー ド に は , ROM-BASIC モー ド と , DISK-BASIC モー ド と 
の 2 つが ある と いう と と は , 第 5 草 ソフ トウ エア 概説 で 述べ まし た 。 
カセ ッ ト テ ー プ は 。 どの BASIC モー ド で も 全く 同じ よう に 使う こと が で 
きま す が 。 一般 的 に , DISK-BASIC モー ド で は 。 あ まり 使わ れ ま せん 。 
な ぜ な ら , DISK-BASIC モー ド で は , わざ わざ カセ ッ ト テ ー プ を 使う よ 
り , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使う 方 が 便利 だ か ら で す 。 こ と の 分 で は , カセ ッ 
ト テ ー プ が 不可 欠 で ある ROM-BASIC モー ド の 概要 (に つい て 説明 し ます 
(DISK-BASIC モー ド に つい て は 8 章 で 説明 し ます ) 。 

ROM-BASIC モー ド を 起動 する に は , 3. 3 電源 の 投入 と 起動 テス ト 
で 述べ た よう に , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し な いで 行い ます 。 
MKI の マイ クロ プロ セッ サ pzPD-780C-1 は , 64K バイ ト の メモ リ 
空間 を 直接 読み 書き する と と が で きま す 。 BASIC が 動い て いる と き は , 
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64K バイ ト の うち 下位 (アド レス の 若い 方 ) の 半分 は , ROM (Read 
Only Memory) と 呼ば れる メモ リ が 選択 さき れ ま す 。 ROM は , 名 前 の と 
お り 読 むと と し か で き な い メモ リ で す 。 ユ ー ザ は ROM に デー タ を 書き 
込む と と は で きま せん 。 ROM に は , BASIC が 動く た め の プ ログ ラム 
(BASIC イン タプ リタ と いい ます ) が 書き 込ま れ て いて , 電源 を 切っ て 
6 ブロ グラ ム は 消え ませ ん 。 

ROM に 対し て , 64K バイ ト の うち 上 位 の 半分 を 構成 する メモ リ を 
RAM (Random Access Memory) と いい ます 。 RAM は , 読む と と ゃ 書 
く と と も で きる メモ リー で , ユー ザ の 作っ た プロ グラ ム は と と KC 書き 込ま 
れ ま す 。 電源 を 切っ た り , リセ モッ ト ボ タン を 押し た りす る と , RAM の 内 
容 は 消え て し まい ます 。 


ドド 
FFEFF 昌 


6000H 
7FFFH 





0000 昌 
7.1 ROOM と RAM 


前 置き が 長く な り ま し た が , ROM-BASIC モー ド と は , ROM の 32K 
バイ ト K 書 き 込 まれ て いる BASIC イ ンタ プリ タ が 作動 し て いる モー ド で す 。 

それ に 対し て , ROM の 32 氏 バイ ト に 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク か ら , 
RAM の 一 部 に 読み 込ん だ も の を 加え て , 大 きく な っ た BASI し イン タプ 
リタ が 作動 する モー ド が , DISK-BASIC モー ド で す 。 

ュー ザ の 入力 の し た プロ グラ ム や デー タ は , RAM に 書き 込ま れ ま す 。 
し か し , MKI の 電源 を 切っ た り , リセ ッ ト ボ タン を 押し た りす る と , 
RAM の 内 容 は 初期 化 さ きれ て プロ グラ ム な ど は 消え て し まい ます 。 し た が 
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っ て , 再び 使用 する 可能 性 の ある プロ グラ ム は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や カ 
セッ ト テ ー プ 保存 し て お きま す 。 そ うす れ ば , 電源 を 切っ た り , リセ ッ 
ト ボ タン を 押し た りす る た びに 最初 か ら プ ログ ラム や デー タ を キー 入力 す 
る 必要 は な く な り ま す 。 メ モリ か ら , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー 
プ ( プ ログ ラム や デー タ を 書き 込む と と を “セー ブ す る と いい ます 。 逆 
に , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク や カセ ッ ト テ ー プ か ら メ モリ に 読み 込む こと を , 
"ロー ド す る と いい ます 。 


of セー ブ  : メモリ ー> 外部 の 記憶 装置 
ー 万 ] ロー ド  : 外部 の 記憶 装置 全 メモ リ 


/7.2 カセ ッ ト テ ー ブ プ の 使い 方 


カセ ッ ト テ ー プ は , MKI の すべ て の BASIC モー ド で 全く 同じ よう に 
使え ます 。 使用 する テー プレ コー ダ は , 一 般 用 オー ディ オカ セッ ト テ ー 
プレ コー ダ で す 。 テー プレ コー ダ と し て は 。 パ ペパー ソナ ルコ ンピュータ 用 
に 設計 され た デー タレ コー タダ ( PC-6081, PC-6082) が 操作 し や すく ., 
天 敗 も 少な いよ う で す が , 家庭 用 の も の で も 十分 機能 が 果たせ ます 。 


7.2.1 テー プレ コー ダ の 接続 
3 . 2 周辺 装置 と の 接続 に 従っ て MKI と カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 接 
続 し ます 。 と の と き , の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
1) リモ ー ト 端子 (黒色 ) を 接続 し た 場合 。 
リモ ー ト 端子 を 接続 し ます と ,。 テー プレ コー ダ の モー タ の on/off 
は , MKI が コン トロ ー ル し ます 。 ですから. ボタ ン を 押 
し て いて も , カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 が 実行 され な けれ ば , カ 
セッ ト テ ー プ は 回 り ま せん 。 と の 機能 に よっ て , 必要 な 間 だ け , カセ 
ッ ト テ ー プ を 回 すこ と と が で き , カセ ッ ト テ ー プ の 無駄 使い が 防げ 。 ま 
た だ た, 手間 も $ も かかり ませ ん 。 


(2②) リモ ー ト 端子 を 接続 し な か っ た 場合 
と の 場合 は 。 テー プレ コー ダ の スタ ー ト , スト ッ プ は 。 す べ て ユー 
ザ が 操作 し ます 。 で すか ら , カセ モッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 を 実行 す 
る 前 に ボタ ン ( と |REC| ボタ ン ) を 押し , 終る と ボ 
タン を 押す と いう 操作 が 必要 に な り ま す 。 
普通 。 1 つの プロ グラ ム を や ロ ー ド し た り 。 セ も セーブ する 場合 は 。 リ モー ト 
端子 を 接続 せ ず に 操作 する と と が 多い よう で す が , プロ グラ ム の 中 で デー 
タ の ロー ド 。 セー ブ を 行う 場合 は ,。 リモ ー ト 端子 を 接続 し て いな いと ,。 う 5 
まく 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 以後 , リモ ー ト 端子 が 接続 され て いる と 
し て 説明 を し ます 。 


メメ .2 プロ グラ ム の セー ブ プ 

MK と テー プレ コー ダ が 接続 で きた ら 。 キー ボー ド か ら ,。 炊 の ブロ グ 

フ ム を 入力 し て くだ さい (入力 が 終っ て も 実行 させ な いで くだ さい ) 。 
new 


10 INPUT A, B, C, D |IRETURN 
20 PRINT ヾ Set tape, then push PLAY and REC” RETURN 


30 INPUT “ok” : A$ IRETURN 


40 PRINT キ 一 1, A, BIRETURN 
50 PRINT キ ー1, C, D IRETURN 


60 END 
人 力 し た プ ブログ ラム が ま ら が っ て いな いか どう か 。 デ ィ ス プレ イ と よく 
見 叱 べ て くだ さい 。 ま ちがっ て いな けれ ば ,。 この プロ グラ ム を カセ ッ ト テ 
ー プ へ セー ブ し まし ょ う 。 
カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ す る プロ グラ ム は 最後 に END を つ 
ける 習慣 を つけ て くだ さい 。 END が つい て いな いと ロー ド 
し た と き K 実 行 で き な い と と が あり ます 。 


1. カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダ に セッ ト し ます 。 
プロ グラ ム や デー タ を 入力 する と 。 当然 。 前 に 録音 し て あっ た も の は 
消え て し まい ます 。 ま た , と の と き , テー プ カ ウ ンタ を 0 に セッ ト し 
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て お け ば , ど と か ら セ ー ブ し た の か すぐ に わか り ま す 。 
2. テー プ が セッ ト で きた ら ボタ ン と ボタ ン を 押し 
ます 。 リ モー ト 端 子 ( 黒 ) が 接続 し て あれ ば , カセ ッ ト テ ー ブ は 回 り 
始め な い は ず で す 。 そ こと で 克 の 命令 を 入力 し ます 。 
motoOr 
IRETURN| キ ー を 入力 する と , “カチ ッ " と いう 音 が し て 同時 (に テー 
プ が 回 り 始 め ま す 。 数 秒 た っ た ら も う 一 度 , 
motor 
を 入力 し ます 。 す る と 再び “カチッ” と いう 音 が し て , テー プ は 止 
り ま す 。 と れ で セー ブ の 準備 が 整っ た わけ で す 。 
カセ ッ ト テ ー プ に は , 始め と 終り (に クリ アフ ィ ー ダ と いう 
磁性 体 が 塗っ て な い 部 分 が あり ます 。 て の 部 分 に は 記録 で 
きま せん か ら , プロ グラ ム や デー タ を セー ブ す る 前 に スキ 
ッ プ し て お く < 必要 が あり ます 。 ま た , 前 の ブロ グラ ム や デ 
ー タ と の 区 別 を つけ や すく する た め に も , セ ー ブ す る 前 は , 
MOTOR で テー プ を 送る 習慣 を つけ まし ょ 2 う 。 
MOTOR は , モー ター を コン トロ ー ル し ます 


イ - 
Pe 
ーーー マ 


1 


の a MOTOR IRETURN| 必 モ ー タ ー ス ター ト 
MOTOR RETURN| 必 モ ー タ ー ス トッ プ 


3. いよ いよ プロ グラ ム を セー ブ し ます 。 ボタ ン と 
ボタ ン は 押し た まま に な っ て いま す 。 そこで , 次 の よう に キー ボー 
ド か ら 入 力 し ます 。 

csave`test/ 

4. し ば らく する と “Ok が 表示 され , プロ グラ ム の セー ブ は 終り ま 

2 。 


と こと で 使用 し た CSAVE が プロ グラ ム を 「 セ ー ブ 」 す る 命令 で す 。 
CSAVE' く < ファ イル 名 >? 


今 の 場合 で す と test が ファ イル 名 で す 。 


/ー っ う 


oh カセ ッ ト テ ー プ へ の プロ グラ ム の セー ブ は CSAVE で 行い ます 。 
ンー 所 1 CSAVE*XXXXXX ? 
XXXXXX : 6 双 字 以内 の ファ イル 名 


/7.2.3 ペ ベリファイ 
セット テー プ に プロ グラ ム や セーブ し た 場合 は 。 正 し く セ ー ブ さ れ だ た 
か どう か チェ ッ ク す る 必要 が あり ます 。 つ まり , メモ リ の 中 の プロ グラ ム 
こ カ セッ ト テ ー プ に セー ブ プ さ れ た プロ グラ ム が 等 し いか どう か 比べ る わけ 
で す 。 と れ を ベリ ファ イ す る と いい ます 。 で は べ ベリ ファ イ の 実行 の し か た 
を 順 追 っ て 説明 し まし ょ う 。 
ベリファイ は プロ グラ ム を セー ブ し た 後 , すぐ に 行っ て くだ き 
い 。 も セー ブ し た 後 , RUN し て か ら ベ リフ ァ イ を する と , メモ 
リ の 内容 が 変わ る た め エ ラー に な る こと が あり ます 。 
1. プロ グラ ム の セー ブ を 始め た と と ろ ま で テー プ を 巻き 戻し ます 。 リ 
モー ト 端 子 を 接続 し て いる 場合 は MOTOR を 使い ます 。 巻き 戻し が 
終わ っ た ら , モー タス トッ プ (MOTOR [RETURN| ) を 実行 し て お き 
本 年 。 
2. テー プレ コー ダ の 音量 と 音質 を 調整 し ます 。 音量 は , 普段 使用 する 
場合 より も や や 大 きめ に セッ ト し , 音質 が 調整 で きる 場合 は , 高音 が 
5 如 誤 され る 側 ヘ へ セッ ト し ます 。 
ま 。 ボタ ン を 押し た 後 で , 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
cload ? “test/ 
4。 test と いう プロ グラ ム が 見 つか る と 
Found : test 
と 表示 し , 読み 込ん だ データ と メモ リ の 内 容 を チェ ッ ク し ます 。 
S. カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ さ れ て いる 内 容 が 一 致し た 場合 は , 
Ok 
と 表示 し , 一 致し な いび 場合 は , 
Bad 


と 表示 し て きま す 。 
一 致し な か っ た 原因 と し て は , 次 の 場合 が 考え られ ます 。 
1. ベリ ファ イ の 方 法 が まち が っ て いた 。 

テー ブ プ の 巻き 戻し を 忘れ て いた り , セー ブ し て すぐ に ベリ ファ イ を 
し 8005 だ さき で ど と で りす 。 

2. 再生 の と き の 音 量 , 音質 の 調整 が 適当 で な か っ た 。 

と の 場合 は , 音量 と 音質 を 調整 し 直し て , 何 度 か 挑戦 し て みて くだ 
さい 。 使用 し て いる テー プレ コー ダ に よっ て は , 音量 が , ある 特定 の 
寺 陸 で し か , うま く 動 作 し な い 可 能 性 が あり ます 。 

Rm クジ 00 の まく でき CMV0 の 6 

音量 , 音 買 を いく ら 調 整 し て も Bad と 表示 され る 場合 は , セー ブ 
し た 時 に , 失敗 し た 可能 性 が あり ます 。 そ の 原因 と し て は , 次 の よ 2 
な 事 が 考え られ ます 。 

1) ケー ブル の 接続 が 正しく な か っ た り , 接続 プラ グ が 。 し っ か り と 

寺 し 込ま れ て いな か っ た 。 

(2) 録音 音量 が 調整 で きる テー プレ コー ダ を 使用 し た が , その 調整 が 

止 し く な か っ た 。 

(3) セー ブ す る と き に 。 カ セッ ト テ ー プ の クリ アフ ィ ー ダ の 部 分 を ス 
キッ プ す る の を 抱 れ て いた 。 

それ ぞ れ , も う 一 度 よ く 確 認 し て か ら , セーブ を 行っ て くだ さい 。 
これ ら の 原因 を 討 し て も セー ブ で き な い 理由 が わか ら な い 場 合 は ,。 
お 近く の Bit-INN も し く は , お 買い 求め の 販売 店 で 御 相談 くだ さい 。 

ok プロ グラ ム を カセ ッ ト テ ー プ に セー ブレ し た 場合 は , その 直後 に 必 
- 放 \) すべ リフ ァ イ を 実行 し て , 確認 し まし ょ う 。 


7.2.4 フ プログラム の ロー ド 
今度 は 。 カ セッ ト ( に セー ブ し た プロ グラ フラム を 。 再び メモ リ ペ ヘ ロ ー ド し て 
み ま し ょ う 。 今 は まだ , メモ リ に プロ グラ ム が 残っ て いま すか ら . 


ば f・4) RETURN| (また は , list IRETURNI ) 
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を 入力 すれ ば , メモ リ に 入っ て いる プロ グラ ム が 表示 され ます 。 そ こと で ま 
す 最 初 に 。 ヌメ ヌ モ リ に 入っ て いる プロ グラ ム を 消し ます 。 
new 

この 命令 を 実行 する と , あな た が 入力 し た プロ グラ ム は , すべ て 消え て 

し まい ます 。 ですから, 
If・4| IRETURN| (また は list [RETURN| ) 
る 入力 し て も , プロ グラ ム は 表示 され ませ ん 。 では, ロー ド を 始め ます 。 

1. カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し ます 。( リ モー ト 端 子 を 接続 し て いる 場 

合 は , MOTOR を 入力 し な いと モー タ は 回 り ま せん ) 
2. 音量 と 音質 を 確認 し ます 。( で べり ファ イ し た と き と 同 じ で す ) 
3 。 次 の 人 奥 令 を キー 入力 し て, キー の 入力 と 同時 に テー プ 
レコ ー タ の IPLAY[| ボ タン を 押し ます 。 
cload “test” |IRETURN 
4. する と カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始 め ま す 。 プ ログ ラム が 見 つか る と 
Found : test 
と ディ スプ レイ 表示 し , ロー ド し て いる 間 は , 画面 の 右上 スミ に 
- 床 。 を 表示 し ます 。 指定 し た 以外 の プログ ラム 名 が 見 つか る と, 
SkiID : XXXXXX 
と ,。 プログ ラム 名 を 表示 し て , 次 の プロ グラ ム を 読み に 行き ます 。 
5 . ロー ド が 無事 に 終了 すれ ば , 
Ok 
が 表示 され , カセ ッ ト テ ー プ は 止ま り ま す 。 
6 し , ロー ド が 途中 で 失敗 すれ ば , ディ スプ レイ に, 
Tape read ERROR 
こい う メ ッ セ ー ジ が 表示 され , ブザー が 喝 り ます 。 

ェ エラ ー と な っ た 場合 に は , で ベリファイ の と と ろ で 説明 し た 原因 を 1 つ 1 
つ チ ェ ッ ク し て み ま し ょ う 。 何 度 。 ロ ー ド し て も エラ ー と な る 場合 は , テ 
ー プ に キズ が ある 場合 な ど が 考え られ ます 。 ま た だ, ベリ ファ イ を 行っ て い 
な けれ ば , うま く セ ー ブ が で き て いな い 可 能 性 が あり ます 。 と の よう な 場 
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合 は , も う 一 度 ,。 セ ー ブ か ら や り 直 す 必 要 が あり ます 。 
ロー ド が うま く 行 け ば 。 
[f・4 |] IRETURN| (また は list [RETURN|) 
で プロ グラ ム が 表示 され ます 。 
ロー ド が うま くい か な か っ た 場合 に , 
[f・4] 人 ETURN] (また は list RETURN| ) 

を 実行 する と , 途中 まで の プロ グラ ム が 表示 され る 場合 が あり 
ます が , と の プロ グラ ム を 実行 させ た り , 新た な 行 を つけ 加え 
て 実行 させ る と と は で きま せん 。 NEW を 実行 し て , 最初 か 
ら 入 力 し て くだ さい 。 


7.2.5 デー タ の セー プ 

1. プロ グラ ム の セー ブ と ロー ド に 用 いた プロ グラ ム を ロー ド し ます 。 

2. と の プロ グラ ム 多 実行 きせ ます 。 
[f・5| (また は , run RETURN) ) 
3. する と 画面 に , “? を 表示 し ます 。 と れ は , 行 番号 10 の IN- 
PUT が , キー ボー ド か ら の 入力 を 要求 し て いる の で す 。 (INPUT 
に つい て は , 「Nso -BASIC リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 」 を 参照 し て < 
Por 
1, 2, 3, 4 RETURN| 

と 入力 し ます 。 

4.、 す る と 今度 は , 炊 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
Set tape, then push PLAY and REC 
ok ? 

5. そ と で ,。 カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダ ( に セッ ト し ます 。 と の と 
き 。 テ ー ブ プ カ ウ ンタ を 0 に し て お け ば 。 後 で ど と から デ ー タ が 入っ て 
いる か 一 目 で わか り ,。 と て も る 便利 で す 。 

6. カセ ッ ト テ ー プ の セッ ト が 終っ た ら , テー プレ コー ダ の 
ボタ ン と ボタ ン を 押し ます 。 と れ ら の 準備 が 終っ た ら , 
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IRETURN| キー を 入力 し ます 。 
7 . IRETURN| キ ー を 入力 する と , すぐ に , カセ ッ ト テ ー プ が 回 り は じ 
め ,。 し ば らく し て , ディ スプ レイ “Ok” と 出力 し 。 カ セッ ト テ ー 
プ は 止ま り ま す 。 
とれ で 。 キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 が が カセ ッ ト テ ー プ (に セー ブ され 
4 つけ で けり 。 
で は , と の ブロ グラ ム を 簡単 に 説明 し まし ょ う 。 


10 INPUT A, B, C, D 

20 PRINT “Set tape, then push PLAY and REC* 
30 INPUT ok” : A$ 

40 PRINT サー1, A, B 

っ 0 PRINT せ ー1, C, D 

60 END 


キー ボー ド か ら 数 値 を 入力 し ,。 カセ ッ ト テ ー プ の セッ ト も 終り , 
ボタ ン と IPLAY| ボタ ン を 押し て , IRETURNI キ ー を 入力 し ます 。 
( 行 番号 10, 20, 30) 

PRINT キ ー1 で デー タ を セー ブ し ます 。( 行 番号 40, 50) 

PRINT は 、 ディス プレ イ K 文 字 を 表示 させ る だ け で は な く , と の よ 2?5 
に 一 1 を つけ る と と で カセ ッ ト テ ー プ へ の デー タ の 出力 を 行い ます 。 


7.2.6 デー タ の ロー ド 
7.2.5 で セー ブ し だ た データ を ロー ド し て み ま し ょ う 。 
1 。 炊 の プログ ラム を 入力 し ます 。 


neW 
10 A=0 : B=0 : C=0 : D=0 


20 PRINT “push PLAY” |IRETURN 


30 INPUT # せ ー1, A, B |IRETURN 


40 INPUT キー1, C, D [RETURNI 
50 PRINT A, B, C, D IRETURN 
60 END [RETURN 


この プロ グラ ム と デー タ の セー ブ の プロ グラ ム と の 違い は 。 行 番号 
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30 と 40 で デー タ の ロー ド を “INPUT キー1” で 行っ て いる 点 で す 。 
2. プロ グラ ム が 入力 で きた ら 。 デ ー タ を セー ブ し 始め た と と ろ ま で 。 
カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し ます 。 
3. カセ ッ ト テ ー プ の 準備 が で きた ら , 実行 きせ ます 。 
|f・5| (また は , run [RETURN| ) 
4 . "push PLAY" と いう メッ セー ジ が 現われ た ら 。 ボタ ン 
を 押し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 回 り は じ め て , し ば らく する と , ロー 
ド さ れ た デー タ が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


7.2.7 デー タ の 型 と 数 の 一 致 

カセ ッ ト テ ー プ (に デー タ を セー ブ , ロー ド す る 場合 の 注意 事項 と し て , 
セー ブ プ す る と き と ロ ー ド する と き の <〈 く デー タ の 型 と 数 の 一 致 >〉? が あり ま 
す 。 デ ー タ と し て 文字 セー ブ し た の に , それ を 数 値 デ ー タ と し て ロー ド 
する と と は で きま せん 。 また, 1 つの PRINT で 4 つの デー タ を も セーブ 
し て いる の に , INPUT で は 2 つ し か ロー ド し な いと いう わけ に も いき ま 
せん 。 だ ただし, デー タ の 型 と 数 が 一 致し て いれ ば , ロー ド し て きた デー タ 
を 代入 する 変数 は , セー ブ し た と き に 使っ た 変数 と 異な っ て いて も か まい 
ませ ん 。 


(良い 例 1) 


セー ブ 
100 PRINT #ー1, A, B, C 


ロー ド 
150 INPUT キー1, XY, Z 


デー タ の 型 (数 値 ), 数 (3 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK で す 。 


( Sample ) (良い 例 2 ) 
の 
100 PRINT キー1, YAMAS, KAWAS 
ロー ド 
2Z00 INPUT キー1, SORA$, UMIS 


これ ゃ も, デー タ の 型 (文学 ), 数 ( 2 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK です 。 
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(Sample )( 悪 い 例 ) 
アグ 
100 PRINT キー1, a, b, c, d 
ロー ド 
200 INPUT せ ー1., a, b 
210 INPUT キー1, c, d 
デー タ の 型 (数 値 ) は 一 致し て いま す が ,。 1 つの PRINT で 4 つの デー 
タ を セー ブ し た の に 対し 。 ロー ド す る と き は , 1 度 (C 2 個 し か 扱っ て いま 
せん 。 こ れ で は 。 ロ ー ド で きま せん 。 


デー タ の セー プ と ロー ド に は , デー タ の 型 と 数 の 一 致 が 必要 で す 。 
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各 6 草 


フロ ッ ピ イィ イデ ィ ス ク の 使い 方 
(DISK-BASIC モ ー ド ) 


この 章 で は 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク ニ ユニット を 接続 し た レス テム で 起動 す 
る DISK-BASIC モー ド に つい て 説明 し ます 。 


o.| DISK-BASIC モ ー ド の 概要 


DISK-BASIC モー ド で 使用 する (に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト と 
シス テム ディ スク が 必要 で す 。 ( NsoDISK-BASIC と DISK-BASIC を 
あわ せ て DISK-BASIC モー ド と 呼ぶ こと に し ます 。) 

MK は , 電源 を 入れ た だ た とき, ある い は リセ ッ ト ボ タン を 押し た と き 
は , 0 番地 か ら 命 令 を 実行 し 始め ます 。 つ まり , KROM に 書き 込ま れ て 
いる BASIC イン タプ リタ が 動き 始め る わけ で す 。 BASIC イン タプ 
リタ は , まず , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いる か どう か 
を 調べ , 接続 され て いな けれ ば , 第 7 草 の KROM-BASIC モー ド を 起動 し 
ます 。 接続 きれ て いれ ば ,。 フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト に セッ ト さ れ て い 
る シス テム ディ スク を 読み は じ め ま す 。 

シス テム ディ スク KC 書 き 込 まれ て いる DISK-BASIC モー ド の 拡張 機能 
は RAM に 読み 込ま れ ま す 。 と の よう に し て , DISK-BASIC モー ド が 
起動 し ます 。 


o.2 NsoDISK-BASIC と DISK-BASIC 


MKI が 。 2 つの DISK-BASIC モー ド を 持っ て いる と と を , 第 5 章 
ノ ソフトウェア 概説 で 述べ まし た 。 ひ と つ は , NsoDISK-BASIC,。 も う ひ 
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と つ は PC-8001 の も る つ DISK-BASIC で す 。 5 音 で 示し た 各 BASIC の 
機 朋 名 含 図 を あ , も う 一 度 お 目 に か け ま す 。 


N so -BASIC DISK-BASIC 


N-BASIC 


A 


Nso DISK-BASIC 


8.1 4 つの BASIC モ ー ド の 機能 包含 図 


NsoDISK-BASIC と , DISK-BASIC の 機能 の 包含 関係 は , 図 8.1 の 
よう に な り ま す 。 NaoDISK-BASIC は , Nso-BASIC ( 図 8.1 の A と C 
の 部 分 ) に 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 扱う た め の 命 令 や 関数 な どの 機能 ( 図 
8.1 の B と D の 部 分 ) を 追加 し て で き て いま す 。 同じ よう に DISK- 
BASIC は , N-BASIC ( 図 8.1 の A の 部 分 ) に に フロッピ ィ を 扱う た め 

の 命令 や 関数 な どの 機能 ( 図 8.1 の B の 部 分 ) を 追加 し て で き て いま す 。 

この 草 で は 8.1 か ら 8.4 まで を 除い て , すべ て NsoDISK-BASIC に 
つい て の 説明 を し て いき ます 。 DISK-BASIC の 使い 亡 に つい て は , ミニ フ 
避 よ ティ イス クー ラッ ドク ど た だ た 全 い で いら ヨー リー スマ ニュ アテ アル パピ と 
を ご覧 くだ さい 。 

NsoDISK-BASIC と , DISK-BASIC は . ほとん ど 同 じ で す が 。 ちがう 
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と と ろ を , 次 に あげ ます 。 


Ns0DISK-BASIC と DISK-BASIC の ちがい 


1 . NsoDISK-BASIC は 。 8 イン チ と 5 イン チ の 両方 の フロ ッ ピ ィ デ 
ィ ス ク を 使う こと が で きま す が , DISK-BASIC は , 5 イン チ の フロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク し か 使え ませ ん 。 

2 . DISK-BASIC は 、。 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 使用 開始 宣言 の MOUNT 
コマ ンド と , 使用 終了 宮 言 の REMOVE コマ ンド か 必要 で す 。 RE- 
MOVE コマ ンド を 実行 し な いで , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を と り だ す 
と 。 ファ イル が 壊れ て し まい ます 。 

NsoDISK-BASIC は , MOUNT コマ ンド , REMOVE コマ ンド を 
必要 と し ませ ん 。 

3 . NsoDISK-BASIC で は , 機械 語 の プロ グラ ム を , CMD BLOAD, 
CMD BSAVE コ マン ド で 読み 書き する こと が で きま す 。 

4 . 当然 な が ら , DISK-BASIC に は , Nso-BASIC の グラ フィ ックス 
な どの 機能 ( 図 8.1 の C の 部 分 ) が あり ませ ん が , Nso DISK-BASIC は 
Nso -BASIC の 機能 を すべ て 含ん で いま す 。 


8.3 DISK-BASIC モ ー ド に 必要 な シス テム ディ スク 


DISK-BASIC モー ド の 起動 に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト と シス 
テム ディ スク が 必要 で す 。 

NsoDISK-BASIC と DISK-BASIC の 2 つの モー ド ,。 各種 の フロ ッ ピ ィ 
ディ スク ユニ ッ ト と それ ら の 組み 合わ せ に よっ て , シス テム ディ スク と , 
ドラ イブ に つけ る 番号 が ちがっ て きま す 。 表 8.1, 表 8.2 に フロ ッ ピ ィ 
ディ スク ユニ ッ ト の 組み あわ せ の 種類 と , それ に 必要 な システム ディ ス 
ク ,。 ドラ イブ 番号 の つけ 方 を あげ ます 。 
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表 8.1 NsoDISK-BASIC の た め の フ ロッ ピ ィ ヂ ディ スク ユニ ッ ト の 組み 合 
わせ , ドラ イブ 番号 の 割り 当て , 必要 な シス テム ディ スク 


こ は | PC-8032-1W | PC-8031-1W 








ライ ブ | ドラ ィ ブ ドラ イブ | ドラ イブ | ドラ イプ | ドラ イブ | ドラ イブ | ライア | ドラ イブ | ドラ イブ | ドラ ィ ブ の の Pe 
ュ 1 2 11 1 2 11 | 2 11 1 2 11 12 |11 | 2 (すべ て 列 り 

し 1 | 1 1 1 1 1 1 

PC-808/ 
lr ll13141 | | | | | | | 
lsl Il islmlh ll ll hl kh 1 
1 1 21314|15l1e| | | | | | | pemomzsce 
rl 2 lslMls lelrl ま ml 1 1 1 
il5 1 | 1s llslel | | | 
1 12 1 | 呈 義光 抱 表 台 
Li 2 1814| | | | | | pcmomszs 
二 二 4 ト 上 上 | 
hi トト トト エト xlsle 
| 1 1 | li 121 | | 1 | | 

PC-8037-2W 
し | 1 | lrTzls14| | 1] | 
| | 1 1 | | | | lrilszl | 

PC-8037-1W 
1 し 1 | 1 | | | | lilszlslz 
表 中 の 1ー 8 まで の 番号 は 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 で す 。 空 白 は 、 フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト を 接続 し な い 
こと を あら わし ます 。 


N。。DISK-BASIC で は ,。 8 イン チ ,。 5 イン チ 両 旋 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
ュ ユニット を 接続 する こと が で きま す 。 


注 意 ) PC-8881, PC-8031-2W, PC-8031-1W に は , Nss DISK-BASIC ま 





た は DISK-BASIC の シス テム ディ スク が つい て いま す が , Nso DISK- 
BASIC に は 使え ませ ん 。 

PC-8031-2W, PC-8031-1VV の ユー ザー スマ ニュ アル に は , 
DISK-BASIC に つい て 書か れ て いま す が NsoDISK-BASIC に 
つい て は 書か れ て あり ませ ん 。 


表 8.1 に 示し た ドラ イブ 番号 は , NsoDISK-BASIC で 。 フ ロッ ピ ィ デ 
ィ ス ク K 読 み 書き する と き に 使い ます 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト を 複 
上 接続 し た 場合 は ,。 8 イン チ の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 若い 番号 が わり あて 
られ ます 。 


表 8.2 DISK-BASIC の た め の フロ .、 と SM ト の 組み 合 
わせ , ドラ イブ 番号 の 割り 当て , 必要 な シス テ 


PC-80S31 ま た ! PC-8032-1W | PC-8031-1V PC-8031-1V 
PC-8031-.2W 
プア | \ う 2 2 ドラ ら 隊 7 ドラ イブ | ドラ イブ まん 人 を 縛 ん っ 1 は 人士 
ブ 1 | 『 e Wek i 昌 
| | リー 


上 下 二 革 上 寺 寺 芽 ー 

還 還 攻 本 区 項 攻 区 天 還 昌 是 還 還 昌 iun 
に すけ て 

ーー ロト Ne 





DISK-BASIC で は , 8 イン チ の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使う と 
と は で きま せん 。 接続 され て いて も 無 促 し ます 。 

表 8.2 に あげ た DISK-BASIC の シス テム ディ スク お よび , DISK- 
BASIC の 使い 方 が 書か れ た マニ ュ ア ル は 。 PC-80S31/32 以 外 の フロ ッ 
ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト な ど に 添付 され て いま す 。 


8.4 DISK-BASIC モ ー ド の 起動 方 法 


1. DISK-BASIC モ ー ド の 起動 


DISK-BASI し モー ド の 起動 は 。 學 の 手順 を ふみ ます 。 
1. !3.2 周辺 装置 の 接続 」 に 従っ て 。 シス テム を 接続 し ます 。 
2. シス テム ディ スク に あわ せ て ディ ッ プ スイ ッ チ 8 を セッ ト し ます 。 


ンス テム ディ イズ スク ディ ッ プ スイ ッ チ 
PC-8087 


PC-8037-2W 
PC-8037-1W 


PC-8034-2W 
PC-6034 
PC-8034-1V 





図 8.2 シス テム ディ スク と ディ ッ プ スイ ッ チ 
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NsoDISK-BASIC の シス テム ディ スク を 使う 場合 は 。 デ ィ ッ プス イ 
ッ チ 8 を of に し ます 。 DISK-BASIC の シス テム ディ スク を 使う 
場合 は 。 ディ ッ プ スイ ッ チ 8 を on に し ます 。 を その他 の ディ ッ プ ス 
イッ チ は , on, off どちら で も か まい ませ ん 。 
シス テム ディ スク と ディ ッ プ スイ ッ チ の 組み あわ せ が ま ち 

が っ て いた 場合 , 起動 し ます が , これ は 中 途 半 端 な モー 
ド で すか ら 使 用 し な いで くだ さい 。 

3. フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 電源 を 入れ ます 。 

4. シス テム ディ スク を , ドラ イブ 1 に セッ ト し て , ふた を し め ま す 。 
イップ の フン ロッ ツル ピ ルプ ィ イズ ベク テー ルツ トド ト こ と 9 イラッ ササ の フロッピ ィ テ 
ィ ス ク ユ ニッ ト を 両方 と も に 接続 し て いる 場合 は , 8 インチ, 5 イン 
の と ほら の ドブ フル イン に や セット し て も か は いま 蘭 ん 。 (シス テム ディ メス 
ク は どちら か 一 方 が あれ ば よい の で す )。 

S. MKII の 電源 を 入れ て , リセ ッ ト ボ タン を 押し ます 。 す る と フロ ッ 
ビィ ディ スク ユニ ッ ト の モー タ が 回 転 し 始め ます 。 

6 . 人 数秒 後 . ドラ イブ 1 の アク セス 表示 用 LED が 点灯 し ます 。 とれ 
は シス テム プロ グラ ム の 読み 込み が 始ま っ た と と を 示し て いま す 。 
アク セス 表示 用 LED が 点灯 し て いる と き は , フロ ッ ピ 

ィ デ ィ ス ク に 読み 書き を し て いる と と を 示し ます 。 と の と 
さき に, ドラ イブ の ふた だ た を も あけ て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を と り 
だ し て は いけ ませ ん 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク に 傷も を つけ て , 
便 え を なくなっ て し まう か ら で す 。 

だ た だ し 。 拡張 用 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の ドラ イ 
ブ 4 は 。 他 の ドラ イブ を アク セス し て いな いと き は 。 芝 ( に 
LED が 点灯 し て いま す 。 

7. さら 人 燈 秒 た つと , LED が 消え , 画面 に , 次 の メッ セー ジ が 表示 
され ます 。 

NsoDISK-BASIC の 場合 


N-80 Disk version [9 一 Feb 一 1983] 
How many files (0 一 15) 2 口 
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DISK-BASIC の 場合 


Disk version [14 一 Nov 一 1980)] 
How many files (0 一 15) ? 昌 


また は 


Two surface disk version [20 一 Sep 1981] 
How many files (0 一 15) ? 日 


と の メッ セー ジ の 意味 は 8.6 に 述べ ます 。 と と で は |3| IRETURN 
キー を 入力 し ます 。 続い て メッ セー ジ が 現われ ます 。 
N。。DISK-BASIC の 場合 


N-80 Disk version [9 一 Feb 一 1983] 
How many files (0 一 15) ? 3 
NEC N-80 BASIC ver 1.0 
Copyright 1979(C) by Microsoft 
Enhanced 1982 by NEC 


Ok 
L 


DISK-BASIC の 場合 
How many files に 続い て , 次 の よう に 表示 され ます 。 


NEC PC-8001 BASIC Ver 1.3 
Copyright 1979(C) by Microsoft 


Ok 
L 


これ で , NsoDISK-BASIC また は DISK-BASIC が 起動 し . コマ ンド 
入力 で きる 状態 に な り ま し た 。 
注 意 ) こと に あげ た メッ セー ジ の 中 の , 日 付 な どの 数 字 は , version 
に よっ て 異な る と と が あり ます 。 


Nso DISK-BASIC また は DISK-BASIC の 起動 が うま くい か な い 場 合 に は . 
次 の よう な 原因 が 考え られ ます 。 
1) MK の 電源 を 「on」 に し て , リセ ッ ト ボ タン を 押す と , すぐ に 
ROM-BASIC モー ド の メッ セー ジ が 画面 に 現われ る 場合 。 
MKII と フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いな い 場 合 (に, 
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と この よう KK 動作 す る と と が あり ます 。 もう 一 度 , 接続 を チェ ッ ク し 
だ くん 7 こさ きもい 

(2) MK の 電源 を '「 on」 に し て , リセ ッ ト ボ タン を 押す と ,。 フ ロッ ピ イ 
ディ スク ユニ ッ ト の アク セス 表示 用 LED が 点 減 し 。 次 の よう な メッ 
セー ジ が 現われ る 場合 。 


ホネ ネ TwoO Surface version 玉 玉 ※ 


※ ホ ネネ Cant work on PC-8031-1W ※* ネ キネ * 


両面 用 の シス テム ディ スク (PC-8037-2W ) を , 片面 用 の ディ スク 
ユニ ッ ト (PC-8031-1W) に 入れ て 起動 し よう と する と , この よう な 
メッ セー ジ が 表示 され て , 起動 は 行わ れ ま せん 。 ディス クコ ユ ニッ ト 
と ,。 シス テム ディ スク の クタ イプ を あわ せ て ご 使用 くだ さい 。 

(3) MKII の 電源 も 「on」 (に こし て , リセ ッ ト ボ タン を 押す と , 数 秒 た 
っ て か ら , ROM-BASIC モー ド の メッ セー ジ が 画面 に 現われ る 場 
台 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 電源 を 調べ て くだ さい 。 電源 表示 用 
LED が 点灯 し て いま すか 。 電源 表示 用 LED が 点灯 し て いる に も か 
か わら すず すず, と の よう に 動作 する 場合 は 。 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニ 
ッ ト に 取り 付け た , 接続 ケー ブル の コネ クタ が , 逆 に 取り 付け られ て 
いる 可能 性 が あり ます 。 電源 を ′ off 」 に し て 確か め て くだ さい 。 

(4) MK の 電源 を '「on」。 に し て , リセ ッ ト ボ タン を 押す と , フロ ッ 
ビィ ディ スク ユニ ッ ト の アク セス 表示 用 LED は 点 大 す る が , し ば 
らく する と , ROM-BASIC モー ド の メッ セー ジ が 出力 され る か , キ 
ー ボ ー ド か ら 何 も 入力 で き な く な る 場合 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト ( に セッ ト さ れ て いる シス テム ディ スク 
の 選択 が まち が っ て いる か , ある い は その 内 容 が 壊れ て いる 場合 に 
この よう な 動作 を し ます 。 


2 シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ 
NsoDISK-BASIC ま だ は DISK-BASIC を は じ め て 起動 し た と き は , 必ず シ 
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ステ ム デ ィ ス ク の コピ ー を と る 必要 が あり ます 。 シ ステ ム デ ィ ス ク は 一 
枚 し か な く , 誤っ た 操作 で シス テム ディ スク を こわ し て し まう 可能 性 が 
ある か ら で す 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク の コピ ー を 作る こと を バッ クア ッ プ 
と いい ます 。 

バッ クア ッ プ は シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ リティ プロ グ 
ラム を 使っ て 行い ます 。NsoDISK-BASIC の バッ クア ッ プ ユー ティ リティ 
は “backup N80" で す 。 8.9.3 節 の 手順 に 従っ て バッ クア ッ プ し て くだ さき 
ぃ い 。 DISK-BASIC の バッ クア ゲッ プ ユ ー テ ィ リ ティ に つい て は , ディ スク 
ユニ ッ ト な ど に 添付 し て ある マニ ュ ア ル を ご らん くだ さい 。 

7 が の (は き 。 親しく 作っ つ だ シス アム デア イ スク グ ク ず 使う こと し て もう 
一 枚 は 大 切 に し まっ て お きま し ょ 2 う 。 


3. フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ テ ィ ング ) 

新しい フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク を NsoDISK-BASIC ま た は DISK-BASIC で 使 う 
た め に は , 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ テ チ ティング) を する 必要 が あり ます 。 前 節 で 
バッ クア ッ プ し て 作っ た シス テム ディ スク は ,。 まず フォ ー マ ッ ティ ング 
し で の 人 2 フー ク だ コー し て (用 信人 0 だ も の で す 。 こ の ます うに パッ ク 
ゲッ プ ユ ー テ ィ リ ティ で も フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ティ ング を 
の の で きま す の 2 の 。 ショ ォ ョ ーママ ッ テイル シク だ ける 2 生 う ヨー テル リ チ ティ ョ 
も 用 意 き され て いま す 。NsoDISK-BASIC を 使う 場合 は , 8.9.1, 8.9.2 節 を 
DISK-BASIC を 使う 場合 は .、 ディ スク ユニ ッ ト な ど に 添付 し て ある マニ ュ 
アル を ご らん くだ さい 。 


- こ まで は , NsoDISK-BASIC と DISK-BASIC を 同時 に 説明 
し て きま し た 。 次 節 か ら は , NsoDISK-BASIC だ け に 絞っ て 


説明 し ます 。DISK-BASIC に つい て は ,。 シス テム ディ スク や , 
フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク ユニ ッ ト に 添付 され て いる ユー ザー ズ 


マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 





8.5 ブ プログ ラム の ロー ド ・ セ ー プ 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク な し の NacrBASIC で は ,。 プ ログ ラム の ロー ド , セ 
ー ブ は カセ ッ ト テ ー ブ を 用 いて いま し た が , NsoDISK-BASIC で は , これ ら の 
操作 が フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 対象 と し て 行わ れ ま す 。 と の と と は , ファ イ 
ル の 読み 書き に 要する 時 間 を 著しく 短縮 で きる だ け で な く , ファ イル の 信 
頼 性 が は る か に 向上 する た め , 安心 し て 使用 で きま す 。 


8.5.1 プロ グラ ム の セー プ 
カセ ッ ト テ ー プ に プロ グラ ム を セー ブ す る 場合 , あな た は 次 の コマ ンド 
を 使っ て いた だ は ず で す 。 


CSAVE < ファ イル 名 > 


と と ろ で CSAVE の “C" は カセ ッ ト の C で す 。 ここ まで 読ん で , それ 
な ら ば フロ ッ ピ ィ イデ ィ イス ク へ の セーブ は 『SAVE だ ろう と 思い 込ん で 試 
みた 人 人 は 相当 の あわ て 者 で す 。 し か し , われ われ は , フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク を 使う 前 に 少な く と も 8. 1 か ら 8. 5 の すべ て を 読ん で , 理解 し て 
くれ る と と を 願い ます 。 さ も な いと , あな た は 大 事 な シ ステ ム デ ィ ス ク を や 
こわ し て し まう か も し れ ま せん 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対す る プロ グラ ム の セー ブ は 次 の よう に 行い ます 。 
SAVE < ファ イル 名 
save “prog1”" 


save `prog1.bas"“ 
save "2 : prog1“ 


この 例 の 意味 は 明らか で し ょ う 。 プ ログ ラム (に, prog91 と いう ファ イ 
ル 名 を つけ て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 【 に セー ブ し ます 。 
2 番目 の 例 の , .bas は 拡張 子 で す 。 
3 番目 の 例 の , 2: は ドラ イブ 番号 で す 。 
と こと で ファ イル 名 の 一 般 形 を 述べ て お きま し ょ 2 う 。 
"ドラ イブ 番号 : ファ イル 名 . 拡張 子 “ 
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ドラ イブ 番号 は 1 か ら 最大 8 まで で す 。 

上 正しく な い ド ライ ブ 番 号 を 指定 する と 

Bad drive number 

か た ー が 発生 し ます 。 

ドラ イブ 1 の と き ド ライ ブ 番 号 は 省略 で きま す 。 ド ライ ブ 番 号 を 省略 す 
る 場合 に は : も 省略 し ます 。 

拡張 子 は ファ イル の 型 を 指定 し ます 。 と これ は 単に ファ イル 名 の 一 部 分 と 
考え て お け ば よい で し ょ う 。 拡張 子 は 書か な く て も か まい ませ ん 。 拡張 子 


は 3 文字 以下 か ら な り ま す 。 
ファ イル 名 は 6 文字 以下 (ドラ イブ 番号 と 拡張 子 を 含ま な い ) で す 。 
と の 他 に , NsoDISK-BASIC で は , 機械 語 の プロ グラ ム や デー タ を フロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る と と も で きま す 。 機械 語 の プロ グラ ム の セ 
ー ブ に は CMD BSAVE を 使い ます 。 
CMD BSAVE < ファ イル 名 >, < 開始 番地 >, く プロ グラ ム の バイ ト 数 > 
cmd bsave “mprog , &ha000, &h20 


これ は , A000H 番地 か ら A019H 番地 の 機械 語 ( 長 さ 20H) を “mprog" 
と いう ファ イル 名 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( に セー ブ す る 例 で す 。 


(注意 ) NeoDISK-BASIC で は , ドラ イブ 番号 が ファ イル 名 に 含ま れ ま 
す 。 と の マニ ュ ア ル で ,。 単に < ファ イル 名 > と 記述 され て いる 
部 分 は 。 も し その ファ イル が ドラ イブ 2 を 対象 と する な ら ば 。, 
すべ て ドラ イブ 指定 (2:) を 含ま な けれ ば な り ま せん 。 

この こと は 特に 後述 する KILL コマ ンド に お いて 重要 で す 。 ド 
ライ ブ 1 と 2 に 同一 の ファ イル 名 を 持つ ファ イル が ある 場合 で 
ドラ イブ 2 に ある ファ イル を 削除 し た い 場 合 , ドラ イブ 指定 を 
4 れ て , ドラ イブ 1 に ある ファ イル を 削除 し て し まう と と が あ 
り 得 ます 。 

実 陸 , こ の ドラ イブ 指定 は 非常 に 忘れ や すい の で , 十分 に 注意 
し て くだ さい 。 


8.5.2 ファ イル 名 の リス ト を と る 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク K 格 納 さ れ て いる ファ イル 名 の リス ト を と る と き ( に 
は 次 の コマ ンド を 使い ます 。 
FILES く ドラ イブ 番号 > 

く < ドラ イブ 番号 > を 省略 する と ドラ イブ 1 が 指定 され ます 。 

フォ ー マ ッ ティ ング 直後 の 。 何 も 記録 きれ て いな い フ ロッ ピ ィ ディ スク 
に 対し FILES を 実行 し た と き ( こ は 1 行 の 空白 の み が 表 示さ れ ま す 。 

次 の 例 は SAVE, CMD BSAVE お よび FILES を 行っ て いま す 。 


Save "prog11 


Ok 

cmd bsave “mprog1", &ha000, &h20 
Ok 

files 

Dr091 . 1 DrOd *※ 1 

Ok 


ファ イル 名 の リス ト を プリ ンタ 出力 する こと も で き , と れ に は 次 の コ 
マン ド を 使い ます 。 

LFILES < ドラ イブ 番号 〉 

PRINT と LPRINT の 関係 と 同じ で す 。 

な お , 前 例 で prog1 の あと に 小数 点 が 表示 され て いま す 。 と の 小数 点 
は , その ファ イル が バイ ナリ 形式 で 作ら れ た と と を 示し ます 。 8.5.4 で 
詳し く 述 べ る つも り で す が 。 プ ログ ラム を セー ブ す る と き に は , 圧縮 し た 
形 で の バイ ナリ 形式 の ファ イル と 。 アス キー 形式 の ファ イル の 2 つの 形式 
を 選ぶ と と が で き , アス キー 形式 の ファ イル (デー タフ ァイル は すべ て ア 
スキ ー 形 式 で す ) で は , ファ イル 名 の 6 文字 目 と 7 文字 目 の 間 に 小数 点 で 
は な く 空 日 が 表 直 され ます 。 ま た 機 械 語 の ファ イル (CMD BSAVE で セー ブ 
され だ た ファ イル ) は , 6 文字 目 と 7 文字 目 の 間 に “ネネ が 表示 され ます 。 と 
れ は 単に FILES で 表示 させ た と きだ け の 話 で ,」。 フ ァイル 名 と し て は , その 
ファ イル を 作っ た とき (に つけ た 名 前 を 用 いる と と は 言う まで も あり ませ 
Ma 

たとえ ば, “abcdefg と いう 名 前 の ファ イル を 作る と , FILES で , 
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abcdef.gq (バイ ナリ セー プ ブ の と き /) 
abcdef g (アス キー セー ブ の と き ) 
abcdef*g (機械 語 の と き ) 


と 表示 され ます が と れ を や ロード す る と き に 。 小数 点 は 入れ て も 入れ な く < 
て も か まい ませ ん が , 空白 や * ま は 入れ て は いけ ませ ん 。 ふつ う は , そ の ファ 
イル を 作っ た と き と 同 じ よ うに , “abcdefg" と いう ファ イル 名 で 呼び ます 。 


8.5.3 プロ グラ ム の ロー ド 
SAVE の 説明 を 読ん だ 人 人 は お そら く プ ログ ラム の ロー ド K 使 う 命 令 が 
何 か わ か っ た は ず で す 。 
LOAD < ファ イル 名 > 
load "prog1" 


load “prog1.bas“ 
load “2 : prog1“ 


最後 の 例 に 示す と お り , ドラ イブ 1 以外 の ドラ イブ か ら ロ ー ド する 場 
台 , ドラ イブ 番号 を つけ る 必要 が あり ます 。 と れ は 忘れ や すい か ら 注 意 し 
て くだ さい 。 

CMD BSAVE で セー ブ し た 機械 語 の ロー ド に は ,CMD BLOAD を 使い ます 。 
CMD BLOAD < ファ イル 名 >〔,[ ロ ー ド アド レス ]〕 〔, R〕〕 
cmd bload "mprog「 


cmd bload “mprog", &ha000 
cmd bload “mprog", ,r 
1 番目 の 例 は , “mprog9 と いう ファ イル 名 の 機械 語 を CMD BSAVE で 
フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク に セー ブ す る 際 に 指定 し た 開始 番地 か ら ロ ー ド し ます 。 
2 番目 の 例 は , ロー ド す る 際 , A000H 番 地 か ら 機 械 語 を ロー ド し ます 。 
最後 の 例 は , 1 番目 の 例 と 同様 に プロ グラ ム を ロー ド し た あと し とこ, 
CMD BSAVE で 指定 し た 開始 番地 また は ロー ドア ドレ ス か ら プ ログ ラム 
を スタ ー ト させ ます 。 
デー タフ ァイル を ロー ド し た ら 9 
この と と は 規定 され て いま せん 。 最 悪 の 場合 は , リセ ッ ト を か け て も 2 う 
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一 度 始 めか ら , NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ る と と に な り ま す 。 

この 種 の トラ ブル を 避け る に は , ファ イル 名 で デー タ か プロ グラ ム を 区 
訓 さ せる し か あり ませ ん 。 そ の 場合 は ファ イル の 拡張 子 を うま く 利 用 し て 
きじ)。 


プロ グラ ム の ファ イル に は 必ず od を つけ る 。 
省略 する 。 


デー タフ ァイル に は 「.dat を つけ る 。 
機械 語 の ファ イル に は 「“.bin" を つけ る 。 


8.5.4 アス キー セー プ と MERGE 


SAVE で ブロ グラ ム を セー ブ プ し た だ た とき, フロッピ ィ イデ ィ ス ク に は , プ 
ログ ラム が 圧縮 され た 型 で 書き 込ま れ ま す 。 

普通 プロ グラ ム を セー ブ す る に は , と の SAVE で 行う の が , フロ ッ ピ 
ィ デ ィ ス ク の スペ ー ス の 有効 利用 . お よび ロー ド , セー ブ に 要する 時 間 
の 点 で 最も 有利 で す 。 と ころ が , ある 特殊 な 目的 で この 圧縮 し た 型 で 
の 書き 込み を 行わ ず 。 プロ グラ ム の リス ト を と っ た と き と 同 一 の 型式 で 
フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク に セー ブ す る こと が あり ます 。 こ の 方 法 が アス キー 
セー プ ブ で あり , 主 な 目的 が その 次 に 述べ る マー ジ で す 。 
アスキー セー プ 

アス キー セー ブ の 方 法 は 非常 に 簡単 で す 。 


SAVE< フ ァイル 名 >, A 


取 彼 の , , A が アス キー セー ブ を 指示 し ます 。 
に ルン ン 

メモ リ 内 の プロ グラ ム と ,。 ディ スク 内 の プロ グラ ム を 行 単位 で 合成 し 
て 。 1 つの プロ クラ ム に する と と を マー ジ す る と 言い ます 。 と れる を る 有 う ョ 
マン ド が MERGE な の で す 。 


MERGE < ファ イル 名 > 


MERGE は , メモ リ 内 に ある プロ グラ ム と , 指定 し た ディ スク 内 の プ 
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ログ ラム ファ イル を 結合 する 命令 で す 。 合成 され た プロ グラ ム は メモ リ 内 
に は いり ます 。 

MERGE を 行う ファ イル は アス キー 型式 の ファ イル で ある と と が 要求 
され ます 。 す な わ ち ,“,A'(A オ プシ ョ ン ) 付き で セー ブ さ れ た ファ イル 
で な けれ ば な り ま せん 。 


8.5.5 ファ イル の 削除 

ファ イル の 削除 は KILL で 行い ます 。 
KILL < ファ イル 名 > 
kil Prog1? 

kil 2 : fileA? 

と と ろ で , NasoDISK-BASIC に お いて は , ある ファ イル を 作成 する と 
さ ,。 すでに 同一 名 の ファ イル が 人 存在 し て いる 場合 に は , その ファ イル を 自 
動 的 に 削除 し , 同じ 名 前 の 新しい ファ イル を 作り ます 。 し た が っ て , 同一 
ファ イル 名 の ファ イル を 書き 込む 場合 に は , 旧 フ ァイル を KILL する 必 
妥 は あり ませ ん 。 

6 っ と も , と の 方 式 も 良し 赴 し で 。 うっ か りす る と , ある 重要 な ファ イ 
ル と 同一 名 で 別 の ファ イル を SAVE する 危険 が ある か ら で , これ を 防ぐ 
に は , 重要 な ファ イル に は 書き 込み 禁止 属性 」 を つけ て お く の が 安全 で 
す 。 と れ に は , 炊 項 で 述べ る SET を 用 いま す 。 


8.5.5 ファ イル の 属性 

ファ イル の 属性 に は , 次 の 2 種 が 指定 で きま す 。 

(1) 書き 込み 禁止 

(2) read after write 

通常 。 何 も 指定 し な けれ ば , どちら の 属性 も 持っ て いま せん 。 特 に 重要 
な ファ イル で , 以後 書き 込み も 変更 し な い 予 定 の ファ イル に は , (1) の 書き 
込み 禁止 属性 を 指定 し て お く と 良い で し ょ う 。 指定 し た あと で , 気 が 変 わ 
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っ て その ファ イル の 内 容 を 変更 し た く な っ た ら , その 属性 を 解除 し て , し 
か る べき ファ イル の 内 容 を 変更 し て , その 後 も う 一 度 , 書き 込み 禁止 属性 
を 指定 すれ ば よい の で す 。 

さて , て これら の 属性 の 指定 , 解除 に は SET を 用 いま す 。 

SET の 使い 方 に は さま ざま の バリ エー ショ ン が あり ます が , 最も 良く 
使う で あろ うそ れ は , 人 の 形式 で す 。 
SET < ファ イル 名 >〉. < 属性 文字 > 


属性 文字 は R, P, それ 以外 で あり , それ ぞ れ 


RR ore ea eee spe ae Tead after Write 
で 書き 込み 禁止 


それ 以外 … 属 性 の 衣 除 
set "prog1 , P" 
この 例 は , progl と いう ファ イル (すでに フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディス ク 上 に 存 
在 し て いる こと が 要求 され ます ) に , 書き 込み 禁止 属性 を つけ ます 。 
SET *progT' , " 
PC 


属性 文字 R, P は 必ず 大 文字 を わな けれ ば な り ませ ん 。 小 文字 
を 便 う 8 人 か ae 除 」 と みな され ます 。 


炊 に , 他 の 形式 の SET の 使い 方 を 紹介 し まし ょ う 。 と れ は 読み と ば し 
て も か まい ませ ん 。 
SET < ドラ イブ 番号 >, < 属性 文字 > 

この 形式 は その ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク の 属性 を 指 
定 し ます 。 以後 作 られ る ファ イル は すべ て , その 属性 を 持ち ます 。 

1 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 全 体 の 属性 は 8. 7 .6 で 述べ る 1D セ クタ の 

最初 の 1 バイ ト の 値 で 設定 され ます 。 
SET # < ファ イル 番号 >, < 属性 文字 > 

と の 形式 は 指定 し た ファ イル 番号 で 読み 書き を する デー タフ ァイル の 
属性 を 指定 し ます 。 だ た だし, 生生 
間 だ け 有 和 効 で あり , ディ レク トリ に は 記録 され ませ ん 。 
MFP 
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8.5.7 ファ イル 名 の 付け 換え 


すでに 存在 し て いる ファ イル の ファ イル 名 は , NAME に より 別 の 名 前 
に 変更 する こと が で きま す 。 
NAME < 旧 フ ァイル 名 > as < 新 フ ァイル 名 
name “oldfii as “newfi" 
旧 フ ァイル 名 と 新 フ ァイル 名 の ドラ イブ 番号 は 同じ で な けれ ば 
な り ま せん 。 
正しい NAME “DEMO" AS “SOFT" 


中 3 NAME 2:TEST AS "2:WORK" 


MI 


豚 0 NAME “2:WORK" AS “NEC" 


8.5.8 R オ プシ ョ ン と RUN コ マン ド 
まず , RUN コマ ンド か ら 話 し まし ょ う 。 NsoDISK-BASIC で は , フロ 
ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク 用 に RUN コ マン ド の 機能 が 強化 され て お り , 次 の 形式 が 
使え る よう に な り ま し た 。 
RUN < ファ イル 名 
この 形式 の RUN コマ ンド は 指定 し た ファ イル を ロー ド し て , それ を 
実行 し ます 。 た と えば , 
RUN “progT" 
は ドラ イブ 1 に ある prog1 と いう 名 前 の プロ グラ ム フ ァ イル を ロー ド し , 
ロー ド 終 了 後 その プロ グラ ム を 実行 し ます 。 すなわち, こと これ は 次 の 2 つの 
コマ ンド を 続け て 実行 し た の と 同じ 意味 で す 。 
LOAD "progT' 
RUN 
次 に R オ プシ ョ ン に つい て 述べ て み ま す 。R オ プシ ョ ン は LOAD, CMD 
BLOAD お よび RUN コマ ンド に 付加 で き , 次 の 形式 を 持ち ます 。 
LOAD < ファ イル 名 >, R 
CMD BLOAD < ファ イル 名 >。 R 
RUN < ファ イル 名 >, R 
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LOAD の R オ プシ ョ ン と RUN の R オ プシ ョ ン の 機能 は 全く 同一 で 
す 。 す な わ ち , 指定 し た ファ イル を ロー ド し , それ を 実行 し ます 。 と の 
時 ,。 それ 以前 に オー プン され て いる ファ イル は クロ ー ズ され ませ ん 。 R オ 
フシ ョ ン な し の LOAD, RUN コマ ンド は ,。 すべ て の オー プン され て いる 
ファ イル を クロ ー ズ し ます 。 と れ ら の FR オプ ジョ ン 付 き コ マン ド は 。 プ ブロ 
クラ ム の チェ イン を 行う と き に 便利 で す 。 

な お プロ グラ ム の チェ イン に つい て は 8.5.9 に 
つい て は 8.6 に 述べ られ て いま す 。 


3 ウン ング ロー ンー ズ に 


8.5.9 プロ グラ ム の チェ イン 

プロ グフ ブフ ム が 大 きく て ,。 全部 が メモ リ に は いり きら な い 場 合 、 プ ログ ラム を い 
くつ か の モジ ュー ル に 分 け て お いて , それ ぞ れ 別 の ファ イル 名 を 付け て フロ ッ 
ビィ ディ スク に セー ブ し て お き , 必要 な モジ ュー ル の み を ロー ド し て 実行 
し レ 。 その後 。 自動 的 (に 次 の モジ ュー ル を ロー ド し て 実行 を 続け る と いう 方 
法 が 使わ れ ま す 。 と の よう な 方 法 の こと を , プロ グラ ム を チェ イン に す 
る , と 呼び ます 。 と の と き ( と , 前 項 に 述べ た R オ プシ ョ ン 付 き の コ マン ド 
が 便利 (て 使え ます 。 Naso-BASIC , NsoDISK-BASIC で は ., すべ て の コマ ンド 
が プロ グラ ム 内 に 書け る の で す 。 

図 8.3 は チェ イン の 万 法 を 簡単 に 説明 し て いま す 。 















10 CLEAR モジ ュー ル 1 

900 LOAD “MOD 2? .R 

10 REM MOD 2 モジ ュー ル < MOD 1 

500 LOAD *MOD 3? .R Mop 3 
100 REM MOD 3 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
750 END モジ ュー ル 3 


凶 8.3 プロ グラ ム の チェ イン 
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と の よう に 各 モ ジュ ー ル の 最後 の ステ ー ト メン ト が 。 次 の モジ ュー ル を 
ロー ド し 。 そ われ を 実行 させ ます 。 モ ジュ ー ル 3 は 最後 に 実行 され る の で , 
6 は や 次 の モジ ュー ル を 起動 する と と は あり ませ ん 。 


と の プロ グラ ム を 実行 さき せる と き に は モジ ュー ル 1 の み を ロー ド し , 実 
行 さ せま す 。 モ ジュ ー ル は , その 実行 を 終え る と , 目 動 的 に 目 分 目 身 を ク 
リア (NEW) し , モジ ュー ル 2 を ロー ド し て , それ を 実行 し ます 。 す な 
わ ち 。 プ ログ ラム 実行 中 は 。 常 に た っ た 1 つの モジ ュー ル だ けが メモ リ 上 
(に あり ます 。 非常 に 大 き な プ ログ ラム で も と の よう に 小さ な モジ ュー ル 群 
(に わけ る と と で , 実行 きせ る と と が で きる の で す 。 


プロ グラ ム を チェ イン する と き に は 次 の 点 を 理解 し て お いて 下さ い 。 

(1) 2 つの モジ ュー ル に 同一 の 行 番号 が あっ て も , それ ら は 全く 別個 の 
も の で す 。 と の と と は 。 あ る モジ ュー ル を ロー ド す る と き に は , それ 
以前 に メモ リ 上 に あっ た モジ ュー ル は NEW され る と と か ら , 容易 
に 理解 され る で し ょ う 。 


(2) ある モジ ュー ル か ら 他 の モジ ュー ル の 行 を 参照 する こと は で きま せ 
ん 。 す な わ ち 。 あ る モジ ュー ル の 内 か ら 。 他 の モジ ュー ル の 行 へ 
GOTO する こと や GOSUB する こと は で きま せん 。 人 遡 に , と の よ 
うな と と の な いよ うに 答 モ ジュ ー ル を 分 離す べき で す 。 


(3) 次 の 点 は 重要 で す 。 あ る モジ ュー ル か ら 他 の モジ ュー ル に 変数 の 値 
を わた だ た す と と は で きま せん 。 あ る モジ ュー ル を ロー ド し た と き 。 を その 
時 の 変数 の 値 は すべ て クリ ア さ れ ま す 。 し た が っ て , モジ ュー ル 間 で 
変数 デー タ の うけ わた し を 行う と き に は , 次 の 例 の よう に , ディ スク 
ファ イル を 介し て 行い ます 。 


モジ ュー ル MOD1 か ら MOD2 に , 変数 ん ,。 B, C$ を 渡 


す と と を 考え て み ま し ょ う 。 
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10 REM モジ ュー ル MOD 1 


100 OPEN “VAR” FOR OUTPUT AS 壮 1 
110 PRINT 時 1, A, B 
120 PRINT 芋 1, C$ 
130 CLOSE 圭 1 

140 LOAD “MOD 2? ,R 


MOD 1 






10 REM モジ ュー ル MOD 2 
20 OPEN “VAR” FOR INPUT AS 土 1 
30 INPUT 旦 1, A, B 


40 LINE INPUT 1, C$ 
50 CLOSE 替 1 





MOD 2 
図 8.4 プロ グラ ム の 受け 渡し 

以上 の 点 か ら 想 像 で きる よう に, プロ グラ ム を チェ イン 構造 に する こと と 
は , ある 程度 の 実行 効率 の 低下 ひき お と し ます 。 特に , モジ ュー ル 間 で 
ひき わた すべ き 変 数 の 数 が 多い と き に は と これ が 顕著 に あら われ る で し ょ 
う 2 。 し た が っ て , プロ グラ ム の チェ イン 化 は むやみ や た ら と 行う べき で は 
あり ませ ん 。 
な お , (3) で 述べ た 変数 の うけ わた し に つい て は , デー タフ ァイル を 用 い 
て いま す 。 デ ー タ ファ イル の 詳細 に つい て は 次 節 8.6 に 記述 され て いま 


9.D デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ プ 


8.5.1 シー ケン シャ ルフ ァイル と 
ラン タム アク セス ファ イル 


N。。DISK-BASIC の デー タフ ァイル (に に は, シー ケン シャ ルフ ァイル と ラ 
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ンダ ム ア ク セス ファ イル が あり ます 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル と は 。 連続 的 に 書か れ た デー タフ ァイル の と と 
で 。 書 いた 順序 で し か 読め な い フ ァイル で す 。 カ セッ ト テ ー プ に 作ら れる 
ファ イル は 。 と の シー ケン シャ ルフ ァイル で す 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 特徴 と し て , 次 の 事 が あげ られ ます 。 

1) デー タ の ロー ド , セー ブ を 行う 場合 は 必ず ファ イル の 先頭 か ら 順 次 
行い ます 。 

(2) ファ イル 内 の 一 部 の デー タ だ け を 書き 換え る と こと は で きま せん 。 

(3) ファ イル の 変更 は 。 フ ァイル の 最後 に 新た な デー タ を 追加 する と と 
だ け で す 。 

(4) 比較 的 簡単 に 使え ます 。 

(5) 1 つ 1 つ の レコ ー ド (デー タ 処 理 の 単位 で 。 レコ ー ド の 集 り を ファ 
イル と 呼び ます ) の 大 き さ は , 255 文字 以内 で 自由 に 変え られ ます 。 


CWUMCA し て 。 ラ シン クム アデ アクセ スン テイル ば は ンー ケン シャ ルフ ァイル の 
不得 意 と する ファ イル 内 の 任意 の デー タ (レコ ー ド ) を 直接 アク セス する 
こと を 得意 と する ファ イル で す 。 


ラン ダム アク セス ファ イル の 特徴 は , 

(1) ファ イル 内 の 各 レ コー ド に ラン ダム (に アク セス で きる の で 。 デー タ 
(レコ ー ド ) の ロー ド , セー ブ プ を 行なう 場合 は ファ イル の 先頭 か ら , 
順次 行なわ れ な く て も よい の で す 。 

(2) ファ イル 内 の 一 部 の デー タ だ け を 書き 変え る こと が で きま す 。 

(3) ファ イル の 最後 に , 新た な デー タ を 追加 する と こと も で きま す 。 

(4) シー ケン シャ ルフ ァイル に 比べ て , プロ グラ ム が 複雑 に な り ま す 。 


(5) 1 つ 1 つ の レコ ー ド の 大 き さ は , 256 バイ ト に 固定 され て いま す 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル を 使い と こなせ ば 。 ほ と ん どの デー タ 処理 が で き 
ます が 。 ラ ンダ ム ア ク セス ファ イル を 使い と こなし て と そ 。 コン ピュ ー タ の 
デー タ 処理 機能 を フル に 活用 し た と 言え る で し ょ 2 う 。 
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8.5.2 ファ イル の OPEN と CLOSE 

カセ ッ ト デ ー タ ファ イル と の 入出 力 で は INPUT#-1 と PRINT 半 -1 を 
用 いま し た 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対す る デー タ の 入出 力も , シー ケン シャ 
ノル レフ ァイル の 場合 は PRINT # キ お よび その 親類 の LINE INPUT キ , PRINT+ 
USING を 使い ます 。 
ラン ダム アク セス ファ イル で は GET 半 と PUT 壮 を 使い ます 。 

こと とろ で カセ ッ ト デ ー タ ファ イル を 作る と き ( こ は,。 ファ イル 名 を 使い ま 
せん で し た 。 一方, ディ スク ファ イル は すべ て ファ イル 名 に より 識別 され 
ます 。 し た が っ て ディ スク に 対す る デー タ の 入出 力 を 行う に は , その 前 に 
システム に 対し て , 入出 力 の 対象 と な る ファ イル の 名 前 を 知ら せ て お く 必 
妥 が あり ます 。 とれ が OPEN で す 。 ま た その ファ イル に 対す る 読み 書き 
が 終了 し た ら , シス テム に 対し て , その 旨 を 連絡 し て お く と と が 要求 され 
ます 。 こ とこ れ が CLOSE で す 。 


8.5.2.1 OPEN 
OPEN に より , ユ ー ザ は シス テム に 対し て 次 の 3 つの こと を 知ら せま す . 
1) と これ か ら 人 入出 力 を 行う ファ イル の 名 前 
(2) その ファ イル に 対し て 何 を 行う の か (入力 か , 出力 か な と ) 
3) 今後 ,. その ファ イル を 何と 呼ぶ か 
3 は 少し わか り に くい か も し れ ま せん 。 次 の 例 に も と づき 説明 し まし ょ 


コ 


ブ 。 


OPEN “data1" FOR INPUT AS +1 


1) 2) 3) 


data1 が ファ イル 名 で あり , この ファ イル に 対し て 入力 を 行う (FOR 
INPUT ) 。 

AS 壮 1 が (3) の 部 分 で す 。 実際 ( こ INPUT 半 や PRINT# で 入出 力 を 行 
うと き , 何ら か の 形 で これ ら の 文 の 対象 と な る ファ イル を 指定 し な けれ ば 
な り ま せん 。 1 つの プロ グラ ム の 中 で だ た っ た だ た 1 つの デー タフ ァイル だ け を 相 
手 に 入出 力 を 行う と は か ぎら な いか ら で す 。 通常, 複数 の ファ イ ル が 入出 力 
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の 対象 となり ます 。INPUT キ や , PRINT せ で ファ イル 名 を 書く こと と に よっ 
て 対象 を 指定 する と と も 考え られ ます 。 と と ろ が こと これ は か な り 類 雑 で す 。 
し た が っ て ファ イル 名 に 適当 な 番号 を つけ て , 以後 PRINT#, INPUT+# 
で は ファ イル 名 の か わり に と の 番号 を 使う こと に し ます 。 (3) で 書い た 番 
号 が と の 番 王 で す 。 

まとめ て と の 例 を 日 本 語 に な お し ます と 

「data1 と いう 名 前 の ファ イル を 入力 用 に 使い ます 。 今後 , (て の プロ 
グラ ム 内 で は ) と の ファ イル を 単に 1 番 の ファ イル と 呼ぶ こと (こし ま 
k 訂 衝 

と の (3) の 番号 の こと を ファ イル 番号 と 呼び ます 。 ま た だ た, OPEN に よる 
ファ イル の 使用 宣言 を 行う こと を ファ イル を 開く , オー プン する と 呼ぶ こ 
と に し まし ょ う 。 

ファ イル 番号 は , その プロ グラ ム 内 で の み 通 用 する 仮 の ファ イル 名 で あ 
り 。 異な る プロ グラ ム で , その ファ イル を 別 の ファ イル 番号 で オー プン し 
て も か まい ませ ん 。 

デー タフ ァイル の 入出 力 を 行う に は , 必ず その ファ イル を OPEN し て 
お か な けれ ば な り ま せん 。 と れ を 忘れ る と File not OPEN の エラ ー が 発 
生 し ます 。 

と と ろ で ファ イル 番号 と し て どの よう な 数 で も 許さ れる の で し ょ うか ? 

谷 え は NO で す 。 ます , ファ イル 番号 は 1 以上 の 整数 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 ま た だ た , NasoDISK-BASIC の 起動 時 の , How many files2 で 人 
力 し た 数 以下 で な けれ ば な り ま せん 。 

今や , How many filesf と いう 質問 の 意味 が 明らか に され ます 。 と 
の メッ セー ジ は 同時 に オー プン され る ファ イル の 数 」 を 問い あわ せ て い 
る の で す 。 

8.4 で は , 深く 悩ま ず 3 を 入力 する よう に 指示 し まし た 。 あ な た が よ は ほ は 
どの へ そま が り で な いか ぎり (プロ グラ マ の ほとん ど は へ そま が りな の で 
す が ), 3 を 入力 し て くれ た と 思い ます 。 そ の 場合 , あな た は シス テム に 
対し て , 同時 に オー プン する ファ イル の 数 は 3 本 で あり 。 し た が っ て ファ 
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イル 番号 と し て は , 1, 2, 3 を 使う と と を 宣言 し た と と に な り ま す 。 

ファ イル は 同時 に 15 本 オー プン する こと が で きま す 。 それなら ば , 何 
も 「 3 本 だ 」 な ど と せ と い こと を 言わ ず に 景気 よく 15 を 指定 すれ ば よい 
と 思う 人 も いる で し ょ う 。 や っ て みる と わか り ま す が , 同時 に オー プン し 
うる ファ イル の 数 を 増やせ ば 増やす ほど , プロ グラ ム に 使え る RAM の 
容量 は 江 る の で す 。 (? FRE (0) で わか る ) これ は , ファ イル を 1 本 オ 
ー プ ブ プン する た びに その ファ イル 用 の 入出 力 バ ッ フ ァ (ディ スク と の 読み 書 
き を する デー タ を 一 時 的 に 若 わ えて お く 場 所 ) を 必要 と する か ら で す 。 

ほとん どの 応用 で は 同時 に オー プン する ファ イル の 数 は 3 本 まで で し ょ 
う 2 から, 例 の 質問 に 対し て は 3 と 答え て お け ば よい の で す 。 

と と ろ で ,。 同時 に オー プン する ファ イル 」 と いう 言葉 は 明確 に は 説明 
され て お り ま せん 。 と これ に つい て は CLOSE の 説明 の 時 に 明らか に し ま 
2 の 。 

一 方 , OPEN の 例 の ⑫) の 部 分 ,. すなわち その ファ イル に 対し て 何 を 行 
う のか を 指定 する 部 分 で す が , ここ (に は 次 の ゆう ちの どれ か を 書き ます 。 
1) INPUT 
2 


OUTPUT 
3) APPEND 


4) 省略 

2 は 明らか で す 。 ③ は 追加 で す 。 こ の 節 の 最初 に . シー ケン シャ ル 
ファ イル に 対す る 変更 は 追加 の み が 可 能 で ある と 述べ まし た 。 ③ は と て の 追 
加 処理 を 指定 し ます 。 は 主として ラン ダム アク セス ファ イル を 扱う と き 
に 用 いる 指定 で す が 。 シー ケン シャ ルフ ァイル (に も 使う こと は で きま す 。 


o.5.2.2 CLOSE 
ファ イル に 対し て 読み 書き を する に は ます OPEN で その ファ イル に K 対 
し て 使用 宮 言 を し まし た 。 そ の ファ イル に 対す る 読み 書き が 終了 し た ら 
シス テム に 対し て , その 旨 を 連絡 し て お く と と が 要求 され ます 。 と れ が 
CLOSE で す 。 すなわち, CLOSE は ファ イル の 使用 終了 を 宣言 し ます 。 
ある ファ イル に 対し て OPEN を 実行 し て か ら , それ を CLOSE する 


で m 


ーー 
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ま 。 分 の ファ イル ば オー アン きれ て いま す 。 

プロ グラ ム の ある 時 点 で OPEN され て いる ファ イル の 本 数 が , 前 節 
で 述べ だ た ,。「 同 時! に オー プン する ファ イル 」 の 数 の こと で す 。 

1 つの プロ グラ ム で, 多数 の ファ イル を アク セス する 場合 で も 同時 に 
ォ オー プン され て いる ファ イル の 数 は そう 多く な いと と が 多い も の で す 。 


開始 ファ イル 1 ファ イル 2 ファ イル 3 ファ イル 4 


8.5 プロ グラ ム の 流れ と 各 フ ァイル の 使用 期間 (その 1 ) 


この 例 で は , プロ グラ ム 全 体 で 4 本 の ファ イル を アク セス し ます が , 同 
時 ( こ に オー プン され る ファ イル の 最大 数 は 2 本 な の で す 。 し た が っ て と て の 場 
合 で も , How many files? に は 3 と 答え て お け ば お つり が くる と いう 
6 の で す 。 

と と ろ が , て の 場合 , 使用 で きる ファ イル 番号 は 1 か ら 3 ま で あり , ま 
だ 同時 に オー プン され る ファ イル 番号 は すべ て 異な っ て いな けれ ば な り ま 
せん 。 

この よう な と き , CLOSE で 、 す で に すべ て の 予定 され た アク セス の 
完了 し た ファ イル の 使用 終了 宣言 を だ し て お け ば , その ファ イル 番号 を 別 
の ファ イル に 使え ます 。 





政 始 ファ イル 1 ファ イル 2 ファ イル 3 ファ イル 4 
OPEN OPEN 
1 人 2 
OPEN CLOSE 
CLOSE OPEN 
サ 3 1 
終了 CLOSE CLOSE 


8.6 ブロ グラ フラム の 流れ と 各 フ ァイル の 使用 期間 (その 2) 
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と この 例 で は , ファ イル 1 と ファ イル 4 は 同じ ファ イル 番号 革 1 を 使っ て 
いま す 。 し か し , と これら 2 つの ファ イル は 全く 別 の も の と し て 扱わ れる の 
で す 。 フ ァイル 番号 と ファ イル と の 結び つき は , その ファ イル が OPEN 
され て いる 間 だ け 存 在 し ます 。 そ の ファ イル が CLOSE され た 時 点 で 結 
び つ き が な く な る の で す 。 

CLOSE の 目的 と 意味 は これ で 説明 され まし た 。 次 に その 構文 を 説明 し 
2 
CLOSE [< ファ イル 番号 >] [ , < ファ イル 番号 〉] 
(Sample ) CLOSE 


CLOSE1 
CLOSE+3 
CLOSE1, 2, 3 

最初 の 例 は すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し ます 。 

2 番目 と 3 番目 の 例 は それ ぞ れ ファ イル 番号 1 3 の ファ イル の み を ク 
ロー ズ し ます 。 と の よう ほ に, ファ イル 番号 は # を つけ な く て も か まい ませ 
Wa 

最後 の 例 は ファ イル 番号 1。 2, 3 の 3 つの ファ イル を クロ ー ズ し ま 
す 。 

CLOSE が な い 場 合 で も , 自動 的 に ファ イル が CLOSE され る 場合 が 
あり ます 。 

1) END を 実行 し た と き 

(2) プロ グラ ム を 変更 し た と き 

(3) RUN, LOAD を 実行 し た と き 
注 意 )OPEN し た ファ イル は , 必ず CLOSE し な けれ ば な り ま せ 

ん 。 も し CLOSE あ を し な いう ち に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 
出す と 。 ファ イル が と われ て し まい ます 。 

こと で シー ケン シャ ルフ ァイル を 作る , 簡単 な プロ グラ ム 例 を 示し まし 
3 

こ 4 し は キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文学 例 を end が 入力 され る まで , 
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その まま の 形 で ディ スク に 書き ます 。 炊 に その ファ イル を 読み , 伊 字 を す 
べ て ※X( に 変換 し ,。 それ を 別 の ファ イル に 書き ます 。 最後 に , 変換 ずみ の フ 
ァイル を 読み 込み . それ を 表示 し ます 。 

特に 何 の 役 に た つ ,。 と いう も の で は あり ませ ん けど , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク フ ァ イル の 使い 方 の 参考 に は な る で し ょ う 2。 


list 

10 ? 

20 “data トウ ロク 

30 ・ 

40 OPEN “data” FOR OUTPUT AS 1 
50 LINEINPUT ヾ ?? : A$ 

60 IF A$=*\end” THEN 90 

70 PRINT せ 1, A$ 

80 GOTO 50 

90 CLOSE せ 1 

100 

110 "ヘン カン 

120 / 

130 OPEN “data” FOR INPUT AS せ 1 
140 OPEN “data1” FOR OUTPUT AS 2 
150 IF EOF(1) THEN 230 

160 LINEINPUT せ 1, A$ 

170 IF LEN(A$) 三 0 THEN 210 

180 FOR | 王 1 TO LEN(A$) 

190 IF MID$(A$, 1 1) > ニ *07 AND MID$(A$,L1) ご = ニ *97 THEN 
MID$(A$,1 1) ニ ド *? 

200 NEXT | 

210 PRINT 2, A$ 

220 GOTO 150 

230 CLOSE 1, 2 

240 「 

250 ” ヒョウ ジ 

260 ・ 

270 OPEN “data1” FOR INPUT AS 1 
280 IF EOF(1) THEN 320 

290 LINEINPUT せ 1, A$ 


300 PRINT A$ 
310 GOTO 280 
3Z0 CLOSE 1 
330 END 


Ok 


run 
?abc123defgh789iiklImn 


?o0pq678rstu338. . . 
?12345678 

?zxCcV b44 4ff 

?end 

aDC** ネ * ネ defgh* ネ ネネ ijkImn 
0 ポ DH ネ ポ ネ 玉 FStU ま 末 ネネ 。。.。 
氷 氷 床 床 ネネ ネネ 

ZXCV D ネ * ネ ※* ネ ff 

Ok 


6.5.2.3 OPEN, CLOSE の 列 の みか た 


この 人 節 は すでに 説明 し た OPEN, CLOSE の , 別 の みか た , すなわち っ ュ 
ー ザ 側 か ら 見 た みか た で は な く , な しろ イン タプ リタ 側 か ら の それ を 説 
明 し まし ょ う 。 興味 が な けれ ば , と の 項 は 無視 し て 。 次 項 に 進ん で も か ま 
いま せん 。 


ファ イル ポイ ンタ 

イン タブ リタ は ファ イル の ど と を アク セス し て いる か を 示す ポイ ンタ 
を OPEN され て いる ファ イル ご と に 1 つ ず つつ 持っ て いま す 。 

OPEN は と の ファ イル ボイン タ の 初期 設定 を 行う も る の と 考え る と と が 
で きる わけ で す 。 
OPEN for input 

ファ イル ポイ ンタ を その ファ イル の 先頭 に 設定 し ます 。 指定 し た ファ イ 
ル は すでに 存在 し て いな けれ ば な り ま せん 。 
OPEN for output 

ファ イル が あれ ば その ファ イル の 先頭 に ファ イル ポイ ンタ を 設定 し ま 
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す 。 フ ァイル が な けれ ば 新た に その ファ イル を 作っ て (名 前 を 登録 し て ) 
ファ イル ポイ ンタ を その ファ イル の 先頭 に 設定 し ます (同じ 名 前 の ファ イ 
ル は と の 時 点 で こわ され ます )。 
OPEN for append 

ファ イル ボイン タ を その ファ イル の 最後 の レコ ー ド の 直後 に 設定 し ま 
す 。 
OPEN (モー ド 省 略 ) 

ファ イル が あれ ば その ファ イル の 先頭 に ファ イル ポイ ンタ を 設定 し , な 
けれ ば 新た に 作っ て その 先頭 に ファ イル ポイ ンタ を 設定 し ます 。 
ディ スク バッ ファ 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 1 バイ ト 単 位 で の 読み 書き は で きま せん 。 最小 の 
入出 力 単位 は 1 セク タ で す 。 し た が っ て ,。 1 セクタ 分 の バッ ファ を 用 
意 し て お き , その バッ ファ に 対し て バイ ト 単 位 の 読み 書き を 行い ます 。 

OPEN は , その ファ イル が 使う ディ スク バッ ファ を 用 意 し ます 。 

ディ スク バッ ファ は OPEN され て いる ファ イル 毎 ( に 1 本 ずつ あり ま 
す 。 一 度 あ る ファ イル (CC 与 えら れ た だ ファ イル バッ ファ は その ファ イル が 
CLOSE され る まで 他 に 転用 で きま せん 。 CLOSE は その ファ イル が 専 
用 し て いた バッ ファ を と り も ど し , 他 の ファ イル が 使用 で きる よう に 確保 
し て お きま す 。 

シス テム が 用 意 す る ディ スク バッ ファ の 総数 は , NsoDISK-BASIC の 
起動 時 に How many files? | こ ユ ー ザ ー が 応答 し た 数 で す 。 


6.5.3 シー ケン シャ ルフ ァイル に お ける 
まこ と 。 
シー ケン シャ ルフ ァイル (に お ける デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ は INPUT 半 , 
PRINT# お よび それ ら の バリ エー ショ ン で ある LINE INPUT 土 , PRINT 
USING で 行ない ます 。 
デー タ の ロー ド 闘 人 徹 は , INPUT せ , LINE INPUT# キ で, セー ブ 命 令 は 
PRINT キ PRINT USING で す 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル は 255 文字 まで の 自由 な 長 さ の レコ ー ド を 
CR/LF で 区 切っ て , つない で で きま す 。 

こと で は ,。 シー ケン シャ ルフ ァイル (に お ける デー タ の ロー ド ・ セ ー ブ と 
デー タ の 追加 に つい て , プロ グラ ム 例 を あげ な が ら 5 説明 し て いき まし ょ う 。 

次 の プロ グラ ム を キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 


100 OPEN “DATA” FOR INPUT ファ イル を 開き ます 。 

AS 1 |IRETURN 

250 INPUT バ ヤク 7 : B$ RETURN 7 る チーク 入 用意 し ま 
を 入力 で きる よう に Iinput 
を 使用 ) 。 

300 PRINT せ 1, A$, B$ [RETURN デー タ を ファ イル に 書き 
込み ます (print 半 を 使用 )、 

400 CLOSE 半 1 IRETURN デー タク を 書き 込ん だ ファ イ 

450 OPEN *DATA?/ ルレ カ か ら デー タ を の か 中 す 
だ た め に 一度 ファ イル を 閉 

FOR OUTPUT AS せ 1 |IRETURN じ て か ら , 再び 開き ます .。 

500 INPUT せ 1. X$. Y$ |IRETURN ITDut 革 に より ファ イル か 
ら , デー タ を 読み 出し ます 。 

550 PRINT X$. Y$ |IRETURN 画面 に 表示 させ ます 。 

600 CLOSE 1 |IRETURN ファ イル を 閉じ ます 。 


700 END |IRETURN 


入力 は 終わ り ま し た か ? 
まず 。 プ ログ ラム リス ト を 見 て み ま し ょ う 。 次 の よう に キー 入力 し て 
(2 


(また は list IRETURN ) 


間 蛋 い あり ませ ん ね 。 も し あれ ば , 直し て くだ さい 。 それ で は 実行 し 
て み ま し ょ っ う 。 


[f・5| (また は run [RETURN| ) 


する と 画面 に "エイ タン ゴ ?” を 表示 し て きま し た 。 何 か 英 単 語 を 入力 
2 ぐ SSM 
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エイ タン ゴ ? book [RETURNI 
ヤク ? ホン ETURN 


book ホン 
Ok 
突 行 例 あ あげ まし た 。 と の よう な 結果 を 得る こと が で きま し た か 。 
と この プロ グラ ム で は 1 つの 敵 単 語 し か ファ イル に 書く こと が で きま せ 
ge KO の Ok (CGC ダ ロク ラム あみ ん て トド きい 。 
100 OPEN “DATA” FOR APPEND AS せ 1 |RETURN 
230 IF A$=*end′ THEN 400 |IRETURN 


350 GOTO 200 |IRETURN 


570 GOTO 500 
それ で は 実行 し て み ま し ょ う 。 
If・5] (また は run [RETURN|) 
と と て と でも, 実行 例 を 挙げ て お きま し ょ う 。 


エイ タン ゴ 2? time 
ャ ヤク? ジカン 
エイ タン ゴ /Z end 
book ホン 
time ジカン 
Input past end in 500 
行 番号 100 の OPEN は , シー ケン シャ ルフ ァイル へ ヘ へ デ ー タ を 追加 す 
る だ た だ た め ( に , モー ド を 変更 する た め の も の で す 。 とれ で 先程 作っ た ファ イル 
の あと に デー タ を 追加 し て いき ます 。 
行 番号 230 で キー 入力 の 終り を 検出 し ます 。 
実行 させ だ た ととろ , Input past end in 500 と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ 
か が 表示 され まし た 。 とれ は 行 番号 500 か ら 570 まで が ,。 終り の な い ル ー 
プ に な っ て お り , すべ て の デー タ を 読み 終っ て も , 行 番号 500 の in- 
put 半 を 実行 し よう と し た た だ ため に ,。 表示 され だ わけ で す 。 と の エラ ー を な 
くす だ た だめ に は , ファ イル の 終り を 検出 し て , その 後 INPUT を 打 行 し 
な いよ うに すれ ば よい わけ で す 。 ファ イル の 終り を 検出 する 関数 と し 
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て EOF(End Of File の ) 関 角 が あり ます 。 
と の 関数 を 使っ て 次 の よう に 変更 し て み ま し ょ 2 う 。 


S0 CLOSE 


470 IF EOF(1) THEN 600 
570 GOTO 470 


行 番号 50 の CLOSE は エラ ー の た だ ため に クロ ー ズ され な か っ た ファ 
イル を 一 度 ク ロー ズ す る た め に 入れ て お きま す 。 
今度 は どう で し ょ うか 。 実行 さき せ て み ま し ょ 2。 
f・5] (また は run [RETURN| ) 


下 の 実 行 例 の よう (に な り ま し た か 。 


エイ タン ゴ /? desk 
アグ ィ ツク 正 
エイ タン ゴ 2? end 
book ホン 
time ジカン 
desk ツク エ 
Ok 
以上 で 。 プ ログ ラム が 完成 し まし た 。 プ ログ ラム を 実行 きせ る で ど と に , 
単語 数 は 増え て いき ます 。 


856 4 ラン ダム アク セス ファ イル に お ける 
デー タ の ロー ド ・ セ ー プ 

ラン ダム アク セス ファ イル (以後 、 ラ ンダ ム フ ァ イル と 呼び ます ) は , 
どの よう な と き に 使わ れる の で し ょ うか 。 住所 録 あ を 例 に と っ て ラン ダム フ 
ァイル の 使い 方 を 説明 し まし ょ 2 う 。 

本 棚 か ら 。 住所 録 を と り 出 し て , 駒 津 さん の 電話 番号 を 調べ , 住所 録 を 
らし あわ せ て 説明 し て いき ます 。 

(1) 本 棚 か ら 住 所 録 を 選ん で と り 出 し ます 。 

(2) この 住所 録 は 。 1 ペー ジ に 一 人 分 の デー タ ( 名 前 。 住所 。 電話 
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番号 。 年 令 な ど ) が 規則 正しく 書き 込ま れ て いま す 。 
(3) 駒 津 さ ん の デー タ が 書い て ある ペー ジ を 開き , その ペー ジ の コピ ー 
を と り ま す 。( と の デー タ は ,。 23 ペー ジ ( に ある も の と し ます 。) 
(4) コピ ー の 中 か ら , 電話 番号 の 書い て ある 部 分 の 情報 を , 切り 取り ま 
す 。 
(5) 本 棚 に 住所 録 を 戻し ます 。 





住所 録 


図 8.7 電話 番号 を 調べ る 


と の 例 を 実際 に ラン ダム ファ イル を 抽 う 場合 に 当て は め て みる と 


本 柳 1 ポン セン 

住所 録 Jusho" と いう 名 まえ の ラン 
ダム ファ イル 

1 ペー ジ 1 レコ ー ド 

1 ペー ジ の 中 の デー タ の 視 り 当て : FIELD 

20 ペー ジン 0 の 0 当 セ ーー を と ろ GET 

コピ ー か ら 切 り と っ た 電話 番号 : TELS 

本 棚 か ら 住 所 録 を と り 出 す : OPEN 

本 棚 に 住所 録 を 戻す ・ CLOSE 


の よう に 対応 し ます 。 


電話 番号 を 調べ る 手順 を プロ グラ ム に する と 次 の よう に な り ま す 。 ラン 
ダム Vo イ ル ( こ おけ る デー タダ タ の ロロ ーー トド の 例 96 
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20 OPEN “jusho” AS せ 1 

30 FIELD せ 1, 20 AS NAMAE$, 30 AS JUSHO$, 25 AS TEL$, 10 
AS AGES 

140 GET 半 1, 23 

150 PRINT TEL$ 

200 CLOSE せ 1 


また , 住所 録 を 作る プロ グラ ム は , 次 の よう に な り ま す 。 と れ が ラン ダ 
ムフフ ァイル に お ける デー タ の セー ブ プ の 例 で す 。 


10 1 ニ 0O 

20 OPEN “jusho” AS せ 1 

30 FIELD せ 1, 20 AS NAMAE$, 30 AS JUSHO$, 25 AS TEL$, 2 
AS AGE$ 

40 LINE INPUT “ナマ エ ” : A$ 

50 IF A$ ニ “end” THEN GOTO 200 
60 1 三 | 十 1 

70 LINE INPUT "ジュー ショ ” : B$ 

80 LINE INPUT “デン ワ バ ンコ ゴウ : C$ 
90 LINE INPUT “ネン レイ ” : D$ 

100 LSET NAMAE$ ニ A$ 

110 LSET JUSHO$=B$ 

120 RSET TEL$ 三 C$ 

130 RSET AGE$=MKI$(VAL(DS)) 
140 PUT 1, 1 

200 CLOSE #1 


セー ブ の 例 と ロー ド の 例 を 比較 し な が ら 手 順 を 説明 し て いき ます 。 


1) 


ファ イル を 開く (OPEN) ( 行 番号 20) 
ファ イル の オー プン の 方 法 は ., シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 と は 


と ん ど 同 じ で す 。 唯一 の ちがい は , FOR INPUT, FOR OUTPUT, 
FOR APPEND の オー プン モー ド を 指定 し な いと と で す 。 従っ て 
ー ド の 例 も セー ブ の 例 も 同じ よう に OPEN すれ ば よい の で す 。 


OPEN “Jusho” AS せ 1 


これ で “Jusho" と いう ファ イル に 。 ファ イル 番号 1 の ラン ダム バ 
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(2) フィ ー ル ド の 定義 (FIELD) ( 行 番号 30) 
ラン ダム ファ イル は , 1 レコ ー ド が 256 バイ ト に 固定 され ます 。 
と の 256 バイ ト の 中 を どの よう に 区 切っ て デー タ を 納め る か を FIELD 
で 定義 し ます (これ を フィ ー ル ド の 定義 と いい ます )。 
FIELD 寺 く < ファ イル 番号 >, く フィ ー ル ド の 指定 > ……… 
ロー ド の 例 , セー ブ の 例 で は , 同じ よう (に フィ ー ル ド 定 義 を 行っ て いま す 。 


FIELD キ 1, 20 AS NAMAE$, 30 AS JUSHO$, 25 AS TEL$, 
2 AS AGE$ 


と の 意味 は , フ ァイル 番号 1 の ラン ダム ファ イル の レコ ー ド の 最初 の 20 バ イ 
ト を NAMAE$, 次 の 30 バ イト を ,JUSHO$, 次 の 25 バ イト を TEL$, 次 の 2 
バイ ト を AGE$ の 各 変 数 に 割り 当て , 残り の 256 一 (20 十 30 十 25 十 2 ) 
ー179 バイ ト は 使用 し な いと いう と と で す 。FIELD は , レコ ー ド が 
どの よう に 使わ れ か を 定義 むす る だ け で デー タ を フロ ッ ピ ィ イプ ディス 

ク に 書く こと も し な けれ ば ラン ダム バッ ファ に 書く こと も し ませ ん 。 
注 意 ) 1 つの ファ イル 番号 に 対す る FIELD 定義 が 1 行 (256 文 字 ) 

に 納 ま ら な いと き は 次 の よう に し ます 。 


( Sample ) 10 FIELD せ 1, 20 AS NAMAES 
20 FIELD 壮 1, 20 AS DUMMY$, 30 AS JUSHO$ 
30 FIELD 壮 1, 50 AS DUMMY$, 25 AS TEL$ 
40 FIELD #1, 75 AS DUMMY$, 2 AS AGE$ 


行 番号 10 一 40 ま で を 実行 する と 図 8.8 の よう に フィ ー ル ド 定 義 き れ ま 
す 。 こ れ は 前 ペー ジ の プロ グラム の 行 番号 30 と 全く 同じ に な り ま す 。 


20 バ イト 
----_ 1]10 
30 バ イト 
Lemmys 。 | JOSHOW WV| 6 パパ |20O 
25 バ バ イト 
[し aummys 。 | rgrW | パパ |30 
り 23| ド ト 
40 
、 ーー | 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ク 56 フ ドイ 


凶 8 . 8 FIELD 定 表 
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DUMMY$ を 入れ な いと . NAME$, JUSHO$, TEL$,、 AGE$ は すべ 
て 256 バ イト の は じ め に 定 生 され (同じ 位置 に 重ね て 定義 され ) 最 終 
的 に は AGE$ し か 残り ませ ん 。 

行 番号 10 こ 30 の よう に フィ ー ル ド 定 義 を 行っ た あと , 次 項 の デー 
タ の セッ ト (LSET, RSET ) で, DUMMY$ に は , 何 6 も セッ ト し な けれ ば 
よい の で す 。 

(3) ラン ダム バッ ファ へ の デー タ の 書き 込み (LSET,RSET)( 行 番号 100130) 

FIELD で 定義 し た ラン ダム バッ ファ の 各 フ ィ ー ル ド に 。 実際 に 
スク に 書き 込ま れる べき デー タ を 書き 込む に は , LSET, RSET の 各 ス 
ナー トメ ント を 便 い ます 。 


LSET <field 定 義 に 用 いた 文字 変数 > 三 く < 文字 式 > 
RSET <field 定 義 に 用 いた 文字 変数 > ニ く < 文字 式 > 


LSET, RSET は 、 データ の セー ブ の と きだ け 必 要 で す 。 


FIELD キ 1, 20 AS NAMAE$, 30 AS JUSHO$, 25 AS TEL$, 
2 AS AGE$ 


LSET NAMAE$ ニ "コマ ツ ウキ ョ ウソ 
LSET JUSHO$=" カ ワサ キシ サイ ワイ ク * 
RSET TEL$= “044 一 533 一 11117? 

RSET AGE$= MKIS(26) 


こと に は, 文学 式 を 定数 で 使い まし た が , セー ブ の 例 の よう (に 変数 
で 使う こと も で きま す 。 ラ ンダ ム バ ッ フ ァ 半 1 に は 次 の よう に デー 
タ が 書き 込ま れ ま す 。 





ーー20 バ イ eee イ トーーーー デ ーーーーー25 バ イト ーーー テ ーー2 バ イト =ーーー 一 179 ン ei ト 





o.9 LSET と RSET 


ラン ダム ファ イル は , デー タ を すべ て , 文字 型 で 扱わ な け 


れ ば な り ま せん 。 そ の た め に は , 数 値 変数 は , 文字 変数 に 
変換 する 必要 が あり ます 。 

し た が っ て , 数 値 あ . ラン ダム ファ イル に 書き 込む と き は , 
MKIS, MKS$, MKD$ で 文字 型 に 変換 し て か ら 書 き 込 み ま 
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す 。 半 み 込ん だ 時 は , CVI, CVS, CVD で 数 値 に 変換 し ます 。 


ラン ダム ファス ィ スル 


数 値 の 

2 hh mki$ 
ーー て ( mks$ 

3338 mkd$ 





CVI 
CVS 
CV 


8.10 数 値 デ ー タ の 変換 


LSET は FIELD 定義 し た 文字 変数 の 領域 の 左 か ら 文字 式 を つめ ます 。 
RSET は 右 か ら 文 字 式 を つめ ます 。 
注意 ) FIELD で 指定 し た 文字 変数 に , デー タ を 割り あて る と き 
は , 必ず LSET か RSET で 行い ます 。 
LET, INPUT, READ な ど を 使っ て は いけ ませ ん 。 


悪い 例 


100 FIELD #1 100 AS A$, 100 AS B$ 
200 A$=“DAME" 

300 INPUT B$ 

400 PUT # せ 1 


(4) ラン ダム バッ ファ の 内 容 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ラン ダム ファ イル 

= 書く (PUT) (デー タ の セー ブ プ 例 の 行 番号 140) 

PUT は デー タ の セー ブ の と き に 使い ます 。 
PUT #< フ ァイル 番号 > [ , < レコ ー ド 番号 >] 

デー タ を セー ブ す る と き は , ま ず フ ィ ー ル ド 定 義 を し , LSET, RSET で ラ 
ンダ ム バ ッ フ ァ に デー タ を 書き 込み , 最後 に PUT で フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク に ラン ダム バッ ファ の 内 容 を 書き 込み ます 。 レ コー ド 番 号 で , ラ 
ンダ ム バ ッ フ ァ の 内 容 を , ファ イル の 何 番目 の レコ ー ド と し て 書く か 
を 指定 し ます 。 


(Sample ) PUT せ 1.3 


2 ウツ パイ チオ スグ ク ド の アレア シク ムツ プイ ルル 
ーーfur 


LSET RsET 


デー タ 
図 8.11 PUT 





く レ コー ド 番 王 > を 省略 し た 場合 , 直前 に GET また は PUT し た 
レコ ー ド の 次 の レコ ー ド 書き 込み ます 。 
(5) フロ ッ ピ イィ ディスク 上 の ラン ダム ファ イル か ら ラ ンダ ム バ ッ フ ァ に 読 
み 込 む (GET) (デー タ の ロー ド 例 の 行 番号 140) 
GET は 、 デー タ の ロー ド の と き に 使い ます 。 


GET 半 < フ ァイル 番号 > [ , < レコ ー ド 番号 

GET は , ディ スク ファ イル か ら 1 レコ ー ド 文 の デブ データ を ラン ダム バッ 
ファ に 読み 込む と 同時 に .、 その デー タ を FIELD で 指定 し た 各 フィー 
ルド に 対応 し た 変数 に その デー タ を 代 入 し ます 。 


FIELD せ 1, 10 AS A$, 20 AS B$ 


GET 壮 1, 3 


フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク 上 の ラン ダム ファ イル 


ーー 





GET 


A$ D$ 
68.12 GET 
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< レコ ー ド 番号 > を 省略 し た 場合 , 直前 に GET まだ は PUT し た 
レコ ー ド の 次 の り の レコー ド か ら 読 み 込 み ま す 。 


(6) ファ イル の クロ ー ズ (CLOSE) ( 行 番号 200) 
シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 に CLOSE で ファ イル の 使用 終了 
宜 言 を し ます 。 


87 ディ スク ファ イル の 構造 


と の 人 節 で は , NsoDISK-BASIC に お ける フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ファ イ 
ル 構 造 に つい て 説明 し ます 。 と の 草 は 読み と ば し て も か まい ませ ん 。 
DISK-BASIC に おけ る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ファ イル 構造 に つい て は , ミ 
ニニ フロッピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト な ど に 付い て いる ユー ザー スマ ニュ アル を 


お 読み くだ さい 。 


857 1 フロ ッ ピ イデ ィ ス ク 


NsoDISK-BASIC で 使用 で きる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 次 の 3 種類 で す 。 
(1) 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク (両面 億 密度 用 ) 
(2) 5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク (両面 倍 密 度 用 ) 
(3) 5 イン チミ ニニ フロッピ ィ デ ィ ス ク (所 面 倍 密 度 用 ) 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は メモ リ と 同じ よう KK 番地 が つい て いま す 。 フ ロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 番地 指定 に は サー フェ ス 番 号 (両面 倍 密度 の と きのみ 必 
要 。0 か 1。), トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 使用 し ます 。 図 8.13 は 8 イ 
ンチ 両面 倍 密 度 用 , 図 8.14 は 5 イン チ 両 面 倍 密度 用 , 図 8.15 は 5 イン 
チ 片 面 倍 密 度 用 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 概略 で す 。 
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キ の * 
に ルン 8 し 
に 


和 ト アッ ダ 1 
、 ト フッ ク 75 


0 グッ 6 
凶 8.13 8 イン チ ナチ 両面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ ィ プ ディ スク 


セク タ 16 セク タ 1 
ンーー 


トラ フック 1 
ゝ 、 ト ラッ ク 38 


凶 8.14 5 イン ナチ ナ 両面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ ィ イデ ヂ ディス ク 


セク グ クダ 16 セク タ 1 
ンー ンー ーー 


ゃ ze 
ヽ 、 ト ラッ ク 0 


トラフ ラッ ク 1 
ト フック 33 


凶 8.15 5 イン チ ナチ 五 面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク 
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図 を あみ て も わか る よう に, トラ ッ ク 数 . セク タ 数 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 種類 に よっ て 異な り ま す 。 こ と これ を 表 ( に まとめ る と 次 の よう (に な り ま す 。 


8 インナ 
両面 億 宙 度 用 


0 が 
両面 倍 密度 用 


5 インチ 
上 面 倍 客 度 用 





- 胡 み 2 サー フェ ス 番 号 0 は お も て 面 ラ ベル の 貼っ て な い 方 , サー フェ ス 
の 9 番号 1 は うら 面 で す 。 3 種類 と も , 1 セク タ は 256 バイ ト か ら な り ま 
す 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 , 最小 読み 書き 単位 は セク タ で す 。 


8.7.2 クラ スタ , FAT, ディ レク トリ 

NsoDISK-BASIC で 。 ディスク ファ イル を 扱う と き は すべ て ファ イル 名 
で 行い ます 。 し た が っ て , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 
使う 必要 は ほとん ど あ り ま せん 。 フ ァイル 名 を , 実際 の ディ スク の サー フ 
ェ ス 番号 。 ト ラック 番号 。 セク タ 番 号 に 変換 する 仕事 は NsoDISK-BASIC 
か 定 な っ て いま す ( 図 8.16 参照 )。 





ユー ザ > | NssDISK-BASIC ー ラ っ ー ュ | ノワ ロン ッ ピ イブ ィ ス ク 
番 王 
トラ フッ ク 番 号 
セク タ 番 号 
FAT ディ レク トリ 


好 8 .16 


ファ イル 名 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の アド レス (サー フェ スス 番号 。 トラ 
ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 ) に 変換 する た め に , NsoDISK-BASIC で は 2 つ 
の 表 を 営 理 し て いま す 。 ディ レク トリ と FAT が それ で す 。 
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馬 レク トリ は , その フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク に 格納 され て いる すべ て の 
ァイル の 名 前 , 属性 , 格 納 さ れ て いる 場所 (の 先頭 ) が か か れ て いる 表 で す 。 
FAT は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 記憶 場所 の 使用 ・ 未 使用 の 状態 を 示す 表 で す 。 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で 読み 書き 可能 な 最小 単位 は セク タ で す が 。, 
N。。DISK-BASIC は 26 セク タ (5 イン チミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 
は 8@ セ クタ ) を 1 まとめ に し て , て とれ を 管理 の 最小 単位 と し て いま す 。 と 
れ を クラ スタ と 呼び ます 。 ク ラス タ と サー フェ ス 。 ト ラック 。 セク タ の 関 
係 は 炊 の 表 の よう に な っ て いま す 。 


表 8.3 8 インナ 両 面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ イィ の スク の 場合 


CZYC ア と 
Ioa ea lea emlegleml eml mn 





8 イン チ 両 面 倍 密度 用 フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク は サー フェ ス 0, ト 
フッ ク 0 は 単 密度 に な っ て いる の で BASIC で 読み 書き で きま せん 。 
表 8.4 5 イン ナチ 両面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク の 乾 合 


1 一 8 





表 8.5 5 イン チ ナチ 片面 倍 審 度 用 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 





8.7.3 トラ ッ ク の 割り 当て 
1) 8 イン チ 両 面 倍 密 度 用 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


表 8.6 シス テム ディ スク 






未 使用 
IPL 


| DISK code 
ユー ザ 領 域 
プ ィ レク トリ 
]D 
FAT 
ュ ユー ザ 領 域 
未 使 用 
DISK code 
ーー 6 2H 一 4C じ 日 ュ ユーザ 領域 












1H 一 16H 
1 7 日 
18H 一 1AH 
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0H すべ て | 未 使 
1H-4CH | すべ て | ユー ザ 和 領域 


(2) 5 イン チ 両 面 倍 密 記 用 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 





表 8.8 シス テム ディ スク 


サー フェ ス 
Lam mm | mmm 






帳 症 和 





IDISK COde 
ユーザ 領域 
DISK code 


ユー ザ 領 域 
チ ナチ メメ ゼ ピグ トド ト り 














12H 














12H ID 
12H FAT 
13H-27H ュー ザ 領 域 
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3) 5 イン チ 戸 面 借 密度 用 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
表 8.10 シス テム ディ スク 


中 


IDISK Code 


ユー ザ 領 域 
1H 一 し 」 プイ レク トリ 
DH 1]D 
EH 一 10H| FAT 
ユー ザ 領 域 












0Hー11H 生生 ュー ザ 領 域 
ンス テム ディ スク と 同じ 
13Hー22H | すべ て | ユー ザ 領 城 


6.7.4 ディ レク トリ 
各 デ ィ レ クト リ は 16 バイ ト か ら な り ま す 。 各 バ イト は 次 の よう な 内 容 
を 持っ て いま す 。 


表 8.12 ディ レク トリ 


10 進 人 


グ デイ ノレ 


拓 子 
属性 


その ファ イル が 格納 され て いる 先 
頭 の クラ スタ 番号 
未 使用 
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属性 は 次 の よう ( こ な っ て いま す 。 
表 8.13 属性 コー ド 


ASCII 形 式 
ASCI 形 式 , 書き 込み 禁止 


ASCII 形 式 、 リ ー ド アフ ター ライ ト 
非 ア スキ ネー 形式 

非 ア スキ ー 形 武 , 書き 込み 禁止 

非 ア スキ ー 形 式 ,. リー ドア フタ ー ラ イト 





ファ イル 名 の 元 頭 バイ トト の 内 容 が FFH の と き 。 その ディ レク トリ は 未 使 用 で ある と 
と を 示し ます 。 0 の と き 。, 削除 (KILL) さ れ た ファ イル で ある と と を 示し ます 。 


8.7.5 FAT 

FAT は 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示す 表 で す 。8.7.3 の トラ ッ ク の 割り あて の 表 
を みて も ら え ば わか る よ うに , FAT は 3 セク タ に わた っ て 書き 込ま れ て いま す 。 各 
セク タ は 全く 同じ 内 容 で す 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を アク セス し た と き に に , FAT の 内 容 (3 
セク タ ) が メモ リ ( に て に コピー され ます 。 そ れ ぞ れ の セクタ の 0~153(8 イ ンチ 両面 倍 
80 すなわち 
各 バ イト の 持っ て いる 値 が . 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示し て いる の で す 。 


表 8.14 FAT 


バイ ト の デー タ (16 進 ) クラ スタ の 使用 状態 


8 イン ナ 両 面 の 時 0 一 99 使用 中 。 連 続 し た クラ スタ の 一 部 で あり , 
5 イン チ ナ 両 面 の 時 0-9F | 人 後続 する ク フ ス クタ を 持つ 。 値 が 後続 す 
5 インチ 片面 の 時 0 一 45 ろ る クラ スタ の 番号 を 示 て る 。 

の 
5 


8 インチ ナ 両 面 の 時 C1-DA| 使用 中 。 連 続 し ラス タ の 最後 の ク フ 

5 インチ の 時 C1 一 C8 スタ で あり ,. 下 5(5 イ ンチ の 時 は 下 4 ) 
ビッ ト の 内 容 が . その クラ スタ で 実際 に 
使わ れ て いる セク タ の 数 を 表わす 。 


の 00 グラ アラ スズ スタ で 。 ツア イル と し て 
(中 の に と た 全 の き が なり (DISK code, IPL. 
9 を UI FAT 自身 を 含む クラ スタ 
が と これ で ある 。) 





な お 。 表 の 説明 で 「 連 続 し た クラ スタ 」 と いい まし た が 。 と れ は 物理 的 
に て 連続 し た クラ スタ を 意味 し ませ ん 。 NsoDISK-BASIC が 管理 する ファ 
イル は 一 般 に 物理 的 に と びと び の クラ スタ を つない で 構成 され て いる の で 
す 。 


8.7/.b ID 
D (に こ は 1 セク タ (256 バイ ト ) が 割り 当て られ て いま す 。 各 バイ ト は 
次 の 様 な 意味 を 持っ て いま す 。 


1 バイ ト 1 バイト 254 バ イト 
凶 8 .17 ID の 構造 


最初 の 1 バイ ト は , その ディ スク の 属性 を 示し て いま す 。 値 と その 意味 
は ディ レク トリ 部 の も の と 同じ で す 。 

通常 の システム ディ スク で は < ファ イル 数 > と し て 255(FFH) が 指定 
され て いて , この よう な と き は 起動 時 に “How many files?2” と た ず ね て 
きま す 。 こ の < ファ イル 数 > に 0 一 15 を 指定 する と , NsoDISK-BASIC を ス 

ー ト させ る 時 に , “How many files?” を 表示 せ ず に , 自動 的 に その 値 
に 設定 され ます 。 < ファ イル 数 > の 設定 が 終る と (< ファ イル 数 > を FEFH に 
し て , “How many files?” に 対し て キー ボー ド か ら 入 力 を 行っ た 電 合 で 
も ), 次 の <BASIC テ キス ト > の の 
NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ る 場合 . シス テム ディ スク の ID に 書か れ 
て いる <BASIC テ キス ト > の 内 容 は 常に 実行 きれ ます 。 

ID は , < 属性 > が 0, < ファ イル 数 > が 255(FEFH), <BASIC と テキ スト > が 
すべ て 0 か 32(0H か 20H) が 通常 の 状態 で す . 


(Sample )ID セク タ 
0|05 72 75 6E 22 41 22 ……| 


r) (u) (n) (” )(A)(? ) 
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この 例 の よう に ID セク タ の 内 容 が 書か れ て いる 場合 , 動 的 に 5 個 の 
ファ イル バッ ファ が 用 意 き され,“A” と いう 名 前 の ブロ グラ ム が 走り 出し ます 。 

ID を 書き 込む 場合 は , シス テム ディ スク に 入っ て いる 「setinfN80 , 
と いう プロ グラ ム を 使っ て くだ さい 。 

ID の < 属性 > は SET に よっ て 書き 変え ます 。 


6.6 ディ スク 関数 と DSKO0$ 


こと で は ,。 下 に あげ た フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク に 対す る 関数 と 。 DSKO$ ス 
テー トメ ント に つい て 説明 し ます 。 
EOF シー ケン シャ ルフ ァイル の 終わ り を 検出 。 
MKI$ 束 数 を 2 バイ ト の 文字 列 へ 変換 。 
MKS$ 単 精度 実数 を 4 バイ ト の 文字 列 へ 変換 。 
MKD$ 倍 精度 実数 を 8 バイ ト の 文字 列 へ 変換 。 
CVI 2 バイ ト の 文字 列 を 整数 型 の 数 値 に 変換 。 
CVS 4 バイ ト の 文字 列 を 単 精度 実数 型 の 数 値 に 変換 。 
CVD 8 バイ ト の 文字 列 を 倍 精度 実数 型 の 数 値 に 変換 。 
LOF ディ スク ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 表す 。 
DSKF フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 関す る 情報 を 示す 。 
INPUT$ 指定 し た 長 さ の 文字 列 を ファ イル か ら 読 み 込む 。 
LOC ラン ダム ファ イル の 場合 は 次 の レコ ー ド 番号 。 シ ー ケ 
ン シ ャ ルフ ァイル の 頑 合 は 今 ま で 読み 書き し た セク タ 
ATTR$ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディスク ま た だ た は ファ イル の 属性 。 
FPOS ファ イル が ある 物理 セク タク 番号 。 
DSKIS$ 指定 し た セク タ か ら 文 字 列 を 読み 込む 。 
DSKO$ 指定 し た セク タ に 文字 列 を 書き 込む 。 
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6.0.1 EOF 

EOF は シー ケン シャ ルフ ァイル が 終わ りか どう か を 検出 する 関数 で す 。 
ファ イル か ら デ ー タ を 繰り 返し て 入力 する よう な 場合 に , 入力 し た デー タ 
が 最後 の デー タ か どう か を 調べ る の に EOF 関数 を 用 いま す 。 
EOF (< ファ イル 番号 >) 
IF EOF (1) THEN GOTO 100 


o.0.2 MKI$, MKS$, MKD$ 

ラン ダム ファ イル (KC 数値 デー タ を 書き 込む 場合 , 文字 型 に 変換 し て 書き 
込み ます 。 そ の 変数 を 行う の が MKI$ , MKS$ , MKD$ で す 。 

MKI$ は 整数 型 の 数 値 を 2 バイ ト の 文字 列 に , MKS$ は 単 精度 実 
数 型 の 数 値 を 4 バイ ト の 文字 列 に . また MKD$ は 倍 精 度 実数 型 の 数 値 を 
8 バイ ト の 文字 列 に 変換 し ます 。 

MKI$ (< 整数 表記 >) 
MKS$ (< 単 精度 実数 表記 >) 
MKD$ (< 倍 精 度 実数 表記 >) 

LSET 1$ = MKI$(X の ) 


o.0.3 CVI, CVS, CVD 

数 値 型 か ら 文字 型 に 変換 され て ファ イル に 書き 込ま れ て いる デー タ を 読 
み 込 ん だ 場合 に , 文字 型 か ら も と の 数 値 型 に 変換 する 必要 が あり ます 。 

その 変換 を 行う の が CVI, CVS, CVD で す 。 

CVI は 2 バイト の 文字 列 を 整数 型 の 数 値 に , CVS は 4 バイ ト の 文字 
列 を 単 精度 実数 型 の 数 値 に , CVD は 8 バイ ト の 文字 列 を 倍 精 度 実数 型 の 
釣 信 に それ ぞ れ 変換 し ます 。 

CVI (<2 バイ ト の 文字 例 >) 
CVS (<4 バイ ト の 文字 列 >) 
CVD (<8 バイ ト の 文字 列 >) 


A=CVS (X$) 


6.6.4 LOF 


LOF は 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 返す 関数 
で ,。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク フ ァ イル が ラン ダム ファ イル の 場合 は それ まで 
に 書き 込ま れ た 最大 の レコ ー ド 番号 を 返し ます 。 で すか ら ラ ンダ ム フ ァ 
イル に お いて 新しく 書き 込む デー タ の レコ ー ド 番号 を 求め る よう な 場合 
に LOF 関 数 を 利用 で きま す 。 

LOF (< ファ イル 番号 >) 
REC =LOF (1) 十 1 


oO.0.0 DSKF 


DSKF は ディ スク ファ イル の 構造 に 関す る 情報 を 返す 関数 で す 。 
DSKF (< ドラ イブ 番号 >〔, 機能 >〕) 
こと で < 機能 > は 0-10 の 整数 で 指定 し , それ に よっ て DSKF は 次 の 
よう な 機能 を 持っ て いま す 。 
0 : 打 面 あたり の 最大 トラ ッ ク 番 号 
1 : 1 トラ ッ ク あ た り の セク タ 数 
2 : 戸 面 の 場合 は 0, 両面 の 場合 は 1 
3 : 1 トラ ッ ク あ た り の クラ スタ 数 
4 : クラ スタ の 総数 
: ディ レク トリ が 格納 され て いる トラ ッ ク 番 号 
6 : 1 クラ スタ あたり の セク タ 数 
: 最 切 の FAT が 格納 され て いる セク タ 番 号 
: 取 和 化 の FAT が 格納 され て いる セク タ 番 号 
: FAT の 個数 
10 : ID が 格納 され て いる セク タ 番 号 
< 機能 > を 省略 し た 場合 は , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 残り の 容量 を ク 
ラス タ 単 位 で 返し ます 。 
CRST = DSKF( 1,4 ) 


いつ 1 


KO 。 〈 ぐ 0 = 


8.8.6 INPUT$ 
INPUT $ は , シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 指 定 し た 長 さ の 文字 列 を 読 


み 込 ん で 返す 関数 で す 。 
INPUT $ (< 文字 列 の 長 さ > [ , く <# フ ァイル 番号 〕) 

ファ イル 番号 を 省略 し た 場合 は , キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 を 読み 込み 
ます 。 詳し く は Ns-BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 
(Sample ) X$ =INPUT$ (5,#1) 

と の 例 で は , 半 1 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 文 字 列 を 5 文字 読み 
込ん で X$ に 代入 し ます 。 


6.6./ LOC 
LOC 関数 は ラン ダム ファ イル と シー ケン シャ ルフ ァイル と で 機能 が 異 
な り ま す 。 
(|]) ラン ダム ファ イル の 場合 
GET また は PUT が 最後 に 実行 され た と き ( に て 使用 され た レコ ー ド 
番号 を 返し ます 。 
( 作 シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 
OPEN を 実行 し た 時 か ら の 読み 書き され た レコ ー ド 争 を 返し ます 。 
LOC (< ファ イル 番号 >) 
( Sample ) 」=LOC (1) 


6.0.0 ATTR$ 
ATTR$ は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク あ る い は ファ イル の 属性 を 返し ます 。 
「 属 性 」 に つい て は 8.5.6 を 参照 し て 下さ い 。 
(1 人) フロッピ ィ デ ィ ス ク の 属性 
ATTR$ (< ドラ イブ 番号 >) 
(人 ファ イル の 属性 


ATTR$ (< 半 フ ァイル 番号 >) 


ATTR$ (< ファ イル 名 >) 
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それ ぞ れ , 指定 し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 。 オー プン され て いる ファ イル 
の 現在 の 属性 。 または, ファ イル 名 で 指定 し た ファ イル の 固定 属性 (ディ 
レク トリ ィ に 記録 され て いる 属性 ) を 表わす 文字 列 を 返し ます 。 


書き 込み 禁止 の 
READ AFTER WRITE KR ヘム ヘ へ " 
属性 な し NN 


PRINT ATTR$ ("PROG. BAS') 


この 例 で は , ファ イル “PROG. BAS” の 属性 を 求め ます 。 


oO.0.9 『FPOS 
ファ イル 番号 に よっ て 指定 され た ファ イル が 最後 に 読み 書き し た 位置 を 
セク タ の 通し 番号 で 直し ます 。 
セク タ の 通し 番号 は 炊 の よう に 割り あて ます 。 
(|) 末 面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 
トラフ ラック 0 の も セクタ 1 に 通し 番号 0 を 宮 当 て , 以下 順に 1 きざみ で 
割り あて て いき ます 。 例 えば , トラ ッ ク 1 の セク タ 2 は 通し 番号 17 に 
な り ま す 。 
両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 
サー フェ ス 0 の トラ ッ ク 0 の セク タ 1 を 通し 番号 0 と し て , 順に そ 
の トラ ッ ク 内 の セク タ に 番号 を 割り あて ます 。 
多 に , サー フェ ス 1, トラ ッ ク 0 の セク タ に 番号 を 続け て 割り あ 
て ます 。 以下 同様 に .。 1 トラ ッ ク ご と (に サー フェ ス を 換え て 順に 通し 
番号 を 割り あて ます 。 例え ば , 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場 
台 は 學 の よう に 割り あて て いき ます 。 


サー フェ ス 0 0 0…0 0 1 1 1…1 1 0 0 0…… 
トラ ッ ク 0 0 0…0 0 0 0 0…0 0 1 1 1…… 
セク タ 1 2 3…25 26 1 2 3…25 26 1 2 3…… 
通し 番号 0 1 2…24 25 26 27 28…50 51 52 53 54…… 
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FPOS (< ファ イル 番号 >) 
PRINT FPOS (1) 


oO.6.10 DSKI$ と DSKO$ 


こと で は , 関数 DSKIS と ステ ー ト メン ト DSKO$ の 説明 を し ます 。 
DSKO$ は 非常 に 危険 な ステ ー ト メン ト で す 。 し た が っ て 。 こ と の ステ ー ト 
メン ト を 使用 する に は 十分 注意 あし て 下さ い 。 と の ステ ー ト メン ト を 実行 
する 前 に , 使用 する フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を 作っ て お く と よ 
(の 池 の 


o.6.10.1 DSKI$ 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 容 を 読み 込む 場合 , こ れ ま で 説明 し て きた 命令 
や 関数 で は ファ イル 名 か ファ イル 番号 で その 内 容 を 指定 し まし た が , 
DSKI$ は 物理 アド レス (ドラ イブ 番号 , サー フェ ス 番 号 ,。 トラ ッ ク 番 号 , 
セク タク 番号 ) で 指定 し た 内 容 を 読み 込む 関数 で す 。 
(1) 上 打 面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
DSKI$ (< ドラ イブ 番号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 
号 >) 
D$- DSKI$ (2, 34, 16) 
と の 例 で は , ドラ イブ 2, トラ ッ ク 34, セク タ 16 の 1 セク タ の 
内 容 を 読み 込み ます 。 
(両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
(書式) DSKI$ (< ドラ イブ 番号 >〉, < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ 
ク 番 号 >, < セク タ 番 号 >) 
D$ = DSKI$ (2, 1, 39, 16) 
とこ の 例 で は , ドラ イブ 2。 サー フェ ス 1。 トラ ッ ク 39, セク タ 16 
の 1 セク タ の 内 容 を 読み 込み ます 。 
DSKI ゃ や は 1 セク タ の デー タ (256 バイ ト ) を 文字 列 と し て 返し ます 。 
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と と ろ が 文字 変数 の 最大 の 長 さ は 255 文字 な の で , 上 の (|), (の 例 で は 
1 セク タ の 最後 の 1 文字 が 失わ れ ま す 。 

DSKI$ は 半 0 と いう 特別 な ファ イル 番号 の バッ ファ に , 指定 し た セク タ の 内 傘 
を 読み 込み ます の で , 256 バ イト 全部 を 読み 込む に は , 次 の よう に し ます 。 
10 FIELD #0, 128 AS A$,128 AS B$ 

20 D$= ニ DSKI$ (2, 1, 39, 16) 

この 例 で は , ドラ イブ 2, サー フェ ス 1, トラ ッ ク 39, セク タ 16 の 
1 セクタ の 前 半 の 128 バイ ト を A$ に , 後半 の 128 バイ ト を B$ に 読み 
込み ます 。 ま た その セク タ の 前 か ら 255 バイ ト は D$ に 代入 され ます 。 

と の よう (< DSKI$ は , ラン ダム ファ イル と 似 た よう な 使い 方 を し ま 
二 


8.8.10.2 DSKO$ 


DSKO$ は DSKI$ と 同様 に , フ ァイル 番号 #0 の バッ ファ を 使用 し ます 。 
まず , FIELD #0 に よっ て 指定 し た バッ ファ に デー タ を 書き 込み ま 
み ま す 。 そ し て DSKO$ に よっ て , その バッ ファ の 内 容 を 指定 し た セク 
タ (て 書き 込み ます 。 (FIELD 0 の 指定 は 「8.6.4」 の 中 の FIELD の 説 
明 を 参照 し て くだ さい 。) 

(|) 片面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 

DSKO$ < ドラ イブ 番号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 


コ 


写 ノ 


(両面 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 場合 
DSKO$ < ドラ イブ 番号 >, < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ ク 
番号 >, < セク タタ 番号 > 
DSKO$ 2, 1, 39, 16 
と の 例 で は 。 ラン ダム ファ イル の 場合 と 同様 に し て セッ ト し た #0 
の バッ ファ の 内 容 を ,. ドラ イブ 2, サー フェ ス 1, トラ ッ ク 39, セ 
クタ 16 に 書き 込み ます 。 


8.9 ユー ティ リティ ブロ グラ ム の 使い 方 


と の 分 で は 。 シ ステ ム デ ィ ス ラク に 大 っ て いる ユー ティ リティ デ ロ ク ラム 
の 使い 万 を 説明 し ます 。 


8.9.1 formatN80 _ 、 
(フロ ッ ピ イィ ディ スク の フォ ー マ ッ ティ ング ) 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 初期 化す る と と を 「 フ ォ ー マ ッ テ ィ ング する 。」 
と いい ます 。 フ ォ ー マ ッ テ ィ ング の し か た に は 2 段階 あり ます 。 ひと つ は 


物理 フォ ー マ ッ ト 」 も うう ひとつ は シス テム フォ ー マ ッ ト 」 で す 。 


1) 物理 フォ ー マ ッ ト 
ee ロッ 思 2 く ディ スク で GNNC サリー フェス 。 トラ ラック, 
セク タ と いっ た アド レス を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に つけ る と と を 物理 フ 
ォ ー マ ッ ト と いい ます 。 

市 販 き れ で いろ る ミニ ラフ ロッ ピッ ディ スク ほし ほ 。 と の よう な アド レス 
は つけ られ て いま せん 。 また, 8 インチ 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク も 。, 
市 販 の も の は , IBM フォ ー マ ッ ト と よ ば れる 物理 フォ ー マ ッ ト が さき 
れ て いる た だ ため 。, NsoDISK-BASIC 用 (に NEC が 供給 し て いる 
PC-8886 と は 異な る 物理 フォ ー マ ッ ト と な っ て いま す 。 ただし, 
formatN80 で は ,。 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 物理 フォ ー マ 
ッ ト は で きま せん 。 8 インチ 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 物理 フォ ー マ 
ッ ト は , 愉 節 で 説明 する phyfrm N80 で 行い ます 。 

物理 フォ ー マ ッ ト を 行う と ,。 NasoDISK-BASIC の DSKI$, 
DSKO$ で 読み 書き が で きる よう に な り ま す 。 

(2) シス テム フォ ー マ ッ ト 

シン シス デム フォ ーー マッ ト を 行っ だ フラ ロッ ピ ィ デ ィ ス ク は 。, 
Nso-DISK-BASIC で 使え る ろ る よ う ( こ な り ま す 。 シ ステ ム フ ォ ー マ ッ ト 
で は , FAT, ディ レク トリ , ID の 初期 化 を 行い ます 。 
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format NBO0 は , ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 物理 フォ ー マ ッ ト と 。 ニ 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , 8 インチ 標準 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の シス テム フォ ー 
2 02 MA0DSe ディ リリ ディン ロク ラム です 。 

使用 手順 は 次 に 示す と お り で す 。 

(1) NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ ます 。 

(2) formatN80 を ロー ド し ます 。 

Iload “ドラ イブ 番号 formatN80" 
ぐ ド ライ ブ 番 号 は , シス テム ディ スク が 入っ て いる ドラ イブ 番号 
で す 。 通常 は 1 : で すか ら 省 略 で きま す 。 " 
3) プロ グラ ム を 実行 きせ ます 。 
f-5] また は run RETURN) 
(4) 學 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Mount a new disk on even drive せ . 
Format drive 芋 2 


5) 偶数 の ドラ イブ 番号 の つい て いる ドラ イブ に 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク を セッ ト し ます 。( 他 の ドラ イブ に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 入 
れ な いで くだ きい 。 シ ステ ム デ ィ ス ク が 入っ て いる ドラ イブ は プロ グ 
フラム の ロー ド が 終っ た 事 を 人 確認 し た ら , ふた を 開け て お きま す 。) 

(6) 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が セッ ト で きた だ たら , セッ ト し た ドラ イブ 
の ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 ド ライ ブ 番 号 が 2 の 場合 は 次 の よう に 
な り ま す 。 

2 

⑦ 指定 し た ドラ イブ が ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 場合 は 。 次 

の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
Do you need physical formatting(y/n)? 
刀 レ し い ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 必要 が あ 

る 場合 は , 

Y 
一 度 物理 フォ ー マ ッ ト し た も の で , その 必要 が な い 場 合 は , 
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nIRETURN 
し ます 。 
"y を 入力 する と , と の 場合 で す と 
Formatting a disk 2 
と 表示 し て , 物理 フォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 
"nm” を 入力 する と 物理 フォ ー マ ッ ト は 行い ませ ん 。 
(8) 炊 に シス テム ディ スク を 作る か どう か た すず すね て きま す 。 
Create system disk(y/n)? 
ンス テム ディ スク を 作り た い 場 合 は 。 
y RETURN 
その 必要 が な い 場 合 は , 
n 
を 入力 し ます 。 
(9) シス テム ディ スク を 作る , 作ら な い に か か わら す , 
Workind 
と 表示 し て , シス テム フォ ー マ ッ ティ ング を 行い ます 。 
0 シス テム ディ スク を 作ら な い 場 合 は , 
Complete. 
と 表示 し て 実行 を 終了 し ます 。 
シス テム ディ スク を 作る 場合 は 。 炊 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
System disk on drive 是 ? 
0 シス テム ディ スク を セッ ト し た ら , その ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 
入力 し ます 。 ド ライ ブ 番 号 が 1 の 場合 は 次 の よう に な り ま す 。 
1 
9 シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ を 指定 する と 
Sure(y/n)? 
と 確認 を 求め て きま す 。 もう一度 確認 し て 正しけれ ば 
9 
6 し まち が っ て いれ ば, 


n RETURN 
を 入力 し ます 。 


"nm” を 入力 する と , 0 に も どり ます 。~y ツ を 入力 する と , 
CopyIing System 

と 表 示し て , DISK code を コピ ー し , 無事 終了 する と, 
Complete. 

と 表示 し ます 。 

と こと で 、。 新しい フラ ロッ ピッ ィ デ ィ ス クッ ステ ム デ ィ ス ク と し て ラフ ラ ォ ー マ ヤマ 
ッ テ ィ ング し た 場合 は 。 その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で NsoDISK-BASIC 
を スタ ー ト させ る と と が で きま す 。 
フォ ー マ ッ ティ ング を 行う と , た と え ぇ 書き込み 禁 示 を 宣言 し て 

あっ て も その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク K 書 き 込 まれ て いた ファ イル 
は すべ て 消去 きれ ます 。 ですから, うっ か り 重 遇 な フロ ッ ピ ィ 
ディ スク を や フォー マッ ティ ング し た りす る と と の な いよ うに 

意 し て くだ さい 。 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 。 機械 的 に 書き込み 禁止 に する 方 法 が あり ます 。 
ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 は 。 図 8.18 の よう に ライ トノ ッ チ に ライ 
ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼る と 。 書き 込み 禁止 に な り ま す 。 





4 トド / ツ ザ イド アプ ば クト 
ジー ルレ 月 る と 。 
書き 込み 禁止 と な 
の 。 
IQO 12 NT ニン フロ ッッ スプ ソリ スン ノン の ライ トン アロ テン クト 


6 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 , 通常 は , 機械 的 に 書き 込み 禁 
止 に する こと は で きま せん 。 シス テム ディ スク ( PC-8087) は 例外 で す 。 ライ ト 
シー ル を 貼っ て いな い 状 態 で は , 書き 込み 禁止 と な っ て お り , ライ トシ ー 
ル を 貼る と , 書き 込み で きる よう に な り ま す 。 
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_ ー ジイ ルド トシ ジー ルル だ 
フイ ト プ ロ テク トノ ッ チ ナチ BE ろ ル 書き 込み 
この 状態 で は 書き 込み 禁止 ぐさ の る 。 


凶 8.19 8 インナ 様 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク (PC-8087) の ライ ト プ ロ テク ト 


ーー ク プロ ッ ウッ ピ ビオ ディ スク の ライ ィ イド トド ト フロ デ テクト シー ル と 。 8 イシ 
チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の ライ トシ ー ル は 。 同じ も の で す 。 
機能 が ちがう の で , ちがう 呼び 方 を し ます 。 


6.9.2 phyfrmN80(8 イ ンチ 標準 フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス 
ク の 物理 フォ ー マ ッ ティ ング ) 
phyfrmN80 は , 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 物理 フォ ー マ ッ ト 
を 行なう た だ た め の ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム で す 。 NsoDISK-BASIC 用 に 
NEC が 供給 し て いる PC-8886 は , 物理 フォ ー マ ッ ト さ れ て いま すか 
ら , phyfrmN80 を 使う 必要 は あり ませ ん 。 
使用 手順 は , 次 に 示す と お り で す 。 
(1) NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ ます 。 
(2) phyfrmN80 を ロー ド し ます 。 
load “ご ド ライ ブ 番 号 phyfrmN80" 
く 、 ド ライ ブ 番 号 ジ は ,。 シス テム ディ スク が 入っ て いる ドラ イブ 番号 
で す 。 通常 は 1 で すか ら 省 略 で きま す 。 
(3) プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 
[f・5] また は run 
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(4) 炊 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
Physical formattor for DMA based drive 
Please remove the system disk to prevent from illegal operations 
Please wait for a few seconds 


「DMA based drive , と は PC-8881 と PC-8882 の ドラ イブ の 
Ji 「 
(5) 数 秒 た つと 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Mount an unformatted disk on drive 
Format drive せ 2 2 


Sure(y/n)? y 

Format drive 半 2 に 対し て は , 物理 フォ ー マ ッ ト を する 8 イン 
チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 
Sure (y/n) ? に 対し て は , も う 一 度 そ の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 物 
理 フ ォ ー マ ッ ト し て も よい か 人 確かめ た 上 で , 小文字 の y を 入力 し て < 
だ さい 。y 以外 の 文字 も 入力 する と , も う 一 度 ⑮⑤) を 操り 返し ます 。 

ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ 番号 を 指示 し た 時 
は , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


SOrTy, Cant format. 


You can format a disk for PC-8031 by formatN80/backupN80. 


人 科 っ て , 「formatN80 か , backupN80 で 物理 フォ ー マ ッ ト し て < 
だ さい 。」 と いう わけ で す 。 
6) 學 の メッ セー ジ が 表示 され , トラ ッ ク ご と に , ピリ オド を 表示 し な 
が ら , 物理 フォ ー マ ッ ト を し て いき ます 。 
Formatting a disk 2 


(7) 物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と チェ ッ ク を し ます 。 この 途中 で 
Disk 1/O error が 出 た と き は 。 その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , 物理 フォ 
ー マ ッ ト で き な い と いう と と で 。 残念 な が ら 。 捨て る し か あり ませ 
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ん 。 Complete. と いう メッ セー ジ が 出れ ば 。 物理 フォ ー マ ッ ト は 終 
わり で す 。 
Checkinq the formatted disk 


Complete. 


8.9.3 backupN80( フ ロッ ピ ィ ディ スク の 
フォ ー マ ッ ティ ング と バッ クア ッ プ ) 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( こ に セーブ され だ た ファ イル は 壊れ る こと が あり ます 。 
例え ば , まち が っ て 必要 な ファ イル を KILL で 消し て し まっ た り , 
DSKO$ で ファ イル の 内 容 を 壊し た り , また , ノイ ズ な ど ハ ー ド ウェ ア 
の トラ ブル な ど で 壊 れる 可能 性 も あり ます 。 

そこ で , 重要 な 情報 が 記録 され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , 定期 的 に 
復 写 を 作っ て お いて , も し ファ イル が 壊れ て も , その 複写 ファ イル を 用 い 
て , その 被害 を 最小 限 に する と と か 必要 で す 。 と の よう な 複写 ファ イル を 
作る と と を バッ クア ッ プ ファ イル を 作る 」 と 言い ます 。 順 を 追っ て ' バ 
ッ ク ア ッ プ ファ イル の 作り 万 」 を 説明 し ます 。 


〇 バッ クア ッ プ ファ イル の 作り 万 


ンス テム ディ スク (に は , "backupN80" と いう バッ クア ッ プ ファ イル 
作成 プロ グラ ム が 入っ て いま す 。 と の プロ グラ ム で は ,。 8 イン チ 標 準 フロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク に 。 ミニ フロ ッ ピ ィ デ 
ィ ズ スク は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( に に バックアップ し ます 。 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ 
ディ スク の バッ クア ッ プ ファ イル を 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク に 作 
っ だ り , ある い は その 逆 を 行う こと は で きま せん 。 


(1) まず 。 NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ 。 バッ クア ッ プ ファ イ 
ル 作 成 プ ログ ラム を ロー ド し ます 。 
Iload “ドラ イブ 番号 憲 backupN80” RETURN 
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(2) と この プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
If・5| また は run 
(3 する と 画面 に 炊 の メッ セー ジ が 現われ ます 。 


Mount master disk on drive。 
Master drive 芋 2 


2 パック ア デア ッ プラ ァイル を 作り た だ た い フ ロッ ピ ィ イデ ィ ャ スク (マス タダ ーッ 
ァイル ) を ドラ イブ (に セッ ト し , その ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 入力 
し ます 。 ド ライ ブ 番号 1 の ドラ イブ に セッ ト し た 場合 は , 

1 
らし ます 。 
(4) 次 に 新しい フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク (バッ クア ッ プ ファ イル ) を ドラ イ 
ブ プ に セッ ト す る よう に 指示 し て きま す 。 


Mount new disk on drive. 
New drive 芋 2 


そこ で , 新 し い フ ロッ ピ ィ ディ スク (まだ は, すべ て の デー タ を 消し て も 
か まわ な い フ ロッ ピ ィ ディ スク ) を セッ ト し , その ドラ イブ に 割り 当て ら 
れ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 ド ライ ブ 2 の 場合 で す と , 
2 
と 入力 し ます 。 と の と き マ スタ ー フ ァイル と バッ クア ッ プ ファ イル を や 
作る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 が 合わ な い 場 合 は , 
Cant backup. 
と 表示 され ます 。 と の と き は マス ター ファ イル と パッ クア デップ ファ イ 
ル の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 が 異な っ て いる か , ドラ イブ 番号 の 入 
力 が まち が っ て いま す 。 そ と で 再び 2⑫② 上 へ も どり ます 。 
(5) ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を 行う 場合 は , 炊 の メッ セ 
ー ジ が 表示 され ます 。 
Do you need physical formatting(y/n) ? 
す で ( 物 理 フ ォ ー マ ッ ト が 行わ れ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を バッ 
クア ッ プ ファ イル を 作る ドラ イブ に セッ ト し た 場 谷 は 
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n 
を 入力 し ます 。 する と (6⑥ へ 進み ます 。 
親しい ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 
加 。 
y IRETURN 
を 入力 し ます 。 すると, 


Physical formatting a disk on driveX 
Sure(y/n) ? 


と 表示 し て , 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 確認 
し て きま す 。 も し , まち が っ て いれ ば , 

n RETURNI 
と 入力 し ます 。 す る と も う 一 度 (3) か ら や り 直 し ます 。 正 し けれ ば , 


y IRETURN| 
と 入力 し ます 。 する と 


Physical formatting a disk on drive X, 
と 表示 し て , 物理 フォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 
(6) マス ター ファ イル の 入っ て いる ドラ イブ と バッ クア ッ プ ファ イル を 
作る ドラ イブ の アク セス 表示 用 LED が 順に 点灯 する と 同時 に , 画 
面 に コピ ー し て いる トラ ッ ク 番 号 が 表示 され ます 。 


CoDyinqg track XX 
("XX” は と びと び の 値 の こと と も あり ます 。) 


(⑦) 無 事 に 終了 すれ ば 


Complete. 


と 表示 され ます 。 
(8) マス ター ファ イル が シス テム ディ スク の 場合 は 。 バ パ バックアップ ファ 


イル の フラ フロッピ ィ デ ィ ス ク も シス テム ディ スク に な り ま すす 。 


8.9.4 setinfN80(ID セ クタ の 書き 換え ) 
「 8.7.6 ID」 で 説明 し た よう に , ID セク タ を 書き 換え る と と に よ 
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り , NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ る と 同時 に , ファ イル 数 を セッ 
ト し, 仕 意 の プロ グラ ム を 自動 的 に 実行 で きま す 。 と の た め に , シス テム 
ディ スク (に は 「 ID セク タ 書 き 込 み プ ログ ラム (setinfN80 ) 」 が 準備 
され て いま す 。 以下 , 順 を 追っ て こと の プロ グラ ム の 使い 方 を 説明 し ます 。 
(1) まず すず, setinfN8O0 あ を あ ロード し ます 。 
load “< ド ライ ブ 番 号 > setinfN80? 
2) ブログ ラム を 実行 させ ます 。 
f・5] ある い は run 
(3) How many files (0 一 15) ? 
と た だ たずね て くる の で , 同時 に オー プン し た い フ ァイル 数 を 入力 し ま 
す 。 例え ば 。 3 つ オ ー プ ン さ せ た だい 場合 で す と , 
3 
こ 入 力 し ます 。 
この と き , -1 を 入力 する と , ID の ファ イル 数 に は 255( 
FFH ) が セッ ト さ れ ま すか ら , フ ァイル 数 は セッ ト さ れず , スタ ー ト 
する た びに ファ イル 数 を 民 ね る よう に な り ま す 。 
4) 挫 に 
Text for init2 
と 表示 され ます か ら , NsoDISK-BASIC の スタ ー ト と 同時 に 実行 
し た い BASIC の テキ スト (コマ ンド や ステ ー ト メン ト ) を 入力 し 
ます 。 例え ば , “testN80" と いう プロ グラ ム を スタ ー ト させ だ た だい 場 
合 で す と , 
run “testN80? 
と 入力 し ます 。 
も し, て と と で 入力 し た BASIC の テキ スト が 長 す ぎ た 場 合 は , 
Text can have a maximum of 253 characters 
と 表示 し て ブザー を 唱 ら し 。 も う 一 度 。 BASIC の テキ スト の 入力 を 
行う よう に 指示 し て きま す 。 
(5) 炊 に , 今 入 力 し た ファ イル 数 と BASIC の テキ スト を 表示 し ます 。 
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今 の 場合 で す と , 


せ of files to allocate is 3 
Text for Init IS : 
run test.N80? 


こと 表 示し , 続け て 
Mount a system disk on drive 1. 
Type RETURN if ready. 


と 表示 し て きま すか ら , 自動 スタ ー ト させ た だ たい シス テム ディ スク を ド 
ライ ブ 番 号 1 の ドラ イブ に セッ ト し , RETURN| を 入力 し ます 。 


(6) する と , 
All done. 
と 表示 され , ID セク タ ( に BASIC テキ スト を 書き 込み , 実行 を 終 
了 し ます 。 


と これ で , この シス テム ディ スク を 使用 し て NsoDISK-BASIC を 
スタ ー ト させ る と , スタ ー ト と 同時 に 自動 的 に ., プロ グラ ム 
*testN80” を 実行 し ます 。( も ちろ ん , と の シス テム ディ スク (は , 
プロ グラ ム “testN80" が ある と し ます 。) 
注意) (3) で , 一 1 を 入力 し た 場合 は , (5) で 

せ of files is asked when starting up 


こ 表 示し ます 。 


8.9.5 xfilesN80 
(フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク 間 の ファ イル 転送 ) 


'8.9.3」 で 説明 し た “backupN80” を 使用 する 場合 は 。 バッ クア ッ 
プ フ ァ イ ル は 同じ 種類 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に し か 作成 で きま せん で し 
es ede Os ao 本 チリ の 村 O タ クルル MO クア ョ ンク 
を 行う プロ グラ ム に つい て 説明 し ます 。 
ファ イル 転送 プロ グラ ム ( xfilesN80 ) の 使い 方 
この ブロ グラ ム は , 戸 面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , 両面 倍 密度 ミ 
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ニニ フロッピ ィ デ ィ ス ク お よび 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 間 で どの 
万 向 に で も , 全 フ ァイル を コピ ー し ます 。 
1) シス テム ディ スク か ら フ ァイル 転送 を プロ グラ ム を ロード し ます 。 
load “ ぐ ド ライ ブ 番 号 ニ xfilesN80 
(2) プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 
If・5] また は run 
(3) 炊 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Transfer files 
From drive せ 2 


(4) マス ター ファ イル が 入っ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 ド ライ 
ブ 番 号 が 2 の 場合 で す と , 
2 
と 入力 し ます 。 
(5) する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
To drive 芋 ? 

(6) バッ クア ッ プ ファ イル を 作り た い フ ロッ ピ ィ ディ スク を ドラ イブ に 
セッ ト し ます 。 と の と き , と の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 は , マス タ 
ー フ ァイル の 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と な っ て いて も か まい 
ませ ん が 。 ミニ フ ロッ ピ ィ ディ スク を 使用 する 場合 は 。 すでに フォ ー 
マッ ティ ング (シス テム フォ ー マ ッ ティ ング ) され て いな けれ ば な り 
Ra 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が セッ ト で きた だ たら, その ドラ イブ 番号 を 入力 し 
ます 。 ド ライ ブ 番 号 が 3 の 場合 で す と , 
3 
(22 9 
(7) 炊 に 
Sure (y/n) ? 
と 確認 し て きま す 。 も し , 今 ま で 指定 し た ドラ イブ 番号 が まち が っ て 
いれ ば n [RETURN| と 入力 し て , (3) か ら や り 直 し ます 。 ドラ イブ 
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番号 が 正しけれ ば , 

y RETURN 
し ます 。 す る ょ 。 

Copying file XXXX 2 一 3 
と 表示 し て 。 ドラ イブ 番号 2 の ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク 上 の 全 フ ァイル を ドラ イブ 番号 3 の ドラ イブ に 信 っ て いる フロ ッ 
ピ ィ ディ スク へ 転送 し ます 。 転送 が 無事 に 終了 する と, 

Complete. 
と 表示 され ます 。 

と の プロ グラ ム は , ファ イル を 転送 する だ け で すか ら , 同じ 名 前 の ファ 
イィ ル が な いか ぎり 。 バ パ バックアップ ファ イル を 作る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク (C 前 
か ら 入 っ て いた ファ イル を 消す こと は あり ませ ん 。 

また ,。 DISK code は 転送 で きま せん 。 

も し , バッ クア ッ プ ファ イル を 作る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 未 合 
用 の クラ スタ 数 より , マス ター ファ イル の 入っ て いる クラ スタ 
数 の 方 が 大 きい 場合 は , 途中 で 
Disk full 
と いう エラ フラー メッ セー ジ が 表示 され ます 。 と の ブロ グラ ム を 実 
行 す る 前 に , 転送 で きる か 人 確認 する よう に し て くだ さい 。 


8.9.6 sysgenN80(DISK code の コピ ー) 

「 8.9.3」 で 説明 し た "backupN80" と いう プロ グラ ム を 使う と , フ 
ロッ ピ ィ ディ スク に 入っ て いる 内 容 を すべ て コピ ー し ます 。 し か し , 何ら 
か の 理由 で DISK code だ け コ ピー し た い 場 合 に は ,。 シス テム ディ スク に 
入っ て いる “sysgenN80”" と いう プロ グラ ム を 使い ます 。 

(1) NsoDISK-BASIC を スタ ー ト させ ,。 DISK code の コピ ーブログ 

ラム を ロード し ます 。 

load “< ドラ イブ 番号 >sysgenN80" 
(2) プロ グラ ム を 実行 させ ます 。 
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f・5] また は run IRETURN 

(3) の メ ッ セ ー ジ が 由 | 箇 | (に 表示 され ます 。 
Copy System 
Copy from drive 2? 


(4) コピ ー す る も と の DISK code の 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 
セッ ト さ れ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 ド ライ ブ 番 号 が 1 の 場 
台 で す と, 

1 
NZ し ます 9 』 
(5) する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
to drive 芋 

(6) DISK code の 書き 込み を 行い た い フ ロッ ピ ィ ディ スク を ドラ イブ 
に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 た だ し , と の と き ミ ニ 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク へ ヘコ ピー する 場合 は , あら か じ め シ ステ ム ・ フ ォ 
ー マ ッ ティ ング され て な けれ ば な り ま せん 。 

ドラ イブ 番号 が 2 の ドラ イブ に セッ ト し た 場合 は , 
2 
加 2N Cd 。 
(7) 學 (C, 
Hit RETURN if you are O.K. 
と 表示 され ます か ら 。 セッ ト し だ た フロッピ ィ デ ィ ス ク が まち が っ て い 
な いか 。 また , 指定 し た ドラ イブ 番号 が まち が っ て いな いか 確認 を し 
CC っ し 2174 し US 。 
を 入力 し ます 。 も し , まち が っ て いれ ば 。 [STOP| キ ー を 入力 し て プ 
ログ ラム を 目 め , も う 一 度 , (2) か ら ス ター ト し ます 。 
(8) wOorkind 
と 表示 され , DISK code が コピ ー さ れ ま す 。 コ ピー が 終了 する と . 


Complete. 
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と 表示 され ます 。 
と この プロ グラ ム は 。 DISK codee た け を コピ ー す る プ 吾 グラ ム です の 
で ,。 他 の プロ グラ ム は コピ ー さ れ ま せん 。 また , DISK-BASIC(N-BASIC 
の ディ スク モー ド ) の DISK code を コピ ー す る と と も で きま せん 。 
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第 9 草 
ター ミナ ルモード ト 


これ まで , MKL を 単独 の シス テム だ け で 使う 方 法 に つい て 説明 し て き 
まし た が , と の 章 で は , MKII を ター ミナ ル と し て , 使う 方 法 を 説明 し ま 
す 。 MKI を ター ミナ ル と し て 使う と と に よっ て , 遠く 離れ た コン ピュ 
ー タ と の や り と り ,。 別 の MK i 員 や 他 の パソ コン と の ネッ トワ ー ク , 電話 線 
を 通し て 各種 の コン ピュ ー タ サー ビス を うけ だり , な と 幅広 い 応 用 が で 
きま す 。 


9.1 RS-232C と イン タフ ェ ー ス 


MKII は . ター ミナ ル 用 の イン タフ ェ ー ス と し て , RS-232C 規 格 の イン 
タフ ェ ー ス を 持っ て いま す 。 RS-232C 規格 は EIA (Electronic 
Industries Association ) で 規定 され た 。 シリ アル デー タ の イン タフ ェ ー ス 
規格 で 。 日 本 で る JIS C6361-71 と し て 制定 され て いま す 。 RS-232C 規 格 
は ター ミナ ル 用 の イン タフ ェ ー ス の 他 に , いろ いろ な りり 機器 の イン タフ 
ェ ー ス と し て 採用 され て いま す 。 

参 照 ) タ ー ミ ナル 以外 に RS-232C イン タフ ェ ー ス を 使う 方 法 は 13 章 
入出 力 イ ンタ フェ ー ス で 説明 し ます 。 


9 2 ター ミナ ルモード の 基本 動作 


ター ミナ ルモード に お ける MKII の 基本 的 な 動作 は , 次 の 2 つ で す 。 
1. RS-232C チャ ネル か ら 入 力 し た 文字 を や, ディ スプ レイ 画面 (に 表 
示す る 。 





2. キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 を RS-232C チャ ネル KEK 出力 する 。 
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RS-232C チ ャ ネル 


誠 9.1 RS-232C ナ チャ ネル 


CB0Ct と ) PC-8001 は RS232C コネ クタ を 木 体 に 備え て いま せん で し 
だ た 。 し た が っ て ター ミナ ル と し て 使う 2 た め に は , RS-232 し ケ 
ー ブ ル ユニ ッ ト PC-8062 が 必要 で し た 。 MKII は 本 体 に 
RSs2920。 コネ クタ が つい て いま すず 。 
ター ミナ ルモード に 必要 な ハー ドウ ェ ア に 関し て は , 図 9.2 
の よう な 関係 が 成り 立ち ます 。 








_ PC-8001  + PC.g062 


MKIE 


ん 27777707 007777777 
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. う 。 BASIC モー ド と ター ミナ ルモード の 
切り 換え 方 法 


ター ミナ ルモード へ は ,。 どの BASIC モー ド か ら で も る 同じ よう に 切り 
換え る と こと が で きま す 。 BASIC か ら タ ー ミ ナル モー ド に 入る に は 


ヴー ノ 


TERM コマ ンド を 使い ます 。 ター ミナ ルモード か ら BASIC に 戻る に は , 
IGRPH| キー を 押し な が ら [B] を 入力 し ます 。 ター ミナ ルモード に 入っ て 
も BASIC の プロ グラ フラム は こわ れ ま せん 。 


PC-8001 で は , ター ミナ ルモード か ら BASIC に 戻る に は [CTRU 
キー を 押し な が ら [B| を 入力 し ます 


U U 


TERM ・ 




















0 
] 
/ | 1 


し ナー 


す 


0 : オート L/F し な い 
1 : オー ト L/F す る 


4 つの パラ メー ター は , すべ て 指定 し な く て は な り ま せん 。 そ れ ぞ れ の 
パラ メー ター の 意味 を 以下 に 示し ます 。 
1) デー タ の ビッ ト 長 
8 ビッ トモ ー ド と は , 最 上 位 ビ ピット で 英 数 字 と カナ を 切り か える モー ド で す 。7 
ビッ トモ ー ド と は , SO( シ フト アウ ト ) コ ー ド が くる と それ 以後 の ゲー タ を カナ と み 
な し ,SI( シ フト イン ) コ ー ド が くる と それ 以後 の デー タ を 英 数 字 と みな す モ ー ド で す 。 
(2) パリ ティ チェ ッ ク の 指定 
パリ ティ チェ ッ ク な し で は , パリ ティ ビッ ト を つけ ませ ん 。 パ リティ チェ ッ ク を 行う 
協 台 (に は , 奇数 パリ ティ か 偶数 パリ ティ の どちら か を 指定 し ます 。 
(3) ボー レー ト の 指定 
ボー レー ト (伝送 速度 ) は , MKII の 後部 の ジャ ン パ スイ ッ チ と . 
と の パラ メー ター と の 組み 合わ せ で 指定 し ます 。 
ボー レー ト フ ァ ク タ 16 を 指定 し た 場合 は 。 ジャ ン パ スイ ッ チ で セ 


りー3) 


ッ ト さ れ だ ボーレート の 値 が 選ば れ ま す 。 ボ ー レ ー ト ファ クタ 64 を 
定 し た 場合 は , ジャ ン パ スイ ッ チ で セッ ト さ れ て いる ボー レー ト の 
1/4 の 速度 に な り ま す 。 
出荷 時 に は ジャ ン パ スイ ッ チ は 3 に セッ ト さ れ て いま すか ら ,。 ホス 
トコ ンピュータ の 仕様 に 合わ せ て 設定 し て くだ さい 。 
(注意 ) ボー レー ト を 600bps 以上 に セット し た 場合 は , MKII の 
画面 表 が が 間に合わ な く な る こと が ある の で 注意 し て くだ さい 、。 


MK の ジャ ン パ スイ ッ チ は , PC-8801 と 逆 に 並ん で いま す 。 


ジャ ン バ パス イッ チ ナチ 0 ペレ ーー ボ 
(bit per second ) 


ポー レー ト ボー レー ト 


の 2 プ ァ クタ 
16 の と き 64 の と き 





7 の En 
150 テー 
300 7O 
600 150 

1200 300 
2400 600 
4800 1200 
9600 2400 


IO。、 9 シャ ング ベイ ッッ の ポー レル レ 一 トド 


(4) オー ト LU/F の 有無 
オート L/F( ラ イン フィ ー ド ) を する よう に 指定 する と , CR コー ド 
を 受信 し た と き に , 改行 も 自動 的 に 行い ます 。 
(Sample ) 7 bit モ ー ド , 偶数 パリ ティ , ボー レー ト フ ァ ク タ 16, オー ト 
L/F を する よう に 設定 する 。 
term 」, 2, 1, 1 


9.4 ター ミナ ルモード で の ファ ンク ショ ン キ ー の 使い 方 


ター ミナ ルモード に 入る と , [f・@] 一 【f 10|([SHIFTT・1)-[f・5]) は 
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別 の 意味 を 持ち ます ( 表 9.1 ) 。 

(注意) [SHIFT] キ ー を 押し て も ファ ンク ショ ン キ ー の 画面 表示 は [f・1 
<[f・5] と 変わ らち なくなり ま す 。[f・6]-[f 1 を 押し た 坦 
特別 の 機能 を 持つ よう に な り ま す 。 


表 9. 1 ター ミナ ルモード で の ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 


グー ニョ ナリ ルッ ド に 
和信 っ だ た とき の 設定 


コン ト 1 ロワ 


を 表示 し な 


ギー 重 ( オ ルー 二 重 ( オ 





J.D グー ミナ ルモード の 使用 上 の 注意 


電電 公社 の TSS サー ビス や その 他 の オン ライ ン サ ービス な ど で 。 使用 
する と き に (注意 し て いた だ きた いと と を あげ ます 。 


1. 7 ビッ トモ ー ド で SO コー ド を 受信 し て カナ モー ド に 入っ た と き 。, 
MK 呈 か ら , コン トロ ー ル コー ド を 送信 する とこ と は で きま せん 。 
2 . | 族 キ ー を ロッ ク し た 状態 で ,。 MK II か ら ,。 コン トロ ー ル コー ド を 
送信 する と こと は で きま せん 。 コン トロ ー ル コー ド を 送信 する と き は 

| キー の ロッ ク を 解除 し て か ら 行 っ て くだ さい 。 
3. 7 ビッ トモ ー ド で は , SO コー ド を 受信 する と , SI コー ド が 送ら 
れ て くる まで は , ずっ と カナ モー ド ( に な っ て いま す 。 

ホス ト に よっ て は カナ コー ド に すべ て SO コー ド を つけ , SI コー 


ヴー) 


ド を 送信 し な いも の が あり ます か ら , と の 場合 は , 英 数 字 モ ー ド に 戻 
れれ な く な っ て し まい ます 。 


と の 章 で は , MKII で 直接 機械 語 を 扱う 場合 に 使用 する , モニ タ の 説 
明 を し ます 。 BASIC だ け を 使っ て いる ユー ザ に は , と の 草 を 読む 必要 
は あり ませ ん 。 機械 語 の プロ グラ ム の 作り 方 は Nso-BASIC リフ ァ レ ンズ 


マニ ュ ア ル を ご らん くだ さい 。 
BASIC モ ー ド か ら モ ニタ に 入る に は MON コ マン ド を 使い ます 。 


10.1 モニ タ の コマ ント 


モニ タ は 表 10 . 1 に 示す 8 本 類 の コマ ンド を 持っ て いま す 。 
表 10 1 モニ タ の コマ ンド 一 覧 表 


意 味 


Dump memory 2 の 内 容 を ディ スプ レイ に 
表示 し ます 。 


Set mermory 


叶 較 
Vrite tape 





「 み カセ ッ ト テ ー プ の 内 容 と メモ リ の 
V Verify tape 内 容 を 比較 し ます .。 


1 ニー 大 グミ 
Load tape ct すま や AL 






Test memory メモ リ の テス ト を 行ない ます 。 


CTRL| 士 B| Back to BASIC BASIC モ ー ド に 戻り ます 。 


*※ この 草 で 使う モニ タ 」 と いう 用 語 は , 直接 機械 語 を 扱う シス テム プロ グラ ム 
の 名 秋 で す 。 
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10.2 モニ タ の コマ ンド の 入力 の し か た 


モニ タ で は , コマ ンド の 入力 の し か た が BASIC と は 異な り ま す 。 
BAS1IC と 異な る 点 を 列挙 し ます 。 

1. 大 文字 , 小文字 の 区 別 が な く , 小文字 は 大 文字 に 変換 され て 表示 さ 
4 まず 。 

2 パグ クリ ラーン ディ ウツ ト が で きま 選ん 。 

9 キー で コマ ンド を 修正 する こと は で きま せん 。 コ マン ド の 入 
力 を 誤っ た 場合 は , [STOP] キー を 押し て 取り 消し ます 。 

4 . 数 値 は , すべ て 16 進数 で 表現 し ます 。 BASIC の よう KC “&H" 
を つけ て 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 

5 . アド レス (OH<-FFFFH) を 入力 し た 場合 , 下位 の 4 行 が 有効 に な 
り ま す 。 

6 . メモ リ の 内 容 (OH-FFH) を 入力 し た 場合 , 下位 の 2 桁 が 有効 に 
生ま ょ 。 

7 . 入力 可能 な キー が 限定 され て お り , 誤っ て キー イン する と , エラ ー 
に だま すず す 。 キ ラー ナッ 下 が 村 "7 です 。 


10.3 ユー ザ エ リア 


モニ タ で 機械 語 の プロ グラ ム を 作る 場合 は , ユー ザ エ リア の 中 に 書き 込 
まな けれ ば な り ま せん 。 そ れ 以 外 の エリ ア ( 図 10.1 で アミ を か け て ある 部 分 ) 
は , BASIC が 使っ て いま すか ら , ユー ザ が 使っ て は いけ ませ ん 。 こ こ に 機械 語 の 
プロ グラ ム を 書き 込む と BASIC モ ー ド に 戻っ た とき, 動作 が 保障 され ませ ん 。 

ュー ザ エ リア を BASIC の プロ グラ ム に だ け 使 う 場合 は 。 ユー ザ エ リ 
アァ を 考え る 必要 は 全く あり ませ ん 。 BASIC で プロ グラ ム を 作る と , 図 
10 . 1 に XXXX で 示し た アド レス が ,。 上位 に 上 が っ て いき ます 。 

機械 語 で プロ グラ ム を 作る 場合 は , 何 番地 か ら , 何 番地 まで を 使う か を 
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意識 し な けれ ば な り ま せん 。 図 10 . 1 の XXXX は 。 BASIC の プロ グラ 
ム と 機械 語 の 境界 を あら わし ます 。 機械 語 を 使う 場合 は , XXXX 番地 か 
ら 機械 語 を 書き 込む と いう と と を , CLEAR コマ ンド で ., 宣言 し な けれ ば 
な り ま せん 。 
CLEAR 300, &HXXXX 一 1 

ュ ユーザ エリ ア の 上 限 ア ドレ ス を 図 10 . 1 に YYYY で 表わし まし た 。 
ROM-BASIC モー ド で は , YYYY は EA00H (N-BASIC) また は 
E600H (Nso -BASIC) に 固定 され て いま す 。 DISK-BASIC モー ド で は , 
YYYY は 可変 で す 。 YYYY の 値 は , EFS4H 番地 (下位 ) と EF55H 番 
地 (上 位 ) に 書か の れ て いま す 。 


DISK-BASIC 






に ET ・ = 1 
Ds Hi rr 0 円 

morr で EE rm en FE HH 

he PT 

RT Te 






( Nsn-BASIC) 


BASIC の プロ グラ ム 
ンク 


凶 10.1 ユー ザ エ リア (アミ の か か っ て いな ゆい 部 分 ) 


AXXX 


6020H 
8000H 


6020H 
8000H 





BASIC の プロ グラ ム 
RS mi 


。 - 置 り 込み ベク トル エリ ア 


10.4 各 コ マン ド の 説明 


1. D(Dump Memory ) メモ リ 内 容 の 表示 


D < スタ ー ト アド レス >, < エン ドア ドレ ス 〉 
* DC000, CO0F [RETURN) 


CO00 00 01 02 03 04 05 06 07 
し 008 08 09 0A 0B 0O0C 0D OE OF 


で は , CO0OH 番地 か ら , COOFH 番地 まで の メモ リ の 
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内 容 を 表示 させ て いま す 。< ス ター ト ア ドレ ス 〉>。 < エン ドア ドレ ス > 
は , 5 桁 以 上 入力 し た と き は , 下位 の 4 桁 が 有効 に な り ま す 。 
*DCO00 


CO00 00 01 02 03 04 05 06 07 


CO08 08 09 0OA OB 0OC OD OE OF 
※ 


(Sample 2) で は < エン ドア ドレ ス > が 省略 され て いま す が , 結果 は 
(Sample 1) と 同じ に な り ま す 。 この よう (に < エン ドア ドレ ス >〉 を 省略 
する と , スタ ー ト アド レス か ら 16 バイ ト だ け 表 示さ れ ま す 。 

デー タ 表 示 の 途中 で , スク ロー ル を 停止 する 場合 は , [ESC|] キ ー を 
入力 し ます 。 ス クロ ー ル の 停止 を 解除 する 場合 は , も う 一 度 [ESC |] キ 
rr しんわ ます 。 

デー タ 表 示 の 途中 で , 表示 を 中 止 し .。 モニ タ の コマ ンド 入力 状態 
に 戻し た いと きけ は , を rv ま 大 力 し まず すず 。 


2. S( Set Memory ) メモ リ 内 容 の 変更 
S < 変更 の スタ ー ト アド レス : 

S コマンド を 入力 する と, 現在 の メモ リ の 内 容 を 表示 し て , 新しく 
セッ ト す る メモ リ 内 容 の 入力 待ち 状態 に な り ま す 。 と の 状態 で は , 次 
の よう な キー 入力 を する と と が で きま す 。 

1) 変更 デー タ 
2 桁 の 16 進数 (00-FF) 
2②) [CTRLI+ [HI また は [ 庫 ] 
1 つ 前 の アド レス (こも どり ます 。 
(3) スペ ー ス 
現在 の メモ リ 内 容 を 変更 する 必要 の な いと き は , スペ ー ス を 入力 
する と , 次 の アド レス (< 進み ます 。 
(4) IRETURN| ま た は [STOP」 
S コ マン ド を 終了 させ ます 。 
と れ 以 外 の キー を 入力 する と 。 エ ラー と な り , 8 コマ ンド か ら め ぬけ 


10ー44 


出し て , モニ タ の コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻っ て し まい ます 。 
IRETURN| で S コ マン ド を 終了 し た と き , また は , エラ ー で S コ マ 
ンド か ら , ぬけ 出し た 場合 は , SIRETURN| と 入力 する だ け で , < 変 
更 の スタ ー ト アド レス > を 省略 し て も ) 中 断 し た アド レス か ら , 娘 理 
を 続け る こと が で きま す 。 
S コ マン ド を 使っ て , 簡単 な プロ グラ ム を 作る 例 で す 。 同 
じ よ うに キー 入力 し て みて くだ さい 。 欧 項 で 説明 する G コ 
0 RC 先 人 条 す る と こと が で きす 。 


XX で 示し て いる の は , 現在 の メモ リ 内 容 で す 。 


*SEO00 


EOO0O 
EO004 
EO08 
EO0C 
EO10 
EO14 
EO18 


の プロ グラ ム を 使う (に ( 


で す 。 


よ , 


人 メー グ 1 
人 メー 上 ED 
人 メー5C 
人 メー6/ 
メー/5 
人 人 ーー69 
メーク グ 1 


XX 一 09 
XX 一 52 
XX 一 43 
XX 一 72 
XX 一 6C 
XX 一 6F 
XXー00 


XX 一 E0 
XXーC3 
XX 一 6F 
XX 一 61 
XX 一 61 
XX 一 6E 


XX 一 CD 
XX 一 66 
XX 一 6E 
XX 一 74 
XXー74 
XX 一 73 


XXー (RETURN 
で メモ リ に セッ ト し た 値 は , ひと つ ひ と つが MKTI に 使 


われ て いる マイ クロ プロ セッ サ APD780 の 命令 な の で す 。 機械 語 


uPD780 の 命令 を 理解 する こと が 必要 


COM-82 ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル (Bit-INN で 販売 し て 


お り ま す 。) 


3.G( Go ) 機 械 語 プ ログ ラム の 実行 


G < 開始 アド レス > 


*GE000 

Sample ④) で は , EO00H 番地 か ら , 機械 語 プ ログ ラム を 実行 させ て 
いま す 。 EO000H 番地 以降 に ,. で た ら め が 入っ て いる と , 
で だ た だ たら め の と お り に 動き , どう し よう も る も なくなり ます 。 そ ん な と き は , 
3 . 7 分 に 説明 し た よう (に ウォ ー ム スタ ー ト を 行っ て くだ さい 。 ウ ォ ー 


10 一 5 


MK は , 


ム ス タ ー ト で き な い 場合 は 。 コー ルド スタ ー ト し て くだ さい 。 
4. W( Write Tape ) メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ に セー プ ブ 
W < スタ ー ト アド レス >〉 , < エン ドア ドレ ス >: 
*WE000, E019 
(Sample 5) で は , EOOOH 番地 か ら , EO19H 番地 まで の メモ リ の 内 
容 あ を カセット テー プ に セー ブ し て いま す 。< ス ター ト ア ドレ ス >〉,< エ 
ンド アド レス > は , 5 桁 以 上 入力 し た と き は , それ ぞ れ トト 位 の 4 桁 
が 有効 に な り ま す 。 [RETURN| キ ー を 押す 前 (に,、 テー プレ コー ダ に , 
カセ ッ ト テ ー プ を セッ ト し , [RECI| ボタ ン と [PLAY| ボ タン を 押し て 用 
意 し て お か な く て は な り ま せん 。 カ セッ ト テ ー プ に デー タ を 書き 込ん 
で いる 間 は , カー ソル が , その 行 の 左端 で 点 大 し て いま す が , 終了 す 
ろ る と 。 ネネ を 表示 し て , モ ニタ の コマ ンド 入力 待ち の 状態 に 戻り ます 。 
5 . LV( Verify Tape ) カ セッ ト テ ー プ の 内 容 と メモ リ の 内 容 の 比較 
午 LV 
LV コマ ンド は 。W コ マン ド で セー ブ し た あと (て C。 正しく セー ブ き 
れ て いる か どう か を 確認 する た め の コ マン ド で す 。 LV コマ ンド を 
入力 する 前 に , デー タ の セー ブ さ れ て いる 部 分 まで , カセ ッ ト テ ー 
プ を 巻き 戻し , [PLAYI ボ タン を 押し て 用 意 し て お か な けれ ば な り 
素 /。 
カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を 読ん で いる 間 は , カー ソル が る その 行 の 
左端 で 点 滅 し て いま す が , 終了 する と * を 表示 し て , モニ タ の コマ ン 
ド 入 力 待 ちの 状態 に な り ま す 。 
テー プリ ー ド エラ ー も し く は , デー タ 比 較 エ ラー の と き は ? を 表示 
し て , コマ ンド 入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 
6. L (Load Tape ) カセ ッ ト テ ー プ の 内 容 を メモ リ に ロー ド 
(書式 )L 
トコ マン NN WW マン ド て の セッ トチ テン ーー ン に セー し だ デー グ ろ る 
ロー ド す る た だ た め の コ マン ド で す 。 
カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を 読ん で いる 間 は , カー ソル が その 行 の 


10 一 6 


左端 で 点滅 し て いま す が , 終了 する と * を 表示 し て , モー ニタ の コマ ン 
ド 入力 待ち の 状態 に 戻り ます 。 

テー プリ ー ド エラ ー の と き は 。 ? を 表示 し て て, モニタ の コマ ンド 入 
力 待ち の 状態 に な り ま す 。 

7. TM( Test Memory ) RAM の テス ト 
TM 

TM コ マン ド は MKI の 32K バイ ト の RAM が 正常 で ある か の テス 
ト を 行う た め の コ マン ド で す 。TM コ マン ド を 実行 する と RAM に 書 
ミ 込 まれ て いた プロ グラ ム や , デ ー タ は と われ て し まい ます か ら 注 意 
し て くだ さい 。 

TM コマ ンド の 実行 に は , 約 3 分 30 秒 か か り ま す 。 実行 中 に 画面 
に 文字 等 が 出力 され ます が 別に 不良 で は あり ませ ん 。 

RAM が 正常 の 場合 は , 起動 時 と 同じ 状態 に な り ま す 。 

RAM (に 異常 の あっ た 場合 は , ブザー が 喝 り っ ぱな し に な っ て , 処 
理 が 停止 し ます 。 と の と き に は , リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て , も う 一 
婦 MON コマ ンド で モニ タ を 動か し て RAM の どこ に 異常 が あっ た 
か を 調べ て くだ さい 。 不良 の アド レス と その 内 容 は , 次 の よう に, 記 
昧 され て いま す 。 

・ 不 良 の メモ リア ドレ ス FF39H 番地 (アド レス の ト 位 ) 
の 格納 アド レス FF3AH 番 地 ( ア ドレ ス の 上 位 ) 
・ 不 良 の メモ リ に 書い た デー タ  FF3BH 番地 
・ そ の メモ リ か ら 読 み 出 され た  FF3CH 番地 
デー タ 
メモ リ の テス ト は , FFFFH 番地 か ら 行 いま すか ら , 
TM コマ ンド を 入力 し て か ら 数 秒 で エラ ー に な っ た 場合 
は , FEF39H-FEF3CH 番 地 の 内 容 が 正常 で な い 場 合 が 考え 
られ ます 。 
その よう な 場合 は , ユー ザ が こと の 部 分 へ の 読み 書き を 行っ 
て 調べ る 必要 が あり ます 。 
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8 . へ B (Back to BASIC) BASIC に 戻る 。 


^B ([CTRL| キ ー を 押し な が ら [B] キ ー を 押し ます 。) 


へ B コマ ンド は , モニ タ か ら BASIC に 戻る と き に 使い ます 。 


10.5 機械 語 の プロ グラ ム を 使う と き の 注 意 


BASIC だ け を 使っ て プロ グラ ミン グ す る 場合 (BASIC の POKE, OUT, 
USER な ど 機 械 語 を 扱う 命令 を 使わ の の グッ 
エリ アデ ソー クエ リア な どの メモ リ の 管理 を する 必 机 は 全く あり ませ ん 。 
ユー ザ は , Out of Memory エ ラー が 出 た た とき に ,。 メモ リ が 足り な く な っ 
だ た こと を 知る ぐら いで , 通常 は は メモ リ が どの よう に 使わ れ て いる か を 

に する 必要 は な い の で す 。 一 方 , 機械 語 の プロ グフ ラミ ング を する 電 合 , 
まだ は , 市 販 の ソフ トウ ェ ア で 機械 語 が 含ま れ て いる も の を 使用 する 電 
合 は , 注意 が 必要 で す 。 機械 語 の プロ グラ ム を 使う 方 法 と し て , 次 の よ 
うな も の が あげ られ ます 。 

1) 半 ニ エグ の 3 コマ ンド ゐる 使っ て イツ ロク グラム を 作っ た り 、 上 コマ シン ド で 

プロ グラ フラ ム を ロー ド し て 。G@G コ マン ド で 実行 する 。 

② BASIC の 中 で CLEAR に よっ て 機械 語 領域 を 宜 言 し , POKE や , CMD 

BLOAD な ど で メ モリ に 書き 込み 、 USR 関 数 で 実行 する 。 

機械 語 の プロ グラ ミン グ の 経験 の ある 方 は ご 存 知 の よう に , 不 完全 な 
機械 語 の プロ グラ ム を 実行 させ た 場合 , MKI の 制御 が きか な く な っ て 
まう ( キ 一 入力 が で き な く な る ) こ と が よく あり ます 。 機械 語 の プ 
ログ アム は 。 BASIC の 傘 理 下 に あり ませ ん か ら 。 ラー が あっ だ と し 
て も , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し て コマ ンド 入力 待ち の 状態 に 戻っ て 
くる こと は な いか ら で す 。( ユ ー ザ か ら み れ ば プログ ラム の 誤り で も , 
PD780 は , 誤り と 思わ な いで , 正直 に 実行 を 続け ます )。 MKIHI の 制御 
が きか な く な っ て し まう と , 機械 語 の プロ グラ ム が どの よう に 実行 され 
て いる か は 見 当 も つき ませ ん 。 突然 コー ルド スタ ー ト が か か っ て し まう 
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こと も あれ ば , メモ リ の 内 窒 を めちゃ くち ゃ に 書き 換え て , BASIC の ワ 
ー ク エリ ア や 。 BASIC の プロ グラ ム が 書か れ て いる 部 分 、 あ る い は , 機 
械 語 プ ログ ラム 自身 を こわ し て し まう こと も 考え られ ます 。 

の 上 うな 場合 性 ウォ ー ム スク ーー ト ( で き な け ん ル ば ヨー ルド スク ー ト ) 
を か け ま す 。 ウォ ー ム スタ ー ト が で き て も , 上 記 の よう に , メモ リ が 書き か 
えら れ た 可能 性 が あり ます か ら 。 メ モリ が も と の 状態 に 戻る , と いう 保障 
は あり ませ ん 。 

し た が っ て , 機械 語 の プロ グラ フラム を 作成 する 場合 は ., メ モリ 上 の BASIC 
の プロ グラ ム な ど が , 失わ れ て も いい よう に , 必ず , セー プ し て お いて 
か ら 実 行き せる よう に し て くだ きい 。 また , 機械 語 の プロ グラ フラ ム を 使っ 
た あと , 他 の 作業 ( 別 の BASIC の プロ グラ ム を 使う と き な ど ) を 始め る 
前 に 。 リ セッ ト ボ タン を 押し て , メモ リ の イニ シャ ライ ズ を する こと を 
お 勧め し ます 。 
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で や で ミミ に て た た ミミ モエ 1 = 1 トミ に 加 = 還 本 EE 
ii = 回: に | は 上 靖 還 還 還 還 還 | EE 
EE っ Ti EE で 中 1 
PET EL IT まま tm 了 EE 1 本 ーー 本 
革 EE に Ecoac は 間 半 bk 生生 1 
= = rm EE 昌和 本 
mm = mm rr に エ 生 間 間 1 
に EE し EE ] で 
じじ EE に 1 EE すま し 王 ES Po 3 | ET 
ri rms に ェ . mem EE EE 
し LR LU THN TEE SNR ENSNRENRSRREEE 1 mi 


で すし て - 共 DUHmmH 





キー ボー ド 


図 11.1 本 体 表 面 


電源 スイ ッ チ モノ クロ ディ スフレ イ 用 コネ クタ 拡張 用 スロ ッ ト 1 
電源 コー ド カセ ッ ト 用 コネ クタ 拡張 用 スロ ッ ト 2 







プリ ンタ 用 コネ ク 
汎用 |/O0 ポ ボー トコ ネ ク タ 
ミニ アロ ツイ ディ スク 
ユニ ッ ト 用 コネ クタ 
モー ド セ レ クト 用 ディ ッ プ スイ ッ チ 
RS-232C コ ネ ク タ RS-232C ボ ー レ ー ト 切換 用 ジャ ン パ スイ ッ チ 
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1.3 機能 仕様 


1) PD780C-1(Z-80A コ ン パ チ ブ ル ), 4MHz ク ロッ ク 
(2) ROM 


N。。-BASIC 32K バイ ト ( と の うち 24K 
バイ ト は N-BASIC と 共通 ) 

本 体内 部 玉 設 可能 8K バイ ト 
(3) RAM 

BASIC 動作 時 32K バイ ト 

グラ フィ ッ ク 用 VRAM 16K バイ ト 

拡 帳 RAM 内 蔵 32K バイ ト 

(PC-8012-02 バン ク 0 と コン パチ ブル ) 

スロ ッ ト 内 増設 可能 32K バイ ト 単 位 で バン ク 切 換 
4) 表示 能力 

テキ スト 表示 


80 文 字 x25 行 , 80 文 字 x20 行 
72 文 字 x25 行 , 72 文 字 x20 行 
40 文 字 x25 行 . 40 文 字 x20 行 
36 文 字 x25 行 。 36 文 字 x 20 行 
※ 上 記 い ずれ か を 選択 
リバ ー ス , ブリ ンク ,。 シー クレ ッ ト (キャ ラク タ 単 位 に 指定 可 ) 
カラ ー8 色 (キャ ラク タ 単 位 に 指定 可 ) 


の マラ アタ ィ ッ ク 表 赤 


モノ クロ モー ド 640X200 ピク セル 
アト トリビュー トカ ラー 640X200 ピク セル 

モー ド ( キャ ラク タ 単位 に 8 色 の 色 指 定め きる ) 
4 仙 カ ラー モー ド 0 320X200 ピク セル 4 色 カ ラー モー ド 


時 ,、 赤 。 緑 , 選択 色 
(ピク セル 単位 に 4 色 の 色 指 定 が で き 
る ) 


4 仙 カ ラー モー ド 1 320x200 ピク セル 4 人 負 カ ラー モー ド 
至 ,。 マゼンタ 。 シア ン ,。 選択 色 
(ピク セル 単位 に 4 色 の 色 指 定 が で きる ) 
ビデ オ 出 力 
KRK.G.B セパ レー ト 出 力 方 式 (カラ ー) 
コン ボ ジ ッ トビ デオ 信号 出力 方 式 (輝度 変調 、 モノクロ) 
家庭 用 T.V. (T.V. アダ プ タ 経 由 ) に 接続 可 
湊 字 ROM ボ ー ド (オプ ショ ン ) 
文字 構成 ~ 16X16 ドッ ト 
文字 種類 JIS 第 一 水準 の 漢字 (2965 字 ) 
非 渓 字 ( 約 700 種 ) 
画面 構成 、 40 文 字 x12 行 
キー ボー ド 
JIS 標準 配列 準拠 
テン キー, コン トロ ー ル キー。 95 ファンクション キー 
拡張 用 スロ ッ ト 
2 スロ ッ ト (PC-8012, PC-8801 上 位 コ ン パ チ ブ ル ) 
オー ディ オカ セッ トイ ンタ ー フ ェ ー ス 
600bps 
條 用 !/O 
入力 2 ビッ ト , 出力 3 ビッ ト , 割 込 1ch 
プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 
パラ レル イン ター フェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) 
シリ アル イン タフ ェ ー ス 
RS-232C 規格 に 準拠 。 割り 込み デポ ー リ ング 制御 可 
75/150/300/600/1200/2400/4800/9600 


8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク イン タフ ェ ー ス 
本 体内 スロ ッ ト に 内 蔵 可 


ミワ 且 ッ ビィ ディ スク イン グン フェ ュー スズ 
内 蔵 (PC-8031, PC-8031-2W 用 ) 

フラ イト ペン 

PC-8045 使用 可 

カレ ンダ 時 計 

NiCd 電池 で バッ クア ッ プ 
AC100V 土 10%, 50/60Hz 

使用 条件 

0-35 C, 20-80% (但し 結 路 し な いと て と と) 
外形 寸法 

440( W ) x 295(D) x 96(H )mm 

消費 電力 

20W 

重量 

4kg 
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第 12 章 
メモ リマ ッ プ 


MKII は , 次 の よう な メモ リ 構 成 に な っ て いま す 。 


FEFFFH 


BFFFH で で RAM 

16K バ イト 

ト た Y 8000H 1 
64K バ イト ]ー mr こ 1 


ド 清和 還 つう ⑬ 


ャ 
< で 


16K バ イト 





EN 
の 叶 
S1 
\ 
LU 
\ 


ROM 1 ROM 2……| Nasp -BASIC 
ROM 3 増設 用 ROM 





較 12.1 メモ リマ ッ プ 





凶 12.2 Nso-BASIC で 使わ れる メモ リ 


FFPFEH 


0H 





凶 12.3 N-BASIC で 使わ れる メモ リ 
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当 設 ROM の 使い 方 


MKII は PROM 増設 用 の IC ソケット ( 図 12.1 の ROM3) に 
PROM (8K バイ ト を 増設 する こと が で きま す 。 次 に 示す メモ リ 素 子 を 使 
用 し て くだ さい 。 

PROM イン テル 社 2764 タ イプ (アク セス タイ ム 300ns 以下 ) 
意 ) 実装 する 場合 は 必ず 電源 を 切っ て か ら お こ な っ て 下さ い 。 
電源 を 入れ る 前 (に PROM の 向き を 確認 し て 下さ い 。 





「 
本 な と と 3 ビリ 
半生 
コ 。 邊 PT | 
= 「 還 1 1 1 | 本 ョ - 回 Fr 還 更 呈 』 ュ _ ド 『 「 
陸 機 明 前 林 本 暫 電 m 地 間 簡 陳 の た . 且 本 者 理 杏 本 引野 理 琴 玩 押 村 1 
IN19)/ 旧 す ・ ヨ FEL TEH い 


mm DF 1 


画 『" 世 内 | | 條 | 凍 】 林 か 莉 | 柚 草  * kd | | 騰 。 衣 上 手近 手 時 旧 導 朋 朋 昌 科 和 を あ 
が 225F/ 
_。 U23128 し 


「 間 生 E 5 


ROM 3 je3 


馬頭 間 押 打 殖 居 本 翌 陣 悪 型 


27 6 4 


Re go る 。。 
に 1 


まま 2 





/PRov 尊 用 ソケット ーー 増設 し た と ころ 


区 12. 4 PROM 協 設 用 ゾ ケ ッ ト 


増設 され た PROM の アド レス は 6000H こ 7FFFH で す 。 
増設 ROM に 書き 込ん だ 機械 語 プ ログ ラム を MKI の リセ ッ ト 時 に 実行 す 
る 必要 の ある と き は 。, 増設 ROM に 次 に 示す デー タ を 書き 込ん で くだ さい 。 


| Nso BASIC トド BASIC 





この よう (に セッ ト さ れ て いる と , MK を リセ ッ ト し た と き に に CALL 
6002H が 実行 され ます 。 し た が っ て リセ ッ ト 時 に 実行 する 必要 の ある プ 
ログ ラム を , 6003H(N。a。-BASIC モー ド ) また は 6002H(N-BASIC モ 
ー ド ) 番 地 か ら 書 いて お け ば よい の で す 。 

リセ ッ ト 時 に 実行 する 必要 が な けれ ば 6000H, 6001H 番地 の 内 容 は 上 
記 以 外 の デー タ に し て 下さ い 。 


12.2 WAIT 機能 


MK は CPU の M1 サ イク ル に 自動 的 に 1WAIT が か か り ま す 。 そ の た 
め 本 体内 また は 拡張 用 スロ ッ ト に 増設 し た KOM に は アク セス タイ ム 
300ns 以内 の も の を 使用 する こと が で きま す が , と れ よ り も アク セス タイ ム の 
遅い ROM を 使用 する 場合 は さら (に CPU の メモ リ ・ リ ー ド サイ クル に 
1WAIT を 追加 する と と が で きま す 。 學 に 示す いずれ か の 方 法 に より ま 
す 。 

① ディ ッ プ スイ ッ チ の 2 を ON に する 。 
拡張 用 スロ ッ ト の MWAIT 信号 を LOW レベ ル に する 。 


(っ 


12.3 RAM の 増設 方 法 


MKII は 拡張 用 スロ ッ ト ( に に PC-8012-02 (32K バ イト 増設 RAM ボ 
ー ド ), PC-8801-02 (128K バイ ト 増 設 RAM ボー ド ) を 実装 する こと に 
より RAM を 増設 する と こと が で きま す 。 

(1) PC-8012-02 の 増設 方 法 

MKI は , PC-8012-02 の バン ク 0 の 機能 を 持っ て いま す の で 
PC-8012-02 を 増設 する 場合 は バン ク 1 , バン ク 2 。 バン ク 3 の い 
すれ か に し て 実装 し て 下さ い 。 
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PC-80 1 22 92 


5 uz NAM さる 


ーー 
| 画材 回 宮林 


電 風 叶 必 本 桂 吾 電 


3 1 
、 RAM B0ARD 


、PC-8012-02 


上 ま - 半 : 守 本 ] 
。 . 縮 


MEC- 衝 


精 貞昌 1 音 』 衣 F 貞 軒 





用 用 。 

本 ZN の 本 ンプ ン 人 の 
テ J ュ の 

止 が ペン グ 1 上 上 Ne の グ ココ 


錠 12.5 PC-8012-02 の ジャ ン パ スズ スイッチ ナ 


PC-8012-02 を バン ク 1 に し て 1 枚 実 装 し た 場合 の メモ リマ ッ プ 
を 図 12.6 に 示し ます 。 


① 
FFFFHI 


8000H 


ROM 
32K バ イト 
Ns。 -BASIC 





OHI 


I/O0 ア ドレ ス E2H_ 
OUT DATAlo,ooooo.00 


10」0」0」1.0」0」01 





iT 


バン グ 0( 本 体内 ) バン グ 1 (増設 ) 
誠 み 出し , 書き 込み 許可 読み 出し , 書き 込み 許可 


図 12.6 増設 RAM の メモ リマ ヤップ 1 
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②) 


PC-8801-02 の 増設 方 法 


MKII は PC-8012-02 の バン ク 0 の 機能 を 持っ て いま す の で 
PC-8801-02 を 増設 する 場合 は PC-8801-02 の ジャ ン パ スイ ッ チ 
JSW2 を 1 に 切り 換え て IL/0 アド レス E2H ポー ト の 読み 出し を 禁 


礁 し て 下さ きい 。 


le |4 カー ド 3( バ ンク 12 一 15) 
ss|3 っ カー ド 2( バ ンク 8 一 11) 
scl2 っ カ ー ド 1( バ ンク 4 一 7 ) 

( ) 


ls sl1 カー ド 0( バ ンク 0 一 7 


き 


HE 1 開 内 ギ 自前 


上 


JSW2 





ーー」 
『・ 
1 
呈 ト 3 1 
h- 
0 
。 衝 


PC-8801-02 


<s]h つ B2H 読 み 出 し 築 止 (MKII に 


図 ぽ 実装 する と き /) 


E2H 読 み 出し 許可 (PC-8801, 
PC-8001 に 実装 する と き /) 


凶 12.7 PC-8801-pg の ジャ ン ノ パー スイ ッ チ ナ 


PC-8801-02 を カー ド 0 (こし て 1 枚 実装 し た 場合 の メモ リマ ッ プ 


を 図 12.8 に 示し ます 。 
(注意 ) 実装 され て いな い カ ー ド を 指定 し た 場合 
が 選択 され ます 。 
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本 体内 の バン ク 


RAM 
32K バ イト 


(バン ク 3) 


0H 
I/O ア ドレ ス E2H 


0UT DATAIOO.0.0.0.0.0.0 0.0.0.1.0.0.0,1 0.0.0」1.0.0.0,1 0.0.0.1.0.0.0. 1 U010」1.0」0.01 0.0.0.1」0.0,0 
玉 


I/0 ア ドレ ス E3H 


OUT DATA 





| 

| バン ク グ 0( 増 設 ) バン ク 1( 増 設 ) バン ク 2( 増 設 ) バン ク 3( 増 設 ) 

セレ クト セレ クト セレ クト セレ クト バン ク 4 (本体 ) 
カー ド 0 セレ クト セレ クト 


図 12.8 増設 RAM の メモ リマ ッ プ 2 


12.4 VRAM(Video RAM) 


(1) テキ スト VRAM 
MK の テキ スト VRAM は , メイ ン メ モリ 上 の アド レス F300HーFFB7H 
の 約 3K Byte に 配置 され て いま す 。 テ キス ト VRAM は , 表示 エリ ア ( 画 
面 上 の 1 つの キャ ラク タ と 1 対 1 に 対応 ) と アト リ ビ ュ ー ト エリ ア ( 画 面 
の 表示 を 修飾 する た め の も の ) と に よっ て 構成 され て いま す 。 
凶 12. 9 に 画面 と テキ スト RAM と の 対応 を 示し ます 。 


F34EH|F350 晶 
FE3C7HIF3C8H 


FE8FHIFE90H 
VRAM エ ェ エリ アーーーーーーーーーーーーーーー7 トリ ビュート エリ アーー 


較 12 9 テキ スト VRAM の 構成 
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(2) グラ フィ ッ ク VRAM 
MKII の グラ フィ ッ ク VRAM は 通常 は CRT コン トロ ー ラ に より 
アク セス され て いま す が , バン ク 切 り 換 え に よ り CPU が アク セス す 
る こと が で きま す 。 
① 640xX200 ピク セル グフ フィ ックス 
1 ビッ ト が 1 ピク セル に 人 対応 し て いま す 。 図 12.10 に 画面 と グ 
ラフ ィ ッ ク VRAM と の 対応 と グラ フィ ッ ク の ビ ピク セル と デー タ 
の ビッ ト と の 対応 を 志 し ます 。 


ビグ セル ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 639 


( 
り リーー ビ グセ ルーー7 











8000 日 8001HH わ | ーーーーーーー 804FH 
8050H 8051H 809F 日 
| 
ビ ピク セル 
ニニ see ニニ = ニニ ニニ ーー ニニ  、、。 。。 
199 BE30H 233LIH や "。 "| ニニ ニニ ニニ ュ BE7F 日 
ビッ ト D7 D6 D5 D4 D3 D2_D1 D0 
MSB LSB 


ヒ グ セ ル 0 1 2 3 4 5 6 7 


図 12.10 グラ フィ ッ ク VRAM の 構成 (640X200 ピ クセ ルモード ) 


② 320xX200 ピク セル クラ フラ フィック ス 
320x200 ピク セル の グラ フィ ックス で は 2 ビッ ト で 1 ピク セル 
が 構成 され , と の 2 ビッ ト に より 4 色 が 指定 され ます 。 
12.11 に 画面 と (グラフィック VRAM と の 対応 と 。 グラ フィ 
ッ ク の ピク セル と デー タ の ビッ ト の 対応 を 示し ます 。 


0 ニー 一 ーーーーーーーーーーーーーーー ピク セル ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーー= 3 
0 -ー ビ クセ ルー 3 4 一 ピク セル ーー7 


ーー 
に ゃ | 




















0 8000H | 8001H |-------| 8O4EH | 
( 
ビク セル ( 
( 

に WIITITIE 


ビ ピット D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 





2 J 


図 12.11 グラ フィ ッ ク VRAM の 構成 (320X200 ピ クセ ルモード ) 
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第 13 章 
人 入出 力 イ インタフェース 


M KII に は , 次 に 示す 入出 力 イ ンタ フェ ー ス が 標準 装備 され て いま す 。 
カフ ー CKI イン タフ ェ ー ス 
白黒 CRT イン タフ ェ ー ス 
オー ディ オ ・ カ セッ トイ ンタ フェ ー ス 
KS-232 ビ し イン タフ ェ ー ス 
ダリ シグ イシ レシ クラ ュー メス 
ミニ フラ フロッピ ィ デ ィ ス ク 用 イン タフ ェ ー ス 
仙 用 I/O ポー ト 
漢字 ROM ボー ド 用 IL/O ポー ト 
払 張 用 スロ ッ ト 
キー ボー ド 
以下 に これ ら の イン タフ ェ ー ス の 人 入出 力 規格 を 述べ ます 。 


13.1 カラ ーCRT イ ンタ フェ ー ス 


MKII は 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ に 接続 する た め の イ ンタ フェ ー ス を 内 
成 し て いま す 。 と の コネ クタ か ら の 出力 信号 は 背面 パネ ル に ある 8 ピン の 
DIN コネ クタ に 出力 され て いま す 。 

次 に 出力 信号 に つい て 説明 し ます 。 





9 1 カラー し KN ソフ ング ジョ ュー メス 


十 12V 

信 芝 グラ ンド 
COLOR CLK | カラ ー バ ー ス ト X 4 倍 の クロ ッ 
HSYNC 水平 同期 信号 
VSYNC 垂直 同期 信号 

ビデ オ 信 号 (Red) 

ビデ オ 信 号 (Green ) 

ビ プ オ 信 号 (Blue) 





] 
め 
J 
4 
り 
0 
7 
O 
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13 1 カラ ーCRT コ ネ ク タ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


(1) VDD 
電源 端子 で 填 12V が 出力 され て いま す 。 
と れ は オプ ショ ン の カラ ー モ ジュ レー タ K 電 源 を 供給 する た め の も 
の で す 。 
(2) GND 


ーー ュ 


言 号 グ ラン ド で , 全て の 信号 に 対し て の グラ ンド 電位 を 己 える も の 
kg 
(3) COLOR CLK 
と の 信号 も 、 オプション の カラ ー モ ジュ レー タ を 駆動 する た め の ち も 
の で , TTL レベ ル ,。 14.32MHz の クロ ッ ク が 出力 され て いま す 。 
(4) HSYNC 
水平 同期 信号 で , TTL レベ ル , 負 論 理 の 信号 が , 出力 され て いま 
す 。 
(5) VSYNC 
垂直 同期 信号 で , TTL レベ ル , 負 論 理 の 信号 が , 出力 され て いま 
隊 
(6) R 
赤色 の ビデ オォ 信号 で , TTL レベ ル ,。 正 論理 の 信号 が , 出力 され て 
いま す 。 
(7) G 
緑色 の ビデ オォ 信号 で , TTL レベ ル , 正論 理 の 信号 が , 出力 され て 
いま すず 。 


(8) B 
青色 の ビデ オ 信 号 で , TTL レベ ル , 正論 理 の 信号 が , 出力 され て 
いま す 。 


13.2 白黒 CRT イ ンタ フェ ー ス 


MKII は 白黒 モニ タテ レビ (C 接 続 す る た め の イ ンタ フェ ー ス を 内 大 し て 
いま す 。 と の イン タフ ェ ー ス か ら の 出力 信号 は , 背面 パネ ル ( に ある 5 ピン 
の DIN コネ クタ KK 出 力 さ れ て いま す 。 

炊 (に 出力 信号 に つい て 説明 し ます 。 

表 13.2 白黒 CRT イ ンタ フェ ー ス 


員 十 番 王 


V DD 十 12V 
GND 信号 グラ ンド 


VIDEO OUT ビデ オ 出 力 信 扇 
NC 
LPEN ライ トペ ン 入 力 





有 


4 
凶 13.2 白 暴 CRT コ ネ ク タ ビ ピン コネ クシ ョ ン 


(1) VDD 
電源 端子 で , 十 12V が , 出力 され て いま す 。 
(2) GND 
信号 グラ ンド で , 全て の 信号 に 対し て の グラ ンド 電位 を 与え る も の 
2 


(3) VIDEO OUT 


ーー - 二 
EEPF_ コ 


ーー 本 三 
哲生 


ビデ オ 信 号 の 出力 端子 で す 。 こ と の 端子 か ら 出 力 さ れる ビデ オ 1 
は , コン ボ ジ ッ トビ デオ 信号 で 映像 信号 と 複合 同期 信号 と が , すでに 
台 成 され た 信号 で す 。 

ズ , カラ ー モ ー ド で 使用 し た 場合 , 指定 し た 色 に よっ て 輝度 変調 が 
か か り 。 映像 信号 の DC レベ ル を 色 に 応じ て 変え る こと と が で きま す 。 
これ (て よ っ て , 日 墨 テ レビ ジョ ン を 使用 し た 場合 で も , カラ ー モ ー ド 


「 に セッ ト す る こと に よっ て ,。 画面 に 濃 深 を つけ る と と が で まき ます 。 
多 に 。 ビデ オ 信 号 を 示し ます 。 


同期 パル ス の 正確 な クイ ミン グ 





(4) LPEN 


ライ トペ ン の スト ロー プ 信 号 入力 端子 で す 。 


I3.3 オー ディ オカ セッ トイ ンタ フェ ー ス 


MKII は , オー ディ オカ セッ ト へ の デー タ の 書き 込み 及び 。 オー ディ オ 
カセ ッ ト か ら の デー タ の 読み 込み を 行う た め の イ ンタ フェ ー ス を 内 大 し て 


いま す 。 と の イン タフ ェ ー ス の 入出 力 信号 は 。 育 面 パ ネル (に ある 8 ピン の 
DIN コネ クタ に 接続 され て いま す 。 


欠 に , オー ディ オカ セッ ト へ の 書き 込み 方 式 に つい て 説明 し ます 。 
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① 書き 込み 方 式 
マー ク 2400Hz, スペ ー ス 1200Hz の FSK 方 式 
② スピ ー ド 
600bps 
3③) リモ ー ト コン トロ ー ル 機能 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ に つい て いる リモ ー ト 端子 を 使 
用 する と こと に よっ て , テー プ の 自動 スタ ー ト プス トッ プ が 可能 で す 。 
(注意 ) オー ディ オカ セッ ト ( に デー タ を 太 出 力 す る コマ ンド が , 終 
了 す る と 自動 的 に リモ ー ト 信号 が OFF と な り ま す の で, 
テー ブ の 早送り 巻 6 ど し を 行う 場合 は , リモ ー ト 端子 より 
コネ クタ を ぬく か MOTOR コマ ンド に より ,。 リモ ー ト 信 
号 を ON に し て か ら 行 っ て 下さ い 。 
炊 に , 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


表 13 3 オー ディ オカ セッ トイ ンダ タ フェース 


端子 番号 


オー ディ オカ セッ ト 書 き 込 み 信 王 
オー ディ オカ セッ ト 読み 込み 信 王 
1 ド 
ル 所 


COO = ココ の ) の 1 記 で トド うつ テー 








以 19、 きき ガー ディ イオ カセ ヤット ラ コネ ソソ ク に シン コネ クノ クション 
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信 編 グラ ンド で ,。 全て の 信号 (に 対し て の グラ ンド 電位 を 与え を る も の 


(2) REC 
MKI か ら ,。 オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ へ の 出力 信号 で , 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の マイ ク 端 子 へ 接続 し ます 。 な 
お , と の 信号 は , 付属 ケー ブル の 赤色 プラ グ に 出力 され て いま す 。 
(3) MON 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ か ら の 入力 信号 で 。 オー ディ オ 
カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の イヤ ホー ン 端 子 に 接続 し ます 。 
な お と の 信号 は , 付属 ケー ブル の 白色 プラ グ に 接続 され て いま す 。 
(4) REM 二 , REM- 
オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の リモ ー ト 端子 を 制御 する 信号 
で 。 オー ディ オカ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の リモ ー ト 端子 に 接続 し ま 
と 
この 信号 は , MKII 内 に 内 蔵 さ れ て いる リレー の 接点 信号 で , オー 
ディ オカ セッ ト に デー タ を 入出 力 す る コマ ンド 及び MOTOR コマ ン 
ド よ り 制 御 さ れ ま す 。 


13.4 RS-232 じ インタフェース 


MKII は , EIA ( Electronic Industries Association) の 定め た シリ アル デ 
ー タ 転送 規格 の RS-232C イン タフ ェ ー ス を 内 蔵 し て いま す 。 と の イン タ 
フェ ー ス の 入出 力 信号 は 背面 の パネ ル に ある 25 ピ ン の D サ ブ コ ネ ク タ に 


接続 され て いま す 。 


と の イン タフ ェ ー ス は MKII の ター ミナ ルモード に より 市 御 き され ま 


9 a 


次 に , 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 
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( 〇 CC =] の ) 呈 忌 CO トウ テー 


ト ら つら ト つ も ら ト つ ら トト うら トト つう エー レビ ビー ロビ ビデ レ ロー  FPー トレ デー ト デ ー レー テー 
1 中 CO トト ら 忌 どら CC “… の ) OO 友 C ら GO ト ら 一 呈 








表 13.4 RS-232 と 人 インタフェース 






送信 可 

デー ダグ ツウ ツ ド トレ ディ ォ 
信号 グラ ンド 

キャ リア 検出 信 号 





(00 の の 9 りり 5⑤ の 6 人 O り 0 りら 6 
(COOOOOO りら りら こり こと こり 


の 0- 一 ーー----ーーーーーーー ニ ーーーー ーー ニーー ニ ーー 一 -] 4 





RU NO202 し コグ ンク ピピ ジョ トン ンション 
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(1) GND 
言 グ フン ド で , 全て の 信号 に 対し て グラ ンド 電位 を 与え る も の 
SA 
(2) TXD 
送信 デー タ で , MKI か ら 外 部 シリ アル 入出 力 機 対 へ 。 シリ アル デ 
ー タ を 送出 する た め の も の で す 。 


1 
| 





(3) RXD 
受 受信 デー タ で , 外部 シリ アル 入出 力 機 堂 か ら , MK ヘン シリ アル デ 
ー タ を 入力 する た だ ため の も の で す 。 
(4) RTS 
送信 要求 信号 で , モデ ム の 送信 機能 を 制御 し ます 。 
(5) CTS 


部 シリ アル 入出 力 機 甘 か ら の 入力 信号 休部 シリ アル 入出 力 
機器 が . デー タ の 送信 可能 状態 に ある か 否 か を MK に 示す 信 ち な で 
っ 

(6) DSR 
外部 シリ アル 入出 力 機器 か ら の 入力 信号 で , 外部 シリ アル 人 出力 機 稚 が , 
デー タ の 送受 信 が で きる 状態 に ある か 厨 か を MKII に 示す 信号 で す 。 
(7) DCD 
外部 シリ アル 人 入出 力 機 甘 か ら の 入力 信号 で , 受信 キャ リア が , 規格 
内 に ある か 否 か を MKII に 示す 信号 で す 。 
(8) DTR 

部 シリ アル 入出 力 機 器 へ の 出力 信号 で MKI 側 の 送受信 機能 
が 。 レデ ィ に な っ た こと を 外部 シリ アル 入出 力 機 付 へ 示す 信 号 で 
す 。 

(99 ボー レー ト の 指定 
RS-232C の ボー レー ト は 背面 パネ ル に ある ジャ ン パ スイ ッ チ に よ 
り 切 換え る こと が で きま す 。 
次 に ジャ ン パ スイ ッ チ の 位置 と ボー レー ト の 関係 を 示し ます 。 
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ンズ オイ N 4 ツチ - ボーレート 

(Dit per second ) 
ボーレート ボー レー ト 
ガン グズ ファ クタ 
16 の と き 64 の と き 


トー 記 ー 
150 ーー 
300 / う 





600 150 
1200 300 
Z400 600 
4800 1200 
9600 2400 


IS 5 ジャ ング リス イッ チ と ポ ボーレート 


13.5 プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 


MK は プリ ンタ 用 パラ レル イン タフ ェ ー ス (セン トロ ニク ス 社 製 プ リ 
ンタ 仕様 に 準ずる ) を 内 蔵 し て いま す 。 と の イン タフ ェ ー ス の 入出 力 信号 
は 背面 パネ ル の 14 ピ ン ア ン フ ェ ノ ー ル コネ クタ に 接続 され て いま す 。 

次 に 入出 力 信号 に つい て 説明 し ます 。 


表 13.5 プリ ンタ イン タフ ェ ー ス 


\ 避 C = ココ の の (の っ らら ト ) 


10 


Lo 
お CO う ト う 一 





1) 


2) 


3 


13.65 


の 過 和 クシ ンション シン 


(2 1 
is 8 


好 13.6 プリ ンタ コネ クタ ビン コネ クシ ョ ン 


PSTB 
プリ ンタ に 出力 する ライ トス トロ ー ブ 信 号 で 。 プリ ンタ に デー タ を 


出力 する 時 の ライ ト 信 号 と し て 使い ます 。 


PDB0--PDB7 

プリ ンタ 出力 する 8 ビッ ト の パラ レル デー タバ ス で す 。 

BUSY 

プリ ンタ か ら の レデ ィ 信 号 を 受信 し ます 。 

この 信 号 が ,。 LOW レベ ル の と き MKI は は. プリ ンタ に デー タ を 
出力 する こと が で きま す 。 

GND 

信号 グラ ンド で 全て の 信号 に 対し て グラ ンド 電位 を 与え る も の 


で す 。 


す ペ で て の 人 出力 は 。 1』」L 上 レベ ル で 符 い ます 。 


ミニ フロ ッ ビ ピ ビ イ ディス クイ ンタ フェ ー ス 


MKIHI は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 パラ レル イン タフ ェ ー ス あや 内 蔵 し て 
いま す 。 と の イン タフ ェ ー ス の 入出 力 信 号 は 背面 パネ ル の 36 ピン アン フェ 
ノー ルコ ネ ク タ 接 続 さ れ て いま す 。 と の イン タフ ェ ー ス に は PC-8031 
まだ は PC-8031-2VWV な ど PC-8000 シ リー ズ の イン テリ ジェ ント タイ プ の ミ 
ニ フ ロ ッ ピ ィ イィ ディス ク ユ ニッ ト を 接続 する こと が で きま す 。 
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了 


3 0 1 ミン みみ ビ スイ チッ スク ルン ググ キー ズ ス 


トー トー 
*= 巳 いら O ょ = コ の い の つ 忌 いう ト う レロ 


ご 王 
CO = コ の 人 ( 〇 も つう ト J 





層 N8 7 ミニ フロ ゅ みみ ピ デル スグ コネ クノ ク グ ビン ョ ネン ショ ン 


13.7 汎用 |/0 ボ ポー ト 


MKI は 汎用 の 1/O ポー ト を 持っ て いま す 。 と の TO ポー ト の 入 
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出力 信号 は 背面 パネ ル の 9 ピン の D サ ブ コ ネ ク タ に 接続 きれ て いま す 。 
この ポ ボート は 入力 信号 2 本 , 出力 信号 3 本 , 割込み 1ch が 接続 きれ て いま す 。 
MKII の Nso-BASIC で は サポ ー ト され て お り ま せん が 多様 な アプ リ ケ ー シ 
ョ ン に 対応 する こと が で きる で し ょ う 。 


表 13.7 江 用 I/O ボ ー ト イン タフ ェ ー ス 





いい 避 選 ^- コ の (の 選 OO ト う ーー 





凶 13.8 汎用 『/0 ボ ポート コネ クタ ビン コネ クシ ョ ン 


13.8 漢字 ROM ボ ー ド 用 I/0 ボ ー ト 


MKI の Nso-BASIC は 漢字 を 表示 する た め の 人 命令 , CMD PUT を 持っ て 
いま す 。 こ の 漢字 命令 を 使用 する た め に は オプ ショ ン の 漢字 ROM ボ ー ド 
(PC-8001MKII-01 ) を 本 体 基板 内 の I/O BUS に 接続 する 必要 が あり ます 。 
取り 付け 方 法 は 漢字 ROM ボ ー ド の 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 
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表 13.8 漢字 ROM ボ ー ド イン タフ ェ ー ス 


端子 番号 | 信 号 名 | 端子 番号 


] 
の 
J 
』 
り 
0 
7 
O 
9 


へ こ 。 了 人 て 0M 人 0 00M0 
。_SNZALSI5SNse ら 重 、・ Ap2nm9 
Fc50 、 』 二 waaPi 、D82516 
CILILTTA-。 の 8 

ああ J227A 

7 すし 人 515QN 


本 


. 向 * 1 に ーーR を 一 も な て 。 


E 『 
に Di に ーー 
に 衣 ma 
RET "Pl ookon 間 OHPhyr 0 DR 
IT テー エロ エー rm ューー 1 本 : 
で 
1 1 


jr.67 


トコ 1 6 1 
gg な gg に SS 2 1 
TAIWAN 2184 す 本 2 ん 。 ざ J2276 
- 売 SN7JLS0MN > SN74LS16SAN - SN74 
LC 52 に を 人 IC 56・ emo 
どど が g の の W 前 了 「 
いい 議 の いい ) に 。 にし 二 Je27A 
IAIRU ) 9 4L9159 ~ 。 SI74L957N 。 
lame 3 本 軍 : 半 。 本 二 に し 
rshmcrMcmgehip 和 PPP 
IAHIRINSBBIS 





VEC pjx031-14 


藻 宇 ROMM ボ ー ド コネ クタ 





13.9 拡張 用 スロ ッ ト バ ス 


MKII に は , 拡張 用 スロ ッ ト と し て , 本 体 後部 に 2 スロ ッ ト 内 蔵 し て い 
ます 。 と の 拡張 用 スロ ッ ト に は 。 8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク 用 イン 
ター フェ ー ス ボー ド や 普 声 認識 ボー ド な ど を 実装 する こと が で きま す 。 ま 
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た , 個人 で 設計 し た 回 路 を 接続 する こと も で きま す が , その 場合 は , PC- 

8012-01 ユ ニ バ ー サ ル ボ ー ド を 使用 し て くだ さい 。 そ れ 以 外 の ボー ド で す 

と , サ イズ や ピン 間隔 が 合わ な い 場 合 な ど は , 故障 の 原因 と な り ま すか ら 

注意 し て くだ さい 。 

(注意 ) スロ ッ ト 韻 1 と スロ ッ ト 半 2 は 信号 が 一 部 異な っ て いま す 。 
8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク 用 イン タフ ェ ー ス ボー ド は 。 
スロ ッ ト 壮 2K 実 装 し て くだ さい 。 拡張 RAM ボー ド な ど は , 
どの スロ ッ ト で も 使用 で きま す 。 


MKII の 拡張 スロ ッ ト バ ス は PC-8801,。 PC-8012 の スロ ッ ト バ ス と 上 
位 コ ン パ チ ブ ル で す 。 詳細 は , 拡張 スロ ッ ト バ ス の ピン 配置 図 を 参照 し て 
SR 





好 13.10 拡張 用 スロ ッ ト ピ ビ ピン コネクション 


FDINT1 と INT1 は 内 部 で ワイ ヤー ド OR され て いま す の で , 
8 イン チ 標 準 フ ロッ ピ ィ ディ スク 用 イン タフ ェ ー ス ボー ド を 
接続 し た と き は , INT1 は 使用 し な いで くだ さい 。 

ま た EFDINT2 と INT0 も 内 部 で ワイ ヤー ド OR され て いま す 
の で FDINT2 を 使用 し た 場合 は INTO は 使用 し な いで くだ 
さい 。 

油 用 /O ポー ト の 割込み 信号 UINT2 は スロ ッ ト バ ス の 
INT2 と 同じ 割り 込み チャ ン ネ ル を 使用 し て いま す 。 
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表 13.9 拡張 用 スロ ッ ト バ スイ ンタ フェ ー ス (その 1 ) 


MK II バス 1 MKII バス 2 


端子 番号 | 信 号 名 信 号 名 | 信 号 名 | 信 号 名 
(サイ ド A) (サイ ド B) (サイ ド A) (サイ ド B) 
GND 


| GND | GND 


昌 


十 」G) 
mn | の 
ワ 
に 
ワ 


トー 
こつ 
CJ 
1 
3 
ー 
eo 


to| ロビ 
| アジ 
| M 匠 
~ コ | 〇 ) 
記 | ロ 
選 | ジ 
| 
トコ 引 | トー 


ーー 


こっ 
上 M 
いり 
* 〇 | OO 
の 
3 


トー 
C こ が 


F 一 | 上 一 
に OO | CO 
ド 
愉 | 匠 
+ー | 
| とう 
『 
軌 | 切 
つど | の 1 





者 隊 ay 
Il 
に 


に 


トー 〇 1 ー] 
の 
ーー 
こつ 
ワ 
し ワ 
| 


に っ 
NN 
と 
の 
の 


空白 の 部 分 は バス 1 と 同じ 信号 名 が 入り ます 。 
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表 13.9 拡張 用 スロ ッ ト バ スイ ンタ フェ ー ス (その 2 ) 


PC-8801 の バス PC-8012 の バス 












| ュー 0 人 | ーー 
回 2 間 昌 EE 
ーー ュ 
ュー 
回 : 委 還 間 間 較 | EE 間 間 
に ャ トー 「 祭 証 上 
ーー テオ ーーー ト ww エーーー トレ ーーー 
Ls ピー で 
を ten ーー 
imintme 
| is | | | | 
し ーー イイ トー 
Hm ーー - ワ ソレ 人 


間 拉 旨 間 導 前 間 暗 細 骨 
し 2901 0 WI 





L ぉ 1 | | トト で 
- ぁ | | | | iR 
し | イイ イイ 
し 十 ー  ー 還 昌 胃 
5 
し 生 | ーー 人 パト 
間 
還 記 : 下 還 | 還 還 EEE EEE 
回 記 : 較 間 間 EE 
還 還 間 間 還 還 還 還 EE 
RE 
| ぁ | | | wi 

に ーー 
ーー トビ ーー 
ビーーー ビ ーー ビーーー 
| 症  | っ | | 


空白 の 部 分 は MKII の バス 1 と 同上 信号 名 が 入り ます 。 
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拡張 ボー ド の 実装 方 法 

MKII の 後部 に は スロ ッ ト バ ス が 2 スロ ッ ト 有 り ま す 。 こ こと に は 各種 撤 
聞 ボ ー ド が 入り ます が , どの スロ ッ ト も 実装 方 法 は 同じ で す 。 (た だ し スロ 
ッ ト 1 と スロ ッ ト 2 で は 信号 が 一 部 異な り ま す ) と で は , 例 と し て スロ ッ ト 
1 に ボー ド を 実装 する 手順 を 説明 し ます 。 

① 作業 を 行なう 前 に コン セン ト か ら MKI の 電源 プラ グ を 抜い て < く 


代 き UO。 

② スロ ッ ト バ ス の フタ を は ず し ます 。 
・ フ タ を 止め て いる 2 本 の ビス を は ず す と フタ は 簡単 に は ずれ ま 
す 。 
・ ド ライ バ は 大 き さ の 合っ た も の を 使用 し て くだ さい 。 大 き さ が 合わ 
な いも の を 使用 する と , ネジ 山 を つぶ す 原 因 と な り ま す 。 





2 本 の ビス を は ず す 
罰 13.11 スロ ッ ト バ ス の フタ を を はずす 


③ 拡張 ボー ド を 差し 込み ます 。 
・ 部 品 面 (IC な どの 部 品 が 付い て いる 面 ) を 上 に し て 。 カー ドガ 
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イド の ミゾ に ボー ド を 合わ せ て 差し 込ん で くだ さい 。 
・ ボ ー ド が 本 体内 部 (に ほぼ ば 隠れ る と と ころ まで は 軽く 搬入 で きま す 。 


つの 4 ド の ラジ 





凶 13.12 抜 張 ボー ド を 差し 込む 


・ 最 後に カツ ン と ショ ッ ク が ある まで 絢 く 押し 込み ます 。 
・ カ ー ド プラ は 押さ な いで 下さ い 。 破損 の 原因 と な り ま す 。 





ッ 。 


ー ヽ 


es ビー ゴー コワ ーー 
SOO ソ ワ 
図 13.13 ボー ド が 実装 きれ た と ころ 


・ ボ ー ド を 軽く 引張 っ て みて , 抜け な いと と を 確認 し て くだ さい 。 
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④ スロ ッ ト バ ス の フタ を 閉め ます 。 
・ 実 装 し た ボー ド の 上 か ら ② で 外し た フタ を 閉め 。 ビス で 止め て くだ 
さい 。 


拡張 ボー ド の 取り 外し 方 
① 実装 の と き と 同 じ 手 順 で フタ を は ず し て くだ さい 。 
② 拡張 ボー ド ( に は カー ド プ ラ が 付い て いま す の で , これ を 図 の 矢印 の 
方 向 へ 動か す と ボー ド は 容易 に は ずれ ます 。( 一 部 カー ド プ ラ が 付い 
て いな い 拡 張 ボ ー ド も あり ます ) 





凶 13.14 カー ド ・ プ ラフ 


⑧③ フタ を し て 。 ピス を 比 め て くだ さい 。 


13.10 キー ボー ド 


MKI の キー ボー ド は ,。 ソフ トウ ェ ア セ ンス 方 式 を と っ て いま す 。 マ ト 
リク ス 状 に 配置 され た キー スイ ッ チ は , CPU の イン プッ ト 命 令 に より ス 
キャ ン さ れ , 押さ れ た キー の 情報 は . ソフ トウ エア (に よっ て JIS コー ド 
に 変換 され ます 。 


だ た と えば inp(&H09) の 値 が 01111111 ( 2 進数 ) な ら , [ESC] キ ー が 押さ 
れ て いま す 。 
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KC。 チー 


me 


ボー ド の 配列 を が し ます 。 


プー ター 
LSB DO0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 MSB 


I/O ひ アドレス 
00H 


01H 


02H 


03H 


04 日 


05H 


06H 


06H 


09H 





層 IIS 15 キー ポー ド マ ト リク スス 【 て その 1/ 
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ーー 。 る 9 で やら 





TErrPKr が 0 





PH mm CH ま HULT い エ + て あめ 

















3 
「 
] 





第 14 草 
訓 り 込み 


MKI に は , 割り 込み の 制御 ロジ ッ ク が 標準 装備 され て いま す 。 と の 割 
り 込 み 機能 は CPU( /PD780C-1 ) の モー ド 2| に シス テム プロ グラ ム 
( Nso-BASIC ) に より 定義 され て いま す 。 

症 込 み チ ャ ネル は , 8 レベ ルプ ライ オリ ティ 付 の も の で す が , その 内 シ 
ステ ム で 3 レベル, FDC の リザ ー ブ と し て 2 レベ ル , 残り の 3 レベ ル が 
ユー ザー に 開放 され て いま す 。 


14 1 PD780C-1 モ ー ド 2 割り 込み に つい て 


gPD780 (に は 。 ソ フト ウエ アマ スカ ブル な 割り 込み と , ノン マス カブ ル 
な 割り 込み の 2 種類 が あり ます 。 MKII で は その どちら も 使う と と が で 
きま す が , Nso-BASIC が 動作 中 は , マス カブ ル 割 り 込 み し か 使用 する 
こと が で きま せん 。 

マス カブ ル 割 り 込 み (以下 INT と 記述 し ます 。) は , プロ グラ ム に よ 
っ て 受け 付け を 禁止 し た り , 許可 し た りす る と と が で きま す 。 と の と と 
は , ユー ザ が 中 断 さ れ て は いけ な い タ イミ ング の 制約 を 持っ た プロ グラフ 
ム を 走ら せる と き ( に て は, 禄 り 込 み を 禁止 で きる と と を 意味 し て いま す 。 
マス カブ ル 割 り 込 み に は マス ク フ ラ グ IFF が あり , プロ グラ ム に より 
セッ ト / リ セッ ト す る と と に より , 割り 込み を 禁止 / 許可 する こと が で き 
ます 。 

又 , PD780 に は , 割り 込み レス ポン スモ ー ド と し て モー ド 0。 モー 
ド 1, モー ド 2 の 3 種類 が あり , プロ グラ ム に よっ て モー ド の 指定 を 行 な 
っ た 後 , 使用 し ます 。 





MKTI の Nso-BASIC で は , モー ド 2 が 指定 され て いま す 。 。PD780 

の モー ド 2 割り 込み の レス ポン ス は , 次 の よう に な り ま す 。 と の モー ド で 
は 。 ユー ザ は すべ て の 割り 込み サー ビス ルー チ ナン に 対し て 16 ビ ッ ト ス クタ 
ー ト アド レス の テー ブル を 整え ます 。 

この テー ブル は , メモ リ の ど と に で も 置く こと が で きま す 。 

剖 り 込み が 受付 けら れる と , テー ブル か ら 希 望 の 割り 込み サー ビス ルー 
チン の スタ ー ト アド レス を 得る た め に , 16 ビッ ト の ポイ ンタ か 必要 と な 
り ま す 。 

と の ポイ ンタ の 上 位 8 ビッ ト は , 1! レジ スタ か ら 得 られ ます 。 

ポイ ンタ の 下位 8 ビッ ト は , 割り 込み 制御 ロジ ッ ク よ り 割 り 込 み ア クノ 
レッ ジ サ イク ル 時 に CPU に 与え な けれ ば な り ま せん 。 


下位 アド レス 


下位 アデ ド レス 
上 位 ア ドレ ス 


人 / プ ドレ ス 








守り 込み サー ビス 
ルー ナン 
ンス 
アド レス テー ブル 


トレ ジス タ | 


ューーーーーーーー 
還 り 込み 割 件 ロジ ッ ク 
り の テー ブル ポ ボイン 
・ デ ー タ 





ーー サ H 時 





凶 14.1 割り 込み アド レス テー ブル 


テー ブル の 第 一 バイ ト は , アド レス の 下位 8 ビッ ト を 格納 し ます 。 ユ 
ー ザ は , 割り 込み が 受付 けら れる 前 に 使用 され る 割り 込み チャ ネル に 対 
応 す る サー ビス ルー チン の スタ ー ト アド レス で と の テー ブル を うめ て お く 
必 遇 が あり ます 。 

計り 込み が 発生 し , 割り 込み 制御 ロジ ッ ク よ り ポ イン タ 下 位 8 ビッ ト が 
CPU に 与え られ る と , CPU は 自動 的 に PC (プロ グラ ムカ ウン タ ) を 
スタ ッ ク に 退避 させ ,。 指定 され た テー ブル より スタ ー ト アド レス を 読み 込 
み ,。 その 番地 へ ジャ ンプ し ます 。 
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14.2 割り 込み テー フル 


MKII の 割り 込み 制御 ロジ ッ ク に は 優先 割り 込み コン トロ ー ラ を 使用 し 
て お り , 8 レベ ル の プラ イオ リティ 付 割り 込み が 使え る よう (に な っ て いま 
す 。 

害 り 込み サー ビス ルー チン スタ ー ト アド レス テー ブル は Nso-BASIC 
に より 8000H 番地 一 800FH 番地 に 自動 的 に 配置 され ます 。 各 割 り 込 み チ 
ャ ン ネ ル と その テー ブル の アド レス と の 対応 は 表 14.1 の よう に な り ま 
す 。 


表 14.1 割り 込み アド レス 表 


優先 | スタ ー ト アド レス | アド レス テー ブル に 
8000H 下位 アド レス (本 体内 部 で 使用 
8002ZH 下位 / (本 体内 部 で 使用 


8004H ( 本 体内 部 で 使用 
005H CLOCK テル タイ ムク ロッ ク ) 


6006H ーー 9 還 還 和 


8009H | 上 位 7 | INT3 (スロ ッ ト バ ス に 開放 
800A 昌 H y ーーーーーー ' 
800CH 下位 7/ INT1 (スロ ッ ト バ ス に 開放 
800DH 上 位 / 

/ 

/ 
















EDCINT1 FEDC 用 リザ ー ブ プ ブ ) 
800EH 下位 INTO _ (スロ ッ ト バ ス に 開放 
800FH 上 位 FDCINT2 FEDC 用 リザ ー ブ ) 


MKII の 着 り 込み 優先 順位 は PC-8012 と 一 部 ちがう の で 注意 
ウ を だき 0 
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第 15 草 
深 字 の 使い 方 


MKII で 漢字 を 扱う た め に は , 漢字 ROM ボ ー ド (PC-8001MKII -oi) を 
MKILI の 中 に 組み 込ま な く て は な り ま せん 。 漢字 ROM ボ ー ド の 取り 付け 方 
は , PC-8001MKII -oi に 付い て いる 説明 書 に 詳し く 書 いて あり ます 。 


15 1 漢字 を ディ スプ レイ に 表示 する 


湊 字 は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され ます 。 漢字 を 表示 させ る に は , 

CMD PUT を 用 いま す 。 

CMD PUT (Hx, Hy), KANJI(< 漢 字 JIS コ ー ド >)〔, く 機能 >]〔。 
4 プ ォ アゲ ラウ ッ ド カラ テー ナッ シィ 1 し ドック ゲ 
ラウ ンド カラ ー ナ ン バ >〕 

画面 に 「 愛 」 を 表示 させ る 。 


CMD SCREEN 3 

CONSOLE ,, 0, 1 

CMD CLS 3 

CMD PUT(152, 92), KANJI (&H3026), PSET, 2, 0 


愛 . る 溢 筆 ゴ 15 コー ド 
この 例 で は , 320X200 ピク セル の カラ ー モ ー ド 2 で. 漢字 TIS コ ー 
ド が 3026H の 愛 」 を 画面 の 中 央 に 表示 させ て いま す 。 漢字 1 文字 は 
16 ピ クセ ル ※X16 ピ クセ ル で 表わし ます か ら , 1 画面 に モノ クロ モー ド , アト 
リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド で は 。 30 文 字 メ 12 行 。4 色 カ ラー モー ド で は 20 文 字 
12 行 ま で 表示 する こと が で きま す 。 
CMD PUT に つい て 詳し く は Ns。-BASIC リフ ァ レ ンス マニ 
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ュ ア ル を ご らん くだ さい 。 
画面 に 漢字 JIS コー ド 表 を 表示 する 。 


10 CMD SCREEN 2 

20 CMD COLOR 2 

30 AD 三 &H3020 

40 CMD CLS 3 

50 LOCATE 0, 0 : PRINT “JIS CODE=&H”:HEX$(AD) 
60 FOR Y テ 22 TO 122 STEP 20 

70 FOR X ニ =2 TO 302 STEP 20 

80 CMD PUT (X, Y), KANJI (AD) 
90 AD ニ AD 十 1 

100 NEXT 

110 NEXT 

120 AD 三 AD 十 160 

130 IF AD &H735F THEN END 

140 GOTO 40 


15.2 漢字 を プリ ンタ に 出力 する 


PC-8822 は 党 字 KOM ボード が 実装 され て いま すか ら , 漢字 コー ド 
を 送る こと に よっ て 党 字 の 印字 が で きま す 。 (PC-8821 に オプ ショ ン の 
章 子 KOM ボー ド PC-8021-01 を 組み 込ん だ 場合 も 同様 で す 。) 

PC-8822 に , ESC コー ド と “K"” に 続い て 。 漢字 コー ド を 2 バイ ト 
(わけ て 送り ます 。 

Iprint chr$(27) :“『K” : chr$(&H34) : chr$(&h41) : chr$(&h 

3b) : chr$(&h7a) 

LPRINT CHR$(x) を 使用 し て 送る 場合 Nso-BASIC の イン 
ター プリ タ に お いて , コー ド (&H9) に よっ て は , 他 の 
コー ド を 出力 し た り , ある 文字 数 以上 送る と 自動 的 に 改行 きれ 
て し まい 不都合 が 生じ ます の で , 次 の サブ ルー チン に よっ て デ 
ー タ を 送る と と を お すす めし ます 。 
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100 "PUT A CHARACTER 
110 OUT &H10, C : OUT &H40, 0 : OUT &H40, 1 
120 A=INP(&H40)AND 1 : IF A=0 THEN RETURN ELSE 120 


上 の サブ ルー チン を 合用 し て 次 の よう な 形式 で 呼び ます 。 
Cーx : GOSUB100 
の 條 が の が 。 コ ヨード と し て 全力 きれ る 。) 


本 た る / 


LPRINT CHR$(x) : 
I 
C=x : GOSUB100 


と な っ て いま す 。 
PC-8023C に 漢 字 を 印字 する 場合 は , グラ フィ ッ ク 画 面 の コピ ー と 同 
様 に , 漢字 を 画面 に 表示 し CMD COPY 2 を 実行 し ます 。 
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付 録 


付録 1 グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル 


画 盟 還 ア | 久 NXOK 
還 記 0 DOIO * 較 | 
mm 加 画 較 本 | | | | 

= ee っ = 





付録 


0 ン バ パス イッ チ と 


ィ ッ プス イッ チ の 使い 方 


1[ 


プ ィ ッ プ スイッチ 1 未 使用 


ディ ッ プ スイ ッ チ 2 (MEMORY WAIT 


ベス イッチ ) 
On ・…… メモ リリ ー ド サイ クル に , 
1 WAIT 動作 を お こ な う 
(アク セス タイ ム が 300nsec. 
より 遅い KOM を 使用 する 場合 ) 
off …… 通 常 
(注意 ) PC-8012-o3 を 使用 する 場合 は 


ディ ッ プ スイ ッ ナ の 2 を on に 
し て 下さ い 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ 3 一 7 
(ユー ザ は 使用 で きま せん 。) 


ディ ッ プ スイ ッ チ 8(ROM 選 択 ス イッ チ ) 


On N-BASIC を 選択 
off……Nso -BASIC を 選択 
res ff 
e」 「e」 ロ | 訂 し |] 「e」 
8 7 6 5 4 3 2 1 LA SELECT 
レーーーRS-232Cー 一 一 NN 
(bit per second ) 
ボーレート ボー レー ト 
アグ ファ クタ 
16 の と き 64 の と き 
ジャ ン パ スイッチ 1 75 ーー 
ジャ ン パ スイ ッ チ 2 150 ーー 
ジャ ン バ パ バズ オ ッ ナ 3 300 7O 
ジャ ン バ パス イッ チ ナ 4 600 150 
ジャ ン パ スズ スイッチ 5 1200 300 
ジャ ン パ ズ スイ ッ ナ 56 2400 600 
ジャ ン バ パス イッ ナチ 7 4800 1200 
ジャ ン ノ パス イッ チ 8 9600 2400 
> 主 章 ボー レー ト 切 り 換 え 用 の ジャ ン パ スイ ッ チ は , PC-66801 の も 


の と は 逆 に な らん で いる の で 注意 し て くだ さい 。 
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付録 4 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


ERK 
コー ド 


1 


10 


1 1 


12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 


20 


21 
(未定 義 ) 


Sa か 
NEXT without FOR 
Syntax error 
RETURN without GOSUB 
Out of Data 


Illegal function call 


Over flow 
Out of memory 
Undefined line number 


Subscript out of range 


Redimensioned array 


Diyision by zero 


lllegal direct 

Type mlsmatch 

Out of string SDaCe 

String too long 

String formura too complex 
Cant continue 

Undefined usr function 

No RESUIME 

RESUME without error 


Unprintable error 


FOR 一 NEXT が 正しく 対応 し て いな い 。(NEXT が 
多 す ぎる ) 


文法 が まち が っ て いる 。 プ ログ ラム 中 に 規定 の ス 
テー トメ ント 以外 の も の が ある 。 


GOSUB-RETURN が 正しく 〈 対応 し て いな い 。 
(RETURN だ けが ある 。) 


READ 文 で 読ま れる べき デー タ が DATA 文 の 中 に 
用 意 さ れ て いな い 。 


ステ ー ト メン ト の 機能 の 呼び 方 が まち が っ て いる 。 


入力 され た 数 値 や 演算 結果 が 許容 され る 範囲 を 外 
れ て いる 。 


メモ リ 人 容量 が 足り な く な っ た 。( プ ログ ラム が 長 す 
ぎる , 配列 が 大 きす ぎる 等 ) 

必要 と きれ る プロ グラ ム 行 (COTO の 飛び 先 な ど ) 
が 定義 さ 8 れ て いな い 。 


配列 変数 の 添字 が 規定 の 範囲 内 に な い 。 


同 配 列 を 再 定義 し て いる 。( 同 じ DIM 文 が 簡 数 回 
実行 され た 。) 


0 に よる 割 算 が 実行 され た だ 。 


ダイ レク ト ・ ス テー トメ ント と し て 使え な い コ マ 
ンド が 入力 され た 。 


代入 文 な ど で 式 の 左右 の 型 が 一 致し て いな い 。( 数 
値 と スト リン グ な ど ) 


CLEAR 文 な ど で 指 定 し た , ス トリ ング 変数 用 メモ 
KJ が 万 りな (な っ だ 。 


スト リン グ ( 引 用 符 で 囲ま れ た 文字 列 ) が 長 す ぎる 。 
(255 文 字 を こえ た ) 


文字 式 が 複 維 す ぎる 。( カ ッ コ の ネス ティ ング レベ 
ル が 多 す ぎる 等 ) 


CONT コ マン ド を 入力 し て も 続行 で き な い 。( ポ イ 
ンタ が 破壊 され て いる 。) 


参照 され た ユー ザー 関数 の 定義 (DEF 文 に よる ) が 
な され て いな い 。 


エラ フー 処理 後 , プ ログ ラム の 実行 を 再開 する こと が 
で き ない 。 


エラ フー と RESUME が 対応 し て いな い 。( エ ラー が 
な い の に RESUME し た 。) 


メッ セー ジ の 定義 され て いな い エ ラー。 


付 一 8 


Missing operand ステ ー ト メン ト 中 に 必要 と され る パラ メー タ な ど 
が 指定 され て いな い 。 


Line buffer overflow BASIC が , 行 を 入力 する 際 , 一 行 の 長 さ が 有効 範 
囲 を 越し て いる 。 


Position not on Screen 指定 し た カー ソル 位置 な ど が , 画面 の 男 囲 外 に な っ 
て いろ る 


Bad File Data ファ イル 上 に ある デー タ の 形式 が まち が っ て いる 。 


Disk BASIC Feature ディ スク が 接続 さき され て いな いと まき, DISK BASIC 
モー ド の 命令 を 実行 し た 。 

Communications Buffer overflow 周辺 機 革 と の 入出 力 の た め の バ バッファ が オー バー 
フロ ー し た 。 


Port not initialized イィ インタフェース 用 の LSI の 機能 設定 が な され て い 
な い 。 


Tape read ERROR カセ ッ ト か ら の 入力 が 正しく 行なわ れ て いな い 。( テ 
ー プ の 読み 誤り な ど ) 





DISK-BASIC モー ド で 追加 され る エラ ー メ ッ セ ー ジ 


ERR ー + 


FIELD overflow FIELD 文 で 256 バ イト 以上 の 文字 を 割り 当て た 。 
Internal error BASIC 内 部 で の エラ ー 


Bad file number オォ オー プン され て いな い フ ァイル ・ ナ ン バ ー を アク セ 
ス し た 。 


File not found LOAD, KILL, OPEN な ど で , 存在 し な い フ ァ イ 
ル を アク セス し た 。 


Bad file mode ンー ケン シャ ル ・ フ ァイル で OPEN し た ファ イル に 
装 し て 。 ラ ング ダム ・ ア クセ ス を し た 。 ま た は その 逆 。 


File already open すでに 開か れ て いる ファ イル に 対し て OPEN で や 氏 I 
LL を 実行 し た 。 

Disk not mounted mount され て いな い デ ィ ス ク に 対し て アク セス し 
JA 


Disk IT/O error ディ スク に リー ド ライ ト エ ラ ーー が 生じ 読み 直し 
て も 惨 正 で き な く な っ た 。 


File already exists NAME に よっ て 定義 きれ た ファ イル ネー ム が が , 
すでに 登録 され て いる 。 


Disk already mounted MOUNT さ れ て いる ディ スク に 対し て MOUNT 
を fP が の だ 。 
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付録 5 


Disk Full 


Input past end 


Bad file name 


Direct statement in file 


Bad allocation table 
Bad drive number 


Bad surface/track/sector 


Deleted record 


Rename acroSsS disKs 
Sequential after PUT 


Sequential 1/O Only 
File not open 


File write protected 


Disk offline 


演算 順位 


(つら CC に コロ の Ch に 5 ト う 


10 


ーー 
CT に て こら とら ーー 





ディ スク 上 の すべ て の 場所 を 使い 切っ た 。 


ファ イル の すべ て の デー クタ を 読み 尽 し た 後に INP 
UT が 実行 され た だ 。 


不適 当 な ファ イル ネー ム を 使っ た 。 


アス キー・ フ フォー マット で の LOAD 中 に ダイ レク ト 
・ ス テー トメ ント が あっ た 。 


2 ま の ここ DL だ 。 
不適 当 な ドラ イブ ネー ム を 使っ た 。 


サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ 番 号 の 指定 が 誤っ て 
いる 。 (DSKO$, DSKIS) 


消去 済 の レコ ー ド を アク セス し よう と し た 。 


ファ イル 名 の 付け 換え で 違っ た ドラ イプ ナン バー 
を 指定 し た 。 


PUT 文 実行 後 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル を アク セ 
レン 


ンー ケン シャ ル 入 出力 以外 は 行っ て は な ら な い 。 
まだ 開か れ て いな い フ ァイル に 対し て アク セス し た 。 


ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる ファ イル に 対し て 
書き 込ん だ 。 


入出 力 の 可能 な 状態 で な い フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク を 
グセ し よう と だ 。 





泊 算 


カッ コ で 囲 まれ だ た も の 


関数 


指数 (べき 乗 )^ 


負 号 (一 


キオ. 一 


関係 演算 子 ( べ く 。 = な ど ) 


NOT 
AND 
OR 
XOR 
IMP 
EQV 


ほこ 


付録 6 コン トロ ー ル コー ド 


| ネー | 動 人 


ICTRL 二 [B| | カー ソル を 1 項目 ご と だ へ 移動 きせ ます 。 








CTRLI 二 [E] | カー ソル の 位置 か ら , その 行 の 終り まで を まっ 消し ます 。 
CTRL| +[GI ー を 鳴ら し ます 。 


CTRL| +[| | 1 文字 を 削除 し ます 。 と 同じ 働き で す 。 
CTRL 十 [ 上 | タブ 位置 まで カー ソル を 移動 きせ ます 。 タ ブ 位 置 は 8 桁 


ご と に 設定 され て いま す 。 [TAB| キ ー と 同じ 働き で す 。 
ライ ン フ ィ ー ド (LF コ ー ド ) を 挿入 し ます 。 

カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション (左上 スミ ) に 移動 させ ま 
す 。 [SHIFT)+[ 呈 と 同じ で す 。 

テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 [ 関 只 と 同じ で す 。 

と 同じ で す 。 

カー ソル を 1 項目 ご と に 右 へ 移動 させ ます 。 

スペ ー ス を 神 入 し ます 。 [SHIFT | + [ 喘 ] と 同じ で す 。 







CTRLU+J 
CTRL+[KI 


CTRU :(E 
CTRU 
CTRU +[N 
CTRU + 同 









LESC」 実行 を 一 時 中 断 し ます 。 

カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます 。 
[SHIFT」+ 王 || カー ソル を 1 つ 左 へ 移動 させ ます 。 
ば 」 カー ソル を 上 の 行 へ 移動 きせ ます 。 


LSHIFTI+ 


カー ソル を 下 の 行 へ 移動 きせ ます 。 
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付録 / 


0020 
0030 
0040 
0050 
0060 
00/0 
0080 
0090 
00AO 
00BO 
00CO 
00DO 
00EO 
00FO 


〇 つ N rY ーー 7 NN 


つつ 6 の 層 ビ 


[] 


\ 


ほ 区 ざさ ルル や 
いら ざ ひい へ ご 


ーー 


OO 6 《》 c95 旨 


L_ いつ ィ 


SH 


CO 。 で ー パ 上 


凍 字 コー トド 


+ ム 幅 ワ ぉ 人 か や 


半角 文字 一 覧 表 


くく 如 思 F 9 


ェ ー 
= 


さき 人 写 必 ママ ホ ユダ 円 の つ @ の ひ 〇 


% 玉 コ aw き る 之 の 


二 
員 | 
0 っ へ ヽ Y ーー へ 


の 


で 
9 て 


ーー 
キーーー 


リロ 
f 
S】 ざ | 


び 1 
〇 ) 
CO 
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ト [で らら ーー 


エ 加 


ww ※ ーー mc 


D ワ つつ ご で ご ロロ 圭 \ 


ー 避 ビ へ ー 


さ で ずる 


9 3 で 


(OO で 


Pi 和 


bh <、L ぁ 


2 


9 さや Y / ぺ N 


1/4 角 文 字 一 覧 表 


0 1 2 3i4 5 6 7!8 9 A BIC D E F 


0100 Sm Sx ExiET EQ AK BLIBS HT LF HMICL CR So Si 
0110 DE Di D2 DsiD』 Ngk SN EBICN EM SB Ecl ユ ーー 1 」 
0120 | / #5 を 「I( まま 3 呈 記 = 
0130 0 1 2 3!4 5 6 718 9 |] く = ニッ > 2? 
0140 @ A B CID E FE G!H I 」 KiL M N 0 
0150 P Q R SiT U V WiX Y Z [ \ ] 人 ハー 
Oo160 。 a b cid e f glh i ) kil m n o 
0170 p q r sit u v wlx y z | | 
0180 * 、 “ 
0190 | vw 
01AO 電 ヲタ ァ ! ィ ウー ェ オロ ヤマ ュー ョ ーッ 
0180 - アイ ウッ | テオ カキ | ク ケ コ サ | シ メス ャ ッ 
01CU タナ ツ 7 ィ ト ナ = ヌメ ! ネ ノ ハハ ヒ i フ へ ホホ マ 
0100 ミ ム メモ I ヤ マテ ュ ョ ラリ ロリ ルレ ロワ ウン " 
O1EO ニキ 』! 人 $ 移す る まあ も @ 〇 / いい 
O1FO x 円 年 月 ! 日 時 分 秒 i ] 

0 1 2 3!4 5 6 71i8 9 A BiC DE F 
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L MNO 





C D EE F 


H 1 J K 
XA Y / 


8 9 A B 
h 


6 9 


4 5 6 / 
DE ド FG 
TU V W 
d e fi g 





|I4 5 6 7 


zaaol0 1 2 3 
ABC 
23s0IP Q RS 





1 


a b c 





る 甘く 
ぜ そ ぞ 


カ 





う ぇ 
: さ ざし 


ーー 
ーーー 


し いい う 


人 
0 








だ | 





Eh トニ ーー E___ WW※'!1 ーー ニーー 3 emm ma ee 
F コ 


ーー 
いこ 


け げ 






2430| で 


レロ ッ ワ - 


れ ろ ゎ わ 
が キキ ク | 
ゼ ソ ゾ タ 
C DD  F 』 


DP__ E 還 __5SOKt 和 WW〔〈〔 つ ふつ t〔 放 OO〔 へ 〈 へ WW'{{RROKOKOKO5O5O5jWOOO5 OO OO5〔 斉 OKOKOKOK EK 





OO sw〔O'〔' 計 5'〔m〔 和 OO _'_'〔' '*'〈ーj6) "~= つ = 敵 還 間 生  " 症 還 年  」 


CN NN 0 J6 
< ゅ ゆめ ゆ ょ | 


2 
| 2530 2 2 の の 
の 3 


還 ま ひび の 
| ※ コ ー ド は 16 進 で 表現 され て いま す 。 


| な eo| む めも ゃ 
|] ゐる る を ん 


2570| 圭子 ヲ プン 
| O 


2342H と な り ま す 。 


の コー ド 


二 W 6 が 


え ( 


| 2 


『 





+2340 日 士 2 
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| 
亜貴 建 ! 向 真愛 挨 只 逢 葵 末 和 悪 所 混 
旭 華 志 番 | 梓 圧 幹 扱 是 館 絢 綾 鮎 束 
栗 裕 安 庵 接 暗 案 聞 


M 伊 ( 依 人 
中 易 椅 為 長 異 移 維 紳 
上 文 育 郁 磯 一 壱 浴 : 
具 | 内 

| 


ST 
ント 


燃 引 飲 ! 入 骨 障 


キ 四 遇 
嘱 士 可 


敵 叶 陣 礁 


| 

“ 
宇島 羽 辻 下 雨 四 鵜 完 填 
に 浅 由 皮 浦 瓜 | 鳴 云 運 
" 


在 錠 考 営 婦 上 8 2 映 衣 栄 永 泳 遇 瑛 康 
敵役 流 益 賠 計 門間 概 
國 坦 偶 昌 延 多 挫 援 | 沿 演 疾 始 揚 E 猿 
錠 商 遂 条 衝 ] 


| 2 314 5 6 7!8 9 A BIC DE F 
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oO | 2 314 5 6 7i8 9 A BIC DEF 
3170 於 」 三 鐘 止 央 住 応 
オ 32220| 押 星 横 欧 区 王 穫 , 補 常 栓 黄 岡 沖 荻 億 
323o | 屋 憶 膜 桶 特選 俺 下 則 温 税 省 音 」 





| | 
[ | 下 化 仮 何 
伽 価 佳 回 夏 嫁 ! 家 宴 科 昌和 き 歌 河 
末 袖 未 本 箇 花 天白 茶 共 某 虎 課 誠人 
迎 過 霞 洪 牙 位 峨 我 牙 画 釣 芽 峨 深 雅 位 細 
介 会 解 回 塊 壊 廻 快 怪 悔 局 居 ! 戒 坊 改 
租 星 械 海 灰 界 紀 絵 介 販 開 階 貝 肌 効 
外 玉 害 療 由 概 涯 6 時 基 持 設備 運 般 上 
3340 | 垣 柿 敵 釣 割 吐 各 廊 拡 提 格 核 穫 確 模 
so 覚 角 基部 間隔 岳 楽 額 顎 掛 笠 橿 
3360| 醒 相 角 潟 仙 喉 愉 括 | 泡 ) 消 号 和 暑 日 
叶 桃 樺 暫 更 電 浦 釜 録 噛 嶋 丁 茅 准 
5 和 人 刈 二 時 7, 上 記 ' 上 刊 勘 勧 巻 喚 堪 姦 
3430 | 完 官 寛 干 加 感 慣 ( 民 換 敢 相 幅 椿 未 歓 
Mo 演 滑 容 遇 甘 彼 利 午 管 笛 引 夫 古 
3450| 先 観 諫 呆 代 問 間 関 除電 館 且 丸 信 単 


3460| 茂 玩 廊 眼 岩 損 放 [ 放 n 顔 顧 [ 









| 
3460 | [ 人員 危 危 喜 器 


3470 | 基 厨 怒 宙 布 幾 忌 揮 机 旗 棋 茎 
3s20| 機 帰 毅 気 勉 祈り 季 稀 紀 徹 規 記 中 起 
3530| 軌 輝 餅 茜 売 人 偽 人 耳 . 虚 0 犠 自 


so| 砥 義 歳 語 議 換 菊 御 史 喫 相 橘 詰 太 杵 

ss0] 委 却 客 脚 直 逆 丘 久 ! 仙 休 太 吸 夫 弓 急 末 

3560 | 朽 求 流 冬 球 完 欠 | 級 紺 給 MH 和牛 去 大 
巨 拒 拠 挙 品 虚 許 距 負 漁 倫 魚 亭 事 京 


| 
oO 1 2 3」4 5 6 フ 7!g 9 A BiC D E F 





人 sl 


O | 2 314 5 6 718 9 A BiC DEF 
供 侯 介 競 共 四 協 眉 州 叫 江 境 峡 強 
aol 臣 全 恐 落 映 教 橋 況 | 年 狂 米 用 | 衝 異 圧 
ol 氏 衝 手 驚 爺 族 発 中 業 局 曲 極 主 桐 寿 借 
3esQl 勤 均 巾 錦 ! 打 大 鈴 至 | 禁 高 筋 柴 苗 簡 
誠 近 金 吟 疹 


九 倶 
駒 具 愚 廣 喰 空 偶 

掘 窟 谷 財 紛 者 
莉 訓 群 軍 部 


形 閥 間 也 閑 4 
経 継 繋 野 革 痢 堂 i HH 
創 孝 軸 牙 隙 桁 保 欠 映 潔 欠 結 血 雇 月 件 
信人 健 閥 募 合 喧 園 憧 灯 建 窟 片 浴 提 

検 権 牽 大 献 研 太 ! 絹 県 肩 見 謙 賢 軒 道 
績 険 頭 験 内 元 原 厳 ! 幻 弦 減 源 ( 玄 現 絞 般 
言 詩 限 ( 





l 


3840 | 個 古 呼 固 始 孤 己 庫 j 紅 戸 履 枯 

3850 | 洋 色 灯 | 明 莉 虎 ( 誇 跡 針 lie 貴士 三 

3860| 仙 午 上 筐 召 娯 後 御 寺 棒 栓 期 項 請 誤 護 本 

3870! 迷 人 鯉 人! 候 倖 人 功 効 人 包 厚 口 回 
_」 


3920| 后 喉 明 好 孔 才 赤 工大 幸広 誠 康 
3930 | 7、 恒 慌 交 責 控 攻 還 上 晃 更 人 本 構 江 洪 
3940 | 洛 港 溝 甲 皇 硬 稿 灯 紅 編 絞 綱 耕 考 青 且 
3950| 腔 介 航 | 衡 講 | 上 6 鋼 因 降 
3960 | 項 香 高 漆 財 カ 号 人 反 漂 炒 | 次 史 , 刻 


間 | 
3970| 舌 国 殺 酷 部 閉 獄 濾 」 腰 舗 名 宙 惚 ! 骨 旬 込 
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so| 此 頃 今 困 埋 婚 由 懇 昔 昆 根 梱 混 痕 
3A30| 紺 良 魂 ( 
中 | 佐 叉 唆 角 左 差 査 沙 難 砂 誕 償 
3A40| 没 学 座 守 代 催 再 最 隊 宗 宰 形 抹 
3A50| 茂 済 災 朱 | 崖 砕 砦 祭 細 裁 載 際 剤 在 
3A60| 材 罪 財 中 村 咲 崎 埼 ( 奉 藻 作 削 
wol 昨 控 放 期 棚 準 筑 素 柚 桜 姓 穫 呈 折 

察 拶 撮 擦 札 殺 校 際 雑 虹 鯖 拓 錆 魚 皿 果 
mo| 三 傘 参 山本 入 散 検 際 環 産 算 匠 論議 條 
酸 的 斬 暫 残 ( | 















































| | 
| 仕 仔 価 便 刺 司 喝 | 四 士 交 
0) 姉 次 子 恨 | 市 師 志 吉 指 支 夜 導 施 第 枝 下 
3B60| 多 氏 獅 社 本 、 糸 紙 未 脂 皇 視 詞 詩 試 鞍 gb 
語 資 則 央 飼 歯 事 似 特 児 字 寺 持 時 
次 滋 治 | 倫 塞 導 磁 示 面 耳 自 | 時 辞 汐 鹿 
3C30] 式 識 鳴 党 | 軸 穴 生 七 叱 執 失 | 補 基 混浴 
oo 質実 部! 誠 偶 柴 芝山 舎 与 射 捨 攻 
sol 斜 煮 社 紗 者 謝 車 信虎 邪 借 公 I 民 ね 灯 馬 
3C6O| 西 ) 釈 欠 右 [ 彼 級 惹 主 取 守 手 森原 狩 珠 種 
3C70| 腫 趣 酒 首位 受 呪 寿 , 授 樹 緩 需 | 囚 収 周 
就 州 | 修 笑 拾 浮 秋 若 貫 習 臭 舟 区 
poo 区 有 ! 人 負 酬 ! 集 酸 仁 住 」 充 十 従 葉 
3D40| 季 汁 渋 獣 , 縦 重 銃 筑 貝 宿泊 祝 縮 鹿 加 部 
poo| 出 箱 俊 遇 春 星 疲 際 駿 準 令 名 桶 導 
3Deo| 準 潤 盾 純 」 巡 尊 醍 基 処 初 所 | 庶 緒 
3p70| 著 書 英語 庄助 叙 女 序 徐 下 狂 除 傷 償 
隊 匠 召 哨 商 唱 管 半 雪 咽 容 料 小 少 
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3E30 向 庄 床 版 吉 ク 承 抄 近 近 昇 昌 中 品 松 相 


3E40 も し た もし も し よ 。 


sEso| 笑 粧 紹 肖 高 符 誠 衝 ! 近 証 語 | 詳 象 賞 費 
ol 生生 包 隆 上 天天 元首 茂夫 
3E70| 情 援 条 棒 衝 状 答 譲 酸 錠 路 地 飲 

拭 植 殖 織 職 | 食 角 伸 信 侵 
mo 娠 須 審 心 慎 振 新 赤 森 欄 浸 只 申 疹 真 
ro] 神奈 紳 葉 応 閣 規 診 才 進 針 震 人 仁 刃 


ssol 鹿 生 尋 甚 尽 腎 迅 陣 埋 


| 
| 箇 諏 ! 須 酢 図 司 
昌 吹 垂 師 水 疾 半 | 特 業 究 送 史 多 隊 
瑞 髄 貯 半 区 枢 洛 雑 | 杉 相 菅 | 題 雀 福 
澄 所 十 ( [ 
世 瀬 喘 二 制 勢 帳 征 作成 政 
整 年 晴 棲 , 栖 正 清 | 生 底本 加 声 製本 
= も すれ き 静 斉 税 ! 上 人 席 情 | 大 た 昔 析 
石積 籍 績 | 硝 貢 赤 跡 豆 右 切 抽 」 接 授 折 設 
朗 六 絶 知 旭 人 先生 占 二 失 用 間 
扇 失 栓 格 泉 浅 洗 染 | 潜 前 煽 旋 | 秋 線 
織 半 腺 ! 竹 船 茶 訟 | 剛 践 選 居 銭 銃 関 鮮 
ーー トト ] 


ーー ルル 
殺 玉 旧 逆 上 僧 則 


キナイ トト サ エリ オト 
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O Il 昌和 


騰 蔵 贈 ! 造 促 側 則 ! 即 息 捉 東 ! 測 足 速 傘 
4230| 属 賊 族 続 卒 袖 其 摘 存 丈 尊 損 ! 村 遂 
| 他 多 
計 陣 履 を 椿 陀 i 駄 騨 体 堆 
倍 市 侍 記 同 旧 内 当 有 | 袋 任 
隊 億 | 鯛 代 台 大 第 醒 訂 六 潮 卓 
E 的 容 玉 誠 洒 語 間 生 有 
! 介 科 受 半 ほ 週 杉 谷 ! 明 提 座 
F 嘩 電電 抹 旦 琴 淡 徐 灰 短 敵 澤 綻 朋 
誕 鍛 ! 団 壇 弾 断 暖 槽 役 男 | 


丁半 町 眺 


超 跳 ! 銚 長 頂 鳥 勅 捗 直 朋 


| 
| 診査 杜 追 氏 痛 | 通 塚 欄 
直島 弘 負 椿 潰 坪 電 太 納 爪 吊 


| 


上 


剖 低 ! 人 偵 刺 貞 」 時 電 定 帝 底 庭 衝 弟 

4470 | 憶 抵 提 | 層 (] 伺 程 締 衝 訂 , 諦 中 馬 
氏 釘 MP 岳 所 滴 的 笛 , 適 錆 到 哲 
4530 人 撤 幸 途 | 鉄 典 天 展 店 誠 細 時 貼 転 
4540 点 伝 典 滅 田 電 
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兎 吐 増 塗 知 層 ! 徒 寸 杜 渡 
h 銭 砥 信夫 度 土 奴 抱 倒 党 科 
| 症 委 害 島 只 悼 投 搭 ! 東 桃 構 棟 
間 灯 燈 当 引 時 等 答 箇 征 統 到 
] 騰 豆 踏 医 秀 氏 陶 頭 騰 開 側 
失 洞 障 章 肌 攻 疾 鋼 幅 掲 還 

到 篤 毒 ! 独 計 栃 様 | 上 突 概 届 
順 中 豚 通 在 甘 殺 


Sa 


ラベ ィ 


まま 


ー 尼 到 半 頒 賑 肉 虹 半 上 日 乳 入 
知 奈 半 ! 仁 妊婦 認 


| 」 
所 地 播 義 札 流派 替 破 誠 馬 意 
47s0|] 俳 廃 拝 排 敗 杯 叙 牌 | 背 肺 募 配 倍 培 媒 梅 


ol 折 天上 売 賠 隔 中 衝 若 導 伯 羊 記 


ol 柏 泊 白 術 柏 六 得 追 唱 漢 爆 細 英 双 才 


本 箱 礁 箸 貢 箸 栖 帳 肌 畑 畠 八 鉢 溢 発 


taol 醒 髪 伐 視 抜 後 関 雰 中 境 帳 隼 伴 判 半 反 
O | 2 314 5 6 7I189 ABICDE F 
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| 
4840 | 叔 帆 拓 寿 「 板 江 汎 販 ! 班 畔 dP 著 販 男 
4850| 米 類 頒 飯 ! 挽 史 番 盤 若 密 " 


畔 耕 刀 庶 

48e0| 彼 悲 扉 批 本 斐 比 泌 誠 皮 碑 秘 継 能 肥 被 
誹 費 進 非 飛 福 錠 備 紫 微 家 昆 現 眉 美 
見 格 種 匹 下 明 彦 呆 凌 肘 紅 必 里 筆 

430 | 栓 姫 媛 紐 折 診 依 周 峡 水 漂 到来 表 評 絢 
2e 隔 指 病 秒 直 多 鉄条 林 舌 員 杉 了 手 
責 頻 敏 拍 

不 付 埋 夫 ! 旨 合 富 軸 府 柄 兵部 

eeo| 寺 普 江 多 符 府 腹 半 央 赴 | 旧 附 佐 折 
武 舞 衛 失 部 封 楓 風 茸 牙 伏 副 復 幅 服 


指導 仏 物 拓 2 功 噴 墳 


| 
| 


軒 


HHt 
舌 吾 


Ps 


に 


』 


| 
| 
引 補 朝 
4A70| 俸 名 回 普 | 素 宇 
法 泡 高 , 砲 縫 
人 鳳 有 剛 を I 傍 音 
4B40| 棒 冒 編 訪 」 有 線 
4BSO| 撲 朴 牧 睦 栓 負 | 池 


O Il iz 


% HI 
本 辻 吾 


日 


基 二 馬 誠 溢 置 
5 選 浴 次 也 富 各 季 


n 選 ー 脂 蘭 思 忠 絆 


ET 拉 村 活 
n 肢 鞭 江 拘 


宮 
演 


計 当 英彰 


wl 


名 通 陣 思 滞 


3 洋 江 堂 活 工 潜 
ト 上 E 
Rai 
次 


0) き 間 眉 
o 肖 吉 滞 尋 牌 杉 


O 
> 
了 
O 
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4meo| 摩 磨 魔 麻理 妹 味 枚 毎 本 列 膜 枕 錠 械 
70| 鱗 村 赤 俣 又 抹 未 注 ! 迄 人 黄 座 万 怪 油 


0 三間 間 折 三 8 
に 






| 
| 
要 未 魅 巳 美 ! 岬 密 蜜 演 三 稔 脈 妙 


必 や > な 

(人 ] (| 

の ト J ト J 

〇 の 8 きき 
が に 


桃 民 眠 












l 
夢 無 生 志 | 双 症 酸 婚 妨 





『 
ぐつ 
いう 
の 





Nez 
| 長 名 命 


1 
鳴 妊 牝 減 | 免 桶 綿 細 面 麺 


4C4O 
4cso| 茂 誠 生 毛 拓 盲 綱紀 鞍 儲 木 時 
4ceol 光 戻 邊 中 | 問 央 絞 門外 


4CeO | 也 冶 夜 部 恥 野 弥 
4c7o| 矢 厄 役 約 薬 訳 躍 靖 柳 電 鐘 | 


『 
〇 
(が) 
〇 







4C40| 明 明 迷 多 






を ビ | 胃 | 


| 
[ ao 
愉 爺 油 癒 
/ ) 
[ 
[ 


| | NN 
4p2o| 論 輸 唯 佑 優男 友 幽 悠 憂 ! 指 有 柚 湖 
融 | タ 


4D30| ( 測 猫 相 EE 俗 計 遊 郵 雄 明 


場 挿 擁 映 楊 様 : 
間 人 陽 ! 人 


_MI 則 」 H 1 す | 中 
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利 履 本 李 ! 梨 理 瑞 
痢 裏 神 里 離陸 律 率 立 逢 控 只 劉 流 汐 
4E30] 琉 留 硫 粒 ! 隆 意 龍介 慮 旅 虜 了 院 僚 両 湊 
ol 寮 料 染 源 任 療 和 欄 衣 論 導 鹿 裕 台 カ 
4ESO| 和 倫 則 林 光 焼 直 臣 ! 輪 上 隣 鱗 須 


| 
O | 2 3!4 
| 


4F40 | 


4F40 佐和 上 
4FS0| 格 湾 克 腕 [ 
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付録 8 予約 請 


と と (て あげ た 予約 語 は , 
ち , 変数 名 な ど に 使う こと は で きま せん 。 


A AND 
ABS 
ATN 
ASC 
AUTO 
ATTR$ 


B BCD$ 
BEEP 


( CONSOLE 
CLOSE 
CONT 
CLEAR 
CLOAD 
CSAVE 
CSRLIN 
CINT 
CSNG 
CDBL 
CVI 
CVS 
CVD 
COS 
CHRS$ 
CMD 
COLOR 


D DATA 
DIM 
DEFSTR 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFDBL 


ト 


N。。-BASIC, N-BASIC で , 特定 の 意味 を 持 


DSKO$ 
DEF 
DELETE 
DSKI$ 
DSKF 
DEC 
DATE$ 


END 
ELSE 
ERASE 
ERROR 
ERL 
ERR 
EXP 
EOF 
EOV 


FORMAT 
FOR 
FIELD 
FILES 
FN 

FRE 

FIX 
FPOS 


GOTO 
GO IO 
GOSUB 
GET 


HEX$ 
INPUT 
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IF 
INSTR 
INT 
INF 
IMF 
INIT 
INKEY$ 
ISET 
IRESET 
IEEE 


KILL 
0 6 


LEI 
LOCATE 
LINE 
LOAD 
LSET 
LPRINT 
LLIST 
だ に 0 ら 
LISTIEN 
LIS! 
LEILES 
LOG 
LOC 
LEN 
LEF「$ 
LOF 


MOUNT 
MERGE 
MOD 


MKI$ 
MKS$ 
MKD$ 
MID$ 
MOTOR 
MON 
MAT 


NEX「 
NAIME 
NEW 
NOI 


OUT 
ON 
OPEN 
OR 
OCTS 


だ UE 
PAKN 選 
PRINI 
POS 

旨 当 4 
PORT 
PLE 
PSEI 
PRESE 4 
POINT 


R READ 


RUN 
RESTONE 
RETIURN 
REMOVE 
REIMI 
RESUME 
民 の 世 
RIGHTS 
RND 
RENUM 
RBYTE 


STOP 
SWAP 
SET 
SAVE 
SPC( 
STEP 
SGN 
SOR 

SIN 
STR$ 
STRING$ 
SPACE$ 
STATUS 
SRO 
TRON 
TROFF 


2 


TAB( 
TO 
THEN 
TAN 
TERM 
TALK 
TIMES$ 


USING 
USR 


VAL 
VARPIR 


WIDTH 
WAIT 
WBYITE 


XOR 
ゴー 


> て ※ 


人 | V s= ボ 
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I/O ア ゲド レス 0Hー7FH ま で と , 下図 の アミ の 部 分 は MKII が 使用 し て い 
ます か ら , ユー ザ が 使用 で きる アド レス は , 下図 の アミ の な い 部 分 だ け 


で す 。 

80H 
ユー ザ 使 用 可能 
00 IP クア 
MK が 使用 し て い 
る I/O ア ドレ ス 

C0H RS-232 し イン タダ タフ ェ ー ス 

I/O ひ アドレス 
紀 一 ーー ペー ーー 
D0H 





GP-IB イ ンダ タ フェース 
I/O ア ドレ ス 


0 日 テ 
ンジ ペア ムコ ヨン トド ロー ツル 
MM007 ドレ ス 

| WW 


フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク 制 視 
/0 ア ドレ ス 
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FFEFFH 
BFFFH CV RAM 
16K バ イト 
RAMI | 。 WW -8000H に 時 こ e 上 
64K バ イト HFFFI oo 。 IEEE 針 RoM3 | | 
6 UMUEII IS ー! ! | 
16 人 KK バ イト 8K バ イト ) オプ ショ ン ! 
4000 日 RAM 
3EFFHI ROM 1 | 32K バ イト 
16K バ イト [ 
0H 0 日 ER I 


ROM 1 ROM 2…… Naso -BASIC 
ROM 3…… 増設 用 ROM 





Ns。 -BASIC で 使わ れる メモ リ 


FFFFH『 





0 日 


N-BASIC で 使わ れる メモ リ 


付 





/ 
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8 ビッ ト ・ ロ ー ド 


SI 癌 回 阿 回 回 回 
EFD | ED 
四 
回 潮 EE 
ms | 1 "ドド ド 
ms | | ele ド 
ee 則 剛 
pr eee 
| mee 

DD | DD DD | DD | DD 
LD (I 容 +d)。 X 77 70 71 72 

d d d d 

FD | FD FD FD 
し D (IY+d)」 XX リナ 70 7 1 が 

d d d d 

32 
LD (nn), XX i1 

T 

ED 
me | | 

ED 
ms | | 屋 | | 


(HI 多 | (JHY 
DD | FD | 3A 
7C 了 D 7E 0A 1A 7E 7E n 
d d n 
DD | FD 
44 46 46 
ロ 
DD | ED 
4E 4E 4E 
d d 
DD FD 
56 56 56 
d d 
DD | FD 
SE SE 
d d 
DD | FD 
66 66 
d d 
DD | EFD 
6E 6E 6E 
d 


9 
7B 
43 


本 
し れ 
- 


「 
つつ し う 
才 す | 


し っ = ゃ いう 
(mn Cm 
= (mn Cn 
て mn 
rm 
ー em し の 


トコ 
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コ トッ 
FE 





エー 


の 
[ 全 
の 
ワ 


| 
< つ 
ーー 
| 
トコ 
= 
記 ー コ = 


ー」 


性.。 こ ] 
(っ う 


コロ 
0 1 
コ ひ od | コ ひ どら ピロ つ いう 


FD 


d 


ーー] 
= 
1 
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ョ ーー 
〇 づ ) 
届 
上 
ーー 
回 

て ] 

の 
日 
上 

[て] 

ェ エエ 

し の 

"で 


LD IX, X 


上 LU (nn), 


ブロ ッ ク 軒 送 





ド D 
E 1 


ココ いら 本 | ココ ウロ ウロ | コ コウ ココ ラロ 





コマ ラー 
ココ ひひ 貴 | ココ 
の ここ 


ED 


ご トゥ ご コト っ ご ココ ょ 円 ココ は ト っ 


8 ビット 人 算術 論理 演算 CPU コン トロ ー ル 


| て 回 回 回 回 回 回 回 mD| 3 


ロー 


に ee 
トコ 


CO 
し コ 
mi て の 
ト し 
| すき | 8 
し れ 
Cp 
Fr 


か 

攻 生 
う 

| 尋 」 
ワ 

民生 
9| 

と の ロワ | と ロロ | は ピロ | と と > と ロロ | と と ロロ | と らら ロロ IE . CO の 


ョ ン 


NO 
いら 
諾 潮 
に っ 
ワ 
\ ウ 
本 油 





AA 
FD 
d 1 
CP X FD 
BF | B8 BA| BB | Bo BE BE 2 
d 
INC X FD 
3C | 04 14 | 1C | 24 | 2C | 34 34 
d 


む ユ 
し 


ーー ぃ 性 CC CO 
| と ) っ CO 
gw し うっ で マッ し コ 
記 全 
上 。 
テテ 
し 
区 人 
てこ か 


DEC X 
3D | 05 


村 


EX AF, AF 


E え DE, HL 
EX (SP), HL EE 


EB 
3 
DD 
EX (SP), 1 久 ド う 


- 


4022 09 | 19 3 


9 本 29 
MEE3EIEI 開 還 
EEE 較 
5 還 回 


E え (SP), 1Y 


軸 


EX え 入 
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・ シ フト 


ロ 
l 

ai 
| 


(IX | (UY 
DD | EFD 
CB | CB 
d d 
生 半 
DD | ED 
CB | CB 
d d 
OE | 0E 
DD | 上 D 
CB | CB 
d d 
16 16 
DD | EFD 
CB | CB 
d d 
1E 1E 
DD | FD 
CB | CB 
d d 
還 
DD | FD 
CB | Cp 
d d 
同和 
DD | EFD 
CB CB 
d d 
3E | 3E 


RLC X 


RRC X OF 


IN/ 


と 
レン 
< 


SLA X 


CB 
0/ 
CB 
CB 
1F 
CB 
27 
CB 
ノド 
CB 
う F 


to の to の ーー の ー つ ら の 


SRKRA X 


39 





iC J トゥ て ) いう (①) 夫 衝 つの 〈 つ で) 


(っ っ ト つ っ ト っ テー トー て C つ だ 

ト う 〇 C つ OF コ つの 
し っ) いつ トー 〇 つ 〇 
し っ ト つ っ ト いう 〇 の 一 トー て っ CS 
っ の ) ト っ 〇 の いっ で ) | 5 科 〇 つの つの 


まき 
に ビ 
ワ 
の こさ 









A 
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2 。 ーッ ル 。 


UN 
COND 


1 
JP X. nn Tn 
Tn 


| 


(】 "7 





リス ター ト 


RST OOH 
RST 0SH 
RST 10H 
















RST 26H 





RST 30H 
RST 38H 





CD ーー 一 
| 


に っ 


トコ 
ご コロ 
ーー 


) 
ワ 


ムロ なむ の ー 二 ー 


リン 


C 


38 
eー2 


〇 


こつ 


8 


NC 


D2 


CA |C2 | EA | E2 
n n n n 
n n n n 
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ビッ ト 操作 


回 
回 
回 
店 
に 
ン 
の 
ご 
+ つ 
因 


| CB| CB|CB|CB|CB|CB| CB| CB RE | 
47 | 40 | 41 | 42 | 43 | 44 | 43 | 46 表 計 


BIT 1,X 


BIT 2, 


CB | CB | CB | CB | CB [| CB | CB 


BIT 3, 
SF | S8 59 SA | SB | 5C | 5D 


BIT 4, 
0 7 60 | 61 62 63 64 | 65 


CB | CB | CB | CB | CB 


BIT 5, 
68 69 | 6A | 6B | 6C 





CB | CB | CB | CB | CB | CB 
BIT 6. 

277 | 970 | 用 1972 | 8 

CB | CB | CB | CB | CB | CB 


BIT 7, X 
7 ド | 78 『 た 。 7A | 7B 7C 


RES 0, X 
6 / SO 61 6 ノ 83 64 


CB | CB B 
RES 1.X CB | CB | C CB 
SF | 66 69 SA | 8B 6 し 
CB | CB | CB | CB | CB | CB 
RES 2, 
97 90 91 92 93 94 
CB | CB | CB | CB | CB | CB 


X 
人 2F | 98 | 99 | 9A | 9B | 9C 


e 
ゴ 切 
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IX | (1Y 
は | 上 | LT) +d) +d) 


| 
ワ 
円 


cBlcglcglcmglcmlcmlcmlcgl 加 | 民 


KRES 4, 
S A7 | AO0 | 41 | A2 | A3 | A4 | AS 
CB | CB | CB | CB | CB | CB| CB 


KES 5, 
AF | AS | A9 | AA | AB | AC | AD 





CB | CB | CB | CB | CB | CB 


C) 
の 
C) 
の 
の 〇 の ワ 
〇 ⑦ の 
RCG 





S 6, 
6 B7 | BO | Bl | B2 | B3 | B4 | Bs | Be 
> | CB|CB|CB|cBlcBlcB| cml ec | 
[ d | da 
BF | B8 | B9 |」BA| BB| BC|BD| BE|Id Id _ 
DD | ED 
CB | cgmlcBlcBl CB CB | CB 
c2|c3|1C4|1C5|cel&|& 
DD | FD 
了 CB | cBlcBlcBl CB CB | CB 
CA | CB | CC CD| CEICE| CE 
CB | CB|CB|cBlpBlcBlpDBlcCB CB CB 
p7| po|pilp2|p3lp4|ps|pel9 | 9 
、+。。| CB|cB|cCBlcm|CBlcmlcml ec 
“ d 
FD Dslp9|pAlpBlpclpp|pEl9L|9L 
ar4 ッ |CB|cBlcm|cmlcmlcBlcmlcB で 電 隊 さ 
' d |a 
E7 | EO | E1 | E2 | E3 | E4 | Es| Ee ld | 
qr+。。|CB|cBlcmlcmlcm|cmlcm| ec 0 (8 
' d | ad 
EF | EB8 | E9|EA|Em|EclED| EEld_ld 
s+。。|CB|CB|CB|CB|CB|CB|cB| CB CB | CB 
」 d | da 
F7 | FO|Fl|F2|F3|F4|Fslreld | 
cB|cBlcBlcmlcmlcmlcmicml8m| 盲 
やら | ElFslEolEAlEmlEc FE | |d 
ド D FE | FE 
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出力 






3 









付録 12 機械 語 の サブ ルー チン 


KOM に 書き 込ま れ て いる 機械 語 の サブ ルー チン の いく つか を あげ ま 
ま a 


サブ レー チン の 


A レ ジス クタ に キャ フク クコ ー ド を 入れ て か ら 
CALL 257H を 実行 する 。 












1 太字 入 力 きれ た ら 戻る 。 カ さ れ だ た キ 


キー 入力 が ある か どう か を |CALL F7BH を 実行 する と , キー 入力 が 

調べ る 。 ば A レ ジス タ に 入力 され た キー の キャ 
タコ ー ド , キー 入力 が な けれ ば キャ リフ 
を セッ ト し て 戻る 


プリ ンタ に 1 文字 出力 する 。|A レ ジス タ に キャ ラク タコ ー ド を 入れ て か ら 
CALL D60H を 実行 する 。 


画面 を プリ ンタ に 出力 する 。| CALL 124AH を 実行 する 。 


文字 列 を 画面 に 表示 する 。 


HL レジ スタ に 文字 列 の 先頭 アド レス を 入れ 
て CALL 52EDH を 実行 する 。 文字 列 の 最後 
に は , 00 有 を つけ る 。 


BASIC の コマ ンド 入力 待ち | JP 8H を 実行 する 。 
状態 に する 。( ウ ォ ー ム スタ 
50 


モニ タ の コマ ンド 入力 待 ち | JP 5C66H を 実行 する 。 
状態 に する 。 


画面 に "?? を 表示 し て モニ |JP 5C2CH を 実行 する 。 
ド 入力 待ち 状態 
に する 。 







これ ら の サブ ルー チン の 使い 方 は , 第 10 章 モニ タ の S コ マン ド と 
G コ マン ド の 使い 方 の と と ろ で 示し た サン プル プロ グラ ム を 参照 し て くだ 
さい 。 
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付録 13 座標 糸 


キャ ラク タ 夕 座 標 系 グフ フィ ッ ク 座 標 系 
WIDTH Wo 
ーー 低 解像度 グラ フィ 高 解像度 グラ フィ 
ーッ ク 座 標 系 ッ ク 座 標 糸 
CMD COLOR@ 
CSRLIN LINE MI 
POS 2 絶対 座標 未 ビ ピュー 座標 系 
PRESET 
PUT CMD VIEW CMD LINE 
CET の STATUSVIEW CMD PSET 
CMD PRESET 
POINT CMD CIRCLE 
CMD PAINT 
CMD PUT 
CMD GET 


STATUSPOINT 


付録 14 高 解像度 グラ フィ ックス の モー トド 


CMD SCREEN の 起動 時 の 設定 値 
CMD SCREEN 0, 0, / 


CMD COLOR の 起動 時 の 設定 値 
CMD COLOR 3, 0 


4 色 カ ラー モー ド 


4 色 カ フー | 4 色 カ ラー 
モー ド 0 モー ド 1 





モノ グロ 
モー ド 


arc CMD CMD | CMD CMD 
吹 和 AE SCREEN 0| SCREEN 1 SCREEN 2 | SCREEN 3 


解像度 640X200 ピ クセ ル 320X200 ピ クセ ル 
0 : 半 0 ・ ・ 夫 0 : 青 









里 ・ 選択 色 ( 黒 ) 
カフ ー 2 ie ヽ eB 上 1 | 3 

1 : 選 接 1 : テキ スト 画 
( ) 内 は 起動 時 | ・「 彦 汰 人 0 
に 設定 され て い 
る 色 


面 の 色 に 依 
存する 
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付録 1 ソフ トウ ェ ア 上 の 一 般 的 注意 事項 


1 . PC-8001 用 の プロ グラ ム を 使用 する と き は , ディ ッ プ スイ ッ チ 8 
を on ( こ セ ッ ト し て N-BASIC モー ド で 使用 し て くだ さい 。 
PC-8001 用 の プロ グラ ム を Nso-BASIC モー ド で 使用 し た 場合 
正常 に 動作 し な いと と が あり ます 。 そ の 原因 と し て 考え られ る こと と 
は , ① 機 械 語 の サブ ルー チン な ど が , Naso-BASIC の ワー クエ リア を 
使用 し て いる , ② プ ログ ラム の サイ ズ や , 変数 領域 が 大 きす ぎ て (大 
き な 配 列 を 使用 し て いる 等 ), 実行 する と Out of memory エラ ー を 
生ずる , な ど が あり ます 。 


2 . PC-8001 用 の プロ グラ ム の うち 割り 込み を 使っ て いる も の は 
MKI を N-BASIC モー ド ( に し て も 使え な いと と が あり ます 。 


3 . Nso-BASIC, NsoDISK-BASIC において, 6000H 番地 か ら 7FFFH 
番地 に 書か れ た 機械 語 プ ログ ラム を USR 関数 で 呼び その 値 を 
CMD の つい た 共 令 と STATUS の 中 で 使う よう な 場合 は , ① の よ 
2 に し ます 。② の よう に 直接 使う こと は で きま せん 。 
① 正 し い 例 


10 DEFUSR=&H6808 
15 TMP=USR(0) 
20 CMD VIEW(TMP, 1) 一 (100, 100) 


② 誤 っ て いる 例 
10 DEFUSR=&H6808 
20 CMD VIEW(USR(0), 1) 一 (100, 100) 

4 . 店 販 の PC-8001 用 の プロ グラ ム で , ブザー を 使っ て いる も の の 
中 (に, カレ ンダ 時計 を 狂わ せ て し まう も の が あり ます 。 と の よう な と き 
は , も う 一 度 カ レン ダ 時 計 の 値 を 設定 すれ ば 正しい 状態 に 自 り ます 。 

5 . NsoDISK-BASIC で は , ファ イル を オー プン し た と き に は , フロ 
ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す 前 に 必ず クロ ー ズ し て くだ さい 。 ク ロー ズ 
せ ず に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す と ファ イル が と われ て し まい ま 
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す 。 
6 . DISK-BASIC で は , フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク を 取り 出す 前 に 必ず REMOVE 


を 実行 し て くだ さい 。 REMOVE せ ず に フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディ スク を 取り 出 
すず 宅 プア イル が こわ れ て し まい ます 。 

カセ ッ ト テ ー プ (て プロ グラ ム を セーブ し た と き は , 必ず ベリ ファ イ 
し て くだ さい 。 ベ リフ ァ イ は , セー ブ し た 直後 に 行い ます 。 セ ー ブ し 
た 後 , RUN し て し まう と その 後 ベ リフ ァ イ し て も メモ リ 上 の プロ グ 
ラム と , カセ ッ ト テ ー プ 上 の プロ グラ ム は 一 致し な いと と が あり ま 


す 。 
8. カセ ッ ト テ ー プ (に セー ブ す る プロ グラ ム の 最後 に は 必ず END を 


剛 


つけ て くだ さい 。 END が な いと , その プロ グラ ム を ロー ド し て も 
実行 で き な い と と が あり ます 。 

9. ター ミナ ルモード を 使用 する と き ボ ー レ ー ト を 600bps. 以上 に 設 
定 す る と , 受信 エラ ー( に な る と と が あり ます 。 

10. Nso DISK-BASIC で プロ グラ ム の 実行 中 また は ロー ド 中 に “Out of 
memory ' エラ ー が 出る と き は . 起動 時 に “How many files2” に 対し 
て 答え ぇ る. 「 同 時 に オー プン する ファ イル 数 」 を 減ら し て くだ さい 。 
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白黒 ディ スプ レイ ケー プル 


白 時 ディ スプ レイ 





の 7 ネネ アグ ジイ ケー ダル 
| グ ” 。 PC-8091 





PC-8092 
赤 ( マ イク )  -------- 
黒 (リモ ー ト ) ーー ) 
白 ( イ ヤ ホ ー ン )“ デー タレ コー ダケ ー プ ブル 
PC-8093 


プリ ンタ ケー ブル _ 
PC-8894 / 


ーー | 間 還 科 、 時 、 敵 軒 - 半生 、 生 "> > | mm = 





標準 ディ スク ユニ ッ ト 
(拡張 用 ) 





主 ーー 


標準 ディ スク ユニ ッ ト 2 台 を 接続 する と : 


辺 装 置 の 接続 説明 図 









PC-8001MKIi 


PC-8895( RS232 じ と ケー ブル ) 
オプ ン ョ ン 







ミニ ブナ ィ ス 
ケー ブル PC-8898 : 
(PC-8031-2W. 

/ 1W 用 オプ ショ ン ) 
/ PC-8098 ・ 
7 ( PC-80S31 用 ) 










翌 準 デイ スク ユニ ッ ト 用 上 es 
イン タフ フェー スポ ボード _ _ 抜 張 用 ディ スク 
SW み ま プ ーー た ル 


ニ ・ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 
拡張 用 ) 









注意 


1) ケー ブル 類 の 接続 は , 必ず 電源 
切っ て か ら 行 な Pe 6 さい 。 

2 コネ タタ は 他 の ソケット に 
の が あり ます の で 注意 し て くだ さ 

(3) PC-8881 と PC-8882 が * ちる だ 
先 に PC-8882 に ケー ブル を 接続 
か ら , PC-8881 と PC-8882 を ケー プル 
で 接続 し て くだ さい 。 

4) “オプション "と 指定 し て ある ケー 
プル 以 條 は MKII ま た は 、 和 益 周 辺 奨 
中 (に 例 付 され て いま す 。 

(5) 接続 する 区 反 は 、 第 2 章 , 第 3 章 を 
よさ く 読ん で か ら 行 っ て くだ さい 。 

(6) 標準 ディ スク タク ユニット の イン タフ 

ー ス ボー ド は MK II の 拡張 用 え ロ ーッ 
ト 2 に 実装 し て くだ きい 。 


S 


入る 


標準 プイ スク ユニ ッ ト 


* 倫 プイ スク ユニ 、 ッ ト 
ァ ー ブ ブル 
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